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は
じ
め
に

0
「
軍
都
」
仙
台
の
戦
争
遺
跡
と
記
念
碑

②
戦
死
者
祭
祀
と
招
魂
祭

③
戦
争
の
民
俗
～
戦
争
体
験
と
そ
の
後
の
人
生
を
め
ぐ
る
民
衆
・
常
民
の
心
意
と
は
～

④
む
す
び
に
か
え
て
～
戦
争
の
記
録
と
記
憶
を
ど
う
描
く
の
か
～

［論
文
要
旨
］

　

こ
こ
で
の
問
題
意
識
は
、
民
衆
・
常
民
の
視
点
、
民
衆
・
常
民
の
側
に
立
っ
た
史
学
、
文
化
史
が

民
間
伝
承
の
学
（
民
俗
学
）
の
本
質
と
す
る
な
ら
ば
、
語
り
の
部
分
、
語
ら
れ
た
部
分
を
基
礎
に
、

戦
争
を
と
ら
え
て
い
く
こ
と
。
日
本
の
民
衆
・
常
民
に
と
っ
て
、
近
代
の
戦
争
体
験
と
そ
の
後
の
人

生

を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
戦
争
体
験
の
記
録
と
語
り
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。　

こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
本
報
告
で
は
、
三
つ
の
テ
ー
マ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
に
、
「
軍
都
」
仙
台
の
戦
争
遺
跡
と
記
念
碑
で
は
、
現
在
の
時
点
か
ら
見
た
近
代
仙
台
の
旧

軍
事
施
設
の
史
跡
、
旧
軍
関
係
及
び
戦
時
関
係
の
記
念
施
設
・
記
念
碑
・
慰
霊
碑
な
ど
に
つ
い
て
、

そ

の
概
要

を
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
、
旧
「
軍
都
」
仙
台
の
陸
軍
施
設
の
変
遷
と
、
近
代
の
戦
争
に

関
わ
る
記
録
を
概
観
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
以
降
の
仙
台
第
二
師
団
に

お

け
る
宮
城
県
・
福
島
県
・
栃
木
県
関
係
の
旧
軍
施
設
に
関
す
る
原
本
資
料
で
あ
る
仙
台
師
管
区
経

理
部
「
各
部
隊
配
置
図
・
国
有
財
産
台
帳
附
図
」
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
て
い
る
。
°

　
第
二
に
、
戦
死
者
祭
祀
と
招
魂
祭
で
は
、
記
念
碑
、
文
献
資
料
、
新
聞
記
事
な
ど
か
ら
、
戊
辰
戦

争
、
西
南
戦
争
、
甲
申
事
変
、
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
、
満
洲
事
変
、
日
中
戦
争
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

戦
争
な
ど
に
お
け
る
戦
死
者
の
慰
霊
と
招
魂
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　
第
三
に
、
戦
争
の
民
俗
～
戦
争
体
験
と
そ
の
後
の
人
生
を
め
ぐ
る
民
衆
・
常
民
の
心
意
と
は
～
で

は
、
「
聞
き
書
き
」
資
料
を
基
礎
に
、
実
物
資
料
、
文
献
資
料
、
写
真
資
料
な
ど
も
付
け
加
え
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
①
徴
兵
検
査
の
意
義
と
役
割
、
②
徴
兵
検
査
と
軍
隊
へ
の
入
営
、
③
内
地
で
の
軍
隊

生

活
、
④
一
兵
士
が
見
た
軍
隊
と
戦
争
（
召
集
、
家
族
、
戦
地
、
敗
戦
と
捕
虜
生
活
）
、
⑤
満
洲
開

拓
と
満
洲
移
民
、
⑥
「
戦
争
未
亡
人
」
の
戦
中
・
戦
後
な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
し
て
い
る
。

　
実
際
の

調
査
で
は
、
約
五
十
人
の
話
者
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
中
か
ら
十
八

人
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に
記
述
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
民
俗
学
の
手
法
を
駆
使
し
て
、
戦
争
の
民
間
伝
承
を
各
地
で
継
承
し
て
い
く
こ
と
は
、

常
民
・
民
衆
の
た
め
の
文
化
史
と
し
て
の
民
俗
学
に
と
っ
て
、
課
題
の
一
つ
だ
と
考
え
る
。
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は
じ
め
に

　
私
の
勤
務
先
で
あ
る
仙
台
市
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
仙
台
地
域
の
民
衆
・
常
民

の
立
場
か

ら
、
西
南
戦
争
、
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
、
第
一
次
世
界
大
戦
、
そ
し
て

満
洲
事
変
、
日
中
戦
争
か
ら
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
に
拡
大
し
た
十
五
年
に
わ
た
る
戦

争
、
さ
ら
に
米
軍
占
領
な
ど
の
近
代
日
本
に
お
け
る
戦
争
と
民
衆
・
常
民
の
か
か
わ

り
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
調
査
研
究
、
資
料
の
収
集
、
展
示
活
動
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

　

こ
こ
で
は
、
第
一
に
、
地
域
民
衆
・
常
民
の
視
点
か
ら
近
代
の
戦
争
を
民
俗
展
示

の

な
か
に
位
置
づ
け
る
と
い
う
問
題
意
識
が
あ
る
。

　
第
二
に
、
仙
台
鎮
台
、
第
二
師
団
が
設
置
さ
れ
た
仙
台
が
「
軍
都
」
で
あ
っ
た
こ

と
。
「
軍
都
」
と
は
、
平
時
・
戦
時
を
通
し
て
宮
城
県
内
お
よ
び
東
北
各
地
か
ら
徴

兵
制
に
よ
る
兵
隊
が
集
結
す
る
な
ど
、
軍
人
と
軍
事
施
設
が
集
中
し
た
拠
点
都
市
で

あ
る
こ
と
。
ま
た
衣
食
住
や
日
用
品
、
燃
料
、
土
木
建
築
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
は
じ
め

軍
隊
需
要
に
依
存
し
た
「
な
り
わ
い
」
が
恒
常
的
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
。
そ
し
て

職
業
軍
人
養
成
の
拠
点
（
仙
台
陸
軍
幼
年
学
校
、
軍
人
志
向
の
強
い
旧
制
仙
台
二
中

な
ど
）
、
職
業
軍
人
の
主
要
な
転
勤
先
で
あ
る
こ
と
。
「
学
都
仙
台
」
の
象
徴
で
あ
る

東
北
帝
国
大
学
に
お
け
る
軍
事
技
術
と
深
く
結
び
つ
い
た
技
術
開
発
と
研
究
所
設
立

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
第
三
に
、
「
徴
兵
検
査
」
が
、
近
代
に
創
出
さ
れ
た
国
家
的
な
男
子
「
成
年
式
」
「
元

服
式
」
と
し
て
の
役
割
を
担
わ
さ
れ
た
こ
と
。
徴
兵
検
査
を
終
え
な
い
男
子
は
、
⊃

人
前
」
と
み
な
さ
れ
な
い
民
俗
的
な
社
会
環
境
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

　
徴
兵
検
査
・
現
役
服
役
・
在
郷
軍
人
会
と
、
学
校
教
育
・
青
年
団
・
青
年
学
校
、

徒
弟
制
度
と
年
季
明
け
、
若
者
組
・
契
約
講
・
信
仰
的
な
講
組
、
同
族
関
係
、
親
類

縁
者

関
係
な
ど
に
み
ら
れ
る
、
マ
チ
や
ム
ラ
の
伝
統
的
組
織
と
近
代
の
官
製
組
織
・

国
家
制
度
が
連
動
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
日
本
の
近
現
代
を
生
き
た
民
衆
・
常
民
の

伝
承

に
お
い
て
、
「
教
育
」
と
「
戦
争
」
は
歴
史
事
象
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
重

要

な
民
俗
事
象
で
も
あ
り
、
軍
都
仙
台
に
お
け
る
民
衆
・
常
民
の
視
点
を
通
し
て
、

近
代

日
本
に
お
け
る
戦
争
と
庶
民
（
民
衆
・
常
民
）
の
か
か
わ
り
を
明
ら
か
に
し
て

い

こ
う
と
考
え
た
。
こ
こ
で
は
、
支
配
者
あ
る
い
は
権
力
者
と
同
じ
目
線
に
立
っ
た

国
民
統
合
、
社
会
統
合
の
視
点
か
ら
で
は
な
く
、
民
衆
・
常
民
の
視
点
か
ら
、
国
家

や

公
権
力
か
ら
の
働
き
か
け
に
対
す
る
民
衆
側
か
ら
の
す
り
寄
せ
や
同
調
、
民
衆
・

常
民
側
の
独
自
の
主
張
、
消
極
的
ま
た
は
積
極
的
な
抵
抗
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
為

や
心
意
か
ら
の
接
近
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
四
に
、
民
衆
・
常
民
の
視
点
、
民
衆
・
常
民
の
側
に
立
っ
た
史
学
、
文
化
史
が

民
間
伝
承
の
学
（
民
俗
学
）
の
本
質
で
あ
る
な
ら
ば
、
語
り
の
部
分
、
語
ら
れ
た
部

分
を
基
礎
に
戦
争
を
と
ら
え
て
い
く
こ
と
。

　
私
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
は
、
生
業
、
生
計
維
持
活
動
（
行
為
）
と
い
う
民
衆
・
常

民
の
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
伝
承
に
着
目
し
つ
つ
、
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と

し
て
の
「
語
り
」
を
ふ
ま
え
て
、
衣
食
住
、
年
中
行
事
、
民
間
信
仰
、
社
会
生
活
な

ど
の
民
俗
学
の
テ
ー
マ
へ
と
関
連
づ
け
て
い
く
手
法
を
取
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、

明
治
・
大
正
生
ま
れ
の
話
者
の
方
々
の
共
有
体
験
と
し
て
、
頻
繁
に
登
場
し
て
く
る

の

が
近
代
の
戦
争
と
戦
争
体
験
に
か
か
わ
る
「
語
り
」
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
、
我
々
日
本
人
、
あ
る
い
は
日
本
の
民
衆
・
常
民
に
と
っ
て
、
近
代
の

戦
争
体
験
と
そ
の
後
の
人
生
に
お
け
る
心
意
を
、
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
戦
争
体

験
の

記
録
と
語
り
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
こ
の
報
告
は
、
（
1
）
「
軍
都
」
仙
台
の
戦
争
遺
跡
と
記
念

碑
、
（
2
）
戦
死
者
祭
祀
と
招
魂
祭
、
（
3
）
戦
争
の
民
俗
～
戦
争
体
験
と
そ
の
後
の

人
生
を
め
ぐ
る
民
衆
・
常
民
の
心
意
～
、
以
上
三
つ
の
章
か
ら
構
…
成
さ
れ
て
い
る
。

　
（
1
）
で
は
、
戦
争
遺
跡
（
戦
争
関
連
遺
跡
）
・
記
念
碑
の
問
題
を
取
り
上
げ
、

（
2
）
で
は
、
記
録
・
古
文
書
、
新
聞
記
事
な
ど
の
文
献
資
料
、
写
真
な
ど
の
映
像

資
料
、
戦
争
に
関
連
す
る
実
物
資
料
な
ど
を
取
り
上
げ
た
。
そ
し
て
、
（
3
）
で
は
、

民

俗
調
査
に
お
け
る
話
者
の
語
り
を
中
心
に
、
「
戦
争
体
験
」
に
関
す
る
こ
と
に
焦

点
を
あ
て
た
。
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（
1
）

　

記
録
と
記
憶
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
「
個
人
の
体
験
し
た
記
憶
」
と
、
「
過

去
の

現
在
化
と
し
て
の
記
憶
」
は
交
錯
し
、
混
在
化
し
て
い
る
の
が
現
実
の
姿
で
あ

る
こ
と
を
前
提
に
、
で
き
る
だ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
過
程
を
詳
ら
か
に
し
て
い
く

な
か
で
、
記
録
と
記
憶
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、
後
世
に
継
承
さ
れ
て
い
く
の
か

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
。

　

な
お
、
「
戦
死
者
」
「
戦
没
者
」
の
用
語
の
問
題
と
し
て
、
今
井
昭
彦
『
近
代
日
本

と
戦
死
者
祭
祀
』
で
は
、
「
現
政
府
に
よ
る
『
戦
没
者
』
の
定
義
は
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、

少
な
く
と
も
『
戦
没
者
』
は
、
国
家
に
よ
る
慰
霊
・
追
悼
に
な
っ
て
い
る
人
々
で
あ
る
。

し
か
し
、
同
じ
『
戦
争
に
よ
る
死
没
者
』
で
あ
っ
て
も
、
国
家
祭
祀
か
ら
除
外
さ
れ

た

人
々

も
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
筆
者
は
こ
う
し
た
人
々
も
含
め
て
、
『
戦
没
者
』

で

は
な
く
、
広
く
『
戦
死
者
』
と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
に
し
た
」
と
あ
る
。
本
報

告
書
で

も
、
同
様
の
理
由
か
ら
、
引
用
等
を
除
い
て
は
、
「
戦
死
者
」
と
い
う
用
語

を
使
用
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
報
告
に
掲
載
し
た
資
料
等
に
は
、
不
適
切
な
表
現
、
お
よ
び
差
別
的

表
現
な
ど
が
見
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
差
別
観
を
容
認
す
る
も
の
で
は

な
い
。
こ
こ
で
は
、
あ
く
ま
で
も
歴
史
民
俗
的
な
資
料
情
報
と
し
て
、
当
時
の
実
態

を
把
握
す
る
意
味
で
、
事
実
誤
認
の
可
能
性
も
想
定
し
つ
つ
個
々
人
の
記
憶
と
語
り

を
そ
の
ま
ま
記
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
個
々
人
の
語
り
の

資
料
的
な
位
置
づ
け
の
再
検
討
を
も
視
野
に
入
れ
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

　
本
報
告

を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
多
く
の
方
々
に
ご
教
示
、
ご
指
導
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

0
「
軍
都
」
仙
台
の
戦
争
遺
跡
と
記
念
碑

（
1
）
「
軍
都
」
仙
台
の
戦
争
遺
跡
と
記
念
碑

①
「
軍
都
」
仙
台
の
戦
争
遺
跡

　

図
1
は
、
昭
和
初
期
の
仙
台
市
地
図
を
参
照
し
て
作
成
し
た
も
の
で
、
戦
前
・
戦

中
の
主
な
軍
事
施
設
の
分
布
を
示
す
。
そ
の
特
徴
は
、
第
一
に
、
仙
台
市
西
部
の
仙

　
　
　
　
か
わ
う
ち

台
城
跡
と
川
内
周
辺
に
旧
陸
軍
第
二
師
団
関
係
の
軍
事
施
設
が
集
中
し
て
い
る
。
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
つ
じ
が
お
か

二

に
、
仙
台
市
東
部
の
榴
ヶ
岡
と
宮
城
野
原
周
辺
に
も
旧
陸
軍
第
二
師
団
関
係
の
軍

事
施
設
が
集
中
し
て
い
る
。

　

仙
台
城
跡
・
川
内
周
辺
で
は
、
旧
第
二
師
団
司
令
部
と
旅
団
司
令
部
の
位
置
は
、

現
在
の
東
北
大
学
川
内
キ
ャ
ン
パ
ス
・
附
属
図
書
館
・
記
念
講
堂
・
文
学
研
究
科
・

法
学
研
究
科
・
経
済
学
研
究
科
付
近
の
場
所
に
な
る
。

　

ま
た
、
旧
仙
台
連
隊
区
司
令
部
は
現
在
の
青
葉
山
観
光
駐
車
場
付
近
（
旧
仙
台
商

業
高
等
学
校
付
近
）
、
旧
工
兵
第
二
連
隊
は
現
在
の
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
付
近
、
旧

仲
ノ
瀬
倉
庫
（
兵
器
庫
）
は
現
在
の
宮
城
県
仙
台
二
高
プ
ー
ル
・
体
育
館
付
近
、
旧

り
ょ
う
ま
つ

糧
秣
倉
庫
・
事
務
所
・
倉
庫
及
び
精
選
所
は
現
在
の
仙
台
市
博
物
館
付
近
、
旧
澱
橋

倉
庫
（
軍
用
倉
庫
）
は
現
在
の
宮
城
県
美
術
館
と
川
内
公
務
員
住
宅
の
東
側
、
旧
扇

坂
倉
庫
（
兵
器
庫
）
・
扇
坂
練
兵
場
（
露
天
馬
場
、
円
馬
場
、
狭
窄
射
撃
場
）
は
、

現
在
の
東
北
大
学
川
内
キ
ャ
ン
パ
ス
・
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ラ
グ
ビ
ー
・
サ
ッ
カ
ー

場
付
近
、
旧
野
砲
兵
第
二
連
隊
は
現
在
の
宮
城
県
美
術
館
と
川
内
公
務
員
住
宅
の
北

東
側
、
旧
歩
兵
第
十
七
連
隊
・
旧
歩
兵
第
二
十
九
連
隊
・
旧
陸
軍
教
導
学
校
・
旧
仙

台
陸
軍
予
備
士
官
学
校
な
ど
の
跡
地
は
、
現
在
の
東
北
大
学
川
内
キ
ャ
ン
パ
ス
講
義

棟
・
厚
生
会
館
、
旧
輻
重
兵
第
二
連
隊
は
現
在
の
東
北
大
学
川
内
キ
ャ
ン
パ
ス
・
国

際
交
流
セ

ン

タ
ー
・
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
付
近
、
旧
追
廻
練
兵
場
は
現
在
の
川
内
追

　
　
　
　
　
か
わ
う
ち
お
い
ま
わ
し

廻
住
宅
、
旧
川
内
追
廻
射
撃
場
は
青
葉
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
付
近
に
位
置
し
て

い
た
。

　

旧
招
魂
社
（
現
宮
城
縣
護
國
神
社
）
は
、
仙
台
城
跡
天
主
台
の
場
所
に
位
置
し
て

い

る
。
な
お
旧
陸
軍
川
内
諸
兵
作
業
場
（
工
兵
山
）
は
、
現
在
の
東
北
大
学
植
物
園
、

東
北
大
学
工
学
部
周
辺
、
旧
青
葉
山
練
兵
場
は
、
現
在
の
宮
城
教
育
大
学
周
辺
の
場

所
だ
っ
た
。

　
仙
台
市
東
部
の
榴
ヶ
岡
・
宮
城
野
周
辺
で
は
、
旧
陸
軍
歩
兵
第
四
連
隊
は
現
在
の
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榴

岡
（
つ
つ
じ
が
お
か
）
公
園
付
近
で
あ
り
、
公
園
内
に
あ
る
仙
台
市
歴
史

民
俗
資
料
館
の
建
物
は
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
建
築
さ
れ
た
旧
歩
兵
第

四

連
隊
兵
舎
（
仙
台
市
有
形
文
化
財
）
で
あ
る
。
そ
の
東
側
に
明
治
三
十

年
（
一
八
九
七
）
か
ら
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
ま
で
あ
っ
た
仙
台
陸
軍

地
方
幼
年
学
校
は
現
在
の
宮
城
野
中
学
校
付
近
に
位
置
し
て
い
た
。
ま
た
、

宮
城
野
原

練
兵
場

（操
練
場
）
は
現
在
の
宮
城
野
原
公
園
総
合
運
動
場
と

J
R
貨
物
宮
城
野
駅
付
近
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
に
設
置
さ
れ
た

仙
台
陸
軍
病
院
宮
城
野
分
院
は
現
在
の
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
・
仙

台
医
療
セ
ン
タ
ー
の
場
所
で
あ
る
。
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
創
立
の
旧

陸
軍
山
砲
兵
第
一
連
隊
と
、
そ
の
跡
地
に
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
川

内
か
ら
移
転
し
た
騎
兵
第
二
連
隊
・
捜
索
第
二
連
隊
は
、
現
在
の
東
華
中
学

校
お
よ
び
榴
ヶ
岡
国
家
公
務
員
宿
舎
付
近
に
位
置
し
て
い
た
。
霞
の
目
飛
行

場

（現
陸
上
自
衛
隊
霞
目
駐
屯
地
）
は
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
飛
行

場
工
事
が
実
施
さ
れ
、
初
め
は
逓
信
省
の
所
管
に
な
り
、
昭
和
十
六
年
に
航

空
機
乗
員
養
成
所
が
開
設
さ
れ
た
が
、
昭
和
十
九
年
に
陸
軍
省
所
管
と
な
り
、

宇

都
宮
陸
軍
飛
行
学
校
仙
台
分
教
場
（
の
ち
に
第
六
練
習
飛
行
隊
仙
台
教
育

隊

と
改
称
）
が
設
置
さ
れ
、
少
年
飛
行
兵
の
訓
練
も
行
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
が
た
け
さ
い
わ
い
ち
ょ
う

　
東
京
第
一
陸
軍
造
兵
廠
仙
台
製
造
所
は
、
仙
台
市
の
苦
竹
と
幸
町
の
二
ヶ

所

に
あ
り
苦
竹
陸
軍
造
兵
廠
は
現
・
陸
上
自
衛
隊
仙
台
駐
屯
地
、
東
警
察
署

付
近
に
あ
っ
た
。
幸
町
の
造
兵
廠
は
、
現
在
の
幸
町
三
丁
目
・
四
丁
目
・
五

丁
目
付
近
に
あ
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
地
区
で
は
、
旧
借
行
社
（
将
校
倶
楽
部
）
は
現
在
の
仙
台
市

西
公
園
の
旧
市
民
図
書
館
付
近
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
旧
第
二
憲
兵
隊
本
部
は

仙
台
中
央
警
察
署
跡
地
に
建
設
さ
れ
た
現
在
の
東
二
番
丁
ス
ク
エ
ア
付
近
に

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
仙
台
第
一
陸
軍
病
院
（
衛
戊
病
院
）
は
現
在
の
宮
城
県

庁
・
警
察
庁
前
駐
車
場
及
び
仙
台
合
同
庁
舎
付
近
に
あ
っ
た
。
仙
台
市
青
葉

区
広
瀬
町
に
あ
る
現
・
宮
城
県
知
事
公
館
は
、
旧
陸
軍
第
二
師
団
長
官
舎
・

］
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旧
米
国
駐
留
軍
司
令
官
官
舎
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に

復
活

し
た
仙
台
幼
年
学
校
は
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
一
月
六
日
か
ら
仙
台
市

み

か

み

ね

三
神
峯
の
新
校
舎
に
入
る
が
、
そ
の
跡
地
は
、
現
在
の
仙
台
市
太
白
区
西
多
賀
の
三

神
峯
公
園
お
よ
び
東
北
大
学
原
子
核
理
学
研
究
施
設
付
近
と
な
っ
て
い
る
。

　
仙
台
市
青
葉
区
小
松
島
の
旧
陸
軍
墓
地
（
陸
軍
埋
葬
地
）
は
、
『
宮
城
県
史
』
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
か
い
や
ま
し
し
お
ち

を
参
照
す
れ
ば
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
以
降
に
、
仙
台
の
向
山
鹿
落
に
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ら
の
ま
ち

さ
れ
る
が
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
三
月
頃
か
ら
宮
城
郡
原
町
小
田
原
字
井
戸

沢
の
地

を
整
地
し
、
鎮
台
（
後
に
第
二
師
団
）
が
管
理
を
し
た
。
そ
し
て
、
「
在
営

中
ま
た
は
野
戦
に
戦
死
・
病
残
し
た
軍
人
で
、
そ
の
遺
族
が
陸
軍
墓
地
に
埋
葬
を

願

い

出
た
者
、
ま
た
は
遺
族
不
明
で
遺
骸
を
引
き
取
る
者
の
な
い
者
を
埋
葬
」
し

　
　
　
　
　
　
　
し
し
お
ち

た
。
そ
の
後
は
、
「
鹿
落
の
陸
軍
墓
地
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
」
、
明
治
二
五
年

（
一
八
九

二
）
七
月
に
、
宮
城
郡
原
町
小
田
原
字
井
戸
沢
の
埋
葬
地
が
仙
台
の
陸
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
き
わ
だ
い
れ
い
え
ん

墓
地

と
な
る
。
戦
後
に
は
、
旧
陸
軍
墓
地
を
「
常
盤
台
霊
苑
」
（
現
仙
台
市
青
葉
区

小
松
島
二
丁
目
五
番
地
）
と
改
め
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
十
一
月
二
十
日
に
は
、

宮
城
県
主
催
に
よ
り
、
「
遺
族
、
県
民
多
数
参
列
の
も
と
に
盛
大
に
除
幕
式
、
慰
霊

祭
を
挙
行
し
た
。
そ
の
後
、
現
在
ま
で
毎
月
二
三
日
を
月
次
祭
と
し
て
鎮
霊
の
儀
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

行
い
、
ま
た
年
一
回
慰
霊
祭
を
執
行
」
し
て
い
る
と
い
う
。

　
防
空
壕
施
設
跡
は
、
（
1
）
広
瀬
川
河
畔
の
防
空
壕
跡
、
（
2
）
仙
台
市
青
葉
区
八

幡
一
丁
目
の
防
空
壕
跡
（
中
島
町
に
あ
っ
た
第
三
高
等
女
学
校
、
宮
城
女
子
師
範
学

校
の
防
空
壕
と
し
て
昭
和
二
十
年
に
使
用
さ
れ
た
、
平
成
十
二
年
三
月
に
危
険
防
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ん
た
け
み
よ
し

の

た
め
埋
没
工
事
が
実
施
）
、
（
3
）
仙
台
市
青
葉
区
北
山
三
丁
目
の
御
嶽
三
吉
神
社

下
の

防
空
壕
（
旧
東
北
帝
国
大
学
科
学
計
測
研
究
所
の
資
料
保
管
用
に
掘
削
さ
れ
た
）

　
　
　
（
3
）

な
ど
が
あ
る
。

②

記
念
施
設
・
記
念
碑
・
慰
霊
碑
等

　
「
軍
都
」
仙
台
に
関
連
す
る
記
念
施
設
・
記
念
碑
・
慰
霊
碑
等
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
、

　
　
　
　
　
　
お
た
ま
や
し
た
　
き
ょ
う
が
み
ね
　
　
ず
い
ほ
う
で
ん
ず
い
ほ
う
じ

仙
台
市
青
葉
区
霊
屋
下
（
経
ヶ
峯
）
の
瑞
鳳
殿
・
瑞
鳳
寺
付
近
に
は
、
（
1
）
瑞
鳳

殿
境
内
の
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
十
月
建
立
「
弔
魂
碑
」
（
戊
辰
戦
争
戦
死
者
慰

霊
碑
）
、
（
2
）
瑞
鳳
殿
参
道
脇
の
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
十
一
月
建
立
「
西

討
戦
死
之
碑
」
（
西
南
戦
争
戦
死
者
慰
霊
碑
）
、
（
3
）
瑞
鳳
殿
境
内
の
明
治
十
二
年

（
一
八
七

九
）
五
月
二
四
日
建
立
の
戊
辰
戦
争
戦
死
者
招
魂
「
石
灯
籠
」
、
（
4
）
瑞

鳳
寺
境
内
の
「
薩
摩
藩
士
の
墓
」
（
西
南
戦
争
で
西
郷
軍
側
に
参
加
し
仙
台
の
監
獄

で
亡
く
な
っ
た
旧
薩
摩
藩
士
七
名
の
墓
）
な
ど
が
あ
る
。

　
第
二
に
、
仙
台
市
宮
城
野
区
の
榴
岡
公
園
周
辺
と
宮
城
野
原
公
園
総
合
運
動
場

付
近
で

は
、
（
1
）
榴
岡
公
園
西
南
側
の
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
十
二
月
建
立

「朝
鮮
戦
役
紀
念
の
碑
」
、
（
2
）
榴
岡
公
園
内
の
「
陸
軍
省
所
轄
地
標
柱
」
（
旧
歩
兵

第
四
連
隊
営
門
跡
付
近
）
、
（
3
）
榴
岡
公
園
内
の
昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）
九
月

九

日
「
歩
兵
第
四
連
隊
之
跡
」
碑
（
旧
歩
兵
第
四
連
隊
営
門
跡
付
近
）
、
（
4
）
榴
岡

公
園
南
側
斜
面
の
昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
）
三
月
二
五
日
「
梅
の
園
碑
・
石
原
莞

爾
を
偲
ぶ
碑
」
（
旧
歩
兵
第
四
連
隊
長
の
石
原
莞
爾
が
昭
和
九
年
三
月
二
五
日
に
梅

二
〇

〇

本
を
植
え
た
場
所
）
、
（
5
）
仙
台
市
宮
城
野
中
学
校
敷
地
内
西
南
角
の
明
治

四

四
年
（
一
九
一
一
）
四
月
二
四
日
「
明
治
天
皇
・
昭
憲
皇
太
后
御
大
葬
遥
拝
之
地
」

記
念
碑
、
（
6
）
仙
台
市
宮
城
野
中
学
校
敷
地
内
西
南
角
の
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）

三

月
「
仙
台
陸
軍
地
方
幼
年
学
校
の
記
念
碑
」
、
（
7
）
仙
台
市
宮
城
野
中
学
校
敷

地
内
西
南
角
の
昭
和
十
四
年
四
月
一
日
「
仙
台
陸
軍
地
方
幼
年
学
校
趾
」
記
念
碑
、

（
8
）
宮
城
野
原
公
園
総
合
運
動
場
の
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
建
立
「
明
治
天
皇
・

大
正
天
皇

御
野
立
所
跡
」
碑
、
（
9
）
仙
台
市
東
華
中
学
校
付
近
に
あ
っ
た
「
騎
兵

第
二
連
隊
之
跡
」
碑
（
現
在
は
、
黒
川
郡
大
和
町
の
陸
上
自
衛
隊
戦
車
連
隊
内
の
資

料
館

に
移
転
）
、
（
1
0
）
仙
台
市
東
華
中
学
校
の
西
側
道
路
を
隔
て
た
歩
道
脇
に
「
騎

兵
・
捜
索
第
二
連
隊
」
記
念
碑
な
ど
が
あ
る
。

　
第
三
に
、
仙
台
城
跡
お
よ
び
仙
台
市
青
葉
区
川
内
周
辺
地
区
で
は
、
（
1
）
仙
台

城
跡
・
天
主
台
に
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
竣
工
「
昭
忠
碑
（
昭
忠
標
）
」
（
第
二

師
団
殉
国
軍
人
弔
慰
の
た
め
建
立
）
、
（
2
）
「
昭
忠
碑
（
昭
忠
標
）
」
の
後
方
に
明

治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
八
月
二
六
日
竣
工
「
招
魂
社
」
（
現
在
は
宮
城
縣
護
國
神
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社
）
、
（
3
）
仙
台
城
跡
・
天
主
台
に
伊
達
政
宗
没
後
三
〇
〇
年
を
記
念
し
て
昭
和
十

年
（
一
九
三
五
）
建
立
「
伊
達
政
宗
騎
馬
像
」
（
昭
和
十
九
年
一
月
二
二
日
金
属
回

収
令

に
よ
り
徴
用
、
敗
戦
後
、
上
半
身
の
み
塩
釜
の
造
船
所
で
発
見
、
昭
和
三
六

年
以
降
に
仙
台
市
川
内
の
仙
台
市
博
物
館
南
庭
に
整
備
安
置
さ
れ
た
）
、
（
4
）
旧

仙
台
城
大
手
門
跡
を
左
折
す
る
と
、
①
米
軍
設
置
消
火
栓
、
②
旧
陸
軍
大
将
松
川

と
し
た
ね

敏
胤
の
記
念
塔

（昭
和
四
年
四
月
三
〇
日
建
立
、
昭
和
三
七
年
十
一
月
九
日
修
理
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ほ
う

工
）
、
③
旧
陸
軍
第
二
師
団
午
砲
跡
地
、
④
仙
台
市
兵
事
義
会
に
よ
っ
て
昭
和
九
年

（
一
九
三

四
）
九
月
九
日
建
立
の
「
日
支
事
変
（
満
洲
事
変
の
こ
と
）
昭
忠
記
念
堂
」

（半
地
下
式
石
造
り
の
建
造
物
、
「
蓋
忠
報
国
」
の
銘
文
は
戦
時
中
に
供
出
さ
れ
、
多

門
二
郎
第
二
師
団
長
の
胸
像
も
供
出
さ
れ
る
、
記
念
堂
は
最
近
ま
で
残
っ
て
い
た
が
、

平
成
十
五
年
五
月
に
撤
去
さ
れ
た
）
、
（
5
）
仙
台
市
川
内
の
旧
工
兵
第
二
連
隊
跡
地

（現
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
）
の
哨
所
と
門
（
現
在
は
宮
城
県
柴
田
郡
柴
田
町
船
岡
の

陸
上
自
衛
隊
船
岡
駐
屯
地
の
防
衛
館
入
口
に
移
転
・
設
置
）
、
（
6
）
仙
台
市
川
内
の

旧
工
兵
第
二
連
隊
跡
地
（
現
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
）
の
「
工
兵
隊
の
跡
」
碑
、
（
7
）

仙

台
市
川
内
の
亀
岡
八
幡
宮
境
内
（
仙
台
市
青
葉
区
川
内
字
亀
岡
）
の
昭
和
五
三
年

（
一
九
七

八
）
建
立
「
輻
重
兵
第
二
連
隊
之
碑
」
、
（
8
）
仙
台
市
川
内
の
旧
野
砲
兵

第
二
連
隊
跡
地
（
現
宮
城
県
美
術
館
）
東
側
の
記
念
碑
「
野
砲
兵
第
二
連
隊
之
跡
」
、

（
9
）
仙
台
市
川
内
の
青
葉
山
公
園
入
口
に
あ
る
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
十
二
月
「
満

洲
事
変
軍
馬
戦
残
の
碑
」
、
（
1
0
）
仙
台
市
川
内
の
青
葉
山
公
園
入
口
の
昭
和
十
五
年

（
一
九
四

〇
）
十
月
に
「
皇
紀
二
六
〇
〇
年
記
念
事
業
」
と
し
て
建
立
さ
れ
た
軍
馬

軍
用
動
物
彰
忠
塔
、
（
H
）
仙
台
市
西
公
園
の
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
建
立
「
軍

馬
の
銅
像
」
（
昭
和
十
八
年
の
金
属
供
出
の
た
め
に
台
座
の
み
仙
台
市
西
公
園
に
残
っ

て

い

た
が
現
在
は
撤
去
）
、
（
1
4
）
仙
台
市
西
公
園
の
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
五

月
建
立
故
内
大
臣
海
軍
大
将
斎
藤
実
の
記
念
碑
な
ど
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
か
み
ね

　
第
四
に
、
仙
台
市
太
白
区
西
多
賀
地
区
で
は
、
（
1
）
西
多
賀
・
三
神
峯
公
園
（
旧

仙
台
陸
軍
幼
年
学
校
跡
地
）
入
口
の
仙
台
陸
軍
幼
年
学
校
校
門
跡
（
石
柱
）
、
昭
和

五
二
年
（
一
九
七
七
）
五
月
に
仙
幼
会
が
建
立
し
た
「
仙
台
陸
軍
学
校
記
念
碑
『
雄

大
剛
健
』
」
、
（
2
）
多
賀
神
社
境
内
の
「
梅
沢
道
治
陸
軍
中
将
の
記
念
碑
」
な
ど
が
あ
る
。

　
第
五
に
、
仙
台
市
青
葉
区
小
松
島
二
丁
目
五
番
地
の
「
常
盤
台
霊
苑
」
（
旧
陸
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

墓
地
）
に
は
、
前
掲
書
『
宮
城
県
史
』
七
に
よ
れ
ば
、
陸
軍
軍
人
等
の
個
人
墓
碑
は
、

将
校
十
基
、
下
士
官
七
五
基
、
兵
卒
三
九
二
基
（
明
治
十
年
～
明
治
四
一
年
に
集
中
）
、

軍
夫
二
二
基
、
合
計
四
九
九
基
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
露
国
陸
軍
列
兵
シ
ョ
ー

マ

リ
フ
キ
の
墓
（
明
治
三
八
年
六
月
四
日
没
）
」
な
ど
が
あ
る
。
そ
し
て
、
前
掲
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

文
「
仙
台
陸
軍
墓
地
調
査
報
告
」
に
よ
れ
ば
、
仙
台
の
旧
陸
軍
墓
地
は
、
敗
戦
後
に

大
蔵
省
所
管
と
な
る
が
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
十
一
月
十
日
、
大
蔵
省
指
令

第
九
八
〇
号
に
よ
り
、
許
可
さ
れ
、
県
有
墓
地
と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
宮
城
県
は
、
「
支

那
事
変
以
降
、
大
東
亜
戦
争
戦
没
者
の
合
葬
碑
を
建
立
、
陸
軍
墓
地
を
『
常
盤
台
霊

苑
』
と
改
め
」
た
と
い
う
。

　
「
常
盤
台
霊
苑
」
（
旧
陸
軍
墓
地
）
敷
地
内
の
合
葬
碑
・
記
念
碑
・
慰
霊
碑
等
に
つ

い
て

は
、
（
1
）
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
七
月
十
七
日
建
立
「
陸
軍
軍
人
合
葬
之
墓
」

む

か
い

や
ま
し
し
お
ち

（向
山
鹿
落
の
旧
陸
軍
埋
葬
地
に
埋
葬
さ
れ
て
い
た
明
治
四
年
～
明
治
十
年
の
戦
死
・

戦
病
死
者
の
兵
士
七
一
名
の
合
葬
墓
）
、
（
2
）
日
清
戦
争
戦
死
者
の
合
葬
碑
と
し
て
、

明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
四
月
二
七
日
建
立
「
二
七
、
八
年
騎
兵
第
二
大
隊
清
国

死
残
者
合
葬
之
墓
」
、
（
3
）
明
治
三
一
年
十
二
月
三
十
日
建
立
「
陸
軍
軍
属
合
葬
之

墓
」
（
軍
夫
四
五
人
、
職
工
二
一
人
）
、
（
4
）
日
露
戦
争
戦
死
者
の
合
葬
碑
と
し
て
、

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
三
月
十
日
建
立
「
明
治
三
七
、
八
年
戦
死
病
残
者
合
葬

之

墓
」
、
（
5
）
満
洲
事
変
戦
死
者
の
合
葬
碑
と
し
て
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
十

月
竣
工
「
満
洲
事
変
戦
残
勇
士
合
葬
之
墓
」
、
（
6
）
帝
国
在
郷
軍
人
会
仙
台
市
連
合

分
会
に
よ
っ
て
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
建
立
の
「
陸
軍
墓
地
標
柱
」
（
占
用
期

間
は
昭
和
十
三
年
十
月
よ
り
同
九
月
三
十
日
ま
で
と
あ
る
）
、
（
7
）
日
中
戦
争
か
ら

ア

ジ
ア
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
戦
死
者
の
合
葬
碑
と
し
て
、
宮
城
県
に
よ
っ
て
昭
和

二
八
年
十
一
月
建
立
の
「
大
東
亜
戦
争
戦
残
勇
士
合
葬
之
墓
」
、
（
8
）
昭
和
四
四
年

（
一
九
六
九
）
三
月
「
常
盤
台
霊
苑
の
由
来
」
碑
、
（
9
）
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）

九

月
十
四
日
建
立
「
歩
兵
第
百
四
連
隊
忠
霊
碑
『
鎮
魂
』
」
・
「
第
十
三
師
団
歩
兵
第
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百
四
連
隊
忠
霊
碑
建
立
に
つ
い
て
」
、
（
1
0
）
昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
）
九
月
十
八

日
建
立
「
満
洲
独
立
守
備
歩
兵
第
二
大
隊
慰
霊
の
碑
」
・
「
満
洲
独
立
守
備
歩
兵
第
二

大
隊
慰
霊
の
碑
建
設
の
辞
」
、
（
1
1
）
「
満
洲
独
立
守
備
歩
兵
第
二
大
隊
慰
霊
の
碑
」

の
右
側
に
建
て
ら
れ
た
「
軍
馬
・
犬
・
鳩
供
養
塔
」
、
（
1
2
）
昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
）

九

月
九
日
「
ガ
島
ビ
ル
マ
戦
没
兵
留
魂
碑
」
・
「
勇
兵
団
留
魂
碑
建
立
の
趣
旨
」
な
ど

が
あ
る
。

　
第
六
に
、
仙
台
市
青
葉
区
北
山
周
辺
地
区
で
は
、
（
1
）
仙
台
市
営
の
北
山
霊
園

に
は
、
当
時
の
仙
台
市
長
・
岡
崎
栄
松
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
昭
和
二
六
年
（
一
九

五
一
）
九
月
二
四
日
「
昭
和
二
十
年
七
月
十
日
殉
難
　
戦
災
死
残
精
霊
供
養
碑
」
、

（
2
）
北
山
東
昌
寺
の
「
弔
魂
碑
」
（
昭
和
十
四
年
の
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
戦
死
者
供
養

碑
）
、
な
ど
が
あ
る
。

　
第
七
に
、
こ
の
ほ
か
に
も
仙
台
市
内
の
寺
社
に
は
、
（
1
）
仙
台
市
宮
城
野
区
原

町
の
陽
雲
寺
境
内
の
「
日
清
戦
役
戦
残
軍
属
合
葬
碑
」
、
（
2
）
仙
台
市
泉
区
の
山
の

寺
・
洞
雲
寺
の
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
十
一
月
三
日
「
日
露
戦
役
記
念
碑
」
、

（
3
）
仙
台
市
青
葉
区
新
寺
の
善
導
寺
境
内
の
昭
和
八
年
「
善
導
寺
聖
観
音
尊
像
」
（
昭

和
七
年
九
月
十
七
日
に
満
洲
に
お
い
て
風
土
病
で
亡
く
な
っ
た
野
砲
兵
第
二
連
隊
の

大
谷
連
隊
長
の
妻
の
追
善
（
一
周
忌
）
の
た
め
に
建
立
）
、
（
4
）
仙
台
市
青
葉
区
八

幡
四
丁
目
の
大
崎
八
幡
宮
境
内
に
は
、
八
幡
地
区
遺
族
会
に
よ
っ
て
昭
和
三
四
年

（
一
九
五
九
）
十
二
月
八
日
建
立
「
殉
国
碑
」
（
日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
戦
死
者

の

た
め
の
慰
霊
碑
）
、
（
5
）
仙
台
市
太
白
区
向
山
の
愛
宕
神
社
に
は
、
「
軍
艦
愛
宕

　
宮
城
県
出
身
戦
没
者
慰
霊
之
碑
」
な
ど
が
あ
る
。

　
第
八
に
、
空
襲
な
ど
の
戦
災
死
没
者
の
慰
霊
碑
は
、
前
述
の
北
山
霊
園
の
「
戦
災

死
残
精
霊
供
養
碑
」
の
ほ
か
に
も
、
（
1
）
仙
台
市
東
二
番
丁
小
学
校
の
昭
和
二
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
ひ
む
け
ん

年
（
一
九
五
三
）
建
立
「
仙
台
空
襲
死
没
児
童
慰
霊
碑
・
平
和
観
音
碑
『
大
悲
無
倦
』
」
、

（
2
）
仙
台
市
木
町
通
小
学
校
が
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
製
作
の
仙
台
空
襲
死

没
児
童
の
慰
霊
鐘
「
平
和
の
鐘
」
、
（
3
）
仙
台
市
錦
町
公
園
の
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）

三

月
建
立
の
平
和
祈
念
像
「
い
の
り
」
（
宮
城
県
内
の
原
爆
被
害
者
の
会
に
よ
り
、

原
爆
被
害
者
の
追
悼
と
核
兵
器
の
廃
絶
、
世
界
平
和
を
祈
願
し
て
建
立
）
な
ど
が
あ

る
。　

第
九
に
、
こ
の
ほ
か
に
も
仙
台
市
内
の
大
学
・
学
校
に
は
、
（
1
）
仙
台
市
青
葉

区
星
陵
町
の
東
北
大
学
医
学
部
構
内
に
は
、
東
北
大
学
医
学
部
同
窓
会
に
よ
っ
て
、

昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）
三
月
二
七
日
建
立
の
「
医
学
部
同
窓
会
戦
没
者
慰
霊
碑

『英
魂
』
」
、
（
2
）
仙
台
市
青
葉
区
片
平
二
丁
目
の
東
北
大
学
金
属
材
料
研
究
所
に
あ

る
「
乃
木
将
軍
遺
愛
の
松
」
（
昭
和
十
六
年
本
多
記
念
館
の
完
成
の
お
り
、
本
多
光

太
郎
が
自
ら
「
乃
木
将
軍
遺
愛
の
松
」
と
揮
毫
し
、
記
念
碑
を
建
て
た
）
な
ど
が
あ
る
。

（
2
）
「
軍
都
」
仙
台
の
陸
軍
施
設
の
変
遷

　
加
藤
宏
・
飯
淵
康
一
・
永
井
康
雄
「
仙
台
市
に
於
け
る
陸
軍
施
設
の
変
遷
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

て
」
に
依
拠
す
れ
ば
、
「
軍
都
」
仙
台
の
陸
軍
施
設
の
変
遷
に
つ
い
て
、
「
陸
軍
組
織

が

固
ま
る
ま
で
の
第
一
期
明
治
四
年
～
十
年
、
軍
備
拡
張
の
第
二
期
明
治
十
一
～

四
五
年
、
軍
縮
か
ら
戦
時
体
制
に
向
か
う
第
三
期
大
正
元
～
昭
和
二
十
年
の
三
期
」

に
区
分
し
て
い
る
。

　
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
第
一
期
　
仙
台
最
初
の
陸
軍
施
設
（
明
治
四
～
十
年
）
」
で
は
、

鎮
台
本
営
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
十
一
月
の
四
鎮
台
設
置
に
伴
い
、
国
分
町

元
本
陣
に
東
北
鎮
台
本
営
が
仮
設
さ
れ
る
が
、
明
治
四
年
十
二
月
に
は
仙
台
城
二
の

丸

に
東
北
鎮
台
本
営
が
移
転
す
る
。
鎮
台
歩
兵
営
は
、
「
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
榴
ヶ

岡
に
兵
営
が
完
成
し
、
鎮
台
本
営
と
と
も
に
国
分
町
、
仙
台
城
二
の
丸
と
仮
住
ま
い

を
し
て
い
た
兵
を
移
し
た
。
明
治
入
年
（
一
八
七
五
）
榴
ヶ
岡
の
仙
台
鎮
台
二
番
大

隊
は
弘
前
の
第
二
十
番
大
隊
と
と
も
に
歩
兵
第
四
連
隊
と
な
っ
た
」
と
あ
る
。

　
騎
兵
営
は
、
明
治
六
年
（
一
入
七
三
）
に
旧
講
武
場
地
所
で
あ
っ
た
場
所
が
明
治

七
年
二
月
に
は
陸
軍
省
第
二
厩
舎
建
設
地
と
な
り
、
明
治
八
年
に
は
鎮
台
騎
兵
営
と

　
　
　
さ
ぎ
が
も
り

な
る
。
鷺
ヶ
森
火
薬
庫
は
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
わ
う
ち

　

陸
軍
病
院
は
、
仙
台
区
川
内
に
明
治
四
年
に
設
置
、
明
治
六
年
に
は
仙
台
区

こ
う
と
う
だ
い

勾
当
台
付
近
に
仮
治
療
所
が
設
置
さ
れ
、
明
治
九
年
に
は
陸
軍
病
院
が
創
設
、
明
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治
十
年
に
病
院
建
設
が
始
ま
る
。

　
次

に
、
「
第
二
期
　
陸
軍
施
設
の
拡
充
（
明
治
十
一
～
四
五
年
）
」
で
は
、
旧
仙
台

城
二
の
丸
の
仙
台
鎮
台
本
営
は
、
明
治
二
一
年
（
一
入
八
八
）
に
第
二
師
団
司
令
部

と
な
る
。
歩
兵
第
三
旅
団
司
令
部
は
、
明
治
二
一
年
に
榴
ヶ
岡
の
鎮
台
砲
兵
営
跡
に

設
置
さ
れ
、
明
治
末
期
に
旧
仙
台
城
二
の
丸
跡
に
移
転
す
る
。
榴
ヶ
岡
の
仙
台
大
隊

区
司
令
部
は
、
明
治
二
九
年
に
仙
台
市
川
内
に
移
転
し
、
仙
台
連
隊
区
司
令
部
と
な
っ

た
。　

仙
台
市
東
二
番
丁
通
の
宮
城
憲
兵
隊
本
部
は
、
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
に
創

立
、
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
第
二
憲
兵
隊
と
改
称
し
、
同
時
に
仙
台
憲
兵
分

隊
が
設
置
さ
れ
た
。

　
仙
台
市
川
内
の
歩
兵
第
十
七
連
隊
は
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
創
設
、
日
清

戦
争
後
の
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
秋
田
に
移
転
し
た
。
そ
の
跡
地
に
、
明
治

二
九

年
（
一
八
九
六
）
に
榴
ヶ
岡
の
歩
兵
第
四
連
隊
営
内
に
て
創
設
さ
れ
た
歩
兵
第

二
十
九
連
隊
が
入
っ
た
。

　
仙
台
市
川
内
の
騎
兵
第
二
連
隊
は
、
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
創
設
さ
れ
、

明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
に
兵
営
が
完
成
し
た
。

　
榴
ヶ
岡
の
砲
兵
第
二
大
隊
は
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
創
設
、
山
砲
兵
第
二

大
隊

と
な
り
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
榴
ヶ
岡
か
ら
川
内
に
移
転
、
そ
の
後
、

野
砲
兵
第
二
連
隊
と
な
っ
た
。
宮
城
野
原
の
山
砲
兵
第
一
大
隊
は
、
明
治
四
十
年

（
一
九
〇

七
）
に
創
設
さ
れ
た
。

　
仙
台
市
川
内
の
輻
重
兵
第
二
小
隊
は
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
設
置
さ
れ
、

明
治
十
九
年
三
八
八
六
）
に
輻
重
兵
第
二
大
隊
と
な
る
。
川
内
の
工
兵
第
二
中
隊
は
、

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
創
設
さ
れ
、
仙
台
城
二
の
丸
跡
に
仮
兵
舎
が
あ
っ
た

が
、
明
治
十
七
年
（
一
八
入
四
）
川
内
亀
岡
に
兵
舎
を
建
築
し
て
移
転
、
明
治
二
二

年
（
一
八
八
九
）
に
工
兵
第
二
大
隊
と
な
り
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
川
内

大
橋
通
に
移
転
し
た
。

　

川
内
の
囚
獄
所
は
、
明
治
十
五
年
（
一
入
八
二
）
九
月
に
仙
台
鎮
台
本
営
と
と
も

に

焼
失
、
榴
ヶ
岡
に
仮
設
さ
れ
、
明
治
十
五
年
十
二
月
に
川
内
に
建
設
さ
れ
た
。
宮

城
野
原
の
捕
虜
収
容
所
は
、
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
に
日
露
戦
争
の
陸
軍
下
士

卒
捕
虜
用
に
新
築
さ
れ
た
。
榴
ヶ
岡
の
仙
台
陸
軍
地
方
幼
年
学
校
は
、
明
治
二
九
年

（
一
八
九

六
）
に
歩
兵
第
四
連
隊
内
に
創
設
さ
れ
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
榴
ヶ

岡
の
旧
砲
兵
営
跡
に
入
る
。

　
仙
台
市
西
公
園
の
借
行
社
は
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
に
建
設
、
旧
仙
台
城
天

主
台
の
招
魂
社
は
明
治
三
七
年
に
建
設
さ
れ
た
。

　
「
第
三
期
　
終
尾
の
陸
軍
施
設
（
大
正
元
～
昭
和
二
十
年
）
」
に
は
、
仙
台
市
川
内

の

歩
兵
第
二
十
九
連
隊
は
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
福
島
県
会
津
若
松
へ
移

転
、
宮
城
野
原
の
山
砲
兵
第
一
連
隊
は
新
潟
県
高
田
（
現
上
越
市
）
に
移
転
、
山
砲

隊
の
跡
地
に
川
内
の
騎
兵
第
二
連
隊
が
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
移
転
し
、
昭

和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
以
降
に
捜
索
第
二
連
隊
と
改
称
し
た
。

　
榴
ヶ
岡
の
仙
台
陸
軍
地
方
幼
年
学
校
は
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
に
廃
校
と
な

る
が
、
仙
台
幼
年
学
校
は
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
広
島
で
復
活
し
、
昭
和

十
三
年
一
月
に
は
仙
台
市
西
多
賀
の
三
神
峯
の
新
校
舎
に
入
る
。

　

仙
台
市
川
内
の
歩
兵
第
二
十
九
連
隊
跡
に
は
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
下

士
官
の
専
任
教
育
機
関
と
し
て
仙
台
陸
軍
教
導
学
校
が
開
校
さ
れ
る
。
昭
和
十
五
年

（
一
九
四

〇
）
か
ら
は
教
導
学
校
に
お
い
て
甲
種
幹
部
候
補
生
の
教
育
も
実
施
し
た
。

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
八
月
か
ら
は
予
備
役
将
校
教
育
専
任
機
関
と
し
て
仙
台

予
備
士
官
学
校
と
な
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
以
前
に
お
い
て
も
盛
岡
予
備
士
官
学
校
の

分
校
が
教
導
学
校
の
敷
地
内
に
あ
り
、
予
備
士
官
の
教
育
を
行
っ
て
い
た
。

（
3
）
仙
台
師
管
区
経
理
部
「
各
部
隊
配
置
図
・
国
有
財
産
台
帳
附
図
」
に
つ
い
て

　
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
以
降
に
成
立
し
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
頃
ま
で

使
用
さ
れ
て
い
た
「
仙
台
師
管
区
経
理
部
『
各
部
隊
配
置
図
・
国
有
財
産
台
帳
附
図
』
」

（原
本

は
個
人
所
蔵
）
に
は
、
表
1
に
あ
る
よ
う
に
七
十
点
の
旧
軍
施
設
の
配
置
図

が
綴

じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
口
座
番
号
に
は
、
あ
い
だ
が
抜
け
て
い
る
番
号
や
、
枝
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番
が
記
載
さ
れ
て
い
る
番
号
も
あ
り
、
ま
た
当
時
既
に
復
活
し
て
い
た
仙
台
幼
年
学

校
の
配

置
図
が
含
ま
れ
て
い
な
い
な
ど
、
実
際
に
は
七
十
点
以
上
の
旧
軍
施
設
配
置

図
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
現
存
し
て
い
る
資
料
か
ら
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

概
要
に
つ
い
て
要
点
の
み
を
の
べ
る
。

　

旧
軍
施
設
配
置
図
七
十
点
の
う
ち
、
宮
城
県
内
は
三
入
点
、
福
島
県
内
は
二
七
点
、

栃
木
県
内
は
五
点
で
あ
り
、
新
潟
県
内
の
も
の
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
宮
城
県
内
の

配

置
図
の
う
ち
、
旧
仙
台
市
域
の
も
の
は
二
五
点
あ
り
、
そ
の
合
計
面
積
は
約
四
、

八
五

七
、
〇
三
四
平
方
メ
ー
ト
ル
（
約
四
入
五
．
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
と
な
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
旧
仙
台
市
域
の
面
積
廠
七
六
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
旧
軍
施
設
は
そ

の

約
七
．
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
（
こ
こ
に
は
、
苦
竹
と
幸

町

に
あ
っ
た
東
京
第
一
陸
軍
造
兵
　
仙
台
製
造
所
、
榴
ヶ
岡
や
三
神
峯
に
あ
っ
た
仙

台
陸
軍
幼
年
学
校
な
ど
の
面
積
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
）

　

こ
の
配
置
図
に
よ
れ
ば
、
旧
仙
台
市
域
の
旧
軍
施
設
の
名
称
は
、
（
1
）
第
二
師

団
司
令
部
、
（
2
）
第
二
師
団
法
務
部
、
（
3
）
第
二
師
団
兵
器
部
、
（
4
）
第
二
歩

兵

団
司
令
部
、
（
5
）
第
二
砲
兵
団
司
令
部
、
（
6
）
仙
台
陸
軍
拘
禁
所
、
（
7
）
山

屋
敷
乾
燥
火
薬
庫
、
（
8
）
仙
台
連
隊
区
司
令
部
、
（
9
）
第
二
師
団
兵
器
部
扇
坂
下

倉
庫
、
（
1
0
）
仙
台
第
一
陸
軍
病
院
、
（
1
1
）
仙
台
憲
兵
隊
本
部
、
（
1
2
）
仙
台
憲
兵

分
隊
、
（
1
3
）
仙
台
憲
兵
分
隊
官
舎
、
（
1
4
）
第
二
師
団
経
理
部
糧
秣
倉
庫
、
（
1
5
）

青
葉
山
練
兵
場
、
（
1
6
）
歩
兵
第
四
連
隊
、
（
1
7
）
仙
台
陸
軍
教
導
学
校
（
予
備
士
官

学
校
）
、
（
1
8
）
第
二
師
団
大
堀
通
倉
庫
（
被
服
庫
）
、
（
1
9
）
第
二
師
団
仲
ノ
瀬
倉
庫
（
兵

器
庫
）
、
（
2
0
）
野
砲
兵
第
二
連
隊
、
（
2
1
）
捜
索
第
二
連
隊
、
（
2
2
）
工
兵
第
二
連
隊
、

（
2
3
）
輻
重
兵
第
二
連
隊
、
（
2
4
）
第
二
師
団
兵
器
部
扇
坂
倉
庫
（
兵
器
庫
）
、
（
2
5
）

第
二
師
団
経
理
部
澱
倉
庫
（
被
服
庫
）
、
（
2
6
）
仙
台
追
廻
小
銃
射
撃
場
、
（
2
7
）
仙

　
だ
い
の
は
ら

台
台
野
原
小
銃
射
撃
場
、
（
8
2
）
仙
台
宮
城
野
原
練
兵
場
、
（
2
9
）
仙
台
宮
城
野
原

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
の
ご
ろ
う

作
業
場
、
（
3
0
）
仙
台
角
五
郎
丁
練
兵
場
、
（
3
1
）
仙
台
扇
坂
練
兵
場
（
露
天
馬
場
、

円
馬
場
、
狭
窄
射
撃
場
）
、
（
3
2
）
仙
台
川
内
諸
兵
作
業
場
、
（
3
3
）
仙
台
台
野
原
諸

兵
作
業
場
、
（
3
4
）
仙
台
川
内
部
隊
飲
料
上
水
貯
水
池
、
（
3
5
）
仙
台
陸
軍
墓
地
な
ど

が
確
認
で
き
る
。

　

次

に
、
主
な
部
隊
の
諸
施
設
の
名
称
な
ど
に
つ
い
て
み
て
み
れ
ば
、
図
2
の
歩
兵

第
四
連
隊
配
置
図
、
お
よ
び
図
2
を
も
と
に
作
成
し
た
図
3
の
旧
歩
兵
第
四
連
隊
の

配

置
と
施
設
名
称
の
略
図
を
参
照
す
る
と
、
旧
歩
兵
第
四
連
隊
に
は
、
中
隊
兵
舎
が

十
二
棟
あ
る
が
、
そ
の
内
訳
は
中
央
部
の
営
庭
を
コ
の
字
型
に
囲
む
よ
う
に
八
棟
の

中
隊
兵
舎
が
あ
り
、
そ
の
北
側
に
は
規
模
の
大
き
な
中
隊
兵
舎
が
四
棟
建
て
ら
れ
て

い

る
。
中
隊
兵
舎
の
周
囲
に
は
洗
面
洗
濯
所
、
厨
、
物
干
場
、
薪
炭
庫
、
石
炭
置
場
、

暖
炉
格
納
庫
な
ど
が
あ
る
。

　
表
門
（
西
）
を
入
り
右
側
に
は
、
連
隊
本
部
・
大
隊
本
部
、
陣
営
具
お
よ
び
車
輌

倉
庫
一
棟
、
西
南
角
に
は
将
校
集
会
所
一
棟
と
将
校
集
会
所
下
家
一
棟
、
調
理
場
、

図
書
室
、
浴
室
、
講
堂
、
銃
鍛
工
場
、
倉
庫
、
兵
器
庫
三
棟
、
撃
剣
道
場
、
犬
舎
、

被
服
庫
、
雑
物
庫
な
ど
が
あ
る
。

　
ま
た
、
表
門
（
西
）
と
裏
門
（
東
）
に
は
哨
兵
舎
、
表
門
を
入
っ
て
左
手
に
衛
兵
舎
・

営
倉
、
面
会
所
、
砲
廠
一
棟
が
あ
る
。
北
側
の
裏
門
を
入
る
と
脂
油
庫
、
被
服
庫
三

棟
、
砲
廠
一
棟
、
縫
靴
工
場
一
棟
、
汽
罐
室
・
庖
屋
・
浴
室
一
棟
、
医
務
室
・
休
養

室
一
棟
な
ど
が
あ
る
。
東
側
の
裏
門
を
入
る
と
右
手
に
下
士
集
会
所
お
よ
び
酒
保
一

棟
、
左
手
に
は
弾
薬
庫
な
ど
が
あ
る
。
弾
薬
庫
の
奥
の
南
東
角
に
は
厩
二
棟
、
馬
糧

庫
一
棟
、
東
側
に
は
狭
窄
射
撃
場
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
南
側
に
は
装
蹄
所
、

獣
医
事
務
室
、
器
械
体
操
場
な
ど
が
あ
る
。
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表1昭和15年以降成立「仙台師管区経理部『各部隊配置図・国有財産台帳附図』」記載の施設一覧表

番号 名　　　称 所　在　地 面　　積 縮　　尺

1
第2師団司令部同法務部同兵器部第2
歩兵団司令部第2砲兵団司令部仙台陸
軍拘禁所同山屋敷乾燥火薬庫

宮城県仙台市川内大橋通22番同山屋敷103番 104486坪（約345431㎡） 1200分の1

2 仙台聯隊区司令部第2師団兵器部扇坂
下倉庫

宮城県仙台市川内柳町12番 8940坪（約29556㎡） 600分の1

3 仙台第1陸軍病院 仙台市東3番丁下記丁105番地 10656坪（約35229㎡） 600分の1

4 仙台憲兵隊本部同分隊同隊官舎 仙台市東2番丁17番地 1733坪（約5729㎡） 600分の1

5 第2師団経理部糧秣倉庫 仙台市川内大橋通12番の内 14240坪（約47077㎡） 600分の1
6 青葉山練兵場 仙台大字荒巻字青葉390番の27外175筆 400905坪（約1325392㎡） 3000分の12

7 歩兵第4聯隊
仙台市榴岡二十人町通4番の1、2番3番1番の1、

外8筆
39887坪（約131866㎡） 600分の1

8 仙台陸軍教導学校（予備士官学校） 仙台市川内中ノ坂道3番川内大橋通13番 20875坪（約69013㎡） 600分の1

9 第2師団大堀通倉庫（被服庫） 仙台市川内大堀通1番 837坪（約2767㎡） （記載なし）

10 第2師団仲ノ瀬倉庫（兵器庫） 仙台川内澱橋通12番 4898坪（約16193㎡） 600分の1
11 野砲兵第2聯隊 仙台市川内亀岡通20番21番 30336坪（約100291㎡） 600分の1

12 捜索第2聯隊
仙台市原町南ノ目字薬師堂悪水南二軒茶屋生巣

原1番外86筆
18589坪（約61455㎡） 600分の1

13 工兵第2聯隊 仙台市川内大橋通4番 16000坪（約52896nf） 600分の1

14 輻重兵第2聯隊
仙台市川内大橋通川内山屋敷1番ノ95番ノ外12
筆

19808坪（約65485㎡） 600分の1

15 第2師団兵器部扇坂倉庫（兵器庫） 仙台市川内筋違橋通1番 11120坪（約36763㎡） 600分の1
16 第2師団経理部澱倉庫（被服庫） 仙台市川内澱橋通4番 4771坪（約15773㎡） 600分の1
17 仙台追廻小銃射撃場 仙台市川内追廻1番 43014坪（約142204㎡） 600分の1

18 仙台台野原小銃射撃場
仙台市大字荒巻字杉添東原町大字小田原元天神
1番

24812坪（約82028㎡） 1200分の1

19 仙台宮城野原練兵場・仙台宮城野原作
業場

仙台市原ノ町大字南ノ目字生巣原1番・仙台市原

ノ町南目字悪水外2宇45番外86筆
159644坪（約527783㎡）・

12111坪（約40039㎡） 1200分の1

20 仙台角五郎丁練兵場 仙台市角五郎丁114番、114番ノ4 26088坪（約86247㎡） 1200分の1

21 仙台扇坂練兵場（露天馬場、円馬場、
狭窄射撃場）

仙台市筋違橋通1番 2903坪（約9597㎡） 600分の1

22 仙台川内諸兵作業場 仙台市大字荒巻字青葉山390番及4番 459008坪（約1517480㎡） 3000分の1

23 仙台台野原諸兵作業場 仙台市原字五本松大字荒巻字北杉山 28552坪（約94392㎡） 1200分の1

24 仙台川内部隊飲料上水貯水池 仙台市川内山屋敷字青葉山50番外1筆 1776坪（約5871㎡） 600分の1

25 仙台陸軍墓地 仙台市原町大字小田原字井戸沢39番外12筆 3169坪（約10477㎡） 600分の1

26 王城寺原諸兵演習廠舎 宮城県加美郡色麻村大字大字下新丁16番ノ1 47415坪（約156754㎡） 600分の1

27 王城寺原諸兵演習場
宮城県黒川郡大衡村・加美郡色麻村・大字大衡

四竃大外4大字・字大原下新丁中島原外4字3
番42番外七筆

8136810坪（約26900294㎡） 10000分の1

28 王城寺原諸兵演習場（兵舎）
宮城県黒川郡大衡村・加美郡色麻村・大字大衡

四竃大外4大字・字大原下新丁中島原外4字2
番42番外7筆

8136810坪ノ内 1200分の1

29 王城寺原諸兵演習場ノ内（機械室ほか） 同上 同上 1200分の1

30 岩沼憲兵分隊 宮城県名取郡岩沼町字町北7番外3筆 597坪（約1974㎡） 300分の1

31 船岡憲兵分遣隊
宮城県柴田郡船岡村大字船岡字広小路1番ノ1

外3筆
532坪（約1759㎡） 200分の1

32 石巻演習場材料置場（占有地） 宮城県石巻市字袋谷地 301坪（約995㎡） 600分の1

33 石巻演習場材料置場（占有地） 石巻市門脇河口附近 1496坪（約4946㎡） 1200分の1

34 石巻演習場 宮城県牡鹿郡蛇田村字水押51番ノ2外21筆 9830坪（約32498㎡） 600分の1

35 石巻演習場（占有地） 宮城県牡鹿郡蛇田村字水押65番ノ17外27筆 9054坪（約29933㎡） 1200分の1

36
北上川川口附近配置図（北上川、船溜、

善海田、無線電信塔、舟艇監視所などの
記載あり）

（記載なし） （記載なし） 600分の1
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37 仙台陸軍病院鳴子臨時分院
宮城県玉造郡鳴子町字末沢番外38筆同郡川渡
村大字赤這270番

16977坪（約56126㎡） 600分の1

38 仙台第1陸軍病院臨時鳴子分院川渡寮
宮城県玉造郡川渡村大字大口字川渡62／1外
16筆

15278坪（約50509㎡） 100分の1

39 若松陸軍病院 福島県若松市栄町字天寧寺町口1013番外12筆 3671坪（約12136㎡） 600分の1

40 仙台憲兵隊若松分隊及同隊官舎
福島県若松市栄町字新栄町194番ノ2194番ノ4

外1筆
588坪（約1944㎡） 300分の1

41 若松小銃射撃場
福島県北会津郡門田村外1村大字黒岩外1大字
五百山道徳外12字459番外162筆

103577坪（約342426㎡） 600分の1

42 若松練兵場・若松作業場・同障碍物通過
場

福島若松市栄町大字栄町外1大字字鶴ヶ城外3

字1172番外136筆
54597坪（約180498㎡） 1200分の1

43 大野原演習場
福島県河沼郡日橋村大字八田字大野原甲4394乙
4394 66600坪（約220180㎡） 5000分の1

44 若松陸軍墓地
福島県北会津郡東山村大字右山字愛宕山外1宇
内103番外5筆

1500坪（約4959㎡） 600分の1

45 翁島演習廠舎
福島県耶麻郡翁島村大字長田字西五十瀧三ツ和
入水堀東外三十筆

（記載なし） 600分の1

46 翁島演習場
福島県耶麻郡猪苗代町翁島村外2村大字長田外

1大字字綿場外55宇736番ノ2外84筆
1852505坪（約6124382㎡） 5000分の1

47 福島聯隊区司令部 福島県福島市字狐塚5番ノ1外2筆 1262坪（約4172㎡） 600分の1

48 仙台衛戌病院飯坂分院同官舎 福島県信夫郡飯坂町字原口外5宇3番外33筆 2974坪（約9832㎡） 600分の1

49 歩兵第29聯隊 福島県若松市栄町字堀内845番外54筆 40457坪（約133751㎡） 600分の1

50 原町憲兵分隊
福島県相馬郡原町大字南新田字南東原5番ノ28

外7筆
590坪（約1951㎡） 300分の1

51 軍馬補充部白河支部同一ノ又分厩同芝原

分厩同真船牧場白河演習場
福島県西白河郡西郷村大字真船字村火2番其他 12824756坪（約42398643㎡） 10000分の1

52 軍馬補充部白河支部 福島県西白河郡西郷村大字真船字村火2番其他 12824756ノ内 600分の1

53 軍馬補充部白河支部一ノ又分厩 福島県西白河郡西郷村大字真船字村火2番其他 12824756ノ内 600分の1

54 軍馬補充部白河支部芝原分厩
福島県西白河郡西郷村大字真船外1字字村火1
番外70筆ノ内

12824756ノ内 600分の1

55 軍馬補充部白河支部白坂分厩
福島県西白河郡白坂村大字白坂字牛清水1番其
他

1339410坪（約4428089nf） 10000分の1

56 軍馬補充部白河支部白坂分厩 同上 1339410ノ内 600分の1

57 軍馬補充部白河支部羽鳥牧場伺白河演
習場

福島県岩瀬郡湯本村大字羽鳥字高戸屋1番其他 5851189坪（約19344031㎡） 10000分の1

58 軍馬補充部白河支部羽鳥牧場白河演習場
（看守舎） 福島県岩瀬郡湯本村大字羽鳥字高戸屋1番其他 5851189ノ内 300分の1

59 軍馬補充部白河支部奏任官官舎
福島県西白河郡西郷村大字真船字上野原3番ノ
内

291坪（約962㎡） 300分の1

60 軍馬補充部白河支部奏任官官舎
福島県西白河郡西郷村大字真船字上野原16番ノ
内

169坪（約559nf） 300分の1

61 軍馬補充部白河支部奏任官官舎 福島県西白河郡西郷村大字真船字原中19番ノ内 169坪（約559㎡） 300分の1

62 軍馬補充部白河支部奏任官官舎
福島県西白河郡西郷村大字真船字上野原16番ノ
内

169坪（約559㎡） 300分の1

63 軍馬補充部白河支部奏任官官舎 福島県西白河郡西郷村大字真船字原中19番ノ内 169坪（約559㎡） 300分の1

64 軍馬補充部白河支部白坂分厩判任官官
舎

福島県西白河郡白坂村大字白坂字牛清水2番ノ
内

187坪（約618nf） 300分の1

65 軍馬補充部白河支部同一ノ又分厩同芝原

同真船牧場白河演習場
福島県西白河郡西郷村大字真船外2大字1番其
他ノ内

12824756坪ノ内 600分の1

66 軍馬補充部白河支部泉出張所同放牧地
栃木県塩谷郡玉生村泉村大字上寺島外2字字立
室1194番ノ1其他

4257316坪（約14074687㎡） 10000分の1

67 軍馬補充部白河支部泉出張所
栃木県塩谷郡玉生村泉村大字上寺島外2字立室
1194番ノ1其他

4257316坪ノ内 600分の1

68 軍馬補充部白河支部高津分厩同放牧地
栃木県那須郡那須村大字豊原外3大字那須道下
乙713番外

2604338坪（約8609941㎡） 10000分の1

69 軍馬補充部白河支部高津分厩同放牧地ノ
内

栃木県那須郡那須村大字高久字前原2307番ノ2
外31筆ノ内

2604338坪ノ内 600分の1

70 軍馬補充部白河支部高津分厩同放牧地ノ
内（元那須派出部跡）

栃木県那須郡那須村大字豊原外3大字字那須道
下乙713番外34筆ノ内25筆ノ内

2604338坪ノ内 600分の1
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（4
）
「
軍
都
」
仙
台
の
変
遷

　
仙
台
鎮
台
・
仙
台
第
二
師
団
な
ど
の
郷
土
部
隊
は
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
西

南
戦
争
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
甲
申
事
変
、
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
・

明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
日
清
戦
争
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
台
湾
抗
日
軍

と
の
戦
い
、
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
・
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
日
露
戦
争
、

明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
韓
国
人
民
の
義
兵
運
動
と
の
戦
い
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
時

の
大
正
九

年
（
一
九
二
〇
）
尼
港
事
件
後
の
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
・
大
正
十
一

年
（
一
九
二
二
）
な
ど
に
派
兵
さ
れ
た
。

　

ま
た
軍
政
と
軍
令
を
め
ぐ
る
天
皇
の
統
帥
権
の
強
化
の
下
、
政
府
・
議
会
を
し

の

ぐ
軍
部
の
台
頭
は
、
戦
争
を
拡
大
さ
せ
た
。
仙
台
第
二
師
団
な
ど
の
郷
土
部
隊

は
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
九
月
十
八
日
に
、
関
東
軍
の
謀
略
で
勃
発
し
た

満
洲
事
変
で
は
、
歩
兵
第
四
連
隊
よ
り
最
初
の
戦
死
者
を
出
し
、
そ
の
後
の
昭
和

十
二
年
（
一
九
三
七
）
七
月
七
日
盧
溝
橋
事
件
に
始
ま
る
日
中
戦
争
、
昭
和
十
六
年

（
一
九

四
一
）
十
二
月
八
日
以
降
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
で
は
、
ジ
ャ
ワ
攻
略
戦
、

ガ

ダ
ル
カ
ナ
ル
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
の
戦
い
や
、
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
な
ど
の

侵
略
戦
争
に
も
従
軍
す
る
な
ど
、
近
代
日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
戦
争
、
戦
闘
行
為
に
か

か
わ
っ
て
き
た
。

　

こ
う
し
て
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
制
定
さ
れ
た
徴
兵
制
度
の
下
（
昭
和
二

年
に
は
徴
兵
令
を
改
正
し
て
兵
役
法
を
公
布
）
、
多
く
の
市
民
が
召
集
さ
れ
、
戦
地

で

は
外
国
の
兵
士
、
住
民
を
殺
傷
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
部
隊
か
ら
も
多
く
の
戦

死
者
、
負
傷
者
を
出
し
た
。
ま
た
捕
虜
と
な
り
、
外
国
へ
抑
留
さ
れ
る
な
ど
し
た
。

そ

し
て
、
市
民
生
活
は
統
制
経
済
の
下
で
、
圧
迫
さ
れ
、
昭
和
二
十
年
七
月
十
日
の

仙
台
空
襲
で
は
生
活
が
破
壊
さ
れ
た
。

　

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
十
五
日
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
に
よ
る
日
本
の

敗
戦
・
終
戦
後
は
、
連
合
国
の
占
領
支
配
が
実
施
さ
れ
た
。
仙
台
で
は
、
昭
和
二
十

年
九
月
以
降
に
は
、
米
軍
第
八
軍
指
揮
下
の
第
十
四
軍
団
お
よ
び
第
十
一
空
挺
師
団

が
仙
台
に
進
駐
し
司
令
部
を
お
い
た
。
そ
の
後
、
札
幌
に
司
令
部
を
お
く
第
九
軍
団

に
統
合
さ
れ
、
仙
台
に
司
令
部
が
移
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
関
東
以
北
の
米
軍
占
領
の

中
枢
都
市
に
位
置
付
け
ら
れ
た
仙
台
周
辺
に
は
、
（
1
）
仙
台
市
川
内
の
旧
第
二
師

団
と
各
部
隊
に
キ
ャ
ン
プ
・
セ
ン
ダ
イ
、
（
2
）
仙
台
市
苦
竹
の
旧
陸
軍
造
兵
廠
に

キ
ャ
ン
プ
・
シ
ン
メ
ル
ペ
ニ
ヒ
、
（
3
）
仙
台
市
榴
ヶ
岡
の
旧
歩
兵
第
四
連
隊
に
は

キ
ャ
ン
プ
・
フ
ァ
ウ
ラ
ー
、
（
4
）
多
賀
城
の
旧
海
軍
工
廠
に
は
キ
ャ
ン
プ
・
ロ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

パ

ー
な
ど
の
進
駐
軍
キ
ャ
ン
プ
（
進
駐
軍
駐
屯
地
）
が
接
収
、
整
備
さ
れ
た
。
な
お
、

「
軍
都
」
仙
台
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
（
1
）
「
軍
都
」
仙
台
の
成
立
期
（
①
軍
都
仙

台
の
誕
生
、
②
仙
台
と
西
南
戦
争
、
③
朝
鮮
に
お
け
る
甲
申
事
変
と
仙
台
歩
兵
第
四

連
隊
、
④
仙
台
第
二
師
団
と
招
魂
祭
）
、
（
2
）
「
軍
都
」
仙
台
の
展
開
期
（
①
仙
台

と
日
清
戦
争
、
②
仙
台
と
日
露
戦
争
、
③
軍
政
と
軍
令
－
天
皇
の
統
帥
権
と
戦
争
責

任
ー
、
④
仙
台
と
第
一
次
世
界
大
戦
）
、
（
3
）
「
軍
都
」
仙
台
の
確
立
期
（
①
仙
台

と
満
洲
事
変
、
②
仙
台
と
日
中
戦
争
、
③
仙
台
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
）
、
（
4
）
「
軍

都
」
仙
台
の
解
体
と
米
軍
占
領
期
（
①
日
本
の
敗
戦
と
軍
部
の
解
体
、
②
米
軍
占
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

期
の
仙
台
）
な
ど
の
概
要
は
、
別
稿
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。

②
戦
死
者
祭
祀
と
招
魂
祭

（
1
）
戊
辰
戦
争
戦
死
者
の
供
養
と
祭
祀

　
慶
応

四
年
（
一
八
六
八
）
・
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
～
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）

の

戊
辰
戦
争
（
鳥
羽
・
伏
見
・
上
野
・
北
越
・
東
北
・
函
館
戦
争
）
以
降
に
は
、
西

軍
側

（官
軍
、
明
治
政
府
）
に
た
っ
た
諸
藩
の
戦
死
者
の
供
養
や
祭
祀
は
公
に
行
わ

れ

た
が
、
会
津
藩
や
仙
台
藩
な
ど
の
よ
う
に
最
後
ま
で
官
軍
と
戦
っ
た
東
軍
（
幕
府

軍
）
の
諸
藩
で
は
、
明
治
初
年
に
は
公
に
供
養
や
祭
祀
を
行
う
こ
と
が
制
限
さ
れ
た
。

　
仙
台
で
は
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
五
月
二
二
日
よ
り
五
月
二
八
日
ま
で
の

　
　
　
　
は
ん
こ
ま
ち

十
七
日
間
、
半
子
町
（
現
仙
台
市
青
葉
区
国
見
二
丁
目
）
の
寿
徳
寺
住
職
な
ど
に
よ
り
、
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大
施
餓
鬼
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
慶
応
年
間
（
慶
応
四
年
九
月
入
日
に
明
治
と
改

元
）
の
戊
辰
戦
争
に
お
け
る
諸
国
戦
死
霊
魂
供
養
の
た
め
に
行
わ
れ
た
大
施
餓
鬼
で

あ
っ
た
。
こ
の
大
施
餓
鬼
を
う
け
、
明
治
六
年
六
月
十
七
日
に
は
、
「
年
々
施
餓
鬼

立
札
願
書
」
が
、
宮
城
県
権
参
事
の
遠
藤
温
（
仙
台
藩
出
身
）
に
届
出
さ
れ
、
明
治

七

年
（
一
八
七
四
）
以
降
に
も
、
戊
辰
戦
争
の
諸
国
戦
死
霊
魂
供
養
の
た
め
の
大
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

餓
鬼
が
執
り
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

そ

し
て
、
戊
辰
戦
争
に
お
け
る
旧
幕
府
軍
の
戦
死
者
祭
祀
を
考
え
る
に
あ
た
っ

て
、
重
要
な
意
味
を
も
つ
明
治
七
年
（
一
入
七
四
）
八
月
十
入
日
太
政
官
達
書
（
第

］
〇

八
号
）
「
戊
辰
己
巳
ノ
際
王
師
二
抵
抗
シ
戦
没
ノ
者
祭
祀
執
行
ノ
儀
無
構
」
が

通
達

さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
治
七
年
に
は
上
野
に
木
柱
「
彰
義
隊
戦
死
者
墳
墓

之

地
」
が
立
て
ら
れ
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
は
彰
義
隊
戦
死
者
慰
霊
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

の
唐
銅
の
宝
塔
が
建
立
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
九
月
初
旬
に
は
、
函
館
戦
争
（
己
巳
戦
役
）
の

旧
幕
府
軍
戦
死
者
の
慰
霊
碑
「
碧
血
碑
」
が
榎
本
武
揚
な
ど
に
よ
り
建
立
さ
れ
、
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

治
八
年
九
月
十
四
日
に
は
碑
前
で
招
魂
祭
が
執
行
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
庄
内
で
は
、
明
治
九
年
（
一
入
七
六
）
に
旧
庄
内
藩
の
戊
辰
戦
争
戦
死

者
の
慰
霊
碑
「
戊
辰
戦
死
招
魂
碑
」
（
現
在
は
山
形
県
鶴
岡
市
常
念
寺
境
内
）
が
、

旧
庄
内
藩
士
・
松
本
十
郎
に
よ
っ
て
大
督
寺
境
内
に
建
立
さ
れ
、
仙
台
で
は
、
明
治

十
年
（
一
八
七
七
）
十
月
に
旧
仙
台
藩
な
ど
の
戊
辰
戦
争
戦
死
者
の
慰
霊
の
た
め
に

「
弔
魂
碑
」
（
宮
城
県
仙
台
市
瑞
鳳
殿
境
内
）
が
建
立
さ
れ
、
米
沢
で
は
、
明
治
十
一

年
（
一
八
七
八
）
四
月
に
、
旧
米
沢
藩
の
戊
辰
戦
争
戦
死
者
お
よ
び
明
治
十
年
西
南

戦
争
の
戦
死
者
を
慰
霊
す
る
た
め
に
「
招
魂
碑
」
（
山
形
県
米
沢
市
松
岬
公
園
・
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

沢
城
跡
）
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
仙
台
で
は
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
十
月
に
、
「
弔
魂
碑
」
の
鉄
塔
が
、

　
　
　
　
　
　
　
お
た
ま
や
　
　
　
ず
い
ほ
う
で
ん

藩
祖
伊
達
政
宗
の
御
霊
屋
で
あ
る
瑞
鳳
殿
境
内
に
建
立
さ
れ
、
伊
達
三
代
の
御
霊
屋

　
　
　
　
む
か
い
や
ま
き
ょ
う
が
み
ね

の
地

で

あ
る
向
山
・
経
ヶ
峯
に
、
戊
辰
戦
争
で
「
賊
軍
」
と
さ
れ
た
東
軍
戦
死
者
の

祭
祀
空

間
が
成
立
す
る
。
こ
の
碑
は
、
大
正
六
年
『
仙
台
藩
戊
辰
殉
難
小
史
』
に
よ

れ

ば
、
明
治
元
年
（
一
八
六
入
）
の
戊
辰
戦
争
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
の
函
館

戦
争
に
お
け
る
仙
台
藩
士
お
よ
び
旧
幕
臣
・
米
沢
藩
の
仙
台
応
援
隊
士
ら
を
含
む
戦

死
者
一
二
六
〇
名
の
霊
を
弔
う
た
め
に
、
伊
達
宗
基
（
旧
仙
台
藩
主
）
と
旧
藩
士
が

出
資
し
て
建
設
さ
れ
た
。

（
2
）
国
内
戦
争
と
招
魂
祭
～
西
南
戦
争
と
招
魂
祭
～

　
「
仙
台
新
聞
」
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
十
一
月
十
三
日
よ
り
十
五

日
ま
で
、
東
京
招
魂
社
で
招
魂
祭
が
行
わ
れ
、
西
南
戦
争
で
の
官
軍
側
の
戦
死
者
が

合
祀
さ
れ
た
。
そ
れ
を
う
け
て
、
仙
台
で
は
、
明
治
十
一
年
四
月
十
五
日
・
十
六
日
・

十
七

日
に
は
、
仙
台
鎮
台
と
宮
城
県
庁
の
官
員
が
合
併
し
て
、
榴
ヶ
岡
の
歩
兵
第
四

連
隊
に
お
い
て
西
南
戦
争
の
官
軍
側
の
戦
死
者
の
た
め
に
招
魂
祭
が
行
わ
れ
た
。
軍

官
主
催
の
招
魂
祭
が
お
わ
る
と
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
十
一
月
に
は
、
向
山
・

経
ヶ
峯
の
瑞
鳳
殿
参
道
脇
に
「
西
討
戦
死
之
碑
」
が
建
立
さ
れ
た
。

　
「
西
討
戦
死
之
碑
」
の
碑
文
に
は
、
西
南
戦
争
に
お
け
る
官
軍
側
戦
死
者
の
東
京

招
魂
社
へ
の
合
祀
を
ふ
ま
え
て
、
旧
仙
台
藩
士
を
中
心
に
編
成
さ
れ
た
「
警
視
隊
新

撰
旅
団
」
の
戦
死
者
と
、
徴
兵
を
中
心
と
し
た
「
鎮
台
所
轄
軍
人
」
の
戦
死
者
と
の
、

両
者
の
戦
死
者
慰
霊
の
た
め
に
建
立
さ
れ
た
と
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
藩
祖
伊
達
政
宗
を
は
じ
め
と
す
る
伊
達
三
代
の
御
霊
屋
な
ど
の
墳

墓
域
で
あ
る
経
ヶ
峯
の
地
に
、
西
南
戦
争
従
軍
後
に
復
権
を
は
た
し
た
旧
仙
台
藩
士

が
中
心
と
な
っ
て
、
戊
辰
戦
争
戦
死
者
と
西
南
戦
争
戦
死
者
の
慰
霊
の
た
め
の
祭
祀

空
間
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。

　

こ
れ
は
、
仙
台
鎮
台
戦
死
者
の
祭
祀
空
間
が
、
旧
仙
台
藩
主
の
墳
墓
域
の
な
か
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
仙
台
鎮
台
主
導
の
祭
祀
空
間
で
は
な
か
っ

た
。　

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
五
月
二
一
日
「
陸
羽
日
日
新
聞
」
に
よ
れ
ば
、
五
月

二
二

日
に
は
、
「
西
討
戦
死
之
碑
」
が
あ
る
瑞
鳳
山
（
瑞
鳳
殿
と
瑞
鳳
寺
境
内
を
さ

す
呼
称
）
に
て
招
魂
祭
が
施
行
さ
れ
、
花
火
が
打
ち
揚
げ
ら
れ
た
。
そ
の
一
方
で
は
、
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明
治
十
四
年
十
一
月
十
五
日
「
陸
羽
日
日
新
聞
」
に
よ
れ
ば
、
仙
台
鎮
台
と
宮
城
県

に
よ
っ
て
、
十
一
月
十
三
日
に
榴
ヶ
岡
と
宮
城
野
原
操
練
場
に
て
招
魂
祭
が
行
わ
れ
、

宮
城
野
原
で
は
招
魂
祭
競
馬
が
奉
納
さ
れ
た
。

　
以
上
の

よ
う
に
、
明
治
十
年
西
南
戦
争
以
降
の
招
魂
祭
は
、
仙
台
地
方
で
は
、
第

一
に
、
寺
院
に
て
、
西
南
戦
争
戦
死
者
の
供
養
の
た
め
の
招
魂
祭
が
行
わ
れ
た
。

　
寺
院
で
の
戦
死
者
供
養
や
招
魂
祭
に
は
、
一
つ
に
は
、
明
治
六
年
以
降
に
戊
辰
戦

争
戦
死
者
供
養
を
行
っ
て
い
た
寺
院
が
、
西
南
戦
争
後
に
西
南
戦
争
戦
死
者
の
供
養

も
加
え
て
行
う
場
合
と
、
も
う
一
つ
に
は
、
明
治
十
年
西
南
戦
争
以
降
に
西
南
戦
争

戦
死
者
供
養
や
招
魂
祭
を
始
め
、
あ
る
い
は
明
治
十
三
年
（
一
八
入
○
）
の
戊
辰
戦

争
戦
死
者
十
三
回
忌
を
き
っ
か
け
に
、
戊
辰
戦
争
お
よ
び
西
南
戦
争
の
供
養
や
招
魂

祭
を
行
う
場
合
が
あ
る
。

　
第
二
に
は
、
西
南
戦
争
戦
死
者
の
東
京
招
魂
社
へ
の
合
祀
を
受
け
て
、
明
治
十
一

年
以
降
に
行
わ
れ
た
仙
台
鎮
台
お
よ
び
軍
官
合
同
の
招
魂
祭
が
、
榴
ヶ
岡
ま
た
は
宮

城
野
原
操
練
場
や
川
内
を
祭
場
に
行
わ
れ
た
。

　
第
三
に
は
、
旧
仙
台
藩
士
お
よ
び
宮
城
県
士
族
を
中
心
に
、
戊
辰
戦
争
戦
死
者
の

た
め
の
「
弔
魂
碑
」
（
明
治
十
年
十
月
建
立
）
と
西
南
戦
争
戦
死
者
の
た
め
の
「
西

討
戦
死
之
碑
」
（
明
治
十
一
年
十
一
月
建
立
）
が
あ
る
向
山
・
経
ヶ
峯
の
瑞
鳳
山
（
瑞

鳳
殿
と
瑞
鳳
寺
境
内
を
さ
す
呼
称
）
に
て
招
魂
祭
が
行
わ
れ
た
。

　
瑞
鳳
山
の
招
魂
祭
は
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
の
戊
辰
戦
争
戦
死
者
十
三
回

忌

を
き
っ
か
け
に
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
と
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に

は
、
戊
辰
戦
争
と
西
南
戦
争
の
戦
死
者
の
た
め
に
招
魂
祭
が
行
わ
れ
た
。
明
治
十
五

年
壬
午
事
変
以
降
に
な
る
と
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に
は
、
西
南
戦
争
と
壬

午
事
変
戦
死
者
の
た
め
に
招
魂
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
「
奥
羽
日
日
新
聞
」
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
五
月
二
四

日
に
は
、
「
戊
辰
戦
死
者
十
七
年
祭
」
に
あ
た
り
、
戊
辰
戦
争
お
よ
び
西
南
戦
争
戦

死
者
の
た

め

の
招
魂
祭
が
、
瑞
鳳
山
に
て
行
わ
れ
た
。

（
3
）
対
外
戦
争
（
戦
闘
）
と
招
魂
祭

　
近
代

日
本
に
お
け
る
外
国
と
の
最
初
の
交
戦
は
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
の
「
台

湾
出
兵
」
お
よ
び
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
の
「
江
華
島
事
件
」
で
あ
る
が
、
仙
台

鎮
台
の
兵
力
が
、
日
本
国
外
と
そ
の
人
々
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
の
は
、
明
治
十
七

年
（
一
八
八
四
）
の
朝
鮮
に
お
け
る
「
甲
申
事
変
」
で
あ
り
、
日
本
軍
の
海
外
駐
屯

軍
の
最
初
の
戦
死
者
は
、
歩
兵
第
四
連
隊
の
兵
士
で
あ
っ
た
。

　

明
治
十
七
年
の
甲
申
事
変
で
歩
兵
第
四
連
隊
か
ら
戦
死
者
が
出
る
と
、
明
治
十
八

年
（
一
八
八
五
）
十
二
月
に
、
榴
ヶ
岡
に
「
朝
鮮
戦
役
紀
念
の
碑
」
が
建
立
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
「
奥
羽
日
日
新
聞
」
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
五
月
八
日
に
は
、

甲
申
事
変
で
戦
死
し
た
仙
台
鎮
台
の
軍
人
軍
属
を
追
弔
す
る
た
め
に
、
榴
ヶ
岡
で
臨

時
招
魂
祭
が
行
わ
れ
た
。

　
そ
の
一
方
で
は
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
五
月
二
四
日
の
向
山
・
経
ヶ
峯
に

お
け
る
瑞
鳳
山
の
招
魂
祭
で
は
、
明
治
十
年
十
一
月
以
来
、
例
年
通
り
旧
仙
台
藩
士
・

宮
城
県
士
族
の
有
志
を
中
心
に
、
戊
辰
戦
争
お
よ
び
西
南
戦
争
戦
死
者
の
た
め
に
招

魂
祭
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
仙
台
鎮
台
の
招
魂
祭
は
靖
国
神
社
秋
季
例
大
祭
の
十
一

月
六
日
（
「
会
津
降
伏
記
念
日
」
）
に
行
わ
れ
る
な
ど
、
藩
祖
伊
達
政
宗
の
命
日
の
五

月
二
四
日
に
行
わ
れ
る
瑞
鳳
山
の
招
魂
祭
と
は
、
一
線
を
画
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

瑞
鳳
山
に
は
、
西
南
戦
争
の
と
き
に
旧
仙
台
藩
士
を
中
心
に
編
成
さ
れ
た
「
警
視
隊

新
撰
旅
団
」
の
戦
死
者
と
、
徴
丘
ハ
を
中
心
と
し
た
「
鎮
台
所
轄
軍
入
」
の
戦
死
者
と

の
、
両
者
の
戦
死
者
慰
霊
の
た
め
に
建
立
さ
れ
た
「
西
討
戦
死
之
碑
」
が
存
在
す
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
碑
の
前
で
の
招
魂
祭
は
、
仙
台
鎮
台
に
よ
っ
て
は
行
わ
れ

な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
対
外
戦
争
・
事
変
に
よ
る
戦
死
者
の
招
魂
祭
を
き
っ
か
け
に
、
明
治

二

十
年
（
一
八
八
七
）
の
招
魂
祭
で
は
、
①
榴
ヶ
岡
と
宮
城
野
原
の
招
魂
祭
、
②
瑞

鳳
山
の
招
魂
祭
に
加
え
、
③
川
内
と
仙
台
城
跡
天
主
台
が
戦
死
者
の
新
た
な
祭
祀
空
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間
と
し
て
成
立
し
て
い
く
。

　
①
と
③
は
、
仙
台
鎮
台
主
導
の
軍
官
主
催
、
あ
る
い
は
軍
官
民
合
同
の
公
的
な
招

魂
祭
で
あ
る
が
、
②
は
旧
仙
台
藩
士
・
宮
城
県
士
族
の
有
志
中
心
の
私
的
な
招
魂
祭

の
祭
祀
空
間
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
十
月
十
二
日
・
十
三
日
の
招
魂
祭
の
と
き
に

は
、
仙
台
祭
が
行
わ
れ
、
こ
れ
以
降
、
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
十
月
二
八
日
・

二
九

日
の
招
魂
祭
、
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
十
月
六
日
・
七
日
に
予
定
さ
れ
て

い

た
招
魂
祭
は
水
害
の
た
め
見
合
わ
さ
れ
る
が
、
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
十
一

月
二
二
日
・
二
三
日
、
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
十
一
月
一
四
日
・
一
五
日
、
明

治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
十
一
月
一
二
日
・
二
二
日
、
さ
ら
に
日
清
戦
争
後
の
明
治

二
九
年
（
一
八
九
六
）
五
月
二
〇
日
・
二
一
日
な
ど
に
は
、
招
魂
祭
の
と
き
に
仙
台

祭
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

仙
台
祭
と
は
、
江
戸
時
代
に
は
、
九
月
十
七
日
に
宮
町
東
照
宮
祭
礼
と
し
て
行

わ
れ
、
仙
台
城
下
の
町
内
連
合
や
大
店
が
山
車
を
練
り
出
す
仙
台
藩
最
大
の
祭
り
で

あ
っ
た
。
そ
れ
が
明
治
時
代
以
降
に
な
る
と
、
徳
川
家
康
を
祀
っ
た
東
照
宮
祭
礼
で

は
仙
台
祭
は
行
わ
れ
な
く
な
り
、
天
長
節
（
天
皇
誕
生
の
祝
日
）
、
桜
岡
大
神
宮
祭
礼
、

藩
祖
伊
達
政
宗
を
祀
っ
た
青
葉
神
社
祭
礼
な
ど
の
と
き
に
仙
台
祭
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
十
七
年
（
一
入
八
四
）
甲
申
事
変
の
戦
死
者
に

対
す
る
招
魂
祭
を
き
っ
か
け
に
、
招
魂
祭
の
と
き
に
、
江
戸
時
代
以
来
の
伝
統
を
復

活
・
再
現
さ
せ
た
仙
台
祭
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
祭
日
も
十
一
月
六
日
の
「
会

津
降
伏
記
念
日
」
に
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
十
月
～
十
一
月
の
任
意
の
日
が
毎
年

決
め

ら
れ
る
な
ど
、
仙
台
の
軍
官
民
が
一
体
と
な
っ
た
県
内
最
大
の
祭
典
と
し
て
位

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

置
付
け
ら
れ
て
い
っ
た
。

（
4
）
日
清
戦
争
と
招
魂
祭

　
日
清
戦
争
直
後
の
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
二
月
に
は
、
仙
台
市
の
川
内
練
兵

場
ま
た
は
宮
城
野
原
練
兵
場
に
招
魂
社
を
建
築
す
る
計
画
が
、
持
ち
上
が
る
が
、
実

際
に
は
、
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
日
清
戦
争
後
の
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
に
は
、
地
方
有
志
お
よ
び
第
二
師
団

の

有
志
が
合
同
で
、
昭
忠
会
を
組
織
し
、
第
二
師
管
に
属
す
る
臨
時
招
魂
祭
を
挙
行

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
5
）
日
露
戦
争
と
招
魂
祭

　
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
八
月
二
八
日
に
は
、
仙
台
城
跡
天
主
台
の
昭
忠
碑
（
昭

忠
標
、
明
治
三
五
年
竣
工
の
金
鶏
標
）
の
後
方
に
、
常
設
招
魂
祭
殿
（
招
魂
社
）
が

建
設

さ
れ
た
。
明
治
三
七
年
十
二
月
四
日
に
は
、
新
築
の
招
魂
社
に
て
招
魂
祭
が
挙

　
　
　
（
1
5
）

行
さ
れ
た
。

　
「
河
北
新
報
」
に
よ
れ
ば
、
日
露
戦
争
後
の
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
四
月
一
日
・

二

日
に
は
、
第
二
師
団
主
催
で
宮
城
野
原
を
祭
場
に
、
神
仏
両
式
で
臨
時
招
魂
祭
が

行
わ
れ
た
。
四
月
三
日
に
は
、
鎮
座
祭
が
行
わ
れ
、
四
月
四
日
に
は
、
臨
時
招
魂
祭

で
祀

ら
れ
た
日
露
戦
争
戦
死
者
の
「
英
魂
」
を
仙
台
城
跡
天
主
台
の
招
魂
社
に
奉
還

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

し
鎮
魂
式
を
挙
行
し
た
。

　

こ
の
招
魂
祭
は
、
明
治
三
八
年
か
ら
毎
年
四
月
二
十
日
・
二
一
日
の
両
日
に
行
わ

れ

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
実
際
の
期
日
は
一
定
せ
ず
、
明
治
四
十
年
以
降
に
な
る
と
、

靖
国
神
社
の
例
大
祭
に
合
わ
せ
て
、
五
月
六
日
・
七
日
と
十
一
月
六
日
・
七
日
に
行

わ
れ
た
。
そ
の
対
象
は
、
（
1
）
明
治
七
年
佐
賀
の
乱
お
よ
び
台
湾
出
兵
に
従
軍
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ん
ぷ
う
れ
ん
　
　
　
　
あ
き
づ
き
　
　
　
　
は
ぎ

死
病
残
し
た
軍
人
軍
属
、
（
2
）
明
治
九
年
の
神
風
連
の
乱
・
秋
月
の
乱
・
萩
の
乱

に
従
軍
戦
死
病
残
し
た
軍
人
軍
属
、
（
3
）
明
治
十
年
の
西
南
戦
争
に
従
軍
戦
死
病

残
し
た
軍
人
軍
属
、
（
4
）
明
治
十
五
年
の
壬
午
事
変
・
明
治
十
七
年
の
甲
申
事
変

に
て
戦
死
病
残
し
た
軍
人
軍
属
、
（
5
）
明
治
二
七
・
二
八
年
の
日
清
戦
争
に
従
軍
戦

死
病
残

し
た
軍
人
・
軍
属
、
（
6
）
日
清
戦
争
後
に
行
わ
れ
た
台
湾
出
兵
に
て
戦
死

病
殼
し
た
軍
人
軍
属
、
（
7
）
明
治
三
七
・
三
八
年
の
日
露
戦
争
に
従
軍
戦
死
病
残
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

た
軍
人
軍
属
、
な
ど
に
該
当
す
る
戦
死
病
残
者
に
対
し
て
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
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（
6
）
満
洲
事
変
と
招
魂
祭

　
大
正

時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
お
け
る
招
魂
社
で
の
招
魂
祭
は
、
大
正
元
年

（
一
九

＝
一
）
に
改
正
さ
れ
た
靖
国
神
社
例
祭
日
に
合
わ
せ
て
、
春
季
招
魂
祭
が
四

月
三
十
日
・
五
月
一
日
、
秋
季
招
魂
祭
が
十
月
二
三
日
に
行
わ
れ
た
。

　
昭

和
六
年
（
一
九
三
一
）
九
月
十
八
日
に
満
洲
事
変
が
お
こ
る
と
、
最
初
の
戦
死

者
が
出
た
歩
兵
第
四
連
隊
で
は
、
戦
地
で
は
、
戦
死
者
の
祭
壇
は
歩
兵
第
四
連
隊
将

校
集
会
所
に
安
置
さ
れ
、
通
夜
が
行
わ
れ
た
。
昭
和
六
年
九
月
二
七
日
に
は
、
戦
地

の
第
二
師
団
各
部
隊
が
、
参
拝
し
、
こ
の
時
以
降
、
各
隊
よ
り
代
表
者
を
派
遣
し
て
、

「
戦
死
者
の
慰
霊
」
に
毎
日
、
参
拝
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
十
月
四
日
に
は
、
「
長
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

付
近
戦
死
者
の
慰
霊
祭
」
が
、
長
春
市
公
園
内
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
。

　
「
河
北
新
報
」
に
よ
れ
ば
、
戦
死
者
の
遺
骨
は
、
第
二
師
団
歩
兵
第
二
十
九
連
隊

で

は
、
戦
地
の
所
属
部
隊
か
ら
神
戸
を
へ
て
、
東
京
駅
に
到
着
し
、
上
野
駅
特
別
室

に
安
置
さ
れ
、
増
上
寺
大
僧
正
以
下
衆
僧
の
読
経
を
受
け
、
陸
軍
大
臣
、
参
謀
総
長
、

陸
軍
大
将
、
愛
国
婦
人
会
代
表
な
ど
に
よ
る
焼
香
を
行
っ
た
う
え
で
、
出
迎
え
将
士

に
護
ら
れ
、
列
車
で
福
島
県
若
松
市
（
現
会
津
若
松
市
）
の
若
松
駅
に
到
着
後
、
所

属
部
隊
に
入
り
、
夜
に
仏
式
、
明
朝
に
は
神
式
に
よ
る
隊
葬
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、

合
同
慰
霊
祭
が
若
松
操
練
場
で
挙
行
さ
れ
た
。

　
仙
台
で
は
、
戦
死
者
の
遺
骨
は
、
仙
台
駅
構
内
に
お
い
て
、
留
守
司
令
官
、
現
役

在
郷
将
校
、
各
団
隊
長
、
県
知
事
、
市
長
、
有
力
者
な
ど
に
よ
っ
て
出
迎
え
ら
れ
、

夜

に
は
仏
式
に
よ
り
、
仙
台
借
行
社
で
法
要
を
営
み
、
通
夜
を
行
う
。

　
翌

日
に
は
、
第
二
師
団
、
宮
城
県
、
昭
忠
会
の
三
者
主
催
の
下
に
、
合
同
慰
霊
祭

が
、
仙
台
市
川
内
の
追
廻
練
兵
場
に
て
行
わ
れ
た
。
慰
霊
祭
が
終
了
す
る
と
、
戦
死

者
遺
骨
は
、
各
遺
族
に
渡
さ
れ
、
郷
里
に
帰
り
、
各
地
で
市
町
村
葬
な
ど
が
執
り
行

わ
れ
て
い
っ
た
。

　
「
河
北
新
報
」
に
よ
れ
ば
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
四
月
二
五
日
か
ら
二
八
日

ま
で
の
靖
国
神
社
臨
時
大
祭
で
は
、
昭
和
六
年
九
月
十
八
日
よ
り
昭
和
七
年
二
月
十

日
ま
で
の
満
洲
、
上
海
両
事
変
の
戦
死
将
兵
並
び
に
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
の

さ
い
な
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
し
や

済
南
事
変
に
お
け
る
死
亡
者
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
の
台
湾
霧
社
事
件
に
お
け

る
犠
牲
者
二
六
〇
余
名
が
、
新
た
に
祭
神
と
し
て
合
祀
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
仙
台
の
招
魂
社
（
仙
台
城
跡
天
主
台
の
宮
城
県
招
魂
社
）
で
は
、

昭
和
七
年
四
月
二
九
日
に
は
、
靖
国
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
祭
神
の
合
祀
祭
を
行
っ
た

う
え
で
、
四
月
三
十
日
に
春
季
招
魂
祭
を
実
施
し
た
。

　
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
四
月
二
九
日
に
は
、
二
七
日
に
靖
国
神
社
に
合
祀
さ
れ

た
満
洲
事
変
戦
死
者
の
＝
七
＝
柱
の
英
霊
中
、
四
三
柱
を
宮
城
県
招
魂
社
に
合

祀
す
る
昭
忠
会
執
行
の
合
祀
祭
」
が
挙
行
さ
れ
た
。
四
月
三
十
日
に
は
、
明
治
七
年

（
一
八
七

四
）
の
佐
賀
の
乱
以
来
、
満
洲
事
変
ま
で
の
「
勇
士
の
遺
族
一
八
〇
〇
余

を
招
待
し
て
」
、
春
季
招
魂
祭
が
荘
厳
に
執
行
さ
れ
た
と
あ
る
。

（
7
）
日
中
戦
争
と
招
魂
祭

　
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
七
月
七
日
に
日
中
戦
争
が
お
こ
る
と
、
戦
死
者
の
遺

骨
は
、
戦
地
か
ら
日
本
国
内
に
送
ら
れ
、
留
守
部
隊
に
安
置
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
軍

官
民
合
同
の
通
夜
と
合
同
慰
霊
祭
が
執
行
さ
れ
た
あ
と
、
遺
骨
は
遺
族
に
渡
さ
れ
、

故
郷

に
帰
還
し
、
各
地
で
公
葬
（
市
町
村
葬
）
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
通
夜
、
法
要
、
合
同
慰
霊
祭
、
公
葬
な
ど
を
、
（
1
）
戦
地
、

（
2
）
留
守
部
隊
所
在
地
（
仙
台
）
、
（
3
）
出
身
地
（
市
町
村
葬
）
、
な
ど
に
て
執
行

さ
れ
た
戦
死
者
た
ち
は
、
国
家
に
よ
っ
て
靖
国
神
社
に
招
魂
、
合
祀
さ
れ
、
さ
ら
に

は
、
各
地
の
招
魂
社
に
て
招
魂
、
合
祀
さ
れ
て
祭
神
と
し
て
祭
祀
さ
れ
て
い
く
こ
と

に
な
る
。

　

ま
た
、
日
中
戦
争
の
時
期
に
な
る
と
、
日
清
・
日
露
戦
争
や
満
洲
事
変
の
と
き
の

よ
う
な
、
宮
城
県
招
魂
社
に
お
け
る
招
魂
祭
と
余
興
の
奉
納
が
控
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
招
魂
社
で
は
、
合
祀
祭
が
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
戦
死
者
の
増
大
に
伴
い
、
合
同
慰
霊
祭
が
盛
大
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
招
魂
社
招
魂
祭
の
戦
死
者
祭
祀
に
お
け
る
対
外
的
な
役
割
は
相
対
的
に
低
下
し
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て

い

く
。
む
し
ろ
靖
国
神
社
大
祭
に
連
動
し
て
、
靖
国
神
社
と
の
結
び
つ
き
が
強
化

さ
れ
、
県
内
各
地
で
盛
大
な
拝
礼
式
、
遥
拝
式
が
よ
り
盛
大
な
儀
式
と
し
て
執
り
行

わ

れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
8
）
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
と
招
魂
祭

　
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
二
月
八
日
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
以
降
に
な
る
と
、

戦
死
者
の
合
同
通
夜
、
合
同
慰
霊
祭
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
戦
死
報
道

（殉
国
勇
士
の
発
表
）
は
日
常
化
し
て
い
っ
た
。

　

ま
た
、
仙
台
の
招
魂
社
は
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
四
月
一
日
に
宮
城
縣
護

國
社
と
な
る
が
、
そ
の
新
社
殿
は
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
五
月
二
七
日
に
竣

工

し
、
五
月
二
九
日
か
ら
四
日
間
大
祭
が
執
行
さ
れ
た
。
五
月
三
十
日
に
合
祀
祭
、

五
月
三
一
日
に
例
祭
が
行
わ
れ
、
舞
楽
、
君
が
代
、
角
力
、
剣
道
、
演
芸
な
ど
が
奉

納
さ
れ
る
な
ど
、
か
つ
て
の
招
魂
祭
の
役
割
を
再
び
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
は
、
昭
忠
会
が
護
国
神
社
の
奉
賛
団
体
に
改
組
さ
れ
た
。

そ
れ
ま
で
昭
忠
会
は
、
「
殉
国
の
英
霊
を
ま
つ
る
招
魂
祭
の
執
行
団
体
」
と
し
て
、

明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
に
設
立
さ
れ
、
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
八
月
招
魂

社

を
創
建
、
毎
年
春
秋
二
季
に
祭
を
執
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
護
国
神
社
制
度

の
確
立

と
と
も
に
、
奉
賛
団
体
に
改
組
さ
れ
た
。
こ
れ
以
降
、
昭
忠
会
主
催
の
招
魂

祭
に
代
わ
り
、
祭
典
委
員
主
催
で
合
祀
祭
、
例
大
祭
が
執
り
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。　

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
七
月
三
一
日
に
は
、
「
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
勇
士
の
合

同
慰
霊
祭
」
が
、
師
団
、
県
主
催
で
、
仙
台
市
の
追
廻
練
兵
場
で
執
行
さ
れ
た
。
し

か

し
、
こ
の
と
き
を
境
に
、
昭
和
十
八
年
八
月
四
日
付
「
河
北
新
報
」
の
「
南
方
戦

線
の
華
合
同
慰
霊
祭
」
に
よ
れ
ば
、
「
南
方
の
戦
野
で
壮
烈
護
国
の
神
と
な
っ
た

仙
台
市
出
身
長
門
幸
雄
陸
軍
大
尉
外
○
○
勇
士
に
対
す
る
仙
台
市
合
同
慰
霊
祭
は
、

市
民
の
限
り
な
き
哀
悼
の
裡
に
」
、
八
月
三
日
午
前
九
時
か
ら
仙
台
市
公
会
堂
で
執

行
さ
れ
た
と
あ
り
、
新
聞
報
道
で
は
、
「
護
国
の
神
」
と
し
て
祭
祀
さ
れ
る
戦
死
者

が
何
名
で
あ
っ
た
か
は
公
表
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

（
9
）
敗
戦
後
の
宮
城
県
護
国
神
社
と
祭
祀

　

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
十
五
日
の
日
本
の
敗
戦
以
降
に
は
、
「
河
北
新

報
」
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
十
年
十
一
月
に
靖
国
神
社
臨
時
大
招
魂
祭
が
執
行
さ
れ
る

が
、
昭
和
二
十
年
十
二
月
に
は
、
連
合
軍
司
令
部
命
令
と
し
て
、
「
国
家
神
道
（
神

社
神
道
）
の
政
府
に
よ
る
援
助
支
持
存
続
統
制
及
び
普
及
廃
止
に
関
す
る
命
令
」
に

よ
っ
て
、
国
家
神
道
、
軍
国
主
義
及
び
極
端
な
国
家
主
義
が
否
定
さ
れ
た
。

　

陸
軍
省
・
海
軍
省
が
管
轄
し
て
い
た
靖
国
神
社
は
、
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）

九

月
に
国
防
館
を
靖
国
会
館
と
改
め
、
国
家
の
管
轄
を
離
れ
、
宗
教
法
人
靖
国
神
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

設
立
の

登
記
を
終
了
し
た
。

　
前
掲
書
『
宮
城
県
史
』
七
に
よ
れ
ば
、
仙
台
の
宮
城
縣
護
國
社
は
、
昭
和
二
十
年

（
一
九

四
五
）
七
月
十
日
の
仙
台
空
襲
に
よ
り
、
護
国
神
社
、
附
属
社
、
記
念
館
な

ど
が
戦
災
に
あ
っ
た
。
「
御
神
体
は
猛
火
の
中
か
ら
奉
遷
さ
れ
、
先
ず
八
木
山
橋
畔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

の
軍
の

防
空
壕
に
、
次
い
で
神
域
内
元
天
主
閣
予
定
地
裏
の
切
通
し
附
近
に
壕
舎
式

神
殿
を
構
築
奉
遷
、
終
戦
後
八
月
二
十
四
日
県
よ
り
最
後
の
幣
吊
供
進
使
が
参
向
し

終
戦

を
奉
告
し
た
」
と
あ
る
。
ま
た
、
九
月
十
五
日
に
は
、
「
秋
保
神
社
に
御
動
座
、

祭
祀
を
た
や
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
」
し
た
。
し
か
し
、
「
連
合
軍
の
進
駐
と
と
も

に
厳
命
さ
れ
た
『
神
道
指
令
』
に
よ
り
、
政
治
と
宗
教
特
に
神
道
が
分
離
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
（
1
）
護
国
神
社
の
名
称
を
変
更
す
る
こ
と
（
宮
城
縣
護
國
神
社
は
宮

城
神
社
と
改
称
）
、
（
2
）
奉
賛
会
（
昭
忠
会
）
を
解
散
す
る
こ
と
、
（
3
）
公
的
支

援

は
一
切
禁
止
す
る
こ
と
、
（
4
）
戦
災
復
興
は
当
分
禁
止
す
る
こ
と
」
な
ど
と
さ

れ
た
。

　
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
に
は
、
「
仙
台
に
進
駐
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
軍
の
了

解
を
得
て
後
援
会
（
桜
花
会
）
を
結
成
」
し
、
昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）
十
一
月

二
三
日
に
は
、
「
戦
後
初
め
て
『
み
た
ま
祭
』
を
開
催
」
す
る
。
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）

三
月
四
日
に
は
、
「
桜
花
会
を
発
展
的
に
解
消
し
て
、
『
宮
城
神
社
復
興
委
員
会
』
を
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組
織

（委
員
長
初
代
若
生
憲
雄
・
二
代
宮
城
県
知
事
佐
々
木
家
寿
治
二
二
代
同
大
沼

康
・
四
代
同
三
浦
義
男
）
」
し
た
。
ま
ず
、
「
仙
台
市
大
町
頭
に
奉
斎
殿
が
竣
工
」
し
、

昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
四
月
二
九
日
に
は
、
八
年
ぶ
り
で
、
「
秋
保
神
社
よ
り

御
神
体
を
奉
遷
し
盛
大
に
遷
座
祭
を
挙
行
し
た
」
こ
と
。
こ
う
し
て
、
本
殿
は
、
昭

和
三
三
年
（
一
九
五
八
）
八
月
五
日
竣
工
し
、
八
月
六
日
に
は
、
「
正
遷
座
祭
（
大

町
頭
の
奉
斎
殿
か
ら
本
殿
に
奉
遷
）
及
び
合
祀
祭
を
全
遺
族
の
参
拝
の
も
と
に
盛
大

に
」
行
わ
れ
た
。
昭
和
三
二
年
八
月
二
十
日
に
は
、
社
名
は
再
び
、
宮
城
縣
護
國
神

社

に
復
元
さ
れ
、
九
月
九
日
に
は
神
前
奉
告
が
な
さ
れ
た
。

　
宮
城
縣
護
國
社
の
祭
神
は
、
「
明
治
七
年
二
月
の
佐
賀
ノ
乱
以
来
の
第
二
師
管

内
の
戦
死
病
残
者
で
靖
国
神
社
に
合
祀
せ
ら
れ
た
者
」
で
あ
り
、
「
宮
城
県
本
籍

者
（
昭
和
三
五
年
十
月
合
祀
者
靖
国
神
社
奉
賛
会
調
べ
）
」
は
、
旧
陸
軍
関
係
が

三
四

八
九

五
柱
、
旧
海
軍
関
係
が
八
七
四
六
柱
、
合
計
四
三
六
四
一
柱
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

ま
た
、
「
宮
城
県
本
籍
者
以
外
で
第
二
師
管
の
者
」
は
、
二
〇
〇
〇
柱
と
あ
る
。
現

在
の
宮
城
縣
護
國
神
社
は
、
神
社
本
庁
が
定
め
た
「
別
表
神
社
」
で
あ
り
、
そ
の
「
由

緒
」
に
よ
れ
ば
、
元
第
二
師
管
区
戦
残
の
御
祭
神
五
万
六
千
余
柱
を
お
祀
り
し
て
い

る
と
あ
る
。

③
戦
争
の
民
俗
～
戦
争
体
験
と
そ
の
後
の
人
生
を
め
ぐ
る
民
衆
・
常
民
の
心

　

意
と
は
～

（
1
）
徴
兵
制
の
民
俗

①
近
代
の
徴
兵
制
度
・
義
務
教
育
と
伝
統
的
組
織
と
の
連
動
～
徴
兵
検
査
を
終
え
な
い
と
男

　
子
は
一
人
前
と
み
な
さ
れ
な
い
～

　
『
国
史
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
一
月
に
徴
兵
令
が
制
定
さ
れ
、

満
十
七
歳
か
ら
満
四
十
歳
ま
で
の
男
子
（
沖
縄
、
北
海
道
を
除
く
）
を
国
民
軍
の
丘
ハ

籍

に
登
録
し
、
満
二
十
歳
（
数
え
二
一
歳
）
で
徴
兵
検
査
を
受
け
、
合
格
者
か
ら
抽

せ
ん

で
常
備
兵

（現
役
三
年
間
）
を
徴
集
し
た
。
現
役
終
了
後
も
四
年
間
は
後
備
軍

と
し
て
服
役
し
、
戦
時
召
集
に
応
じ
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
。

　
明
治
二
二
年
（
一
八
九
九
）
の
改
正
徴
兵
令
に
よ
り
、
兵
役
は
常
備
兵
役
、
後

備
兵
役
、
国
民
兵
役
の
三
種
と
さ
れ
、
満
二
十
歳
（
数
え
二
一
歳
）
に
な
る
と
徴
兵

検
査
を
行
い
、
甲
種
、
乙
種
合
格
者
の
順
に
抽
せ
ん
で
現
役
を
決
定
し
た
。
昭
和
二

年
（
一
九
二
七
）
に
は
徴
兵
令
を
改
正
し
て
兵
役
法
を
公
布
。
現
役
服
役
期
間
を
陸

軍
二
年
、
海
軍
三
年
に
短
縮
、
学
校
教
練
の
開
始
や
青
年
訓
練
所
の
開
設
（
訓
練
後

の

在
営
機
関
の
短
縮
）
、
一
年
志
願
兵
制
を
廃
止
し
幹
部
候
補
生
制
度
を
創
設
、
師

範
学
校
卒
業
の
義
務
教
育
教
員
に
対
す
る
短
期
現
役
兵
制
な
ど
に
改
正
さ
れ
た
。
し

か

し
日
中
戦
争
以
降
は
在
営
期
間
短
縮
制
、
短
期
現
役
制
は
廃
止
さ
れ
た
。
ま
た
昭

和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
に
は
後
備
兵
を
廃
止
し
て
予
備
役
に
一
本
化
、
昭
和
十
八

年
（
一
九
四
三
）
十
月
に
は
大
学
生
の
徴
集
延
期
制
が
中
止
と
な
り
（
学
徒
出
陣
）
、

十
二
月
に
は
徴
兵
検
査
の
年
齢
を
二
十
歳
か
ら
十
九
歳
に
引
き
下
げ
た
。
敗
戦
後
の

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
十
一
月
十
七
日
に
勅
令
に
よ
り
、
徴
兵
制
度
は
廃
止
。

　
明
治
政
府
は
明
治
五
年
（
一
八
七
三
）
に
「
学
制
」
（
近
代
学
校
制
度
に
関
す
る

最
初

の
基
本

法
令
）
を
公
布
し
、
「
学
制
」
を
全
国
府
県
に
頒
布
し
た
。
学
制
は
、

江
戸

時
代
の
身
分
制
に
基
づ
く
学
校
を
改
め
、
武
家
の
学
校
（
藩
校
な
ど
）
と
庶

民
の

学
校
（
寺
子
屋
な
ど
）
を
統
一
化
し
、
全
国
民
を
対
象
と
す
る
近
代
学
校
制
度

の

設
置
を
め
ざ
し
た
。
明
治
六
年
（
一
八
七
四
）
に
は
、
宮
城
県
内
も
三
中
学
区
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

二
三
〇

小
学
区
に
分
け
ら
れ
、
公
立
小
学
校
が
二
二
⊥
ハ
校
設
立
さ
れ
た
。

　
子

ど
も
は
数
え
七
歳
に
な
る
と
尋
常
小
学
校
へ
入
学
し
た
。
明
治
三
三
年

（
一
九

〇
〇
）
に
は
義
務
教
育
の
四
年
制
が
確
立
し
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）

に

は
義
務
教
育
年
限
が
六
年
に
延
長
さ
れ
た
。
経
済
的
余
裕
の
あ
る
家
で
は
、
都
市

部
で
は
旧
制
中
学
校
、
農
村
部
で
は
高
等
小
学
校
（
二
年
）
、
実
業
補
習
学
校
へ
と

進
学
さ
せ
た
。

　
ま
た
数
え
七
歳
か
ら
十
五
歳
頃
ま
で
は
子
ど
も
仲
間
、
子
ど
も
組
の
組
織
に
参
加

し
、
そ
し
て
数
え
十
五
歳
は
男
子
の
成
年
式
の
年
齢
と
み
な
さ
れ
、
父
親
な
ど
が
六

尺
揮
の
締
め
方
を
教
え
、
出
羽
三
山
参
り
に
歩
い
て
行
く
と
い
う
習
わ
し
が
あ
っ
た
。
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十
五

歳
頃
か
ら
二
十
代
頃
ま
で
は
青
年
団
に
、
十
代
後
半
か
ら
二
十
代
に
な
る
と
若

者
組
に
参
加
し
た
。
さ
ら
に
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
以
降
に
は
軍
事
教
練
・
学

科
を
学
ぶ
青
年
訓
練
所
（
卜
六
歳
～
二
十
歳
）
が
設
置
さ
れ
た
。
青
年
訓
練
所
は
昭

和
卜
年
（
一
九
二
五
）
に
実
業
補
習
学
校
を
併
合
し
青
年
学
校
と
改
め
ら
れ
た
．

　
男
子
は
満
二
十
歳
（
数
え
二
一
歳
）
に
な
る
と
徴
兵
検
査
を
行
い
、
兵
役
の
区
分

を
決
定
し
た
．
。
マ
チ
や
ム
ラ
で
は
徴
兵
検
査
を
す
ま
せ
る
と
一
人
前
の
大
人
と
し
て

認
め
ら
れ
、
現
役
を
終
え
る
と
在
郷
軍
人
と
し
て
の
役
割
を
担
う
。

　

こ
の
よ
う
に
近
代
の
民
衆
・
常
民
は
、
r
ど
も
か
ら
大
人
に
成
長
す
る
過
程
に
着

目
す
る
と
、
民
俗
的
な
部
分
と
近
代
的
な
部
分
、
も
し
く
は
伝
統
的
組
織
と
近
代
の

官
製
組
織
が
連
動
し
て
お
り
、
両
面
を
合
わ
せ
持
つ
陶
冶
（
人
材
を
薫
陶
養
成
）
の

機
会
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

　
職
人
の
徒
弟
制
度
に
お
い
て
も
徴
兵
検
査
は
弟
子
か
ら
職
人
に
な
る
分
岐
点
と
し

て

の

意
味
が
あ
っ
た
。
明
治
三
ト
年
代
に
は
義
務
教
育
が
四
年
な
の
で
、
数
え
十
一

歳

く
ら
い
の
弟
子
人
り
が
多
い
。
義
務
教
育
が
六
年
と
な
っ
た
明
治
四
卜
年
代
か
ら

昭
和
初
め
に
は
、
数
え
十
三
、
歳
ま
た
は
高
等
小
学
校
卒
業
後
の
数
え
ト
五
歳
、
十
六

歳
で
弟
子
入
り
し
て
、
数
え
二
一
歳
の
徴
兵
検
査
ま
で
丁
稚
奉
公
を
し
た
。
弟
子
人

り
の
年
季
明
け
は
徴
兵
検
査
前
で
、
赤
飯
や
餅
で
祝
い
、
紋
付
羽
織
、
袴
、
道
具
一

式
を
贈
っ
て
も
ら
う
．
そ
し
て
年
季
明
け
の
後
は
お
礼
奉
公
を
し
て
、
徴
兵
検
査
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
卯
…
）

終
え
る
と
職
人
と
し
て
働
く
の
が
一
般
的
だ
っ
た
。

②
徴
兵
検
査
～
近
代
に
創
出
さ
れ
た
国
家
的
な
男
子
「
成
年
式
」
「
元
服
式
」
と
し
て
の
役
割
～

　

こ
の
よ
う
な
徴
兵
検
査
の
意
義
は
、
軍
当
局
も
ト
分
に
認
識
し
て
い
た
。
仙
台
連

隊
区
司
令
部
発
行
『
兵
役
に
関
す
る
心
得
』
（
昭
和
卜
八
年
度
）
で
は
、
「
此
の
徴
兵

検
査

に
於
て
壮
丁
は
小
学
校
以
来
培
わ
れ
た
る
崇
高
な
る
国
家
観
念
を
遺
憾
な
く
発

揮

す
る
と
共
に
、
建
軍
の
本
義
と
国
民
皆
兵
の
真
姿
を
克
く
認
識
し
更
に
皇
軍
の
精

華
を
讃
え
以
て
兵
役
義
務
に
対
す
る
確
固
た
る
信
念
を
把
握
し
、
体
格
等
位
に
基
き

夫
々
如
何
な
る
兵
役
に
服
す
べ
き
か
を
定
め
ら
る
る
神
聖
な
行
事
で
、
特
に
精
神
的

に
重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
又
壮
丁
と
し
て
は
通
念
的
に
も
法
律
的
に

も
此
の
徴
兵
検
査
を
終
っ
て
始
め
て
一
人
前
の
社
会
人
と
し
て
認
め
ら
る
る
等
所
謂

昔
日
の
元
服
式
で
も
あ
る
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
（
写
真
1
、
写
真
2
参
照
）

佐藤雅也［戦争の民俗］

一

＝

写真1　昭和初め頃
　　　　（個人所蔵）

仙台市内での徴兵検査

吉
よ 逼

－
査

写真2 昭和初め頃　仙台市内での徴兵検
（個人所蔵）

③
徴
兵
検
査
と
祝
入
営

　
　
　
　
あ
き
う
　
に
っ
か
わ

　
名
取
郡
秋
保
村
新
川
（
現
仙
台
市
青
葉
区
新
川
）
の
農
家
・
庄
司
久
右
衛
門
さ
ん
（
明

治
四
十
年
三
九
〇
七
二
、
．
月
生
ま
れ
、
話
者
①
）
は
、
数
え
二
一
歳
に
な
っ
た
昭

和
二
年
（
一
九
．
一
七
）
に
名
取
郡
秋
保
村
（
現
仙
台
市
太
白
区
）
の
役
場
兵
事
係
か

ら
秋
保
村
長
名
で
徴
兵
検
査
の
通
知
が
来
た
。
昭
和
二
年
五
月
二
六
日
、
二
七
日
に

名
取
郡
岩
沼
小
学
校
（
現
岩
沼
市
立
岩
沼
小
学
校
）
で
徴
兵
検
査
を
受
け
た
。

　
徴
兵
検
査

の
時
に
は
岩
沼
町
（
現
岩
沼
市
）
に
．
一
泊
し
て
、
市
内
の
金
蛇
水
神
社

を
見
学
し
た
。
ち
ょ
う
ど
牡
丹
が
花
盛
り
だ
っ
た
。
第
一
日
目
は
学
科
試
験
で
読
み

書
き
、
算
術
な
ど
。
第
二
日
目
は
身
体
検
査
で
身
長
、
体
重
、
視
力
、
内
臓
の
検
診
、

目
、
耳
、
鼻
、
口
、
性
病
の
検
査
な
ど
。
肛
門
は
指
で
広
げ
て
み
る
。
睾
丸
は
手
で

強
く
引
っ
張
っ
て
検
査
し
た
。
検
査
が
終
る
と
、
会
場
で
呼
ば
れ
る
。
「
甲
種
合
格
、

153



国立歴史民俗博物館研究報告

　第147集2008年12月

庄

司
久
右
衛
門
」
と
い
わ
れ
、
不
動
の
姿
勢
で
「
は
い
」
と
答
え
た
。
ま
た
口
頭
試

験
が
あ
り
、
お
前
の
家
で
は
田
ん
ぼ
は
何
反
歩
を
作
っ
て
い
る
か
。
一
反
歩
か
ら
何

石
何
斗
で

き
る
か
、
直
接
国
税
い
く
ら
納
め
て
い
る
か
、
な
ど
と
聞
か
れ
る
が
答
え

ら
れ
ず
、
み
ん
な
の
前
で
叱
り
つ
け
ら
れ
た
。

　
徴
兵
検
査
合
格
後
の
昭
和
二
年
七
月
に
秋
保
村
役
場
の
兵
事
係
か
ら
、
コ
番
看

護
卒
」
の
く
じ
を
あ
ず
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
入
隊
の
通
知
を
受
け
て
、
い
よ
い
よ
一

月
十
日
の
入
営
が
近
づ
く
と
、
入
営
し
て
軍
人
に
な
っ
て
国
家
の
干
城
に
な
る
の
だ

か

ら
と
前
日
に
新
川
部
落
の
送
別
会
を
盛
大
に
行
う
。
会
場
は
新
川
分
教
場
（
現
新

川
分
校
）
の
教
室
を
借
り
る
。
翌
日
に
は
新
川
の
学
童
た
ち
に
宮
城
郡
広
瀬
村
作
並

（現
仙
台
市
青
葉
区
作
並
）
の
川
崎
ま
で
送
っ
て
も
ら
う
。
当
時
は
日
章
旗
な
ど
は

持

た
ず
に
万
歳
を
し
て
送
ら
れ
た
。
（
新
川
部
落
で
旗
行
列
を
し
た
の
は
大
正
三
年

三

九
一
四
］
の
即
位
大
礼
の
と
き
で
、
庄
司
久
右
衛
門
さ
ん
は
当
時
小
学
校
二
年

生
の
学
童
で
美
濃
紙

に
赤
い
日
の
丸
を
書
い
て
ご
飯
粒
で
竹
に
つ
け
た
。
）

　

こ
う
し
て
昭
和
三
年
一
月
十
日
に
、
「
徴
兵
ト
シ
テ
歩
兵
第
四
聯
隊
二
入
営
」
（
軍

隊
手
帳
）
し
た
。

　
庄

司
久
右
衛
門
さ
ん
（
話
者
①
、
明
治
四
十
年
三
月
生
ま
れ
）
に
よ
れ
ば
、
「
八
八

幡
が
け
」
は
、
新
川
で
は
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
か
ら
始
ま
っ
た
。
（
た
だ
し
、

仙
台
で
は
、
満
洲
事
変
勃
発
以
降
の
昭
和
六
年
十
二
月
八
日
「
河
北
新
報
」
に
よ
れ

ば
、
仙
台
市
原
町
苦
竹
区
の
住
民
六
五
名
が
十
一
月
二
四
日
に
宮
城
野
八
幡
社
頭
に

集
合
の
上
、
市
内
外
の
八
幡
宮
入
社
を
順
拝
、
熱
祷
を
捧
げ
と
あ
り
、
満
洲
事
変
以

　
　
　
　
　
　
　
　
や
は
ち
ま
ん

降
に
仙
台
市
内
に
「
八
入
幡
が
け
」
が
広
ま
り
、
新
川
な
ど
の
仙
台
近
郊
農
村
に
は

日
中
戦
争
以
降
に
広
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
）

　
新

川
の
「
八
八
幡
が
け
」
は
「
八
八
幡
参
り
」
と
呼
ば
れ
、
新
川
部
落
の
組
か
ら

一
名
ず
つ
代
表
を
出
し
て
、
部
落
か
ら
四
名
く
ら
い
が
「
八
八
幡
参
り
」
を
す
る
。

銃
後
の
お
守
り
だ
け
で
は
、
念
は
と
お
ら
な
い
と
言
っ
て
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）

に
は
、
「
八
八
幡
参
り
」
が
始
ま
っ
た
。
新
川
で
は
、
毎
月
二
八
日
に
「
八
八
幡
参
り
」

を
し
た
。

　
新
川
の
「
八
八
幡
参
り
」
と
は
、
①
八
幡
様
（
大
崎
八
幡
宮
）
、
②
亀
岡
八
幡
宮
、

③
国
分
町
の
八
幡
様
、
④
高
等
女
学
校
の
八
幡
様
、
⑤
河
原
の
入
幡
様
、
⑥
宮
城
野

原
八
幡
様
（
宮
城
野
八
幡
神
社
）
、
⑦
天
満
宮
横
の
八
幡
様
、
⑧
鉄
砲
町
の
八
幡
様

に
、
出
征
兵
士
の
無
事
を
祈
願
し
た
。
な
お
、
市
内
外
の
各
地
域
に
よ
っ
て
、
「
八
八

幡
参
り
」
の
お
参
り
を
す
る
八
幡
様
に
は
違
い
が
あ
る
が
、
大
崎
八
幡
宮
、
亀
岡
八

幡
宮
、
宮
城
野
八
幡
神
社
な
ど
は
、
各
地
で
ほ
ぼ
共
通
す
る
祈
願
社
で
あ
っ
た
。

　
庄
司
久
右
衛
門
さ
ん
（
話
者
①
）
は
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
九
月
一
日
に
、

騎
兵
第
二
連
隊
に
召
集
に
な
っ
た
と
き
、
千
人
針
を
持
っ
て
き
た
人
が
い
た
。
後
か

ら
聞
い
た
話
し
で
は
、
こ
の
人
は
、
元
歩
兵
第
四
連
隊
の
兵
士
で
優
秀
な
兵
隊
だ
っ

た
と
い
う
。
四
連
隊
の
近
所
に
夫
婦
二
人
だ
け
で
住
ん
で
い
て
、
そ
の
人
が
出
征
す

る
庄
司
久
右
衛
門
さ
ん
（
話
者
①
）
に
千
人
針
を
渡
し
て
く
れ
た
。
こ
の
千
人
針
は
、

藍
色

と
麻
の
葉
の
魔
除
け
の
柄
だ
っ
た
。
庄
司
さ
ん
の
家
族
が
作
っ
た
千
人
針
は
、

出
征
の
と
き
の
面
会
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
で
、
後
日
、
北
支
那
、
上
海
に
派

兵
さ
れ
て
い
た
と
き
に
受
け
取
っ
た
。

　
出
征
の
途
中
で
、
昭
和
十
二
年
九
月
二
十
日
前
後
に
、
米
原
で
三
時
間
ば
か
り
待

た
さ
れ
て
い
た
と
き
、
岐
阜
の
芸
者
さ
ん
た
ち
が
、
何
人
も
米
原
に
来
て
い
て
、
そ

の

と
き
、
「
捧
拾
捧
抱
（
さ
む
は
ら
）
」
と
書
い
た
も
の
は
、
魔
除
け
だ
か
ら
と
教
え

ら
れ
た
。
当
時
、
仙
台
で
は
、
「
捧
拾
捧
抱
（
さ
む
は
ら
）
」
の
こ
と
は
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
が
、
こ
の
時
以
降
、
仙
台
で
も
、
魔
除
け
の
「
捧
拾
捧
抱
（
さ
む
は
ら
）
」

が
流
行
っ
た
と
い
う
。
庄
司
さ
ん
た
ち
は
、
「
捧
拾
捧
拍
」
と
書
か
れ
た
文
字
を
「
さ

む
は
ら
」
で
は
な
く
、
「
じ
ゃ
こ
う
じ
ゃ
や
く
」
と
呼
ん
だ
と
い
う
。

　
仙
台
市
二
十
人
町
の
八
百
屋
・
大
崎
市
郎
さ
ん
（
明
治
四
二
年
三
九
〇
九
］
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
つ
じ
が
お
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ら
の
ま
ち

ま
れ
、
話
者
②
）
は
、
仙
台
市
榴
ヶ
岡
尋
常
小
学
校
を
卒
業
し
、
そ
の
後
、
原
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
つ
じ
が
お
か

高
等
小
学
校
卒
業
後
の
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
四
月
以
降
に
榴
岡
青
年
団
に

入
団
し
た
。
青
年
団
は
学
区
ご
と
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。
青
年
団
へ
の
入
団
は
希
望

者
だ
け
な
の
で
強
制
で
は
な
か
っ
た
。
一
般
に
十
五
歳
で
入
団
し
て
、
結
婚
前
は
身

軽
だ
が
、
妻
帯
者
や
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
と
自
然
に
退
団
し
て
い
く
。
十
五
歳
か
ら
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三
〇

歳
前
の
人
が
主
な
構
成
員
だ
っ
た
。
ま
た
、
当
時
は
中
等
学
校
以
上
で
は
配
属

将
校
が
来
て
必
修
科
目
で
軍
事
教
練
が
あ
っ
た
。

国
の
方
針
も
国
民
皆
兵
の
時
代
で
、
①
兵
役
に
服
す
る
こ
と
、
②
納
税
、
③
義
務
教

育
、
④
法
律
を
守
る
こ
と
を
四
大
義
務
と
い
っ
た
。
ま
た
榴
岡
青
年
団
で
も
日
曜
日

に
小
学
校
に
集
ま
っ
て
軍
事
教
練
を
し
て
い
た
。
青
年
団
が
主
体
と
な
っ
て
、
二
十

歳
前
後
の
人
が
親
分
に
な
り
、
歩
行
訓
練
、
早
足
、
並
足
、
敬
礼
の
仕
方
な
ど
を
教

わ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
運
動
・
競
技
や
、
年
一
回
の
蔵
王
登
山
が
楽
し
み
だ
っ
た
。

　
大
崎
市
郎
さ
ん
は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
仙
台
市
役
所
兵
事
課
か
ら
徴
兵

検
査
の
通

知
が
き
た
。
該
当
者
は
現
住
所
ま
た
は
本
籍
地
で
徴
兵
検
査
を
受
け
る
。

（
な
か
に
は
現
住
所
の
都
会
・
仙
台
で
受
け
る
と
身
体
が
弱
く
て
も
兵
隊
に
と
ら
れ

る
が
、
本
籍
地
の
在
郷
だ
と
農
家
出
身
者
は
体
格
が
よ
く
、
仙
台
か
ら
行
く
者
の
方

が
体
格
は
劣
り
、
は
ね
ら
れ
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
本
籍
地
で
受
け
る
人
も
い
た
。
）

　
大
崎
さ
ん
は
、
仙
台
市
西
公
園
の
公
会
堂
で
徴
兵
検
査
を
受
け
た
。
こ
の
日
は
禅

（常

に
は
サ
ル
マ
タ
）
、
羽
織
・
袴
を
着
用
す
る
。
徴
兵
検
査
は
、
裸
に
な
っ
て
、
身

長
、
体
重
、
目
の
検
査
、
肺
活
量
、
四
つ
ん
ば
い
に
な
り
痔
の
検
査
な
ど
を
さ
れ
た
。

結
果

は
甲
種
合
格
だ
っ
た
が
、
当
時
は
軍
縮
の
時
代
な
の
で
帳
簿
上
は
お
さ
え
ら
れ

て

い

る
が
、
実
際
に
は
兵
隊
に
行
か
な
か
っ
た
。

　
歩
兵
第
四
連
隊
と
仙
台
駅
の
間
に
は
二
十
人
町
（
旧
足
軽
町
）
の
商
店
街
が
あ

る
。
四
連
隊
の
兵
隊
が
外
出
す
る
と
二
十
人
町
は
兵
隊
一
色
と
な
る
。
兵
隊
に
く
わ

え
四
連
隊
に
面
会
に
来
る
人
も
い
て
、
床
屋
、
食
べ
物
屋
、
う
ど
ん
・
蕎
麦
屋
、
あ

ん

餅
屋
に

い

た
る
ま
で
飲
み
食
い
す
る
の
で
繁
盛
し
て
い
た
。
二
十
人
町
に
散
髪
屋

は
十
軒
以
上
あ
っ
た
（
一
九
九
八
年
現
在
で
は
理
髪
業
四
件
、
二
〇
〇
五
年
現
在
で

は
二
十
人
町
は
都
市
再
開
発
事
業
の
た
め
に
多
く
の
商
店
が
移
転
し
て
い
る
）
。
ま

た

入
隊
、
除
隊
記
念
品
な
ど
を
売
っ
て
い
る
お
み
や
げ
屋
、
雑
貨
屋
、
八
百
屋
、
魚

屋
も
あ
っ
た
。

　
二
十
人

町
の
東
隣
り
に
位
置
す
る
す
る
小
田
原
の
農
家
は
四
連
隊
に
野
菜
を
納
め

て

い

た
が
、
あ
る
と
き
炊
事
軍
曹
が
た
ま
た
ま
ネ
ギ
嫌
い
で
ネ
ギ
の
注
文
が
こ
な
く

な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
ネ
ギ
を
作
っ
て
い
る
農
家
数
件
が
立
ち
寄
っ
て
、
炊
事
軍
曹

に
お
酒
を
ご
馳
走
し
て
ネ
ギ
を
注
文
し
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。

　

二
十
人

町
の
西
隣
り
に
位
置
す
る
東
七
番
丁
の
片
倉
製
糸
場
の
女
工
員
は
、
多
く

は
岩
手
県
方
面
か
ら
の
「
人
身
売
買
」
で
買
わ
れ
て
き
た
。
親
が
食
い
べ
ら
し
の
た

め

に
子
供
を
売
っ
て
よ
こ
す
。
戦
時
中
に
は
何
千
人
と
女
工
が
い
た
。
当
時
は
通
称

で

「
片
倉
女
学
校
」
と
女
工
員
の
こ
と
を
呼
ん
で
い
た
。
四
連
隊
の
兵
隊
も
女
工
も

古
く
な
る
と
い
ろ
い
ろ
覚
え
る
。
古
参
兵
に
な
る
と
悪
い
こ
と
も
覚
え
る
。
寺
町
（
新

寺
小
路
）
は
人
が
誰
も
い
な
い
の
で
、
石
碑
、
墓
石
に
隠
れ
て
女
工
員
と
兵
隊
が
会
っ

て

い

た
。
そ
の
「
お
み
や
げ
」
と
し
て
妊
娠
を
し
た
。
そ
し
て
「
堕
胎
（
人
工
妊
娠

中
絶
）
」
を
す
る
た
め
に
産
婆
が
必
要
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

日
曜
日
に
な
る
と
外
出
す
る
兵
隊
で
二
十
人
町
は
一
杯
に
な
る
。
し
か
し
初
年
兵

は
歩
く
た
び
に
（
将
兵
に
）
敬
礼
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
二
十
人
町
通
り
は

歩
け
ず
、
裏
通
り
、
細
道
を
通
っ
て
仙
台
駅
前
、
東
一
番
丁
に
活
動
写
真
な
ど
を
見

に
行
っ
た
。

　
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
「
満
洲
事
変
」
以
前
の
時
代
で
は
、
入
営
の
と
き
に
み

ん

な
で
盛
大
に
見
送
り
す
る
こ
と
は
な
く
、
日
の
丸
の
旗
も
振
ら
な
か
っ
た
。
家
ご

と
に
家
族
が
見
送
っ
て
い
た
。
入
営
す
る
者
は
、
私
服
で
行
き
、
私
服
は
付
き
添
い

の
家
族
に

返
さ
れ
る
の
で
そ
れ
を
持
ち
帰
る
。

　
昭
和
六
年
の
「
満
洲
事
変
」
以
降
に
な
る
と
、
白
い
木
綿
の
布
に
「
祝
入
営
○
○

○
○
君
」
と
書
い
た
幟
を
立
て
て
近
所
や
職
場
の
人
が
立
ち
寄
っ
て
見
送
っ
た
。
日

の
丸
の
旗
も
振
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
頃
か
ら
は
家
族
だ
け
で
見
送
る
よ
う
に
な

り
、
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
に
は
機
密
保
持
の
た
め
に
仙
台
歩
兵
第
四
連
隊
の

「出
征
兵
士
」
は
夜
中
に
秘
密
裏
に
「
軍
用
列
車
」
で
出
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
仙
台
市
保
春
院
前
丁
の
元
国
鉄
職
員
・
野
村
喜
一
さ
ん
（
明
治
四
四
年
三
九
一
一
］

生

ま
れ
、
話
者
③
）
は
、
仙
台
市
連
坊
小
学
校
、
五
橋
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
て
、

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
四
月
一
日
に
宮
城
県
農
学
校
の
給
仕
と
な
っ
た
。
九
月
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十
六
日
に
は
昇
給
と
な
る
が
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
四
月
一
日
に
は
国
鉄
に

就
職

し
た
。
ま
た
十
五
歳
頃
か
ら
保
春
院
前
丁
青
年
団
（
連
坊
小
路
青
年
団
の
分
会
）

に
入
団
し
た
。
青
年
団
で
は
十
一
月
か
ら
三
月
ま
で
ヤ
バ
（
夜
番
小
屋
）
を
作
り
、

五
人

く
ら
い
で
夜
一
一
時
頃
ま
で
拍
子
木
を
た
た
き
な
が
ら
巡
回
を
し
た
。
さ
ら
に

仙
台
市
の
青
年
団
全
体
で
「
禁
酒
会
」
と
い
っ
て
、
盛
り
場
の
国
分
町
、
櫓
町
、
細

横
丁
、
二
日
町
な
ど
を
提
灯
行
列
し
て
、
「
酒
飲
む
な
」
と
騒
い
で
い
た
。

　
野
村
喜
一
さ
ん
は
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
仙
台
市
西
公
園
の
公
会
堂
で
徴

兵
検
査
を
受
け
た
。
検
査
は
甲
種
合
格
と
な
り
、
千
葉
の
鉄
道
連
隊
に
志
願
し
た
。

入
隊
す
る
と
き
に
は
、
家
の
前
に
名
前
を
書
い
た
幟
を
立
て
て
、
仙
台
駅
前
ま
で
町

内
の
人
や
在
郷
軍
人
が
集
ま
り
盛
大
な
見
送
り
を
す
る
。
と
こ
ろ
が
十
八
歳
の
と
き

に
腎
臓
病
で
入
院
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
持
病
が
再
発
し
て
、
仙
台
か
ら
汽
車
に

乗
り
、
千
葉
に
向
か
う
途
中
で
足
に
腫
れ
が
出
て
き
た
。
鉄
道
連
隊
の
入
隊
検
査
で

不
合
格
と
な
り
、
即
日
帰
さ
れ
た
。
大
威
張
り
で
や
っ
て
き
た
の
に
、
こ
れ
で
は
恥

ず
か
し
く
て
昼
間
に
は
帰
れ
ず
、
朝
早
く
仙
台
に
帰
っ
て
き
た
。
し
か
し
鉄
道
機
関

区
の
人
に
見
つ
か
り
、
帰
っ
て
来
た
な
ら
ま
た
も
ど
れ
と
い
わ
れ
、
退
職
が
取
り
消

し
に
な
っ
た
。
数
年
後
に
戦
争
が
盛
ん
に
な
り
、
国
民
兵
に
登
録
し
ろ
と
い
わ
れ
、

仙
台
市
兵
事
課
に
行
っ
た
ら
、
「
あ
ん
た
、
千
葉
の
鉄
道
連
隊
に
入
隊
し
て
い
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
わ
れ
た
。
鉄
道
連
隊
か
ら
の
正
式
な
連
絡
が
な
く
、
名
簿

上
は

軍
隊

に
入
隊
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
。
在
郷
軍
人
の
点
呼
や
深
沼
（
仙
台
市

荒

浜
）
ま
で
の
歩
行
訓
練
な
ど
に
も
参
加
し
た
が
、
在
郷
軍
人
会
に
も
籍
が
な
く
、

軍
人
身
分
の
ま
ま
な
の
で
、
途
中
で
在
郷
軍
人
会
に
も
行
か
な
く
な
っ
た
。

　
宮
城
郡
大
沢
村
芋
沢
（
現
仙
台
市
青
葉
区
芋
沢
）
の
農
家
・
石
垣
八
郎
さ
ん
（
大

正
元
年
＝
九
一
二
］
生
ま
れ
、
話
者
④
）
は
、
大
沢
尋
常
高
等
小
学
校
に
入
学
し
、

尋
常
科
六
年
を
卒
業
し
た
。
こ
の
と
き
の
卒
業
生
は
六
十
人
く
ら
い
。
次
に
高
等
科

に
入
学
し
二
年
で
卒
業
し
た
。
卒
業
生
は
五
十
人
く
ら
い
。
さ
ら
に
一
年
間
の
補
習

科
に
進
み
、
果
樹
園
経
営
を
中
心
に
農
業
実
習
を
し
た
。
補
習
科
に
進
学
し
た
学
童

は

男
八
人
、
女
四
人
の
合
計
十
二
人
だ
っ
た
。
当
時
は
小
学
校
を
卒
業
す
る
と
家
業

を
手
伝
わ
せ
ら
れ
る
た
め
に
、
補
習
科
に
進
め
る
の
は
家
庭
に
余
裕
の
あ
る
中
流
以

上
の

農
家
だ
っ
た
。
補
習
科
を
卒
業
す
る
と
家
業
の
山
仕
事
や
田
畑
仕
事
を
手
伝
う
。

　
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
の
数
え
十
八
歳
の
と
き
に
は
青
年
訓
練
所
（
後
の
青

年
学
校
、
場
所
は
大
沢
小
学
校
）
に
入
学
し
、
月
二
回
く
ら
い
召
集
さ
れ
た
。
数
え

十
八
歳
か
ら
数
え
二
］
歳
の
徴
兵
検
査
ま
で
任
意
で
青
年
訓
練
所
に
在
籍
し
た
。
体

操
、
各
個
教
練
な
ど
の
実
科
と
精
神
教
育
な
ど
の
学
科
が
あ
っ
た
。
当
時
の
軍
隊
（
陸

軍
）
の
現
役
服
役
期
間
は
二
年
間
だ
が
、
青
年
訓
練
所
（
青
年
学
校
）
に
入
学
し
、

検
査
の

査
閲
を
通
れ
ば
、
半
年
間
が
免
除
で
一
年
半
で
除
隊
と
な
る
。
査
閲
に
は
将

校

に
助
手
が
つ
い
て
、
教
練
、
教
育
の
内
容
が
一
人
一
人
点
検
さ
れ
、
点
数
化
に
よ
っ

て

序
列
が
つ
け
ら
れ
る
。
ま
た
軍
事
扶
助
の
対
象
者
も
半
年
間
の
免
除
と
な
り
一
年

半
で
除
隊
で
き
た
。
軍
事
扶
助
の
対
象
者
は
各
役
場
で
決
め
、
父
親
が
障
害
者
で
あ

る
と
か
、
家
庭
の
状
況
が
ひ
ど
く
、
軍
隊
に
と
ら
れ
る
と
と
て
も
や
っ
て
い
け
な
い

と
認
め
ら
れ
る
と
軍
事
扶
助
を
受
け
た
。
当
時
の
服
装
は
、
小
学
校
の
と
き
に
は
刺

し
子
の
着
物
に
藁
草
履
、
下
駄
、
高
等
科
の
と
き
に
は
足
が
大
き
か
っ
た
の
で
、
軍

隊
の

古
革
靴
を
は
い
た
。
青
年
訓
練
所
（
青
年
学
校
）
で
は
カ
ー
キ
色
の
上
下
の
制

服
、
帽
子
を
着
用
し
た
。

　
石
垣
八
郎
さ
ん
は
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
大
沢
村
役
場
か
ら
徴
兵
検
査
の

通
知
が
来
た
。
四
月
に
は
西
公
園
の
仙
台
市
公
会
堂
で
、
同
日
に
二
か
町
村
の
徴
兵

検
査
が
あ
っ
た
。
大
沢
村
か
ら
は
六
十
人
く
ら
い
が
集
ま
っ
た
。
当
時
は
羽
織
、
袴

に
下
駄
を
は
く
人
が
多
か
っ
た
。
検
査
は
、
知
能
検
査
と
体
格
検
査
の
二
日
間
な
の

で
、
仙
台
市
肴
町
の
旅
館
に
泊
ま
っ
て
受
け
た
。
体
格
検
査
は
関
節
か
ら
目
、
耳
、
歯
、

踵
、
足
の
先
、
お
ち
ん
ち
ん
、
さ
ら
に
全
裸
で
四
つ
ん
ば
い
に
な
っ
て
、
お
尻
ま
で

す
っ
か
り
検
査
さ
れ
た
。
検
査
は
厳
し
い
も
の
だ
っ
た
。
検
査
終
了
後
に
そ
の
場
で

甲
種
合
格
を
告
げ
ら
れ
た
。
そ
の
と
き
は
喜
ん
だ
が
、
家
で
は
父
親
が
病
気
で
失
明

し
て
い
て
、
軍
隊
に
行
く
と
働
き
手
が
い
な
く
な
る
た
め
、
家
に
帰
る
と
家
族
は
心

配

し
て
い
た
。
父
親
に
は
甲
種
合
格
を
隠
し
て
い
た
。
入
隊
の
通
知
が
来
る
と
、
親

戚
一
同
が
餅
を
つ
い
て
振
る
舞
い
、
無
事
で
帰
っ
て
来
い
よ
と
い
わ
れ
た
。
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昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
一
月
二
十
日
に
入
営
す
る
と
き
に
は
、
「
祝
入
営
　
石

垣
八
郎

君
」
と
書
か
れ
た
幟
旗
を
立
て
て
送
ら
れ
た
。
当
時
は
役
場
か
ら
の
達
し
が

あ
り
、
青
年
訓
練
所
（
青
年
学
校
）
の
制
服
を
着
た
。
ま
た
大
沢
村
芋
沢
上
区
七
十

戸
の
各
戸
か
ら
一
人
ず
つ
出
て
、
若
長
が
音
頭
と
り
を
し
て
、
歩
き
な
が
ら
、
と
き

た
ま
止
ま
っ
て
万
歳
を
し
た
。
半
紙
で
こ
し
ら
え
た
日
の
丸
を
ご
飯
粒
で
竹
に
ね
ば

し
て
パ
タ
パ
タ
振
り
な
が
ら
の
見
送
り
で
賑
や
か
な
も
の
だ
っ
た
。
芋
沢
の
大
竹
新

田
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
来
る
と
、
助
役
ま
た
は
兵
事
係
が
期
待
す
る
言
葉
を
贈
り
、

そ
れ
に
対
す
る
お
礼
の
言
葉
を
返
す
。
あ
と
は
万
歳
を
し
て
、
そ
こ
で
解
散
と
な
る
。

親
戚
の
お
ん
つ
あ
ま
と
兵
事
係
の
人
と
三
人
で
国
鉄
仙
山
線
の
落
合
駅
か
ら
列
車
に

乗
っ
て
仙
台
駅
で
降
り
る
（
昭
和
四
年
［
一
九
二
九
］
に
仙
台
・
愛
子
間
が
開
通
す

る
前
に
は
仙
台
ま
で
歩
い
た
）
。
仙
台
駅
か
ら
二
十
人
町
を
通
っ
て
、
榴
岡
（
つ
つ

じ
が
お
か
）
の
歩
兵
第
四
連
隊
ま
で
歩
い
て
行
く
。

　
仙
台
市
泉
区
市
名
坂
の
津
田
正
一
さ
ん
（
大
正
三
年
［
一
九
一
四
］
四
月
生
ま
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
な
き
た

話
者
⑤
）
は
、
旧
宮
城
郡
七
北
田
村
（
現
仙
台
市
泉
区
七
北
田
）
の
七
北
田
尋
常
高

等
小
学
校
の
高
等
科
を
卒
業
後
、
橋
工
事
の
人
夫
な
ど
を
し
た
が
、
当
時
は
仕
事
も

な
か
っ
た
の
で
、
数
え
十
七
歳
で
神
戸
の
川
崎
飛
行
機
工
場
に
働
き
に
行
っ
た
。
鋳

物
工
場
で
部
品
作
り
を
し
て
い
た
。
日
給
一
円
九
十
銭
の
賃
金
を
も
ら
っ
た
。
実
家

に
は
月
に
十
円
を
送
り
、
そ
れ
で
家
族
八
人
が
生
活
を
し
て
い
た
。
三
年
間
ほ
ど
働

い
た

が
、
こ
の
ま
ま
で
は
駄
目
だ
と
思
い
、
実
家
に
帰
り
、
仙
台
市
電
の
運
転
手
を

し
な
が
ら
、
交
替
勤
務
な
の
で
、
午
後
に
は
実
家
の
家
業
の
馬
具
作
り
を
し
て
い
た
。

　
津

田
正
一
さ
ん
は
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
五
月
頃
に
仙
台
市
公
会
堂
で
徴
兵

検
査
を
受
け
て
甲
種
合
格
と
な
っ
た
。
昭
和
十
一
年
一
月
に
仙
台
市
川
内
に
あ
る
野

砲
兵
第
二
連
隊
に
入
隊
し
た
。
入
営
す
る
時
に
は
、
市
名
坂
の
自
宅
の
門
口
に
家
族
、

親
類
、
隣
り
近
所
の
人
が
み
ん
な
幟
を
立
て
て
、
七
北
田
橋
ま
で
見
送
っ
て
く
れ
る
。

　
千
葉
胤
男
さ
ん
（
大
正
五
年
三
九
一
六
］
十
一
月
生
ま
れ
、
話
者
⑥
）
は
、
仙

台
市
名
掛
丁
に
生
ま
れ
、
後
に
鉄
砲
町
に
移
る
。
数
え
十
七
歳
の
と
き
に
二
日
町
の

神
尾
木
工
所
の
指
物
大
工
に
弟
子
入
り
し
た
。
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
九
月
十

日
に
は
、
羽
織
、
袴
に
下
駄
ば
き
の
服
装
を
着
て
、
仙
台
市
公
会
堂
で
徴
兵
検
査
を

受
け
た
。
検
査
の
前
に
一
通
り
の
説
明
が
あ
り
、
検
査
は
最
初
に
身
長
と
体
重
の
測

定
、
内
科
、
眼
科
、
耳
鼻
科
と
廻
る
順
番
が
書
か
れ
て
あ
り
、
そ
の
通
り
の
順
番
に

検
査
を
受
け
る
。
最
後
に
性
病
と
痔
の
検
査
が
あ
る
。
こ
れ
は
裸
に
な
っ
て
、
ペ
ン

キ
塗
り
の
標
し
の
と
こ
ろ
に
両
手
と
両
足
を
ひ
ろ
げ
て
四
つ
ん
ば
い
に
な
り
検
査
を

し
た
。
検
査
が
終
る
と
、
着
物
、
羽
織
を
着
て
順
番
を
待
つ
。
結
果
発
表
の
順
番
が

く
る
と
、
中
央
の
高
い
壇
に
腰
を
下
ろ
し
て
い
る
将
校
の
前
に
不
動
の
姿
勢
で
立
つ
。

そ
の
場
で
甲
種
合
格
と
い
わ
れ
た
。
な
か
に
は
「
第
一
乙
種
合
格
」
や
「
第
二
乙
種

合
格
」
の
人
も
い
た
。
ま
た
「
丙
種
合
格
」
と
い
っ
て
、
身
体
の
異
常
を
認
め
ら
れ

た
人
は
、
す
ぐ
に
そ
の
場
で
帰
さ
れ
た
。

　
後

日
、
「
甲
種
歩
兵
第
五
四
番
　
仙
台
市
名
掛
丁
十
一
　
千
葉
胤
男
」
の
紙
札
が

郵
送
で
送
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
入
隊
の
通
知
も
届
き
、
入
営
す
る
前
に
は
、
「
奉

公
袋
」
が
軍
隊
か
ら
郵
送
さ
れ
て
く
る
。
奉
公
袋
に
は
戦
死
し
た
場
合
の
法
名
を
記

し
た
位
牌
、
遺
髪
、
油
紙
、
荷
札
な
ど
を
入
れ
た
。
昭
和
十
二
年
二
九
三
七
）
一

月
二
十
日
の
入
営
の
と
き
に
は
、
祝
入
営
の
幟
を
十
本
く
ら
い
立
て
て
、
町
内
や
職

場
の

人
、
親
戚
な
ど
に
見
送
ら
れ
た
。

　

旧
宮
城
県
宮
城
郡
広
瀬
村
（
現
仙
台
市
青
葉
区
）
の
庄
子
茂
代
さ
ん
（
大
正
五

年
三
九
一
六
］
六
月
生
ま
れ
、
話
者
⑦
）
は
、
十
八
歳
で
結
婚
し
て
、
二
十
歳
の

時
に
は
国
防
婦
人
会
に
入
会
し
た
（
国
防
婦
人
会
仙
台
支
部
の
結
成
は
昭
和
十
二
年

［
一
九

三
七
］
三
月
）
。

　

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
十
月
に
は
、
夫
の
庄
子
喜
一
さ
ん
（
明
治
四
一
年

三

九
〇

八
］
一
月
生
ま
れ
、
話
者
⑧
）
が
、
出
征
す
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
十
五

年
（
一
九
四
〇
）
八
月
に
帰
郷
す
る
ま
で
の
間
、
無
事
で
い
ま
す
よ
う
に
と
祈
願
を

か
け
て
ま
わ
っ
た
。
月
参
り
と
い
っ
て
、
毎
月
の
一
日
、
十
五
日
、
二
八
日
の
う
ち
、

い
ず
れ
か
一
日
に
祈
願
か
け
を
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
り
シ
つ

　
当
時
は
、
広
瀬
村
国
防
婦
人
会
栗
生
班
と
し
て
祈
願
か
け
を
し
た
。
定
義
参
り
（
仙

台
市
青
葉
区
大
倉
の
定
義
山
・
西
方
寺
へ
の
参
拝
、
正
式
に
は
「
じ
ょ
う
ぎ
ま
い
り
」

157



国立歴史民俗博物館研究報告

　第掴7集2008年12月

と
読
む
が
一
般
に
は
「
じ
ょ
う
げ
ま
い
り
」
と
呼
ば
れ
た
）
、
八
八
幡
か
け
（
大
崎

八
幡
宮
、
亀
岡
八
幡
宮
な
ど
）
な
ど
を
し
て
無
事
を
祈
願
し
た
。
ま
た
、
夫
の
召
集

が
来
た
時
に
は
、
お
不
動
さ
ん
（
黒
瀧
不
動
）
に
祈
願
か
け
に
行
っ
た
。

　
佐
藤
耕
也
さ
ん
（
大
正
七
年
［
］
九
一
八
］
二
月
生
ま
れ
、
話
者
⑨
）
は
、
宮
城

　
　
　
　
あ
き
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
は
く

県
名
取
郡
秋
保
村
馬
場
（
現
仙
台
市
太
白
区
秋
保
）
に
佐
藤
弥
四
郎
の
六
男
と
し
て

生

ま
れ
た
。
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
三
月
に
秋
保
小
学
校
高
等
科
を
卒
業
、
昭
和

七
年
四
月
か
ら
秋
保
農
業
補
習
学
校
に
通
学
の
傍
ら
、
家
業
の
農
林
業
に
従
事
す
る
。

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
三
月
に
は
、
秋
保
青
年
学
校
研
究
科
に
二
年
在
籍
の
う
え

修
了
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
十
二
月
十
五
日
に
、
名
取
郡
連
合
農
業
会
長
よ

り
、
製
炭
技
術
改
良
に
専
意
し
、
斯
業
界
に
貢
献
せ
る
功
績
に
よ
り
、
表
彰
状
を
授

与

さ
れ
る
。
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
十
月
に
は
、
青
年
学
校
査
閲
官
よ
り
、
平

素
精
励
格
勤
生
徒
の
本
分
を
全
う
し
、
他
の
模
範
と
し
て
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
る
。

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
六
月
二
一
二
日
に
は
、
仙
台
連
隊
区
司
令
官
よ
り
、
青
年

学
校
に

お

け
る
諸
般
の
成
績
優
秀
に
よ
り
徴
兵
検
査
に
際
し
特
別
表
彰
状
を
授
与
さ

れ

る
。
昭
和
十
三
年
十
月
二
二
日
に
は
、
青
年
学
校
査
閲
官
よ
り
、
平
素
精
励
格
勤

生
徒
の
本
分
を
全
う
し
、
他
の
模
範
と
し
て
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
る
。
昭
和
十
四
年

（
一
九
三
九
）
三
月
三
一
日
に
は
、
青
年
学
校
長
よ
り
、
品
行
方
正
学
術
優
秀
に
し
て
、

本
学
研
究
科
修
了
後
、
尚
］
ヵ
年
精
励
格
勤
衆
の
範
と
し
て
特
別
賞
を
授
与
さ
れ
た
。

　
佐
藤
耕
也
さ
ん
（
話
者
⑨
）
は
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
六
月
一
三
一
日
に
名

取
郡

岩
沼
小
学
校
（
現
岩
沼
市
岩
沼
小
学
校
）
で
徴
兵
検
査
を
受
け
た
。
身
長
、
体

重

な
ど
の
身
体
検
査
、
泌
尿
器
検
査
は
真
っ
裸
に
な
っ
て
性
病
の
検
査
を
さ
れ
る
。

こ
こ
で
ひ
っ
か
か
る
と
は
ず
さ
れ
る
。
佐
藤
耕
也
さ
ん
は
、
そ
の
場
で
甲
種
合
格
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ち
ょ
う

告
げ
ら
れ
る
が
、
身
長
が
少
し
足
り
な
か
っ
た
の
で
輻
重
兵
だ
っ
た
。
し
か
し
、
兵

科
の
変
更
を
申
請
し
て
歩
兵
と
な
る
。

　

同
級
生
は
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
に
徴
兵
に
な
っ
た
が
、
佐
藤
耕
也
さ
ん

は
、
二
月
の
早
生
ま
れ
の
た
め
に
、
翌
年
の
昭
和
十
四
年
に
入
隊
と
な
っ
た
。
昭
和

十
四
年
（
一
九
三
九
）
五
月
に
仙
台
歩
兵
第
四
連
隊
に
入
隊
し
た
。

　
平
塚
三

郎
さ
ん
（
大
正
十
四
年
三
九
二
五
］
生
ま
れ
、
話
者
⑩
）
は
、
昭
和

十
八
年
十
二
月
に
徴
兵
検
査
の
年
齢
が
満
十
九
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
昭
和
十
九
年
の
繰
り
上
げ
検
査
に
よ
り
、
満
十
九
歳
で
徴
兵
検
査
を
受
け
た
。

仙
台
市
公
会
堂
が
会
場
で
、
身
長
、
体
重
、
内
科
、
座
高
、
痔
、
そ
し
て
素
裸
に
な
っ

て

体
を
全
部
み
ら
れ
る
。
お
ち
ん
ち
ん
を
め
く
っ
て
性
病
な
い
か
、
四
つ
ん
ば
い
に

な
っ
て
「
け
つ
め
ど
」
ま
で
み
ら
れ
た
。
結
果
は
第
一
乙
種
合
格
で
、
昭
和
十
九
年

十
一
月
に
衛
生
兵
と
し
て
歩
兵
第
四
連
隊
に
入
隊
し
た
。

④
内
地
で
の
軍
隊
生
活

　
仙
台
第
二
師
団
の
歩
兵
第
四
連
隊
の
兵
営
は
、
昭
和
初
め
に
は
、
敷
地
の
西
側
に

営
門
、
哨
所
、
衛
兵
所
、
面
会
所
、
郵
便
箱
、
第
一
大
隊
本
部
、
第
二
大
隊
本
部
、

第
三
大
隊
本
部
、
連
隊
本
部
、
将
校
集
会
所
、
営
倉
な
ど
の
施
設
が
あ
り
、
営
門
を

入
っ
て
左
側
、
す
な
わ
ち
北
側
に
は
第
一
中
隊
、
第
二
中
隊
、
第
三
中
隊
、
第
五
中
隊
、

第
六
中
隊
、
浴
場
と
炊
事
場
、
第
七
中
隊
、
第
八
中
隊
、
医
務
室
、
被
服
庫
、
砲
廠
、

機
関
銃
中
隊
な
ど
が
あ
っ
た
。
東
側
に
は
第
四
中
隊
（
現
在
の
仙
台
市
歴
史
民
俗
資

料
館
の
位
置
）
、
第
十
二
中
隊
、
そ
の
裏
に
酒
保
・
下
士
集
会
所
と
庭
園
、
東
屋
、

弾
薬
庫
な
ど
が
あ
っ
た
。
営
門
を
入
っ
て
右
側
、
す
な
わ
ち
南
側
に
は
第
九
中
隊
、

第
十
中
隊
、
第
十
一
中
隊
（
現
在
の
仙
台
市
歴
史
民
俗
資
料
館
の
建
物
）
、
そ
の
後

ろ
側
に
は
、
靴
工
場
、
縫
工
場
、
印
刷
工
場
（
石
版
）
、
東
南
に
は
厩
な
ど
が
あ
っ
た
。

　
東
門
は
、
宮
城
野
原
練
兵
場
（
現
宮
城
野
原
総
合
運
動
場
周
辺
）
へ
と
通
じ
る
。

北

門
は
、
普
段
は
閉
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
兵
営
の
人
糞
尿
の
汲
み
取
り
の
た
め
に
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
え
だ
る

隊
と
契
約
し
た
上
で
、
馬
車
に
四
つ
樽
（
肥
樽
）
を
つ
け
た
地
元
農
民
が
定
め
ら
れ

た
時
刻
に
や
っ
て
く
る
の
で
、
衛
兵
が
北
門
ま
で
行
っ
て
門
を
あ
け
る
。
北
門
を
入
っ

た
と
こ
ろ
に
は
狭
窄
射
撃
場
が
あ
り
、
分
隊
長
以
上
の
者
が
模
擬
弾
を
使
い
射
撃
訓

練
を
す
る
。
機
関
銃
中
隊
の
兵
舎
の
隣
に
は
厩
が
あ
り
、
将
校
用
と
機
関
銃
中
隊
の

馬
が
約
二
十
頭
い
た
。
（
図
2
、
図
3
、
写
真
3
参
照
）
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浴
場
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
風
呂
で
、
将
校
用
（
週
番
将
校
用
、
他
は
営
外
の
宿
舎
等

で
風
呂
に
入
る
）
、
下
士
官
用
、
一
般
兵
隊
用
と
が
あ
る
。
一
般
兵
隊
用
は
三
つ
あ
り
、

中
隊
ご
と
に
交
代
で
入
浴
す
る
。
浴
場
に
は
監
視
兵
が
い
て
、
入
る
と
ゆ
っ
く
り
体

を
洗
っ
て
い
る
時
間
も
な
い
。
便
所
に
も
将
校
用
、
下
士
官
用
、
兵
隊
用
と
あ
っ
た
。

　

な
お
歩
兵
中
隊
の
平
時
の
定
員
は
一
五
〇
名
だ
が
、
実
際
に
は
、
昭
和
初
め
に
は

二
〇
〇
名
～
二
二
〇
名
く
ら
い
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
（
話
者
①
・
話
者
④
）

　

庄

司
久
右
衛
門
さ
ん
（
明
治
四
十
・
一
九
〇
七
年
生
ま
れ
、
話
者
①
）
は
、
昭
和

三
年
（
一
九
二
八
）
一
月
十
日
に
歩
兵
第
四
連
隊
に
入
営
し
た
。
そ
の
日
に
入
隊
検

査
を
受
け
、
数
日
後
に
は
宮
城
野
原
練
兵
場
で
各
個
教
練
の
検
定
試
験
が
あ
っ
た
。

斥
候
の
動
作
を
さ
せ
ら
れ
た
と
き
、
中
隊
で
一
番
よ
い
と
い
わ
れ
た
。
看
護
卒
だ
っ

た
が
、
「
お
前
、
本
科
生
に
直
る
ぞ
」
と
い
わ
れ
、
庄
司
指
揮
で
大
隊
本
部
へ
行
け

と
い
わ
れ
た
。
気
を
つ
け
右
な
ら
え
、
番
号
か
け
て
徒
歩
移
動
し
た
。
入
営
し
て

二

十
日
間
は
こ
の
よ
う
な
訓
練
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
は
半
年
間
、
六
月
ま
で
仙
台
衛

戊
病

院
（
県
庁
向
か
い
の
陸
軍
病
院
）
で
教
育
を
受
け
、
七
月
か
ら
第
三
中
隊
付
き

の
看
護
卒
と
し
て
医
務
室
勤
務
を
命
じ
ら
れ
た
。
第
三
中
隊
は
、
将
校
は
大
宮
中
隊

長
（
大
尉
）
、
宇
野
中
尉
、
斎
藤
少
尉
の
三
人
、
曹
長
は
米
特
務
曹
長
、
高
橋
特
務

曹
長
、
丹
野
曹
長
、
高
橋
曹
長
の
四
人
、
そ
の
ほ
か
の
下
士
官
は
軍
曹
五
人
、
伍
長

二
人

の
七
人
だ

っ

た
。
ま
た
上
等
兵
は
二
十
人
（
う
ち
一
人
は
盲
腸
で
病
死
）
で
、

そ
の
う
ち
六
人
が
伍
長
勤
務
上
等
兵
（
伍
勤
上
等
兵
）
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
む

　
兵
営
内
で
生
活
す
る
最
小
単
位
が
内
務
班
で
、
当
時
は
一
個
中
隊
に
五
個
班
の
内

務
班
が
編
成
さ
れ
、
一
個
班
に
四
十
人
く
ら
い
が
い
た
。
昭
和
四
年
『
在
営
の
思
い

出
1
』
（
歩
兵
第
四
連
隊
第
三
中
隊
）
に
よ
れ
ば
、
各
班
は
二
五
，
二
六
名
～
三
四
，

三
五
名
く
ら
い
し
か
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
記
念
帳
に
名
前
を
載
せ

な
か
っ
た
り
、
記
念
撮
影
に
参
加
し
な
い
兵
隊
も
い
る
の
で
こ
の
よ
う
に
な
る
と
い

う
。
実
際
に
は
一
個
中
隊
に
二
〇
〇
人
以
上
の
兵
員
が
在
籍
し
て
い
た
。
た
だ
し
、

各
中
隊
に
は
陸
軍
歩
兵
学
校
や
仙
台
教
導
学
校
な
ど
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
兵
隊
も
い

た
。
ま
た
第
二
中
隊
は
守
備
隊
と
し
て
派
兵
さ
れ
て
い
る
な
ど
人
員
の
で
こ
ぼ
こ
が

あ
っ
た
。
さ
ら
に
昭
和
三
年
十
一
月
の
天
皇
即
位
礼
（
京
都
紫
辰
殿
）
の
と
き
に
は
、

各
中
隊
か
ら
代
表
三
人
で
四
連
隊
か
ら
三
十
数
人
が
参
加
し
た
。
こ
の
と
き
一
等
兵

は

上
等
兵
に
肩
章
を
直
し
た
。

　

当
時
の
中
隊
の
幹
部
は
、
ど
の
兵
隊
は
ど
の
班
長
に
つ
け
る
か
、
ま
た
「
戦
友
」

と
い
っ
て
、
初
年
兵
と
二
年
兵
と
を
お
互
い
に
誰
と
誰
が
合
う
か
を
見
極
め
、
ど
う

組
み

合
わ
せ
て
中
隊
の
成
績
を
あ
げ
る
か
を
考
え
て
い
た
。
毎
月
一
回
の
月
例
検
査

が
あ
り
、
兵
隊
も
成
績
で
評
価
さ
れ
る
の
で
、
悪
い
兵
隊
に
は
な
り
た
く
な
い
。
兵

隊
生
活
を
我
慢
す
る
面
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
ん
い
こ
　
　
こ
し
た
　
　
じ
ば
ん
　
が
い
と
う
　
は
い

　

内
務
班
で
は
、
棚
の
上
に
軍
衣
袴
、
袴
下
、
嬬
祥
、
外
套
、
背
の
う
な
ど
を
整
頓

　
　
　
　
　
て
ば
こ

し
て
お
く
。
手
箱
の
脇
に
薬
の
う
を
お
い
た
。
棚
の
下
に
は
右
か
ら
帯
剣
、
雑
の
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
ん
か

水
筒
、
薬
の
う
（
弾
薬
入
れ
）
な
ど
を
さ
げ
る
。
寝
台
の
下
に
軍
靴
を
さ
げ
る
。
軍

靴

に
は
二
装
用
一
足
、
三
装
用
一
足
、
演
習
用
二
足
の
合
計
四
足
が
支
給
さ
れ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
い
な
い
か

で
、
寝
台
の
下
に
は
四
足
の
軍
靴
が
か
か
っ
て
い
る
。
そ
の
下
の
床
に
は
営
内
靴
一

足
が
あ
る
。
営
内
靴
は
営
内
を
歩
く
と
き
に
は
く
ゴ
ム
靴
で
甲
の
部
分
に
「
ハ
五
」

な
ど
の
記
号
が
書
い
て
あ
る
。
（
図
4
、
図
5
、
図
6
、
写
真
4
参
照
）

　
た

と
え
ば
第
一
中
隊
は
イ
、
第
二
中
隊
は
ロ
、
第
三
中
隊
は
ハ
、
第
四
中
隊
は
こ
、

第
五
中
隊
は
ホ
な
ど
、
ま
た
兵
隊
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
番
号
が
あ
り
、
話
者
①
の

庄
司
久
右
衛
門
さ
ん
は
「
ハ
五
」
で
第
三
中
隊
の
五
番
だ
っ
た
。
こ
の
番
号
は
、
シ
ャ

ツ

の
襟
の

部
分
な
ど
衣
類
に
も
つ
け
た
。
し
か
し
、
一
つ
ど
こ
か
で
誰
か
が
配
給
品

の

持
ち
物
を
紛
失
す
る
と
、
人
の
物
（
配
給
品
）
を
盗
む
の
で
自
分
の
物
（
配
給
品
）

が
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と
し
ょ
う
が
な
い
の
で
、
ま
た
人
の
物
を
盗

み
自
分
の
代
用
品
に
す
る
と
い
う
形
で
、
次
か
ら
次
へ
と
イ
タ
チ
ゴ
ッ
コ
で
物
が
な

く
な
る
。
軍
隊
内
は
そ
う
い
う
や
り
口
だ
っ
た
。
（
人
の
配
給
品
を
盗
ん
で
も
員
数

を
合
わ
せ
る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
た
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
っ
ぱ

　
軍
隊
で
は
、
一
切
が
剛
爪
に
よ
っ
て
合
図
さ
れ
る
。
衛
兵
の
編
成
の
中
に
は
必
ず

嘲
販
手
が
一
人
つ
い
た
。
朝
の
起
床
嘲
夙
、
点
呼
嘲
夙
、
朝
食
、
昼
食
、
夕
食
の
食

事
刺
臥
な
ど
が
あ
る
。
命
令
回
報
の
嘲
夙
で
は
、
連
隊
本
部
の
前
に
各
中
隊
の
週
番
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写真3 大正14年（1925）8月
兵第四連隊（個人所蔵）

空撮された仙台歩写真4　大正6年（1917）歩兵第四連隊第十二中
　　　　隊の内務班生活（仙台市歴史民俗資料館所
　　　　蔵「除隊記念写真帖』）

下
士
官
が
集
合
し
、
連
隊
の
副
官
が
、
「
ロ
バ

今

よ
り
命
令
回
報
を
伝
達
す
る
」
と
い
っ

て
、
早
口
で
し
ゃ
べ
る
。
そ
れ
を
そ
の
場
で

な
ん
中
隊
の
だ
れ
そ
れ
下
士
官
復
唱
と
い
わ

れ

る
。
副
官
の
伝
達
を
メ
モ
に
書
き
取
る
ぐ

ら
い
の
能
力
が
な
け
れ
ば
伍
勤
上
等
兵
は
務

ま
ら
な
か
っ
た
。

　
起

床
嘲
臥
が
な
る
と
み
ん
な
起
き
る
。
寝

台
か
ら
お
り
て
営
内
靴
に
は
き
替
え
る
。
起

床
剛
爪
の
音
色
を
当
時
は
、
「
起
き
ろ
や
、

起
き
ろ
や
、
み
な
起
き
ろ
、
起
き
な
い
と
週

番
下
士
ま
わ
っ
て
く
る
ぞ
、
続
い
て
営
庭
点

呼
も
あ
る
ぞ
」
と
歌
っ
て
い
た
。

　

内
務
班
の
机
で
は
、
飯
を
食
っ
た
り
、
歩

兵
銃
の
掃
除

な
ど
を
す
る
。
内
務
班
は
、
ひ

と
部
屋
に
は
寝
台
が
片
側
に
八
人
分
く
ら
い

で
合

わ
せ
て
十
六
人
く
ら
い
、
個
室
部
屋
は

一
列
だ
け
で
八
～
十
人
く
ら
い
の
寝
台
を
並

べ

る
。
内
務
班
の
寝
台
は
、
二
年
兵
↓
初
年

兵
↓
二
年
兵
↓
初
年
兵
な
ど
と
並
び
、
二
年

兵

と
初
年
兵
を
「
戦
友
」
と
し
て
組
ま
せ
る
。

並
び
方
に
よ
っ
て
は
、
二
年
兵
を
二
人
持
つ

初
年
兵
が
い
る
。
（
図
4
参
照
）

　
夜
に

点
呼
嘲
臥
が
な
る
と
、
内
務
班
の
机

と
寝
台
の
間
に
並
び
、
各
班
の
伍
勤
上
等
兵

　
　
　
　
　
　
け
ん
し
ょ
う

が
点
呼
を
す
る
。
懸
章
（
右
肩
か
ら
左
脇
に

　
　
　
は
い
よ
う

か

け
て
楓
用
し
た
飾
章
）
を
か
け
た
週
番
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士
官
が
く
る
の
で
、
点
呼
を
し
て
何
十
何
名
異
常
あ
り
ま
せ
ん
と
い
う
。
た
だ
し
、

だ
い

の

は
ら

台
原
の
火
薬
庫
当
番
や
師
団
司
令
部
の
衛
兵
な
ど
に
勤
務
し
て
い
る
兵
隊
も
い
る
。

　

兵
隊
は
、
班
長
に
知
ら
れ
て
は
困
る
よ
う
な
こ
と
を
し
で
か
し
た
と
き
に
は
、
戦

友

に
相
談
に
い
く
も
の
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
衛
生
兵
に
包
茎
の
相
談
を
し
て
、
休

暇

を
と
っ
て
手
術
を
す
る
兵
隊
も
い
た
。
ま
た
、
「
金
玉
く
さ
ら
か
せ
た
（
性
病
に

か
か

っ

た
）
」
と
き
な
ど
に
は
、
入
隊
検
査
時
に
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
病
気
な
の
で
、

入
隊
中
に
外
出
し
て
ど
こ
か
で
感
染
し
た
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
知
れ
る
と
重
営
倉

（兵
営
内
に
あ
っ
て
陸
軍
懲
罰
令
に
よ
る
犯
罪
者
を
入
れ
た
建
物
）
入
り
と
な
る
。

　

実
際
に
、
あ
る
二
等
兵
が
、
二
月
に
台
原
の
弾
薬
庫
当
番
に
行
っ
て
外
出
し
た
と

き
に
、
ど
こ
か
で
事
故
を
お
こ
し
て
性
病
に
な
り
、
素
っ
裸
に
さ
れ
て
重
営
倉
に
入
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
性
病
に
か
か
っ
た
と
き
、
衛
生
兵
に
相
談
に
く
る
。
相
談
さ
れ
た

方
も
、
相
手
は
戦
友
な
の
で
、
「
俺
に
ま
か
せ
て
け
ろ
」
と
い
っ
て
、
別
室
に
連
れ

て

行
っ
て
隠
し
て
治
療
を
す
る
。
中
隊
長
も
自
分
の
部
隊
か
ら
事
故
は
出
し
た
く
な

い
。
し
か
し
、
隠
し
て
治
療
し
て
や
れ
よ
と
は
決
し
て
い
わ
な
い
。

　

兵
営
内
の
衛
生
兵
（
看
護
卒
）
は
、
内
務
班
で
の
朝
の
点
呼
と
朝
飯
が
終
る
と
医

務
室
に
勤
務
す
る
。
休
養
患
者
が
二
、
三
人
は
い
る
の
で
、
軍
医
に
一
切
を
報
告
す
る
。

お

昼
に

中
隊
に
戻
り
、
昼
食
を
食
べ
て
ま
た
医
務
室
に
戻
る
。
夕
飯
の
少
し
前
に
は

中
隊
に
帰
る
。
初
年
兵
の
と
き
に
は
、
内
務
班
の
二
年
兵
に
、
「
看
護
、
お
前
く
る

な
、
薬
臭
い
」
、
「
薬
臭
い
か
ら
、
お
ま
ん
ま
食
い
終
わ
る
ま
で
く
る
な
」
と
い
わ
れ

た
。
体
に
ク
レ
ゾ
ー
ル
が
し
み
こ
ん
で
、
お
風
呂
に
入
っ
て
洗
っ
て
も
、
「
薬
く
せ
え
」

と
い
わ
れ
た
。

　

営
内
の
各
所
に
は
体
操
場
が
あ
り
、
鉄
棒
の
訓
練
な
ど
を
し
た
。
ま
た
各
中
隊
の

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
る
べ

兵
舎
の
後
ろ
に
は
、
釣
瓶
井
戸
、
洗
濯
場
、
洗
面
所
、
便
所
が
あ
る
。
洗
濯
場
は
二

年
兵
が
使
っ
て
い
る
と
き
は
順
番
を
譲
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
洗
濯
石
鹸
を
使
っ
て

洗
う
。

　

普
段
は
、
衛
生
兵
は
作
業
衣
（
白
衣
）
を
着
る
。
兵
隊
は
い
つ
も
帽
子
を
か
ぶ
る
。

帽
子
は
外
出
用
と
営
内
用
と
が
あ
り
、
内
務
班
に
い
る
と
き
だ
け
帽
子
を
は
ず
し
て
、

手
箱
の
上
に
あ
げ
て
お
く
。
兵
隊
は
帽
子
を
か
ぶ
り
、
敬
礼
を
し
て
通
る
。
と
く
に

直
属
の
上
司
に
会
っ
た
と
き
は
停
止
敬
礼
を
す
る
。

　
兵
営
内
の
面
会
は
、
面
会
所
で
行
う
が
、
そ
の
ほ
か
に
面
会
人
を
中
隊
の
兵
舎
ま

で
連
れ
て

く
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
中
隊
の
兵
舎
の
玄
関
前
の
玄
昌
石
、
石
張
り
の
上

を
歩
く
下
駄
の
音
が
す
る
と
、
み
ん
な
動
作
を
止
め
て
顔
を
見
合
わ
す
。

　
営
内
や
演
習
時
の
服
装
に
は
一
等
卒
、
二
等
卒
等
の
肩
章
な
ど
は
つ
け
て
い
な
い
。

外
出
す
る
と
き
に
肩
章
を
つ
け
る
。
外
出
の
と
き
は
、
営
内
の
旗
で
そ
れ
が
表
示
さ

れ

る
。
日
曜
日
の
外
出
の
前
夜
で
あ
る
土
曜
日
の
晩
に
な
る
と
、
本
来
は
許
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
っ
せ
き

い

な
い
髭
剃
り
後
の
ク
リ
ー
ム
を
つ
け
た
も
の
だ
っ
た
。
日
夕
点
呼
と
い
う
夜
の
点

呼
が
あ
り
、
そ
の
と
き
に
は
部
屋
中
に
ク
リ
ー
ム
の
匂
い
が
プ
ン
プ
ン
漂
う
。
班
長

が
来
る
と
、
兵
隊
た
ち
は
、
今
日
は
誰
が
や
ら
れ
る
の
か
な
あ
と
考
え
て
い
る
。
班

長
が
前
を
通
る
と
き
、
皆
は
不
動
の
姿
勢
で
顔
だ
け
そ
ら
す
。
そ
う
す
る
と
、
「
誰
だ
、

ま
た
や
っ
た
な
あ
」
と
い
っ
て
（
班
長
は
下
士
官
で
兵
隊
上
り
な
の
で
、
そ
の
事
情

を
よ
く
知
っ
て
い
る
）
、
「
つ
け
た
や
つ
、
一
歩
前
に
出
ろ
」
と
い
う
。
そ
う
す
る
と

必
ず
一
歩
前
に
出
る
二
等
卒
が
い
た
。
そ
の
と
き
の
笑
い
顔
と
動
作
が
少
し
も
憎
め

な
い
。
み
ん
な
の
笑
い
を
誘
っ
て
、
一
つ
の
班
が
無
事
平
穏
に
い
く
。
入
隊
す
る
と
、

最
初
の
三
ヶ
月
の
教
育
で
型
に
は
ま
っ
た
形
に
な
る
が
、
そ
れ
で
い
て
人
間
の
そ
れ

ぞ
れ
の
味
わ

い
も
ち
ゃ
ん
と
出
る
。
同
じ
く
軍
隊
で
の
共
同
生
活
を
し
た
も
の
に
は
、

理
屈
で
は
な
く
、
実
生
活
の
中
で
共
感
で
き
る
事
柄
が
あ
る
。

　
石
垣
八
郎

さ
ん
（
大
正
元
年
三
九
一
二
］
生
ま
れ
、
話
者
④
）
は
、
昭
和
八
年

（
一
九

三

三
）
一
月
二
十
日
に
歩
兵
第
四
連
隊
に
入
営
し
た
。
集
合
時
間
の
一
時
間

前
に
は
集
ま
り
整
列
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
入
隊
証
明
書
を
衛
兵
に
見
せ
て
入
営

す
る
。
当
時
、
歩
兵
第
四
連
隊
に
は
第
一
中
隊
か
ら
第
十
二
中
隊
ま
で
と
機
関
銃
中

隊
を
合
せ
て
一
三
個
中
隊
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。

　
下
士
官
が
来
る
と
、
「
い
い
か
、
只
今
よ
り
機
関
銃
中
隊
に
入
隊
す
る
者
を
呼
ぶ
、

前
へ
出
ろ
」
と
い
わ
れ
、
機
関
銃
中
隊
に
入
隊
し
た
。
初
め
に
官
服
の
説
明
が
あ
る
。

帽
子
に
は
戦
闘
帽
と
礼
帽
が
あ
る
。
礼
帽
は
歩
兵
は
帯
が
赤
い
。
（
戦
地
で
は
防
暑
帽
、
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略
帽
、
鉄
か
ぶ
と
［
鉄
帽
］
な
ど
を
か
ぶ
る
。
普
段
は
略
帽
で
、
歩
哨
に
立
つ
と
き

や
戦
闘
の
と
き
に
鉄
か
ぶ
と
を
か
ぶ
る
。
）

　
着
装
は
、
白
い
晒
布
の
揮
、
木
綿
の
白
い
嬬
衿
、
袴
下
、
軍
衣
袴
（
上
衣
、
短
袴
）
、

巻
脚
絆
、
靴
下
（
木
綿
の
白
）
、
編
上
軍
靴
な
ど
で
夏
物
と
冬
物
と
が
あ
っ
た
。
普

段
着
用
は
二
装
用
な
の
に
対
し
て
、
三
月
十
日
の
陸
軍
記
念
日
や
特
命
検
閲
使
の
来

隊

な
ど
儀
式
に
は
一
装
用
を
着
用
し
た
。
外
套
、
外
被
（
雨
具
）
も
命
令
に
よ
っ
て

着
用
し
た
。
軍
隊
に
入
る
と
す
べ
て
命
令
の
も
と
に
服
従
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

教
育
さ
れ
る
。
旧
陸
軍
の
軍
隊
の
指
揮
は
、
中
隊
ー
小
隊
ー
分
隊
に
編
成
さ
れ
、
分

隊
が
そ
の
最
小
単
位
と
な
り
、
内
地
で
は
一
個
小
隊
は
五
個
分
隊
く
ら
い
。
歩
兵
分

隊
は
二
十
名
前
後
だ
が
、
そ
の
都
度
変
わ
る
。
分
隊
長
は
内
地
で
は
伍
長
以
上
か
ら

曹
長
ま
で
の
下
士
官
が
あ
た
る
。

　
内
務
班
は
、
軍
隊
内
の
普
段
の
生
活
単
位
で
、
内
務
班
長
が
お
か
れ
る
。
一
般
に

内
務
班
長
は
軍
曹
一
人
、
班
長
に
隷
属
す
る
伍
長
二
人
、
三
年
兵
（
古
参
兵
）
、
二
年
兵
、

一
年
兵
（
初
年
兵
）
の
一
般
兵
隊
（
階
級
は
上
等
兵
、
一
等
兵
、
二
等
兵
）
で
編
成

さ
れ
、
一
個
班
に
三
十
～
四
十
名
く
ら
い
だ
っ
た
。
階
級
章
は
正
式
に
は
肩
章
を
つ

け
る
が
、
内
地
で
は
襟
に
つ
け
る
。
戦
地
で
は
左
胸
に
一
つ
階
級
章
を
つ
け
る
。
な

お

石
原

莞
爾
が
連
隊
長
の
時
期
（
昭
和
八
年
八
月
～
昭
和
十
年
七
月
）
に
は
、
三
年

兵

は
お
か
ず
に
帰
郷
さ
せ
た
。
ま
た
私
的
制
裁
の
禁
止
や
田
植
時
期
に
な
る
と
兵
隊

を
一
時
帰
休
さ
せ
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
数
多
く
の
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
内
務
班
で
は
、
寝
台
の
上
の
整
理
棚
の
右
側
に
は
、
支
給
さ
れ
た
軍
衣
袴
、
袴
下
、

　
　
　
は
い
の
う

外
被
、
背
嚢
な
ど
を
た
た
ん
で
お
く
。
整
理
棚
の
左
側
に
は
私
物
を
お
く
。
手
箱
に

は
蓋
の
表
に
名
前
を
書
い
て
お
き
、
中
に
は
歩
兵
操
典
、
歩
兵
一
般
守
則
、
体
操
教
範
、

射
撃
教
範

な
ど
の
軍
隊
関
係
の
書
物
を
入
れ
て
お
く
。
手
箱
に
は
大
福
な
ど
の
菓
子

類
も
入
っ
て
い
た
が
、
本
来
は
入
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
初
年
兵

の
場
合
、
営
内
の
酒
保
に
行
っ
て
羊
か
ん
、
カ
ス
テ
ラ
等
を
買
っ
て
き
た
ら
、
い
っ

た
ん
手
箱
に
入
れ
て
洗
濯
時
に
便
所
で
こ
っ
そ
り
食
べ
る
が
、
二
年
兵
か
ら
「
戦
友

だ

べ
、
お
前
ば
か
り
食
っ
て
よ
い
の
か
」
と
い
わ
れ
、
呼
び
つ
け
ら
れ
て
取
ら
れ
る
。

　
整
理
棚
の
下
に
は
、
官
給
品
の
軍
靴
、
裁
縫
袋
（
針
道
具
、
歯
ブ
ラ
シ
、
歯
磨
粉
等
）
、

帯
剣
、
水
筒
、
雑
の
う
（
軍
装
の
と
き
は
雑
の
う
を
さ
げ
て
、
中
に
チ
リ
紙
、
手
拭
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
か
く
　
　
　
　
こ
う

洗
面
用
具
な
ど
の
日
用
品
を
入
れ
た
）
、
帯
革
と
弾
薬
盒
な
ど
を
か
け
る
。
寝
台
に

は

名
札
（
ト
タ
ン
に
白
い
ペ
ン
キ
で
記
入
）
を
さ
げ
る
。
二
年
兵
が
名
札
を
取
り
替

え
る
い
た
ず
ら
を
し
て
、
そ
れ
を
知
ら
な
い
初
年
兵
が
そ
こ
に
寝
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

兵
舎
内
の
片
側
に
は
そ
れ
ぞ
れ
五
～
六
部
屋
あ
り
、
部
屋
の
入
り
口
を
入
る
と
銃

架
に
銃
が
並
ん
で
い
る
。
三
入
式
歩
兵
銃
で
、
毎
晩
、
引
金
が
検
査
さ
れ
る
。
班
長

ま
た
は
副
班
長
が
銃
架
に
立
っ
て
、
引
金
を
引
い
て
い
く
。
す
る
と
カ
ツ
ン
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
か
ん

の

が
あ
る
。
引
金
を
引
い
て
積
桿
を
ゆ
る
め
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
を
や
っ

て
お

か

な
い
と
、
ち
ょ
っ
と
引
金
を
引
い
た
だ
け
で
弾
丸
が
出
る
。
室
内
に
は
食
卓

兼
学
習
机
が
あ
り
、
こ
こ
に
個
人
用
天
幕
を
敷
い
て
、
毎
晩
、
銃
の
手
入
れ
を
し
た
。

訓
練
に
は
実
砲
射
撃
と
空
砲
射
撃
と
が
あ
る
が
、
実
砲
射
撃
の
と
き
は
ガ
ス
が
付
着

し
て
な
か
な
か
と
れ
ず
、
こ
す
っ
て
み
な
と
る
。
銃
口
は
掃
除
棒
で
磨
き
、
銃
身
に

は

最
後
に
ペ
ト
ラ
タ
ム
油
（
防
錆
油
）
を
ぬ
る
。

　
一
般
兵
士
は
起
床
は
、
六
時
半
、
夜
は
八
時
半
に
は
消
灯
だ
が
、
下
士
官
室
は

十
一
時
に
消
灯
な
の
で
、
熱
心
な
兵
隊
は
部
屋
を
借
り
て
勉
強
す
る
。
朝
、
昼
、
晩

の
食
事
は
班
内
の
食
卓
机
で
と
る
。
五
分
つ
き
の
黒
い
米
の
ご
飯
は
ブ
リ
キ
の
食
器
、

お
汁
は
小
さ
い
ブ
リ
キ
缶
に
入
れ
、
お
か
ず
は
ブ
リ
キ
皿
に
盛
る
。
食
器
に
は
ペ
ン

キ
で
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
が
書
い
て
あ
る
。
食
事
当
番
が
、
「
食
事
用
意
終
り
ま
し
た
。
」

と
班
長
に
報
告
す
る
。
「
よ
し
、
い
た
だ
き
ま
す
。
」
と
な
り
、
な
か
に
は
十
秒
く
ら

い
で
す
ぐ
に
、
「
い
た
だ
き
ま
し
た
。
」
と
早
食
い
す
る
者
が
い
た
。
班
長
は
班
長
室

で
食
べ
る
の
で
、
二
等
兵
か
一
等
兵
二
人
が
ノ
ッ
ク
を
し
て
、
「
班
長
殿
の
食
事
を

も
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
」
と
言
う
と
、
「
よ
ー
し
入
れ
」
と
な
る
。

　
夜
寝
る
と
き
に
は
、
兵
舎
内
の
出
入
り
口
に
は
、
不
寝
番
の
兵
隊
が
一
人
立
っ
て

い

る
。
も
う
一
人
は
、
班
内
、
各
部
屋
を
巡
回
し
て
歩
き
、
兵
隊
の
寝
相
を
見
て
直
す
。

こ
の
と
き
電
灯
一
個
と
呼
子
一
個
を
所
持
し
て
い
る
。
週
番
将
校
が
非
常
呼
集
を
か

け
る
と
き
が
あ
り
、
営
庭
の
真
中
で
嘲
爪
手
が
嘲
販
を
吹
き
、
各
中
隊
の
不
寝
番
が
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非
常
呼
集
と
い
っ
て
起
す
。
嘲
臥
の
覚
え
方
も
、
「
連
隊
長
の
マ
ラ
み
た
か
、
み
た

み

た
皮
か
ぶ
り
」
と
い
う
と
覚
え
や
す
い
と
い
う
者
や
、
「
火
事
だ
、
火
事
だ
、
私

物
持
っ
て
に
げ
ろ
」
の
文
句
で
覚
え
る
も
の
も
い
た
。

　
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
、
九
（
一
九
三
四
）
年
頃
に
は
、
四
連
隊
の
一
個
中
隊
は
、

五
、
六
個
班
か
ら
構
成
さ
れ
、
一
個
班
に
四
〇
名
く
ら
い
い
た
。
一
個
中
隊
は
、

二

〇
〇
～
二
二
〇
名
（
平
時
の
定
員
は
一
五
〇
名
で
あ
る
が
実
際
に
は
二
〇
〇
～

二
二
〇

名
前
後
い
た
と
い
う
）
と
し
て
、
一
個
連
隊
に
は
三
〇
〇
〇
名
前
後
が
い
た

と
推
定
さ
れ
る
。
（
昭
和
十
八
年
以
降
に
な
る
と
動
員
も
戦
時
体
制
で
一
個
中
隊
に

四
〇
〇
名
く
ら
い
が
い
た
）

　
初
年
兵
は
入
隊
し
て
最
初
の
三
ヶ
月
は
一
期
検
閲
と
い
っ
て
全
員
が
受
け
る
。
機

関
銃
中
隊
で
は
一
期
検
閲
の
状
況
を
見
て
、
残
る
者
を
選
別
し
て
上
等
兵
候
補
を
選

ぶ
。
さ
ら
に
三
ヶ
月
の
二
期
検
閲
も
全
員
受
け
る
。
三
期
検
閲
は
覚
え
る
気
の
な
い

者
だ

け
が
残
る
。
一
期
検
閲
の
時
期
に
二
回
く
ら
い
王
城
寺
原
練
兵
場
ま
で
歩
い
て

演
習
を
行
っ
た
。
班
内
の
学
科
は
、
三
日
に
一
度
く
ら
い
教
え
る
。
班
内
の
自
由
時

間
に
は
一
期
検
閲
の
と
き
に
教
え
ら
れ
た
射
撃
の
復
習
や
、
三
八
式
歩
兵
銃
の
取
り

扱
い
、
軍
人
勅
諭
の
奉
読
等
も
す
る
が
、
班
長
し
だ
い
だ
っ
た
。

　
津
田
正
一
さ
ん
（
大
正
三
年
三
九
一
四
］
四
月
生
ま
れ
、
話
者
⑤
）
は
、
昭
和

十
一
年
一
月
に
野
砲
兵
第
二
連
隊
に
入
営
す
る
時
に
は
、
市
名
坂
の
自
宅
の
門
口
に

家
族
、
親
類
、
隣
り
近
所
の
人
が
み
ん
な
幟
を
立
て
て
、
七
北
田
橋
ま
で
見
送
っ
て

く
れ
る
。
こ
の
と
き
は
普
段
着
を
着
て
い
て
、
野
砲
兵
第
二
連
隊
に
入
隊
し
た
と
き

に
、
軍
服
を
支
給
さ
れ
る
。
入
営
し
た
翌
日
に
検
査
が
あ
っ
て
、
こ
こ
で
病
気
に
な

る
と
不
合
格
で
帰
さ
れ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
み
な
入
営
す
る
。
朝
は
五
時
に
起
こ
さ
れ

て

点
呼
を
と
ら
れ
る
。
起
き
る
と
剣
突
き
運
動
を
五
分
ぐ
ら
い
す
る
。
朝
食
は
、
①

麦
ご
飯
（
麦
六
分
、
米
四
分
）
、
②
味
噌
汁
、
③
さ
つ
ま
揚
げ
な
ど
が
つ
い
て
く
る
。

　

朝
の
整
列
の
時
に
は
、
週
番
士
官
が
訓
示
を
す
る
。
午
前
中
に
は
営
庭
で
演
習
を

始
め
る
。
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
向
う
の
松
の
木
を
目
標
に
、
距
離
何
百
メ
ー
ト
ル
と

命
令
が
く
る
。
営
庭
で
の
演
習
は
空
砲
で
撃
つ
。

　
演
習
が
終
っ
て
午
前
十
一
時
半
頃
に
坂
道
を
登
っ
て
馬
場
ま
で
く
る
と
、
野
砲
を

引
っ
ぱ
っ
て
坂
を
登
る
の
で
、
み
ん
な
フ
ラ
フ
ラ
に
な
っ
て
い
る
。
お
昼
に
は
、
食

事
当
番
二
、
三
人
が
い
て
食
事
の
用
意
を
し
て
い
る
。
昼
食
を
と
る
と
、
午
後
か
ら

ま
た
演
習
が
始
ま
る
。
お
昼
は
、
①
麦
ご
飯
ま
た
は
パ
ン
（
一
週
間
に
一
回
は
コ
ッ

ペ
パ
ン

一
個
）
、
②
味
噌
汁
、
③
煮
物
な
ど
が
出
る
。
ど
ん
ぶ
り
、
茶
碗
は
み
な
ア

ル

ミ
ニ
ュ
ー
ム
だ
っ
た
。
内
務
班
に
あ
る
机
と
椅
子
に
座
っ
て
食
事
を
と
る
。
食
事

当
番
が
、
炊
事
場
か
ら
バ
ケ
ツ
に
入
れ
た
食
事
を
運
ん
で
く
る
。
ニ
ュ
ー
ム
の
食
器

に
食
物
を
並
べ
て
い
く
。
食
べ
た
後
の
食
器
を
食
事
当
番
が
洗
い
に
行
く
。
し
か
し
、

炊
事
当
番
の
下
士
官
に
も
う
一
回
洗
え
と
い
わ
れ
、
い
じ
め
ら
れ
る
。

　
午
後
の
演
習
は
、
一
時
か
ら
四
時
ま
で
続
く
。
帰
っ
て
く
る
と
野
砲
の
掃
除
に

五
十
分
く
ら
い
か
か
る
。
夕
食
は
六
時
か
ら
な
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
酒
保
に
行
っ

て

食
物
を
買
っ
て
食
べ
る
。
夕
方
五
時
に
な
る
と
酒
保
が
始
ま
る
の
で
、
そ
こ
で
お

菓
子
、
う
ど
ん
を
買
っ
て
食
べ
る
。

　

初
年
兵
は
、
夕
食
後
に
も
一
時
間
く
ら
い
班
長
か
ら
の
教
育
が
あ
る
。
夜
八
時
に

は
消
灯
と
な
り
、
電
気
が
み
な
消
え
る
。
翌
朝
五
時
に
起
き
て
点
呼
を
と
ら
れ
る
。

毎
日
、
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
だ
っ
た
。

　

な
お
、
食
事
に
は
一
週
間
に
一
回
く
ら
い
大
福
餅
が
つ
く
。
こ
れ
は
、
朝
に
な
る

と
野
砲
隊
の
上
手
の
亀
岡
に
住
ん
で
い
る
「
お
か
み
さ
ん
（
主
婦
）
」
た
ち
が
、
野

砲
隊
の
残
飯
を
買
い
に
来
た
と
き
の
代
金
で
作
っ
た
。
残
飯
は
野
砲
隊
に
残
っ
た
飯

で
、
兵
隊
に
は
残
っ
た
飯
を
み
な
は
食
わ
せ
な
い
で
、
残
飯
と
し
て
売
っ
た
。
一
般

家
庭
の
人
た

ち
が
、
ご
飯
と
オ
カ
ズ
を
買
う
た
め
に
、
炊
事
場
に
ゾ
ロ
ゾ
ロ
と
人
が

い
っ

ぱ

い
並
ん

だ
。
こ
の
と
き
の
売
上
代
金
が
た
ま
る
と
、
こ
れ
で
大
福
餅
を
つ
い

た
。

　

仙
台
野
砲
丘
ハ
第
二
連
隊
に
は
、
全
体
で
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
将
兵
が
い
た
。
中
隊

は
、
第
一
中
隊
か
ら
第
八
中
隊
ま
で
八
個
中
隊
が
あ
る
。
一
個
中
隊
は
一
八
〇
人
く

ら
い
で
、
八
班
か
ら
な
る
。
一
班
は
二
十
～
三
十
人
く
ら
い
。
津
田
正
一
さ
ん
が
配

属
さ
れ
た
中
隊
は
、
花
岡
中
隊
長
（
仙
台
市
出
身
）
、
中
隊
付
き
の
中
尉
五
人
、
少
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尉
五
人
、
班
長
は
軍
曹
で
、
班
に
下
士
官
は
三
、
四
人
い
た
。

　

一
個
小
隊
に
は
、
野
砲
が
四
門
あ
り
、
大
砲
一
門
に
は
、
①
砲
手
五
人
一
組
、
②

馬
六
頭
、
予
備
二
頭
で
合
計
八
頭
、
馬
を
持
つ
兵
隊
八
人
、
そ
れ
に
、
③
機
銃
兵
が

つ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
ま

　

演
習
は
、
三
ヶ
月
に
一
回
は
加
美
郡
色
麻
村
（
現
色
麻
町
）
の
王
城
寺
原
に
て
実

弾
射
撃
を
し
た
。
王
城
寺
原
演
習
場
に
は
、
第
一
中
隊
、
第
二
中
隊
、
第
三
中
隊
な

ど
と
野
砲
隊
の
半
分
近
く
の
部
隊
が
行
く
。
帰
っ
て
く
る
と
交
替
で
次
の
部
隊
が
行

く
。
演
習
は
、
川
内
の
野
砲
兵
第
二
連
隊
を
朝
六
時
に
歩
い
て
出
発
し
て
、
午
後
三

時
半
頃
ま
で
に
王
城
寺
原
に
到
着
す
る
。

　
演
習
が
始
ま
る
と
、
一
番
砲
手
は
、
二
番
砲
手
、
三
番
砲
手
か
ら
弾
丸
を
受
け
取
っ

て

砲
身
に
つ
め
る
。
つ
め
終
わ
る
と
二
番
砲
手
は
、
命
令
に
よ
っ
て
発
射
操
作
を
す

る
。
次
に
二
番
砲
手
、
三
番
砲
手
は
弾
丸
を
持
っ
て
待
っ
て
い
る
。
発
砲
し
た
ら
す

ぐ
に
ま
た
弾
丸
を
一
番
砲
手
に
わ
た
す
。
こ
れ
を
五
人
で
操
作
す
る
。

　
命
令
は
、
中
隊
長
が
、
「
撃
て
ー
」
と
命
令
す
る
。
次
に
小
隊
長
が
、
「
撃
て
ー
」

と
命
令
す
る
。
中
隊
長
か
ら
小
隊
長
に
命
令
が
き
て
、
次
に
小
隊
長
か
ら
砲
手
に
命

令
が
く
る
。
そ
こ
で
は
じ
め
て
操
作
す
る
。
標
準
は
、
松
の
木
標
準
で
、
距
離
何
百
メ
ー

ト
ル
を
合
わ
せ
る
の
が
、
二
番
砲
手
。
そ
れ
が
終
る
と
一
番
砲
手
が
、
二
番
、
三
番

砲
手
か
ら
弾
丸
を
受
け
取
る
。
四
番
、
五
番
砲
手
も
続
い
て
弾
丸
を
も
っ
て
待
っ
て

い

る
。
弾
丸
を
つ
め
る
と
、
「
撃
て
ー
」
と
命
令
が
あ
り
、
そ
の
と
き
、
「
り
ゅ
う
じ
ょ

う
」
と
い
う
麻
で
な
っ
た
も
の
を
引
く
と
発
火
す
る
。
野
砲
の
弾
丸
は
、
戦
さ
の
状

況

に
よ
っ
て
、
緊
急
の
場
合
、
撃
と
う
と
し
た
地
点
よ
り
敵
が
進
ん
で
き
た
と
き
に

は
、
信
管
を
切
っ
て
手
前
に
弾
丸
が
落
ち
る
よ
う
に
し
た
。

　
野
砲
隊
の
馬
の
飼
葉
は
、
馬
屋
当
番
の
兵
隊
が
オ
シ
ギ
リ
で
切
っ
て
与
え
た
。
馬

屋

に
入
れ
る
藁
も
オ
シ
ギ
リ
で
切
っ
て
お
く
。
藁
は
農
家
が
き
て
、
馬
の
寝
藁
を
交

換
す
る
。

　
兵
隊
の
内
務
班
に
は
、
寝
台
に
藁
蒲
団
、
藁
を
束
ね
た
藁
枕
、
毛
布
は
冬
場
に
は

五
枚
く
ら
い
を
か
け
た
。
兵
舎
内
の
暖
房
は
、
コ
ー
ク
ス
を
燃
料
と
す
る
ダ
ル
マ
ス

ト
ー
ブ
を
使
っ
た
。
し
か
し
、
演
習
に
出
て
い
た
り
、
洗
濯
し
た
り
で
、
ス
ト
ー
ブ

に
あ
た
っ
て
い
る
時
間
は
な
か
っ
た
。
風
呂
は
毎
日
入
る
が
、
七
時
～
八
時
ま
で
の

時
間
に
一
人
十
五
分
く
ら
い
し
か
入
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
し
か
も
人
が
多
く
て
身
動

き
が
出
来
な
い
。

　

支
給

さ
れ
る
被
服
は
、
外
出
に
二
装
用
の
新
し
い
ラ
シ
ャ
の
軍
服
一
着
、
作
業
服

二
着
、
帽
子
は
二
装
用
一
個
、
戦
闘
帽
一
個
な
ど
が
支
給
さ
れ
る
。
演
習
や
営
庭
、

兵
営
で
は
、
作
業
服
、
戦
闘
帽
な
ど
を
着
用
す
る
。

　

兵
隊
の
給
与

は
一
日
十
七
銭
で
、
一
ヶ
月
五
円
三
十
銭
を
三
回
に
分
け
て
支
給
さ

れ

る
。
日
曜
日
に
外
出
し
て
も
映
画
を
二
十
銭
で
見
て
、
中
華
そ
ば
十
銭
、
か
け
蕎

麦
五
銭
を
食
べ
て
も
、
五
十
銭
く
ら
い
あ
る
と
十
分
に
間
に
合
っ
た
。
映
画
は
、
仙

台
市
内
の
仙
集
館
、
日
活
館
、
文
化
キ
ネ
マ
な
ど
の
映
画
館
で
河
部
五
郎
、
月
形
龍

之
介
、
大
河
内
傳
次
郎
、
市
川
百
之
介
な
ど
が
主
演
す
る
映
画
を
よ
く
見
た
。

　

日
曜
日
は
、
他
の
兵
科
だ
と
朝
か
ら
外
出
が
で
き
る
が
、
特
科
隊
は
馬
が
い
る
た

め
、
馬
の
世
話
を
し
た
後
に
午
後
か
ら
し
か
外
出
で
き
な
い
。
門
限
は
五
時
ま
で
な

の

で
、
四
時
過
ぎ
に
は
部
隊
に
帰
っ
て
く
る
。
外
出
の
時
に
は
、
映
画
館
の
ほ
か
に

藤
崎
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
パ
チ
ン
コ
屋
な
ど
に
行
っ
た
。
ま
た
日
曜
日
に
な
る
と
、
午
後

一
時
か
ら
四
時
ま
で
営
門
の
奥
の
広
場
で
面
会
が
で
き
る
。
日
曜
の
面
会
の
と
き
に

は
、
面
会
人
が
餅
を
つ
い
て
き
た
り
、
お
萩
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。
平
日
に
は
、

衛
兵
所
前
の
面
会
所
で
少
し
話
す
こ
と
が
で
き
た
。

　
津

田
正
一
さ
ん
（
話
者
⑤
）
は
、
入
営
し
て
三
ヶ
月
す
ぎ
て
か
ら
、
脊
髄
カ
リ
ウ

ス

と
診
断
さ
れ
て
、
別
に
具
合
は
悪
く
な
か
っ
た
が
、
実
家
に
帰
さ
れ
た
。
帰
っ
て

く
る
と
在
郷
軍
人
会
に
入
会
す
る
。
七
北
田
村
役
場
か
ら
通
知
が
あ
り
、
年
に
一
度
、

在
郷
軍
人
の
検
閲
が
あ
っ
た
。
七
北
田
小
学
校
に
集
ま
り
、
第
二
師
団
か
ら
来
た
検

閲
官
が
検
閲
し
て
い
く
。
一
人
一
人
並
ん
で
敬
礼
し
て
、
官
、
姓
名
を
名
乗
る
。

　
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
に
予
備
応
召
と
な
り
、
野
砲
兵
第
二
連
隊
に
三
ヶ
月

く
ら
い
い
て
、
召
集
解
除
に
な
っ
た
。

　
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
十
二
月
に
ま
た
召
集
と
な
る
。
こ
の
と
き
入
営
す
る
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初
年
兵
の
た
め
に
、
津
田
正
一
さ
ん
は
、
野
砲
隊
の
上
手
に
あ
る
扇
坂
の
兵
器
廠
（
倉

庫
・
兵
器
庫
）
ま
で
銃
、
軍
靴
な
ど
を
受
領
に
行
っ
た
。
し
か
し
、
銃
も
た
り
な
く
、

十
人
に
一
挺
し
か
銃
が
行
き
渡
ら
な
い
。
軍
靴
も
右
と
左
が
合
わ
な
い
。
兵
隊
は
、

「
か
っ

ぱ

ら
い
」
な
の
で
、
他
の
中
隊
の
倉
ま
で
入
っ
て
靴
を
か
っ
ぱ
ら
っ
て
く
る
。

ほ
か
の
隊
で
は
、
兵
器
廠
（
倉
庫
・
兵
器
庫
）
な
ど
に
行
っ
て
持
っ
て
き
て
員
数
を

合

わ
せ
た
。
さ
ら
に
は
、
夜
に
み
ん
な
が
寝
静
ま
っ
た
頃
に
、
馬
小
屋
か
ら
鞍
を
盗

む
と
き
は
、
一
列
に
二
十
～
三
十
人
が
寝
て
、
盗
ん
だ
鞍
を
手
送
り
し
て
い
く
。
員

数
合
わ

せ
を
し
な
い
と
、
営
倉
に
入
れ
ら
れ
る
。
一
ヶ
月
も
営
倉
に
入
っ
て
い
ら
れ

な
い
の
で
、
み
ん
な
盗
ん
で
員
数
合
わ
せ
を
す
る
。

　
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
十
二
月
に
は
、
硫
黄
島
に
行
く
準
備
で
夏
服
を
着
て

勤
務

し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
寒
い
の
で
毛
布
を
か
ぶ
っ
て
勤
務
に
つ
い
た
。
こ
の

と
き
戦
地
の
硫
黄
島
に
行
っ
た
兵
隊
は
み
ん
な
戦
死
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
十
九
年

（
一
九

四

四
）
に
な
る
と
、
野
砲
隊
を
戦
地
に
輸
送
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
り
、

津

田
正
一
さ
ん
は
、
昭
和
十
九
年
二
月
に
召
集
解
除
と
な
っ
た
。

　
仙
台
市
青
葉
区
小
田
原
の
三
塚
庸
治
さ
ん
（
大
正
六
年
三
九
一
七
］
六
月
生
ま
れ
、

話
者
⑪
）
に
よ
れ
ば
、
歩
兵
第
四
連
隊
で
は
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
五
月
に

第
一
乙
種
の
第
一
回
目
の
補
充
兵
が
入
隊
し
た
。
三
塚
さ
ん
は
、
昭
和
十
三
年
九
月

に
、
第
一
乙
種
の
第
二
回
目
の
補
充
兵
と
し
て
歩
兵
第
四
連
隊
に
入
隊
し
た
。
昭
和

十
四

年
八
月
八
日
に
は
、
第
二
乙
種
の
第
一
回
目
の
補
充
兵
が
入
隊
し
た
。

　
三
塚

さ
ん
は
、
歩
兵
第
四
連
隊
第
五
中
隊
第
五
内
務
班
に
配
属
と
な
っ
た
。
中
隊

長

中
屋
敷
福
右
衛
門
、
教
官
加
川
秀
吾
、
内
務
班
長
奥
山
広
文
の
三
名
は
、
い
ず
れ

も
お
寺
の
和
尚
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
同
年
兵
は
み
な
、
あ
の
世
に
引
導
渡
さ
れ
た
よ

う
な
も
の
だ
と
言
っ
た
。
実
際
に
、
そ
の
後
戦
地
に
行
っ
て
七
～
八
割
が
戦
死
し
た
。

第
五
中
隊
で
生
き
残
っ
た
の
は
、
三
塚
庸
治
さ
ん
（
話
者
⑪
）
と
岩
沼
町
（
現
岩
沼

市
）
の
鎌
田
商
店
・
婿
養
子
の
鎌
田
さ
ん
の
二
人
だ
け
だ
っ
た
（
し
か
し
、
鎌
田
さ

ん
は
沖
縄
戦
で
戦
死
す
る
）
。

　
中
屋
敷
中
隊
長
は
、
一
期
三
ヶ
月
が
た
つ
と
、
連
隊
副
官
に
配
属
に
な
っ
た
。
そ

の
後
、
連
隊
司
令
部
付
の
大
尉
と
な
り
、
宮
城
県
内
に
お
け
る
在
郷
軍
人
の
点
呼
の

執
行
官
と
な
っ
た
。
中
屋
敷
中
隊
長
に
つ
い
て
は
、
月
曜
日
の
朝
の
初
年
兵
に
対
す

る
精
神
訓
話
が
あ
り
、
み
ん
な
中
隊
長
の
話
し
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
中
隊
長

の

た
め
な
ら
命
も
惜
し
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
た
。

　
奥
山
班
長
は
、
後
に
炊
事
軍
曹
を
六
ヶ
月
務
め
た
あ
と
、
終
戦
ま
で
連
隊
区
司
令

部
勤
務
と
な
っ
た
。
動
員
担
当
で
、
同
じ
村
の
者
が
召
集
に
な
る
と
、
自
分
の
班
が

な
つ
か
し
い
の
で
、
三
塚
、
今
度
お
前
と
同
じ
村
の
こ
う
い
う
者
が
来
る
と
教
え
て

く
れ
た
。

　
当
時
の
留
守
歩
兵
第
四
連
隊
は
、
連
隊
本
部
、
大
隊
本
部
、
大
隊
は
三
個
大
隊
で
、

第
一
大
隊
が
第
一
中
隊
、
第
二
中
隊
、
第
三
中
隊
の
三
個
中
隊
か
ら
な
る
。
第
二
大

隊
は
第
四
中
隊
、
第
五
中
隊
、
第
六
中
隊
の
三
個
中
隊
か
ら
な
る
。
第
三
大
隊
は
第

七

中
隊
、
第
八
中
隊
、
第
九
中
隊
の
三
個
中
隊
か
ら
な
る
。
ま
た
砲
銃
隊
は
機
関
銃

中
隊
が
二
個
中
隊
、
歩
兵
砲
中
隊
が
一
個
中
隊
、
連
隊
通
信
一
個
中
隊
、
以
上
十
三

個
中
隊
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。

　

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
ま
で
は
、
一
個
中
隊
が
六
個
班
で
、
一
班
に
六
十
～

七

十
人
く
ら
い
、
一
個
中
隊
に
四
〇
〇
人
く
ら
い
の
兵
隊
が
い
た
。
一
個
班
に
初
年

兵

は
五
十
～
六
十
人
で
、
二
、
三
年
兵
が
十
数
名
い
た
。
兵
隊
同
士
の
年
齢
差
が
十

歳
以
上
か
け
離
れ
て
い
た
。
疾
病
に
な
る
者
も
十
数
名
い
た
。
風
紀
衛
兵
、
衛
戊
衛

兵

な
ど
の
衛
兵
要
員
が
各
中
隊
に
十
人
く
ら
い
い
た
。

　
昭
和

十
五
年
八
月
か
ら
は
、
こ
れ
が
倍
に
増
え
、
一
個
中
隊
が
七
〇
〇
～
八
〇
〇

人

に
膨
れ
上
が
る
。
夏
の
暑
い
と
き
に
各
部
屋
の
兵
隊
が
倍
に
な
り
、
寝
台
も
二
段

に
な
っ
た
。

　
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
二
月
十
五
日
・
十
六
日
の
耐
寒
演
習
の
と
き
は
、
小

隊
長
の
庄
子
少
尉
が
一
年
志
願
兵
の
人
で
、
三
十
歳
過
ぎ
て
か
ら
召
集
さ
れ
た
。
仙

台
市
榴
ヶ
岡
の
歩
兵
第
四
連
隊
か
ら
黒
川
郡
大
衡
村
・
加
美
郡
色
麻
村
（
現
色
麻
町
）

の
王
城
寺
原
ま
で
の
行
軍
の
と
き
に
は
、
庄
子
小
隊
長
は
足
が
悪
い
の
で
、
背
の
う

な
ど
を
分
隊
長
の
三
塚
庸
治
さ
ん
（
話
者
⑪
）
が
全
部
背
負
っ
て
走
っ
た
。
黒
川
郡
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吉
岡
町
（
現
大
和
町
）
の
田
ん
ぼ
の
堀
に
雪
が
い
っ
ぱ
い
に
積
っ
て
い
て
、
庄
子
隊

長

が
ド
ブ
に
入
っ
た
。
そ
れ
を
助
け
出
し
て
吉
岡
の
店
で
火
を
焚
い
た
。

　

王
城
寺
原
に
到
着
す
る
と
、
演
習
が
始
ま
り
、
汗
が
ダ
ラ
ダ
ラ
と
流
れ
る
。
雪
の

暫
壕

で
一
晩
過
ご
す
と
、
手
足
が
凍
え
て
動
け
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
に
夜
に
な
る

と
中
隊
長
、
将
校
た
ち
は
民
家
で
暖
を
と
っ
て
い
た
。
そ
の
状
況
を
夜
中
過
ぎ
に
大

隊

長
の
白
川
少
佐
が
見
て
、
翌
朝
に
集
め
ら
れ
、
将
校
た
ち
が
み
ん
な
ビ
ン
タ
を
さ

れ

た
。
兵
隊
の
前
で
大
隊
長
か
ら
ビ
ン
タ
を
さ
れ
た
。
ま
た
朝
に
突
撃
ラ
ッ
パ
が
鳴
っ

て

も
足
が
冷
た
く
て
、
誰
も
駆
け
出
す
者
も
い
な
か
っ
た
。

　

演
習
が
終
っ
て
帰
っ
て
く
る
と
き
も
、
黒
川
郡
富
谷
村
（
現
富
谷
町
）
あ
た
り
で

も
雪
が
降
っ
て
い
て
前
が
見
え
な
か
っ
た
。

　
佐
藤
耕
也
さ
ん
（
大
正
七
年
［
一
九
一
八
］
二
月
生
ま
れ
、
話
者
⑨
）
は
、
昭
和

十
四

年
（
一
九
三
九
）
五
月
に
仙
台
の
歩
兵
第
四
連
隊
に
入
隊
し
た
。
昭
和
十
四

年
五
月
か
ら
昭
和
十
五
年
八
月
ま
で
仙
台
の
歩
兵
第
四
連
隊
で
兵
隊
生
活
を
過
ご
し

た
。

　
昭

和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
九
月
に
中
支
派
遣
歩
兵
百
四
連
隊
に
転
属
と
な
る
。

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
十
二
月
に
除
隊
と
な
り
、
事
務
適
任
証
書
お
よ
び
善
行

証
書
が
付
与
さ
れ
る
。
昭
和
十
入
年
（
一
九
四
三
）
一
月
に
は
、
仙
台
市
原
町
苦
竹
（
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
が
た
け

仙
台
市
宮
城
野
区
）
の
東
京
第
一
陸
軍
造
兵
廠
仙
台
製
造
所
（
一
般
の
人
々
は
苦
竹

陸
軍
造
兵
廠
と
呼
ぶ
）
に
就
職
し
て
、
庶
務
課
教
育
係
を
担
当
す
る
。
昭
和
十
八
年

六
月
に
は
、
同
廠
技
能
者
養
成
所
へ
転
配
属
と
な
り
、
訓
育
係
兼
寮
長
と
な
る
。

　
技
能
者
養
成
所
は
、
昭
和
十
入
年
六
月
に
正
式
に
開
所
し
た
。
こ
の
当
時
、
技
能

者
養
成
所
の
舎
監
は
准
尉
の
庄
子
忠
雄
さ
ん
、
寮
長
は
佐
藤
耕
也
さ
ん
で
あ
り
、
舎

監
の
実
弟
の
庄
子
新
造
さ
ん
（
昭
和
四
年
＝
九
二
九
］
生
ま
れ
、
話
者
⑫
）
は
、

仙
台
市
六
郷
高
等
小
学
校
卒
業
後
の
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
四
月
に
技
能
者
養

成
所
に
入
所
し
て
、
号
令
に
合
わ
せ
て
ヤ
ス
リ
か
け
、
板
金
な
ど
の
作
業
を
行
っ
た
。

昭
和
十
九
年
八
月
に
養
成
所
を
修
了
す
る
と
、
養
成
工
は
、
昭
和
十
九
年
九
月
か
ら

各
工
場
に
配
属
と
な
る
。
造
兵
廠
は
、
第
一
工
場
は
鍛
造
、
プ
レ
ス
加
工
、
第
二
工

場

は
旋
盤
、
機
関
銃
の
弾
丸
作
り
、
第
三
工
場
は
弾
丸
に
火
薬
を
つ
め
る
火
薬
工
場
、

第
四
工
場
は
旋
盤
、
掘
削
（
弾
丸
削
り
）
な
ど
を
行
っ
た
。

　

庄

子
新
造
さ
ん
は
、
昭
和
十
九
年
九
月
か
ら
第
四
工
場
に
配
属
と
な
り
、
二
十
ミ

リ
機
関
砲
の
弾
丸
作
り
を
行
っ
て
い
た
。
工
場
配
属
に
な
っ
て
か
ら
は
、
自
宅
か

ら
通
う
よ
う
に
な
る
が
、
遠
方
の
人
は
寮
に
入
っ
た
。
造
兵
廠
の
工
場
は
、
①
八
　

○
○
～
一
七
　
○
○
、
②
一
七
　
○
○
～
二
四
一
〇
〇
、
③
二
四
一
〇
〇
～
八
一

〇

〇

の
三

交
代
制
で
行
わ
れ
、
一
週
間
は
②
一
七
一
〇
〇
～
二
四
　
○
○
の
時
間
帯

に
勤
務
す
れ
ば
、
次
に
は
①
八
一
〇
〇
～
一
七
　
○
○
の
時
間
帯
に
交
替
す
る
な
ど
、

二
四
時
間
体
制
で
工
場
は
稼
動
し
て
い
た
。

　

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
三
月
十
日
の
東
京
大
空
襲
で
東
京
の
造
兵
廠
が
焼
け

る
と
、
仙
台
の
陸
軍
造
兵
廠
の
職
工
が
、
東
京
の
第
一
陸
軍
造
兵
廠
に
派
遣
さ
れ
た
。

庄
子
新
造

さ
ん
は
、
浦
和
の
宿
舎
に
滞
在
し
て
、
終
戦
ま
で
東
京
第
一
陸
軍
造
兵
廠

に
通
っ
た
。
終
戦
後
は
、
昭
和
二
十
年
八
月
二
一
日
頃
に
軍
用
列
車
で
仙
台
ま
で
帰
っ

て

き
た
。
当
時
は
、
仙
台
駅
か
ら
三
越
、
市
役
所
あ
た
り
ま
で
が
見
渡
さ
れ
、
仙
台

空
襲
の
た
め
に
建
物
が
何
も
な
か
っ
た
。

　
戦
後
は
、
養
成
工
と
し
て
覚
え
た
技
術
を
も
と
に
、
仙
台
市
の
電
車
、
バ
ス
関
係

の
職

員
に
な
り
、
そ
の
後
は
、
福
祉
・
老
人
セ
ン
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど

の

施
設
管
理
部
門
に
つ
い
た
。
ま
た
養
成
工
出
身
者
の
多
く
は
、
警
察
予
備
隊
、
保

安
隊
、
自
衛
隊
に
志
願
し
て
入
隊
し
た
。

　
平
塚
三

郎
さ
ん
（
大
正
十
四
年
三
九
二
五
］
生
ま
れ
、
話
者
⑩
）
は
、
昭
和

十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
一
月
に
歩
兵
第
四
連
隊
に
入
隊
し
た
。
入
隊
す
る
と
き
、

営
庭
で
入
隊
検
査
を
さ
れ
る
。
青
年
学
校
の
服
を
着
て
、
奉
公
袋
を
持
っ
て
、
入
隊

証
明
書
持
参
で
手
続
き
を
と
っ
て
、
各
中
隊
に
行
く
。
こ
の
と
き
官
給
品
の
軍
服
に

着
替
え
る
。

　
当
時
の
軍
隊
の
食
事
は
、
豆
玉
飯
（
大
豆
油
を
し
ぼ
っ
た
カ
ス
を
米
に
ま
ぜ
た
ご

飯
）
、
コ
ー
リ
ャ
ン
飯
な
ど
だ
っ
た
。
味
噌
汁
は
乾
燥
さ
せ
た
大
根
、
芋
の
つ
る
な

ど
を
具
に
入
れ
た
。
軍
隊
の
食
事
で
消
化
を
悪
く
し
て
下
痢
に
な
っ
た
。
古
参
兵
、
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下
士
官
は
お
米
の
部
分
だ
け
を
食
べ
る
が
、
初
年
兵
は
そ
の
残
り
な
の
で
惨
め
な
も

の
だ

っ

た
。
何
か
あ
る
と
す
ぐ
に
整
列
さ
せ
ら
れ
、
私
的
制
裁
は
日
常
茶
飯
事
だ
っ

た
。
往
復
ビ
ン
タ
で
一
度
に
二
十
～
三
十
回
た
た
か
れ
る
の
が
普
通
だ
っ
た
。
ぶ
っ

飛
ば

さ
れ
て
、
バ
ケ
ツ
の
水
を
か
け
ら
れ
、
意
識
が
戻
る
ま
で
ま
た
な
ぐ
ら
れ
る
。

手
が
痛
い
か
ら
と
革
の
ス
リ
ッ
パ
で
た
た
く
。
目
か
ら
火
花
が
飛
び
、
し
ま
い
に
は

痛
み

の
感
覚
も
な
く
な
り
、
ほ
っ
ぺ
た
が
熱
く
な
る
感
じ
だ
っ
た
。
蝉
の
真
似
を
し

ろ
と
か
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
さ
せ
ら
れ
る
。
靴
ひ
も
と
け
て
も
、
ボ
タ
ン
一
つ
は
ず

れ
て

も
、
ビ
ン
タ
が
飛
ん
で
く
る
。
私
的
制
裁
で
怪
我
す
る
の
も
普
通
だ
っ
た
。
い

く
ら
投
げ
ら
れ
て
も
、
ぶ
っ
倒
さ
れ
て
も
文
句
の
い
い
よ
う
が
な
い
。
な
に
か
あ
る

と
天
皇
陛
下
の
命
令
に
よ
る
と
い
わ
れ
、
何
も
文
句
は
い
え
ず
、
古
参
兵
は
威
張
っ

て

い

た
。
何
か
事
故
を
起
す
と
東
京
に
向
か
っ
て
誤
り
な
さ
い
と
教
育
さ
れ
た
。

　
当
時
、
戦
地
の
負
傷
兵
は
国
内
送
還
さ
れ
て
山
形
の
衛
戌
病
院
に
送
ら
れ
て
い
た
。

衛
生
兵

な
の
で
立
ち
会
っ
て
い
た
が
、
死
ぬ
と
き
に
、
「
お
母
さ
ん
」
と
い
う
兵
隊

が
多
く
、
「
天
皇
陛
下
万
歳
」
と
い
う
人
も
、
「
お
父
さ
ん
」
と
い
う
人
も
い
な
か
っ

た
。
死
ぬ
と
歩
哨
つ
き
の
し
か
ば
ね
室
に
お
灯
明
を
つ
け
て
、
毛
布
一
枚
掛
け
て
一

日
安
置
さ
れ
る
。

　
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
に
は
、
空
襲
対
策
と
し
て
、
兵
隊
が
避
難
す
る
た
め

に
四
連
隊
の
営
庭
に
甕
を
埋
め
て
、
タ
コ
ツ
ボ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
昭
和
二
十

年
（
一
九
四
五
）
七
月
九
日
、
突
然
、
空
襲
警
報
が
な
っ
て
、
「
敵
機
だ
、
敵
機
だ
、

空

を
見
ろ
」
の
卿
夙
が
な
っ
た
。
翌
日
に
、
衛
生
兵
な
ど
が
兵
営
を
出
て
、
仙
台
市

内
に
入
っ
た
が
、
あ
ま
り
に
熱
く
て
近
づ
く
こ
と
が
で
き
ず
、
X
橋
か
ら
戻
っ
た
。

空
襲
の
翌
々
日
に
市
内
に
行
く
と
、
名
掛
丁
あ
た
り
ま
で
逃
げ
て
き
た
人
が
、
ご
ろ

ご

ろ
死
ん
で
い
た
。

　
仙
台
空
襲
で
は
、
市
電
通
り
の
幹
線
道
路
の
内
側
一
体
が
焼
け
た
が
、
東
北
学
院
、

控
訴
院
、
市
役
所
、
県
庁
、
保
険
局
な
ど
は
残
っ
た
。
名
掛
丁
の
七
十
七
銀
行
本
店

の

金
庫
内
の
百
円
札
は
、
木
の
葉
を
燥
製
し
た
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
電
車
の
線
路

と
電
線
は
飴
の
よ
う
に
溶
け
て
い
た
。
国
防
婦
人
会
（
昭
和
十
七
年
に
大
日
本
婦
人

会
へ
統
合
）
の
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
が
、
防
空
頭
巾
を
か
ぶ
り
、
バ
ケ
ツ
の
水
で
、
火

を
消
し
て
い
た
。
柳
町
、
立
町
、
北
材
木
町
な
ど
の
建
物
の
下
に
防
空
壕
が
あ
り
、

中
で
み
ん
な
死
ん
で
い
た
。
死
骸
に
莚
を
か
け
て
、
親
戚
な
ど
に
引
き
取
っ
て
も
ら
つ

た
。
平
塚
さ
ん
は
、
衛
生
救
急
班
と
し
て
市
内
を
ま
わ
っ
た
が
、
真
夏
な
の
で
、
死

骸
の

目
、
口
、
鼻
か
ら
、
も
こ
も
こ
蛆
が
出
て
く
る
。
負
傷
し
た
人
か
ら
も
蛆
が
も

こ
も
こ
出
て
い
た
。
工
兵
隊
の
馬
は
火
に
向
か
っ
て
、
走
っ
て
行
き
、
み
ん
な
死
ん

だ
。
工
兵
山
（
青
葉
山
の
旧
陸
軍
川
内
諸
兵
作
業
場
）
に
は
、
避
雷
針
の
あ
る
火
薬

庫
が
五
十
メ
ー
ト
ル
お
き
く
ら
い
に
何
十
ヶ
所
も
あ
り
、
火
薬
庫
に
は
ト
ロ
ッ
コ
で

運
ば

れ

た
火
薬
、
弾
薬
缶
を
収
納
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
空
襲
後
も
毎
日
、
毎

日
、
工
兵
隊
の
火
薬
庫
が
爆
発
し
て
い
た
。
秋
に
な
っ
て
も
青
葉
山
に
は
、
き
の
こ

採
り
に
行
く
人
も
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
不
発
弾
を
分
解
す
る
と
き
に
、
爆
発
し

て
、
手
、
腕
を
な
く
す
人
も
い
た
。
回
収
さ
れ
た
不
発
弾
は
、
朝
鮮
人
の
古
物
商
が

買
っ
て
高
値
で
売
ら
れ
て
い
た
。

昭
和
十
三
年
一
月
（
一
九
三
八
）
の
四
連
隊
井
戸
で
の
首
な
し
白
骨
死
体
事
件

　
『
仙
台
市
警
察
史
』
に
よ
れ
ば
、
昭
和
十
一
年
五
月
に
妻
帯
者
の
仙
台
陸
軍
病
院

衛
生
伍
長
が
、
妊
娠
し
た
愛
人
の
女
性
（
隣
接
す
る
宮
城
県
警
察
部
衛
生
課
長
の
女

中
）
を
絞
殺
、
病
院
の
床
下
に
埋
め
る
。
犯
行
の
三
か
月
後
、
歩
兵
第
四
連
隊
に
転

属
、
腐
乱
し
た
死
体
の
一
部
を
四
連
隊
の
井
戸
に
捨
て
た
。
昭
和
十
三
年
一
月
二
三

日
、
井
戸
さ
ら
い
の
と
き
に
、
コ
モ
包
み
の
白
骨
死
体
が
発
見
さ
れ
る
。
犯
人
は
満

洲
に
出
征
、
憲
兵
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
る
。
事
件
が
発
覚
す
る
前
に
も
、
井
戸
の
水

が
ま
ず
い
、
く
さ
い
と
四
連
隊
内
で
は
う
わ
さ
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
井
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

さ
ら
い
が
行
わ
れ
発
覚
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

こ
の
話
し
は
、
四
連
隊
の
殺
人
事
件
と
し
て
、
兵
隊
た
ち
の
あ
い
だ
で
も
噂
話

と
な
っ
て
伝
わ
っ
て
い
る
。
仙
台
市
宮
城
野
区
の
石
母
田
さ
ん
は
、
昭
和
十
四
年

（
一
九

三

九
）
八
月
に
四
連
隊
に
補
充
兵
と
し
て
入
隊
す
る
が
、
そ
の
と
き
に
先
輩

の

陸
軍
軍
曹
か
ら
こ
の
話
し
を
聞
い
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
犯
人
の
四
連
隊
衛
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生
伍
長

が
、
陸
軍
衛
戊
病
院
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
と
き
に
、
外
来
患
者
の
女
性
と
仲

良
く
な
っ
て
、
妊
娠
し
て
お
腹
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
を
せ
め
た
て
、
あ
る
晩
殺
し

た
。
建
物
の
下
に
し
ば
ら
く
埋
め
て
い
た
が
、
ば
れ
る
と
思
っ
て
首
を
切
っ
て
身
体

だ

け
菰
に
包
ん
で
、
四
連
隊
内
の
井
戸
に
投
げ
入
れ
て
い
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
兵

隊

た
ち
が
井
戸
水
を
汲
ん
で
お
湯
を
沸
か
し
て
使
っ
て
も
、
う
ま
く
な
い
と
評
判
に

な
っ
た
。
あ
る
日
、
掻
掘
し
て
み
た
ら
白
骨
死
体
が
出
て
き
た
。
そ
れ
か
ら
憲
兵
隊

と
警
察
が
そ
れ
ぞ
れ
調
べ
始
め
る
が
、
首
が
出
て
こ
な
か
っ
た
。
当
時
は
、
昭
和

十
三
年
（
一
九
三
八
）
の
「
日
中
事
件
」
（
日
中
戦
争
）
が
始
ま
っ
て
い
て
、
犯
人

は
満
洲
に
派
兵
さ
れ
て
い
た
。
四
連
隊
周
辺
の
民
家
の
井
戸
も
調
べ
ら
れ
、
い
ろ
い

ろ
な
聞
き
込
み
が
な
さ
れ
た
。
歯
型
か
ら
殺
さ
れ
た
女
性
の
身
元
も
調
べ
ら
れ
、
近

所
の
女
中
さ
ん
だ
と
わ
か
り
、
女
中
さ
ん
が
衛
戌
病
院
の
兵
隊
と
仲
良
く
な
っ
て
、

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
面
会
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
陸
軍
衛
戌
病
院
の
井
戸

も
調
べ
た
ら
首
が
出
た
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
と
な
っ
た
。
満
洲
に
派
兵
さ
れ

て

い

た
犯
人
も
取
り
調
べ
を
受
け
て
仙
台
に
連
れ
戻
さ
れ
た
。
終
戦
後
の
昭
和
二
一

年
頃
に
は
、
こ
の
話
し
が
新
東
宝
で
映
画
化
さ
れ
、
当
時
の
司
令
官
が
反
対
し
て
騒

い
だ

こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

（
2
）
一
兵
士
が
見
た
軍
隊
と
戦
争

①
召
集
と
出
征
兵
士
、
家
族

　
石
垣
八
郎
さ
ん
（
大
正
元
年
三
九
一
二
］
生
ま
れ
、
話
者
④
）
は
、
昭
和
十
七

年
（
一
九
四
三
）
四
月
十
七
日
に
結
婚
す
る
が
、
昭
和
十
七
年
六
月
に
四
回
目
の
召

集
と
な
っ
た
。

　
召
集
の
と
き
に
は
、
大
沢
村
役
場
兵
事
係
の
人
が
、
召
集
令
状
を
家
ま
で
持
っ
て

き
た
。
「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
き
ま
し
た
よ
。
」
と
い
わ
れ
た
が
、
内
心
で

は
、
何
が
お
め
で
と
う
だ
と
思
う
。
妻
や
子
ど
も
の
い
る
家
で
は
、
召
集
令
状
が
き

て
、
泣
く
家
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
そ
れ
き
り
生
き
て
家
族
と
会
え
な
い
こ
と
も
多

く
、
そ
の
覚
悟
も
し
て
い
た
。
こ
う
い
う
と
き
に
本
当
に
思
う
の
は
女
房
、
子
ど
も

の

こ
と
だ
っ
た
。

　
奉
公
袋
に
貴
重
品
、
揮
二
本
、
石
鹸
、
手
拭
い
、
軍
隊
手
帳
、
召
集
令
状
、
糸
に

針
の
裁
縫
道
具
等
を
入
れ
て
用
意
す
る
。
召
集
令
状
が
く
る
と
、
「
餅
ぶ
る
ま
い
」

と
い
っ
て
、
親
類
に
呼
ば
れ
て
、
ご
馳
走
さ
れ
る
。
出
発
の
と
き
は
、
大
沢
小
学
校

の
生
徒

に
芋
沢
大
竹
の
三
角
茶
屋
ま
で
送
ら
れ
る
。
こ
の
と
き
日
の
丸
小
旗
を
振
っ

て
、
万
歳
、
万
歳
の
連
呼
で
送
ら
れ
る
。
出
征
軍
人
に
も
、
一
言
お
願
い
し
ま
す
と

い

わ
れ
る
の
で
、
学
童
に
対
し
て
、
「
常
に
勉
強
し
て
、
お
国
の
た
め
に
尽
く
し
て

も
ら
い
た
い
、
今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
と
お
礼
を
の
べ
る
。

国
鉄
仙
山
線
（
現
J
R
仙
山
線
）
の
落
合
駅
か
ら
仙
台
駅
ま
で
鉄
道
を
利
用
し
、
仙

台
駅
か
ら
歩
兵
第
四
連
隊
ま
で
歩
く
。
こ
の
と
き
妻
や
親
戚
な
ど
が
同
行
し
て
い
く
。

営
内
の
中
に
は
い
る
と
、
そ
こ
で
家
族
、
親
戚
と
の
別
れ
と
な
る
。
そ
の
と
き
着
て

い

た
服
は
、
軍
隊
の
官
給
品
に
は
き
か
え
る
の
で
、
脱
い
だ
服
は
全
部
家
族
に
渡
さ

れ

る
。
家
族
は
営
門
の
前
で
待
っ
て
い
る
と
、
名
前
を
呼
ば
れ
て
、
服
を
受
け
取
っ

て
帰
る
。

　
召
集
さ
れ
る
と
お
前
は
機
関
銃
中
隊
へ
行
け
と
指
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
中
隊
長
が

中
隊
の
全
員
を
営
庭
に
集
合
さ
せ
、
こ
れ
か
ら
命
令
を
達
す
る
と
い
う
。
天
皇
陛
下

の
命
令
だ
か
ら
不
動
の
姿
勢
で
命
令
を
達
す
る
。
わ
が
中
隊
は
こ
れ
よ
り
、
何
月
何

日
付
け
を
も
っ
て
、
横
須
賀
港
を
出
発
し
て
、
中
国
の
○
○
県
の
ど
こ
そ
れ
に
行
く

と
い
う
。
軍
隊
の
編
成
は
、
三
個
中
隊
を
集
め
て
、
一
個
大
隊
を
編
成
し
、
大
隊
が

三
個
か

四
個
に
な
っ
た
の
が
一
個
連
隊
で
、
二
個
連
隊
に
特
科
部
隊
も
含
め
て
一
個

旅
団
と
な
る
。
二
個
旅
団
で
一
個
師
団
と
な
る
。

　
出
征
の
と
き
、
仙
台
駅
に
に
わ
か
に
軍
隊
用
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
こ
し
ら
え
、

憲
兵
が
警
備
を
す
る
。
家
族
と
の
面
会
が
十
五
分
く
ら
い
許
さ
れ
る
。
合
図
の
剛
爪

が
な
る
と
、
面
会
時
間
終
了
で
、
い
つ
ま
で
も
す
が
っ
て
い
る
と
元
の
位
置
に
帰
れ

と
怒
鳴
ら
れ
る
。
兵
隊
が
乗
っ
た
汽
車
が
発
つ
と
小
旗
を
振
っ
て
泣
い
て
見
送
り
、

汽
車
を
い
つ
ま
で
も
追
っ
か
け
て
く
る
者
も
い
た
。
出
発
す
る
の
を
見
送
っ
て
、
そ
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の
後
、
家
族
は
帰
る
。
こ
の
と
き
の
つ
ら
さ
と
言
っ
た
ら
言
葉
で
は
表
わ
さ
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
何
度
も
召
集
、
出
征
を
経
験
し
、
慣
れ
て
く
る
と
平
常
心
で
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
部
下
の
兵
隊
に
は
家
族
が
来
る
と
、
何
か
お
菓
子
を
も
ら
っ
て
来
い

よ
と
い
う
。
ス
ル
メ
、
貝
柱
、
菓
子
な
ど
を
横
須
賀
で
船
に
乗
っ
て
か
ら
食
べ
る
。

下
士
官
ま
で
に
な
っ
て
生
き
て
帰
っ
て
こ
れ
れ
ば
、
軍
隊
ほ
ど
お
も
し
ろ
い
も
の
は

な
い
。
班
長
に
対
し
て
、
兵
隊
は
、
女
房
、
子
ど
も
だ
っ
て
出
来
な
い
く
ら
い
の
こ

と
を
し
て
、
も
の
す
ご
く
尽
く
す
。
巻
脚
絆
と
い
た
り
、
軍
靴
と
い
で
く
れ
た
り
、

嬬
衿
や
揮
ま
で
兵
隊
が
全
部
取
り
替
え
て
洗
濯
し
て
く
れ
る
。
兵
隊
の
方
も
そ
れ
だ

け
必
死
だ
っ
た
。
班
長
は
役
場
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
身
上
明
細
書
を
見
て
、
兵
隊
の

こ
と
を
把
握
す
る
。
兵
隊
に
と
っ
て
戦
地
で
死
ぬ
も
死
な
ぬ
も
班
長
し
だ
い
だ
っ
た
。

こ
の
戦
闘
さ
は
、
こ
い
つ
と
こ
い
つ
を
出
す
と
決
め
る
の
は
、
班
長
だ
っ
た
。

②
戦
地
で

の
軍
隊
生
活

　
庄

司
久
右
衛
門
さ
ん
（
明
治
四
十
年
三
九
〇
七
］
三
月
生
ま
れ
、
話
者
①
）
は
、

昭

和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
七
月
一
日
に
、
騎
兵
第
二
連
隊
充
員
召
集
を
受
け
る
。

充
員
召
集
の
赤
い
令
状
は
、
秋
保
村
（
現
仙
台
市
太
白
区
）
役
場
の
雇
人
が
、
直
接
も
っ

て

く
る
。
九
月
十
五
日
に
は
、
北
支
那
派
遣
の
た
め
広
島
の
宇
品
港
を
出
帆
、
九
月

二
八

日
に
、
釜
山
上
陸
十
月
二
日
に
山
海
関
通
過
、
こ
の
後
、
豊
台
か
ら
北
支
那
の

保
定
、
石
家
荘
、
う
す
か
ん
で
の
戦
い
が
激
戦
だ
っ
た
。

　
豊
台
に
い
た
と
き
、
あ
る
兵
隊
が
、
軍
医
さ
ん
い
た
ら
、
頼
み
た
い
と
き
た
。
そ

の
兵
隊
の
金
玉
が
見
た
こ
と
も
な
い
く
ら
い
に
、
ひ
ど
く
腫
れ
上
が
っ
て
い
た
。
軍

医
が
、
「
な
ん
だ
、
お
前
、
何
や
っ
た
ん
だ
」
と
言
っ
た
。
兵
隊
は
、
「
い
や
、
女
い

た
か
ら
、
や
ろ
う
と
思
っ
て
、
こ
ろ
ば
し
た
ら
、
入
ら
ね
え
う
ち
に
、
ど
こ
さ
わ
っ

た
か
、
金
玉
の
と
こ
ろ
に
ツ
カ
ッ
と
き
て
、
痛
く
て
、
痛
く
て
、
こ
う
な
っ
た
」
と

言
う
。
軍
医
が
、
「
う
そ
つ
け
、
本
当
の
こ
と
い
わ
な
い
と
、
診
て
も
や
ん
ね
え
」
と
言
っ

て
、
「
ど
ん
な
に
、
や
り
た
い
と
思
っ
た
っ
て
、
奥
さ
ん
の
お
み
や
げ
に
そ
う
し
た
ら
、

何

に
も
な
ら
な
い
」
と
言
っ
た
。
中
国
大
陸
の
性
病
は
、
日
本
の
梅
毒
、
性
病
と
は
、

病
原
菌
が
違
い
、
毒
性
が
ず
っ
と
強
か
っ
た
。
大
陸
は
、
同
じ
病
名
で
も
毒
性
が
強

い
。
薬
草
で
も
、
日
本
人
に
は
毒
性
の
も
の
が
あ
る
。

　
豊
台
か
ら
汽
車
で
丸
一
日
い
っ
た
保
定
と
い
う
都
市
で
、
汽
車
が
動
か
な
く
な
っ

た
。
衛
生
隊
は
、
赤
十
字
の
腕
章
つ
け
て
、
非
戦
闘
部
員
な
の
で
、
鉄
砲
も
持
っ
て

い

な
い
。
北
支
那
で
は
、
そ
れ
で
や
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
う
ち
、
兵
根
も
な
く
な
っ

た
。
す
る
と
貨
車
の
中
に
、
蜜
蜂
が
飛
ん
で
い
る
の
が
見
え
た
の
で
、
夜
に
蜜
蜂
の

巣
を
持
っ
て
き
て
、
搾
っ
て
口
に
入
れ
て
、
し
の
い
だ
。
ま
た
、
夜
中
に
、
薩
摩
芋

畑
に

行
っ
て
、
蔓
が
つ
い
た
ま
ま
で
み
な
掘
っ
て
、
引
き
ず
っ
て
持
っ
て
き
た
。
下

肥
の
大
便
で
糞
臭
く
て
、
貨
車
の
中
に
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
が
、
草
な
ど
を
寄
せ
て
、

貨
車
の
中
で
焼
き
芋
に
し
て
食
べ
て
命
を
つ
な
い
だ
。
そ
の
こ
と
が
、
今
で
も
忘
れ

ら
れ
な
い
。
こ
の
と
き
百
姓
や
っ
て
い
る
人
間
は
役
に
た
つ
な
あ
と
思
っ
た
。

　
戦
闘
後
は
、
大
連
に
き
て
、
大
連
市
吉
野
町
三
一
の
相
原
医
院
方
に
舎
営
中
の
と

き
や
、
奉
天
駅
（
奉
天
は
現
在
の
藩
陽
）
で
背
の
う
に
入
れ
て
い
た
石
川
啄
木
の
三

握
の
砂
』
を
読
ん
で
い
た
。
そ
れ
か
ら
上
海
に
来
て
、
こ
こ
で
村
野
誠
一
少
佐
の
部

隊
に
編
成
さ
れ
て
、
上
等
看
護
卒
と
し
て
「
南
京
攻
略
」
（
南
京
虐
殺
）
に
参
加
す

る
こ
と
に
な
る
。
上
海
の
揚
子
江
（
長
江
）
に
停
泊
し
て
い
る
船
の
碇
が
流
さ
れ
始

め
、
碇
の
鎖
が
切
れ
た
。
揚
子
江
の
河
ロ
は
、
黄
色
く
な
っ
て
水
が
流
れ
出
て
い
く
。

や

む
を
得
ず
英
国
租
界
の
方
か
ら
上
陸
し
た
。
上
陸
し
て
か
ら
は
、
な
か
な
か
命
令

が

こ
な
い
の
で
、
民
間
人
が
立
ち
退
い
た
あ
と
を
整
理
し
て
部
隊
編
成
を
す
る
。
上

海
の
あ
る
民
家
の
軒
を
見
た
ら
、
に
ん
に
く
が
た
く
さ
ん
乾
か
し
て
あ
っ
た
。
こ
の

部
隊
は
、
二
五
、
二
六
～
三
八
、
三
九
歳
ぐ
ら
い
の
人
が
召
集
さ
れ
て
い
た
が
、
気
の

合
う
人
は
、
年
齢
と
関
係
な
く
、
三
六
歳
の
兵
隊
と
い
っ
し
ょ
に
、
に
ん
に
く
を
飯

盒

に
入
れ
て
、
砂
糖
で
煮
詰
め
て
一
〇
個
く
ら
い
食
べ
た
。
次
の
日
、
太
陽
が
紫
に

見

え
て
、
頭
が
く
ら
く
ら
す
る
く
ら
い
に
き
た
。
こ
こ
に
は
十
日
前
後
い
た
が
、
そ

の

間
に
コ
レ
ラ
菌
が
ま
か
れ
た
と
い
う
情
報
が
あ
り
、
軍
の
命
令
で
生
水
、
水
道
水

は
、
飲
む
な
と
言
わ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
水
を
飲
ん
だ
ら
案
の
定
コ
レ
ラ
に
な
っ

た
。
あ
ぶ
な
く
死
ぬ
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
こ
の
と
き
四
人
が
コ
レ
ラ
に
な
っ
た
。
軍
医
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に
、
「
お
前
、
水
道
の
水
飲
ん
だ
べ
、
こ
の
本
当
に
、
何
と
い
う
こ
と
を
し
た
ん
だ
、

お

前
、
死
ぬ
ぞ
」
と
言
わ
れ
た
。
下
痢
は
す
る
し
、
鼻
が
と
が
っ
て
き
て
、
ふ
く
ら

は
ぎ
の
は
い
き
ゅ
う
筋
の
膨
ら
み
が
な
く
な
り
、
ペ
タ
ッ
と
な
っ
て
し
ま
う
。
軍
医

か

ら
一
切
ご
飯
を
食
べ
る
な
よ
と
言
わ
れ
、
四
日
間
パ
ン
食
で
、
そ
れ
に
何
か
薬
の

よ
う
な
も
の
を
飲
ま
さ
れ
た
。
四
日
目
の
晩
に
、
下
痢
し
て
い
て
、
便
所
に
立
つ
と
き
、

ブ

ー
と
屈
が
出
た
。
そ
う
し
た
ら
陰
の
ほ
う
に
軍
医
が
立
っ
て
い
て
、
「
う
ん
、
よ
し
、

治
っ
た
、
お
前
が
治
っ
た
く
ら
い
だ
か
ら
、
み
ん
な
治
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
。
治
っ

て

か

ら
部
隊
を
追
い
か
け
た
。
無
錫
で
追
い
つ
い
た
。
そ
の
二
、
三
日
後
に
、
南
京

を
攻
略
し
た
。
無
錫
に
は
、
二
、
三
ヶ
月
駐
屯
し
て
い
た
。
負
傷
し
た
兵
隊
は
担
架

に
の
せ
ら
れ
て
、
一
旦
、
兵
姑
部
に
護
送
さ
れ
る
。
一
線
部
隊
も
退
却
し
て
、
一
旦
、

兵
姑
部
に
戻
っ
て
、
食
糧
な
ど
を
揃
え
て
か
ら
、
ま
た
戦
闘
に
行
く
。
戦
争
は
お
互

い

に
殺
し
合
う
こ
と
。
ど
っ
ち
が
勝
つ
か
負
け
る
か
で
や
っ
て
き
た
の
が
第
一
線
の

兵
隊
、
兵
姑
地
と
比
べ
る
と
、
第
一
線
の
部
隊
は
人
間
味
が
な
く
な
り
、
殺
気
立
っ

て

く
る
。
ま
た
第
二
師
団
の
兵
隊
は
、
東
北
人
の
特
徴
と
し
て
、
命
令
は
何
で
も
、
「
は

い
」
と
言
っ
て
や
る
。
そ
れ
は
、
関
西
、
大
阪
の
兵
隊
と
は
違
っ
た
。
こ
の
「
南
京

攻
略
」
の
ざ
ま
は
、
見
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
略
奪
、
暴
行
な
ん
て
い
う
言
葉
で

は
、
表
わ
さ
れ
な
い
く
ら
い
だ
っ
た
。
し
か
し
、
「
南
京
攻
略
」
の
こ
と
は
、
今
で
も
、

一
切
、
話
し
は
し
た
く
な
い
。

　
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
二
月
二
二
日
に
は
、
上
海
を
出
帆
し
、
二
月
二
五
日

宇
品
上
陸
、
三
月
二
日
下
士
適
任
証
書
付
与
、
三
月
三
日
召
集
解
除
と
な
る
。

　
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
七
月
十
七
日
に
は
、
歩
兵
第
百
三
十
連
隊
に
臨
時
召

集
と
な
る
。
こ
の
と
き
は
衛
生
兵
長
と
し
て
、
北
朝
鮮
の
羅
南
の
衛
生
隊
本
部
に
い

て
、
野
戦
防
疫
部
の
手
伝
い
で
、
一
、
二
回
、
「
慰
安
婦
」
の
検
疫
で
病
気
の
有
無
を

検
査
し
た
。

　
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
七
月
二
七
日
に
は
、
熊
本
県
人
吉
地
区
の
東
部
第

百
二
十
四
部
隊
に
衛
生
伍
長
と
し
て
臨
時
召
集
さ
れ
る
。
沖
縄
奪
還
の
旅
団
付
き
と

い

う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
八
月
十
五
日
に
重
大
発
表
が
あ
っ
た
ん
だ
と
い
う
こ
と

で
、
そ
の
内
容
を
隊
長
が
、
本
部
に
下
士
官
、
兵
隊
も
い
る
と
こ
ろ
で
も
ら
し
た
。

今
の
話
し
は
、
お
前
た
ち
に
聞
こ
え
な
い
こ
と
に
し
て
く
れ
と
口
止
め
さ
れ
た
。
八

月
十
六
日
の
朝
に
解
隊
式
を
や
っ
た
。
壇
上
か
ら
兵
隊
を
よ
せ
て
、
東
北
か
ら
き
た

兵
隊
は
、
な
じ
ょ
で
も
よ
い
か
ら
、
化
け
て
帰
れ
と
い
わ
れ
た
。
帰
る
の
に
デ
マ
は

と
ぶ
し
、
我
先
に
、
我
先
に
と
帰
っ
て
い
く
。
博
多
に
行
け
ば
よ
い
と
か
、
そ
っ
ち

さ
行
け
ば
よ
い
と
か
、
ど
こ
そ
れ
の
橋
こ
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
行
か
ん
ね
え
な
ど
と
、

デ
マ

が
と
ぶ
。
帰
り
に
は
部
隊
か
ら
乾
麺
包
な
ど
四
、
五
日
分
の
食
糧
が
支
給
さ
れ

た
。
人
吉
か
ら
出
か
け
る
前
に
大
き
な
台
風
が
来
て
い
て
、
山
陽
線
が
被
害
受
け

た
。
広
島
ま
で
国
鉄
が
動
か
な
か
っ
た
。
宿
を
と
っ
た
ら
、
そ
こ
で
今
か
ら
船
が
出

る
か
ら
、
行
っ
て
乗
り
な
さ
い
と
い
わ
れ
五
〇
〇
円
と
ら
れ
た
。
船
に
乗
っ
て
、
食

糧
の

入
っ
た
リ
ュ
ッ
ク
を
船
室
に
お
い
て
い
た
ら
、
そ
れ
が
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
な

く
な
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
船
員
に
告
げ
る
と
、
「
下
手
に
騒
ぐ
と
命
ま
で
な
く

す
よ
」
と
逆
に
脅
さ
れ
た
。
翌
朝
、
夜
が
明
け
て
広
島
で
は
、
水
と
食
い
物
が
何
も

な
い
。
広
島
の
憲
兵
隊
に
行
っ
て
、
鍋
の
残
り
物
を
も
ら
い
食
わ
せ
て
も
ら
っ
た
。

八
月
二
五
日
に
故
郷
の
宮
城
県
名
取
郡
秋
保
村
新
川
（
現
仙
台
市
青
葉
区
新
川
）
に

帰
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
九
月
十
六
日
に
九
州
の
人
吉
に
帰
れ
と
い
う
電
報
が
来

て

い

た
。
人
吉
に
戻
る
と
、
小
学
校
に
泊
ま
っ
て
い
う
と
い
わ
れ
、
同
じ
部
隊
の
者

が
、
み
ん
な
何
が
何
だ
か
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
で
い
た
。
次
の
朝
か
ら
一
人
一
人

呼
ば
れ
て
、
陸
軍
司
法
部
の
少
将
が
い
て
、
取
り
調
べ
を
受
け
た
。
召
集
解
除
す
る

と
い
う
文
書
が
ど
こ
に
も
無
か
っ
た
の
で
、
「
陣
中
逃
亡
兵
」
と
し
て
、
取
り
調
べ

を
受
け
た
。
四
日
ぐ
ら
い
人
吉
に
い
て
、
旅
費
、
日
当
を
も
ら
っ
て
帰
っ
て
き
た
。

　
石
垣
八
郎
さ
ん
（
大
正
元
年
＝
九
一
二
］
十
一
月
生
ま
れ
、
話
者
④
）
は
、
昭

和
入
年
（
一
九
三
三
）
一
月
二
十
日
に
現
役
兵
と
し
て
歩
兵
第
四
連
隊
に
入
隊
。
同

年
七

月
十
日
に
歩
兵
一
等
兵
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
七
月
二
十
日
に
帰
休
除

隊
、
同
年
十
二
月
一
日
に
予
備
役
編
入
。
最
初
の
召
集
は
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）

に
歩
兵
第
四
連
隊
の
機
関
銃
中
隊
に
召
集
さ
れ
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
二
月

二
六

日
の
二
．
二
六
事
件
（
内
大
臣
斎
藤
実
、
大
蔵
大
臣
高
橋
是
清
な
ど
を
殺
害
）
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写真8　昭和6年（1931）9月19日
　　　満洲事変における捕虜の護送（前掲書r在満
　　　記念写真帖』）

皆

写真5　昭和6年（1931）9月19日
　　　満洲事変における長春付近の戦闘のとき歩
　　　兵第四連隊の兵隊が出た後の兵舎（仙台市
　　　歴史民俗資料館所蔵『歩兵第四連隊在満記念写
　　　真帖』、以下『在満記念写真帖』と略す）

写真9　昭和6年（1931）9月19日
　　　満洲事変における関東軍独立守備隊による
　　　紅頂子の戦闘（前掲書『在満記念写真帖』）

懸

写真6　昭和6年（1931）9月19日午前11時30分
　　　満洲事変における寛城子占領後の歩兵第四
　　　連隊（前掲書『在満記念写真帖』）

写真10　昭和6年（1931）9月21日～23日
　　　　満洲事変における吉林駅前の歩兵第四連
　　　　隊（前掲書『在満記念写真帖』）

写真7　昭和6年（1931）9月19日
　　　満洲事変における「寛城子支那兵捕虜」（前
　　　掲書「在満記念写真帖』）
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難
　

　

倍

＼継潔

写真14　昭和7年（1932）1月31日
　　　　満洲事変における歩兵第四連隊による双城
　　　　径付近の戦闘（昭和8年6月1日発行の歩兵第四
　　　　連隊『昭和六，七年満洲事変記念戦蹟を訪ねて一
　　　　続篇一』より、以下「満洲事変記念戦蹟を訪ねて』

　　　　と略す）

写真11　昭和6年（1931）9月21日～23日
　　　　満洲事変における吉林領事館（前掲書r在
　　　　満記念写真帖』）

写真15　昭和7年（1932）1月31日
　　　　双城褒における戦死者の火葬（前掲書『満洲
　　　　事変記念戦蹟を訪ねて』）

写真12　昭和6年（1931）9月24日午後1時30分す
　　　　ぎ
　　　　満洲事変における吉林駅前の歩兵第四連
　　　　隊（前掲書「在満記念写真帖』）

写真16　昭和7年（1932）2月1日～3日
　　　　コーリャン畑をぬいハルビンに向かう歩兵
　　　　第四連隊（前掲書『満洲事変記念戦蹟を訪ねて』）

写真13　昭和6年（1931）10月4日
　　　　満洲事変における長春での戦没者慰霊祭
　　　　　（『在満記念写真帖」）
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ぺ
⇔
漂
忍
．

三：鋸ぼ

写真20　昭和7年（1932）
　　　　歩兵第四連隊による敦化忠霊塔告別式（前
　　　　掲書『満洲事変記念戦蹟を訪ねて』）

亀
差簿熟

蜘

襲

写真17　昭和7年（1932）2月
　　　　八ルピンにおける第二師団長の閲兵式（前
　　　　掲書「満洲事変記念戦蹟を訪ねて』）

写真21　昭和8年（1933）1月8日
　　　　満州事変後に仙台に凱旋した多門師団こと
　　　　第二師団（渡邊慎也氏所蔵・絵はがき「多門師
　　　　団凱旋実況」）

写真18　昭和7年（1932）2月
　　　　ハルビンにおける歩兵第四連隊本部およ
　　　　び第二大隊、ハルビンの第三中学校校舎を
　　　　使用（前掲書r満洲事変記念戦蹟を訪ねて』）

写真22　昭和8年（1933）1月8日
　　　　仙台駅前において多門第二師団長へ花環
　　　　贈呈（渡邊慎也氏所蔵・絵はがき「多門師団凱旋
　　　　実況」）

ぱ
　

垣
馬

良

灘
噺
醤

写真19　昭和7年（1932）
　　　　敦化における歩兵第四連隊本部（前掲書
　　　　『『満洲事変記念戦蹟を訪ねて』）
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写真26　昭和12年（1937）4月
　　　　満洲派兵のために仙台市川内の第二師団
　　　　から南町通（多門通）を通過して仙台駅に向
　　　　かうところ（前掲書『駐満記創）

写真23　昭和8年（1933）1月8日
　　　　仙台駅前の凱旋門を通過する多門師団長
　　　　　（渡邊慎也氏所蔵・絵はがき「多門師団凱旋実況」）

写真27　昭和12年（1937）4月
　　　　満洲派兵のために仙台駅を出発する仙台
　　　　第二師団の将校たち（前掲書r駐満記念』）

写真24　昭和8年（1933）1月8日
　　　　仙台駅から南町通（多門師団の凱旋を記念して
　　　　多門通と呼ばれるようになる）を通過する多門
　　　　師団司令部（渡邊慎也氏所蔵・絵はがき「多門師
　　　　団凱旋実況」）

嚢

写真28　昭和12年（1937）4月27日
　　　　満洲に派兵された歩兵第四連隊が満洲北
　　　　部の駐屯地賓県（ピンシェン）に入城（前掲書
　　　　　「駐1満言己念』）

写真25　昭和12年（1937）4月
　　　　満洲に派兵されるにあたり招魂社（昭和14年
　　　　に護国神社と改称）に参拝する仙台第二師団
　　　　　（仙台市歴史民俗資料館所蔵「2597－2600駐満
　　　　記念』［昭和15年発行］、以下『駐満記念』と略す）
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写真32　昭和14年（1937）冬
　　　　ノモンハン事件戦死者の遺骨をもって歩兵
　　　　第四連隊に向かう（加藤治郎氏撮影）

写真29 宮城県からの「皇軍慰問郷土演芸団」（前掲
書「駐満記念』）

写真33 昭和20年（1945）2月　特攻隊決別の宴
（木村一二氏提供）

写真30

． 蒙ジ

満洲の歩兵第四連隊における「故国からの
便り」（前掲書『駐満記念』）

写真31　昭和14年（1937）冬
　　　　ノモンハン事件における歩兵第四連隊戦死
　　　　者の遺骨が仙台駅に到着（加藤治郎氏撮影）
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の

と
き
に
は
鎮
圧
部
隊
と
し
て
、
福
島
ま
で
行
っ
て
十
日
間
く
ら
い
待
機
し
て
い
た
。

召
集
解
除
さ
れ
て
か
ら
は
、
試
験
を
受
け
て
旭
硝
子
に
入
社
す
る
が
、
数
ヶ
月
で
昭

和
十
一
年
に
ま
た
召
集
さ
れ
る
。

　

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
十
二
月
の
「
南
京
陥
落
」
（
南
京
虐
殺
、
中
国
国
民

政
府
の
首
都
南
京
を
攻
略
す
る
作
戦
で
日
本
軍
が
南
京
城
と
そ
の
周
辺
で
お
こ
し
た

虐
殺
事
件
）
の
と
き
に
は
、
守
備
隊
の
］
員
で
派
兵
さ
れ
て
い
た
。
入
城
式
に
は
、

日
の
丸
を
立
て
て
、
南
京
の
門
を
く
ぐ
っ
た
。
南
京
城
入
城
前
に
は
、
日
本
軍
は
捕

虜
を
帰
さ
ず
、
銃
剣
で
突
い
た
り
、
軍
刀
な
ど
で
斬
殺
し
た
。
南
京
城
の
入
口
に
は
、

中
国
人
の
死
骸
が
山
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
当
時
は
小
銃
を
持
っ
て
弾
丸
込
め
て

着
剣
し
て
装
備
を
し
て
外
出
す
る
が
、
外
出
す
る
も
の
は
捕
虜
五
人
殺
せ
と
も
言
わ

れ

た
。
ま
た
、
「
強
姦
」
を
禁
ず
る
通
達
が
あ
り
、
「
強
姦
」
だ
け
は
慎
む
べ
し
と
い

う
訓
示
が
あ
っ
た
が
、
兵
隊
も
十
人
十
色
な
う
え
、
「
や
く
ざ
者
」
も
い
て
、
外
出

し
て
そ
の
ま
ま
帰
っ
て
こ
な
い
者
も
い
た
。
さ
ら
に
当
時
は
食
糧
難
で
、
米
半
合
で

も
娘
を
売
る
時
代
だ
っ
た
。

　

日
本
の
軍
隊
で
は
、
必
要
な
食
糧
や
物
資
の
徴
発
は
、
実
際
に
は
、
現
地
調
達
と

称

し
て
「
略
奪
」
す
る
。
た
だ
し
駐
屯
地
に
い
る
と
き
は
、
憲
兵
が
監
視
し
て
い
る

の

で

町
に
買
出
し
に
行
っ
て
調
達
す
る
。
な
お
徴
発
に
は
、
軍
法
で
将
校
は
行
け
な

い
。
給
養
係
の
下
士
官
が
徴
発
の
役
目
を
担
う
。
給
養
係
は
金
が
余
る
の
で
軍
隊
の

経
理
規
定
に

よ
っ
て
消
費
す
る
。
戦
時
中
に
は
補
給
は
な
く
、
目
的
地
ま
で
前
進
す

る
の
に
半
年
く
ら
い
か
か
る
。
中
国
の
軍
隊
を
押
し
の
け
な
が
ら
、
途
中
食
わ
な
く

て

は
な
ら
な
い
の
で
、
徴
発
、
略
奪
し
な
が
ら
目
的
地
に
向
か
う
。

　
三

回
目
の
召
集
は
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
五
月
五
日
に
、
臨
時
召
集
の
た

め

野
砲
兵
第
二
連
隊
に
応
召
さ
れ
、
第
三
十
三
師
団
兵
器
勤
務
隊
に
編
入
さ
れ
る
。

十

二
月
一
日
に
上
等
兵
と
な
る
が
、
銃
剣
術
で
毎
日
、
初
年
兵
に
胸
を
突
か
せ
て
い

た
の
が
原
因
で
胸
膜
炎
に
な
っ
て
入
院
し
た
。
昭
和
十
五
年
十
二
月
一
日
に
兵
長
、

昭
和
十
六
年
二
月
一
日
に
伍
長
と
な
る
。
こ
の
間
、
千
葉
県
の
陸
軍
歩
兵
学
校
の
短

期
養
成
所
に
六
ヶ
月
い
た
。
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の
第
三
回
作
戦
に
も
参
加
し
た
が
、

そ
の
と
き
は
、
た
く
さ
ん
の
箱
や
爆
破
物
が
浮
い
て
い
て
、
あ
ぶ
な
く
て
反
転
命
令

で
逆
戻
り
し
た
。

　
な
お
、
軍
隊
の
経
歴
は
、
中
隊
は
大
隊
に
合
わ
せ
、
大
隊
は
師
団
に
合
わ
せ
る
の
で
、

実
際
に
は
、
時
期
が
ず
れ
て
い
る
。
戦
死
日
も
合
わ
せ
て
こ
し
ら
え
る
か
ら
、
本
当

は
い
つ
死
ん
だ
か
わ
か
ら
な
い
。

　
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
六
月
に
四
回
目
の
召
集
と
な
る
。
昭
和
十
七
年
以
降

に
は
部
隊
名
が
秘
匿
扱
い
に
な
り
、
東
部
二
十
二
部
隊
（
歩
兵
第
四
連
隊
）
で
東
鳳

隊
（
機
関
銃
中
隊
）
に
編
成
さ
れ
、
「
中
支
」
（
中
支
那
の
こ
と
、
支
那
は
外
国
人
の

中
国
に
対
す
る
呼
称
）
に
派
兵
さ
れ
た
。
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
］
月
に
は
独

立
歩
兵
第
一
大
隊
歩
兵
中
隊
編
入
で
南
支
に
派
兵
さ
れ
た
。
さ
ら
に
七
月
十
七
日
に

は
歩
兵
第
四
連
隊
補
充
隊
に
応
召
さ
れ
、
機
関
銃
中
隊
に
編
入
さ
れ
た
。
こ
の
と
き

に
妻
に
「
遺
言
書
」
を
残
し
て
い
っ
た
。

　
東
鳳
隊
に
い
た
と
き
に
、
死
人
運
び
、
ド
ラ
ム
缶
で
の
風
呂
作
り
、
便
所
の
設
置

な
ど
に
十
人
く
ら
い
の
「
苦
力
（
ク
ー
リ
ー
）
」
を
使
っ
て
い
た
。
中
国
人
の
「
苦
力
（
労

働
者
）
」
は
女
性
な
の
で
、
戦
闘
で
い
つ
死
ぬ
か
わ
か
ら
な
い
血
気
盛
り
の
兵
隊
に
は
、

「強
姦
」
す
る
者
も
い
た
。
「
強
姦
」
す
る
と
中
国
人
の
有
力
者
が
、
憲
兵
隊
に
通
報

し
て
、
憲
兵
が
部
隊
に
来
る
。
「
強
姦
」
の
罪
は
重
か
っ
た
。

　
「
中
支
那
」
で
は
、
部
隊
が
移
動
す
る
と
き
に
、
物
資
を
運
ぶ
の
に
一
〇
〇
人
く

ら
い
の
「
苦
力
」
を
使
っ
た
。
女
な
の
で
兵
隊
が
こ
な
い
と
こ
ろ
、
兵
隊
か
ら
見
え

な
い
と
こ
ろ
で
仕
事
を
さ
せ
る
。
便
所
に
行
く
と
き
に
も
兵
隊
に
教
え
ず
、
二
人
く

ら
い
の
歩
哨
を
立
て
て
見
張
り
を
さ
せ
、
日
本
の
兵
隊
に
対
す
る
監
視
を
さ
せ
る
。

「
苦
力
」
一
人
は
ボ
テ
ザ
ル
ニ
つ
に
八
貫
目
く
ら
い
を
担
ぐ
。
夜
ま
で
歩
き
通
し
の

と
き
に
は
、
男
の
「
苦
力
」
を
何
名
使
え
な
ど
と
細
か
い
命
令
、
指
示
が
あ
る
。
普

段

は
、
「
苦
力
」
と
い
う
と
現
地
の
女
性
だ
っ
た
。
兵
隊
に
よ
る
「
強
姦
」
を
な
く

す
た
め
に
、
「
苦
力
」
に
は
成
績
の
よ
い
下
士
官
だ
け
を
五
、
六
名
つ
け
て
、
兵
隊
と

接
触
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
「
苦
力
」
を
斡
旋
す
る
ゴ
ー
ジ
ャ
ン
（
郷
長
）

に
は
二
斗
の
米
俵
三
つ
、
四
つ
持
っ
て
い
く
。
こ
れ
ぐ
ら
い
持
っ
て
郷
長
を
買
収
し
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な
い
と
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
「
苦
力
」
は
集
め
ら
れ
な
い
。
今
日
は
五
十
名
だ
と

い
う
と
、
よ
し
よ
し
と
い
っ
て
、
郷
長
が
市
場
に
行
っ
て
、
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
女
た

ち
を
集
め
て
く
る
。
「
苦
力
」
は
郷
長
し
だ
い
で
人
が
集
ま
る
。

　

こ
の
当
時
（
昭
和
十
八
年
頃
）
は
、
戦
死
し
て
も
、
何
だ
死
ん
で
き
た
の
か
と
、

人

の

こ
と
な
の
で
サ
ラ
ッ
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。
何
か
遺
品
が
な
い
か
と
い
っ
て
、

係

に
遺
品
を
持
た
せ
る
が
、
物
が
な
け
れ
ば
、
歯
を
抜
い
た
り
、
ま
っ
た
く
何
も
な

け
れ
ば
、
帯
革
を
焼
い
て
遺
品
に
し
た
。
日
本
軍
人
の
戦
死
者
の
遺
体
は
み
な
一
ヶ

所

に
集
め
る
。
中
国
の
民
家
を
つ
ぶ
し
た
木
材
の
上
に
二
十
～
三
十
人
く
ら
い
の
遺

体
を
並
べ
て
積
み
、
灯
油
を
か
け
て
火
葬
に
し
て
茶
毘
に
付
す
。
焼
け
残
っ
た
骨
や
、

ま
た
は
遺
体
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
土
だ
け
を
遺
骨
箱
に
入
れ
て
送
っ
た
。

　
戦
地
で

の
捕
虜
に
対
す
る
扱
い
は
、
隊
長
に
よ
っ
て
命
令
が
違
っ
た
。
第
一
に
は
、

捕
虜
を
帰
す
場
合
も
あ
る
が
、
第
二
に
は
、
捕
虜
を
殺
す
場
合
も
あ
る
。
捕
虜
を
殺

さ
な
い
と
外
出
さ
せ
な
い
と
い
う
場
合
も
あ
っ
た
。
軍
隊
内
で
の
重
い
罪
は
、
「
強

姦
」
、
仲
間
を
見
捨
て
る
こ
と
、
そ
し
て
命
令
に
反
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
次
に

命
令
に
よ
ら
ず
人
を
殺
す
の
も
重
い
罪
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
現
行
犯
だ
と
憲
兵
に
射

殺

さ
れ
た
り
、
軍
法
会
議
に
か
け
ら
れ
、
「
は
っ
か
」
と
い
っ
て
、
た
と
え
ば
軍
曹

か

ら
二
等
兵
に
階
級
を
さ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
戦
場
か
ら
逃
亡
す
る
と
「
強
姦
」
同
様

の
罪

で
、
命
令
で
「
戦
友
」
に
よ
っ
て
射
殺
さ
れ
る
。
逃
亡
し
た
兵
隊
に
は
、
そ
の

ま
ま
中
国
人
の
婿
に
な
る
者
や
、
中
国
共
産
党
の
第
八
路
軍
（
国
共
合
作
に
伴
い
、

昭
和
十
二
年
八
月
華
北
に
あ
っ
た
軍
が
国
民
革
命
軍
第
八
路
軍
と
改
称
）
に
投
降
す

る
者
も
い
た
。
当
時
は
兵
器
を
携
帯
し
て
投
降
す
る
と
三
階
級
か
ら
五
階
級
く
ら
い

に

昇
進
さ
せ
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
軍
曹
で
八
路
軍
へ
行
く
と
大
尉
く
ら
い
に
な
っ

た
。
八
路
軍
に
編
入
さ
れ
て
、
逆
に
日
本
軍
に
攻
め
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
日
本
軍

捕
虜
の
通
訳
な
ど
を
す
る
者
も
い
た
。
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
十
五
日
以

降
に
な
る
と
、
日
本
軍
ま
で
兵
器
を
買
い
付
け
に
く
る
者
も
い
た
。
そ
の
当
時
は
、

食
糧
が
不
足
し
て
い
て
、
大
根
、
薩
摩
芋
を
買
う
た
め
に
各
部
隊
で
銃
器
や
蚊
帳
な

ど
の
備
品
を
八
路
軍
に
売
っ
て
い
た
。

　
戦
地
で
は
、
「
慰
安
所
」
の
こ
と
を
「
ピ
ー
ヤ
」
と
呼
ん
で
い
た
。
「
慰
安
所
」
の
「
慰

安
婦
」
の
こ
と
は
、
「
ピ
ー
」
と
呼
ん
で
い
た
。
「
慰
安
所
」
に
は
将
校
用
、
下
士
官
用
、

兵
隊
用
の
「
慰
安
婦
」
が
い
た
。
将
校
用
の
「
慰
安
婦
」
は
「
内
地
人
」
（
日
本
人
）
、

下
士
官
用
の
「
慰
安
婦
」
は
朝
鮮
人
で
「
朝
鮮
ピ
ー
」
と
呼
ん
で
い
た
。
兵
隊
は
中

国
人
そ
の
他
の
「
慰
安
婦
」
だ
っ
た
。
「
慰
安
婦
」
に
は
、
軍
隊
に
よ
る
「
ピ
ー
検
査
」

が
あ
り
、
軍
医
二
人
く
ら
い
に
下
士
官
五
、
六
人
く
ら
い
が
つ
い
て
検
査
を
し
た
。
「
慰

安
所
」
の
経
営
者
の
多
く
は
、
中
国
人
ま
た
は
朝
鮮
人
だ
っ
た
。

　
あ
る
「
慰
安
所
」
に
は
、
「
慰
安
婦
」
が
二
十
人
く
ら
い
い
て
、
検
査
の
と
き
軍

医
が
一
人
一
人
を
診
て
、
異
常
が
な
け
れ
ば
、
番
号
札
に
○
、
性
病
な
ど
の
異
常
が

あ
れ
ば
、
番
号
札
に
×
を
下
士
官
が
記
入
し
た
。
○
の
番
号
札
を
つ
け
な
い
と
、
「
慰

安
婦
」
は
店
に
出
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
「
慰
安
婦
」
同
士
の
間

で

×
の
番
号
札
と
○
の
番
号
札
が
売
買
さ
れ
て
い
た
の
で
、
×
の
番
号
札
を
つ
け
ら

れ

た
者
が
、
「
慰
安
所
」
の
部
屋
に
出
て
い
た
。
そ
こ
で
、
「
慰
安
婦
」
と
セ
ッ
ク
ス

を
し
た
兵
隊
が
、
性
病
に
感
染
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
に
、
兵
隊
に
、
「
サ
ッ
ク
」

を
支
給
し
た
。
「
慰
安
所
」
は
、
軍
隊
が
小
休
止
、
大
休
止
の
と
き
を
察
知
し
て
、

軍
隊
の
あ
と
を
つ
い
て
押
し
寄
せ
て
く
る
。
こ
う
い
う
と
き
に
軍
隊
は
外
出
を
許
す
。

外
出
時
間
は
長
く
て
三
時
間
く
ら
い
、
た
と
え
ば
、
］
個
中
隊
に
五
〇
〇
人
い
れ
ば
、

一
度
に
一
〇
〇
～
二
〇
〇
人
く
ら
い
を
外
出
さ
せ
る
。
こ
の
と
き
は
服
装
検
査
を
す

る
。
所
持
金
を
調
べ
、
「
サ
ッ
ク
」
を
支
給
す
る
。
「
サ
ッ
ク
」
は
全
部
使
っ
て
も
よ

い

が
、
金
は
全
部
使
う
ん
で
は
な
い
と
い
わ
れ
る
。
外
出
す
る
人
数
は
憲
兵
隊
に
も

連
絡
す
る
。
「
慰
安
所
」
に
行
く
と
、
順
番
を
待
っ
て
い
る
兵
隊
が
、
「
ま
だ
か
、
ま

だ

か
」
と
い
っ
て
、
戸
を
た
た
く
。
三
十
分
く
ら
い
で
早
く
出
う
と
い
っ
て
、
戸
を

た
た
く
、
そ
の
一
方
で
、
性
病
に
感
染
す
る
と
大
変
だ
っ
た
。
部
隊
内
で
み
ん
な
の

前
で
見
世
物
に
す
る
。
「
娼
婦
」
と
交
際
し
た
陸
軍
一
等
兵
何
の
誰
そ
れ
で
す
と
い

う
と
、
「
ぬ
げ
」
、
「
も
っ
と
上
に
あ
げ
ろ
」
と
い
わ
れ
、
み
ん
な
が
一
列
に
な
っ
て

ぞ

ろ
ぞ
ろ
と
見
て
い
く
。
そ
し
て
、
分
隊
長
が
話
し
た
よ
う
に
、
「
サ
ッ
ク
」
を
使

わ
な
い
か
ら
、
こ
う
な
る
ん
だ
と
い
わ
れ
、
見
せ
し
め
に
さ
れ
た
。
性
病
に
か
か
る
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と
、
兵
隊
は
戦
闘
さ
せ
ら
れ
ず
、
戦
力
が
低
下
す
る
。
進
級
も
で
き
な
く
な
る
。

　

昭

和
二
十
年
八
月
十
五
日
の
敗
戦
以
降
に
は
、
部
隊
は
夜
中
に
移
動
し
た
。
大
隊

長

に
下
士
官
以
上
が
呼
ば
れ
、
日
本
軍
が
負
け
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
の
に
、
今

晩
の
う
ち
に
弾
薬
、
金
を
み
ん
な
使
え
と
い
わ
れ
て
も
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。

「
チ

ョ
ピ
ケ
ン
」
（
日
本
軍
の
発
行
し
た
軍
票
）
は
敗
戦
に
よ
っ
て
、
使
え
な
く
な
っ

た
。
敗
戦
を
知
ら
な
い
中
国
山
奥
の
村
に
行
っ
て
、
軍
票
を
使
っ
た
。
し
か
し
、
戦

地
で

は
も
う
食
糧
補
給
も
出
来
ず
、
戦
死
者
も
片
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
戦
死
者
の

目
の
辺
り
か
ら
蛆
が
わ
く
。
そ
の
蛆
虫
を
飯
盒
の
蓋
で
煎
っ
て
食
べ
て
い
た
。
飲
み

水

が
一
番
欲
し
か
っ
た
。
最
初
は
煮
沸
消
毒
し
て
水
を
飲
ん
で
い
た
が
、
だ
ん
だ
ん

苦
し
く
な
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
い
い
べ
と
生
水
を
飲
む
と
、
下
痢
に
な
っ
て
コ
レ
ラ
に

か
か

っ

て
、
三
、
四
時
間
で
死
ん
で
し
ま
う
。
五
二
二
名
い
た
機
関
銃
中
隊
の
部
隊
が
、

最
後

に
は
戦
死
、
戦
病
死
で
九
九
名
に
な
っ
て
い
た
。

　

中
国
側
の
捕
虜
に
な
っ
て
か
ら
は
、
一
日
に
玄
米
三
升
だ
け
で
九
九
人
分
の
大
根

葉
の
か
で
飯
を
こ
し
ら
え
た
。
病
人
も
増
え
、
キ
ク
イ
モ
と
い
っ
て
彼
岸
花
の
根
っ

こ
を
食
べ
て
唇
が
は
れ
て
い
る
者
や
、
マ
ラ
リ
ア
に
か
か
る
者
、
コ
レ
ラ
に
な
っ
て

死
ぬ
者
な
ど
が
い
た
。
石
垣
八
郎
さ
ん
は
、
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
に
日
本
に

帰
還
で
き
た
。

　
三

塚
庸
治
さ
ん
（
話
者
⑪
）
は
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
五
月
十
日
に
は
、

歩
兵
第
四
連
隊
の
各
中
隊
一
、
二
名
の
下
士
官
（
伍
長
、
軍
曹
）
か
ら
な
る
一
六
名

を
北
支
へ
引
率
し
て
い
っ
た
。

　
五
月
十
日
の
午
後
十
二
時
三
十
分
の
汽
車
で
出
征
す
る
と
き
、
仙
台
駅
の
ホ
ー
ム

に

は
、
戦
友
の
鎌
田
さ
ん
の
家
族
が
来
て
い
た
。
三
、
四
歳
の
子
ど
も
が
、
「
お
父
さ

ん

と
一
緒
に
行
く
」
と
い
っ
て
、
す
が
っ
て
離
れ
な
か
っ
た
。
子
ど
も
が
だ
だ
こ
ね

て

泣
い
て
、
こ
れ
に
は
、
ほ
と
ほ
と
困
っ
て
し
ま
っ
た
。
戦
友
の
鎌
田
さ
ん
は
、
昭

和

十
七
年
（
一
九
四
二
）
に
一
時
帰
休
す
る
が
、
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
に
召

集
さ
れ
て
、
沖
縄
戦
で
戦
死
し
た
。
鎌
田
さ
ん
は
、
名
取
郡
岩
沼
町
（
現
岩
沼
市
）

の
鎌

田
商
店
と
い
う
大
店
の
若
旦
那
（
婿
養
子
）
で
、
仙
南
（
宮
城
県
南
部
）
出
身

の
兵
隊
は
、
み
ん
な
鎌
田
屋
の
若
旦
那
と
呼
ん
で
い
た
。
女
房
も
帳
簿
を
持
っ
て
店

の

こ
と
で
相
談
に
面
会
に
来
て
い
た
。

　

そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
、
戦
後
に
鎌
田
屋
の
遺
族
か
ら
鎌
田
さ
ん
と
一
緒
だ
っ
た
こ

ろ
の
こ
と
を
話
し
て
け
ら
い
と
い
わ
れ
て
も
、
俺
だ
け
生
き
て
帰
っ
て
き
た
の
で
、

と
て
も
つ
ら
く
、
何
で
お
前
だ
け
帰
っ
て
き
た
と
戦
友
に
言
わ
れ
る
よ
う
で
、
恥
ず

か

し
く
て
と
て
も
仏
壇
の
前
に
行
か
れ
な
か
っ
た
。

　
三

塚
庸
治
さ
ん
は
、
北
支
の
山
西
省
で
独
立
混
成
第
三
旅
団
歩
兵
第
七
大
隊
第
四

中
隊
に
編
成
さ
れ
た
。
こ
の
部
隊
は
、
広
島
県
、
島
根
県
、
鹿
児
島
県
、
熊
本
県
出

身
者
の
幹
部
、
兵
隊
が
中
心
だ
っ
た
。
中
隊
の
宴
会
の
と
き
、
三
塚
庸
治
さ
ん
は
酒

が
飲
め

な
い
こ
と
に
対
し
て
「
酒
が
飲
め
な
い
者
に
、
ろ
く
な
者
は
い
な
い
」
と
言

わ

れ
、
無
理
や
り
に
ヤ
カ
ン
か
ら
チ
ャ
ン
チ
ュ
ー
を
飲
ま
さ
れ
て
、
具
合
が
悪
く
な

り
、
そ
の
ま
ま
外
に
捨
て
置
か
れ
て
い
た
。

　

こ
の
中
隊
に
は
、
一
ヶ
月
も
い
な
く
、
そ
の
後
、
城
外
警
備
隊
の
教
官
を
命
じ
ら

れ

て
、
日
本
人
は
自
分
一
人
だ
け
で
、
ほ
か
に
朝
鮮
人
通
訳
一
名
、
「
支
那
人
（
中

国
人
）
」
の
兵
五
十
～
六
十
人
を
つ
け
ら
れ
た
。
警
備
隊
は
、
中
隊
が
出
勤
す
る
と

き
の
尖
兵
と
な
っ
た
。
二
ヶ
月
に
五
、
六
回
く
ら
い
戦
闘
に
出
た
。
し
か
し
、
昭
和

十
五
年
（
一
九
四
〇
）
八
月
か
ら
、
「
八
路
百
団
」
が
ま
と
ま
っ
て
、
山
西
省
の
日

本
軍
が
全
部
、
総
攻
撃
を
受
け
た
。

　
そ

の
後
は
、
中
隊
か
ら
五
里
（
約
二
十
キ
ロ
）
離
れ
た
分
遣
隊
に
勤
務
と
な
っ
た
。

分
遣
隊
に
は
、
昭
和
十
五
年
十
月
か
ら
昭
和
十
六
年
三
月
ま
で
の
六
ヶ
月
い
た
。
分

遣
隊
は
、
大
き
な
ト
ー
チ
カ
の
周
り
に
小
さ
な
ト
ー
チ
カ
を
廻
ら
し
た
（
兵
隊
は
ト
ー

チ

カ
の
地
下
に
い
る
）
。
昭
和
十
五
年
十
二
月
八
日
過
ぎ
か
ら
昭
和
十
六
年
一
月
八

日
過
ぎ
に
か
け
て
、
十
八
回
の
敵
襲
を
受
け
た
。
夜
十
時
に
な
る
と
、
電
話
線
を
切

ら
れ
て
、
突
撃
ラ
ッ
パ
を
吹
い
て
攻
撃
し
て
く
る
。

　
ト
ー
チ
カ
の
周
り
は
、
鉄
条
網
で
お
お
わ
れ
て
い
る
。
敵
は
梯
子
を
か
け
て
、
扉

板
を
か
け
て
、
毛
布
・
蒲
団
を
鉄
条
網
に
か
け
て
、
乗
り
越
え
て
陣
地
に
入
っ
て
く

る
。
壕
を
飛
び
越
え
て
入
っ
て
く
る
と
き
に
、
下
か
ら
銃
剣
で
突
く
。
こ
ち
ら
側
か
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ら
機
関
銃
で
撃
つ
と
鉄
条
網
が
切
れ
て
し
ま
う
の
で
、
陣
地
ま
で
攻
め
て
く
る
の
を

待
っ
て
い
た
。

　
昭
和
十
六
年
（
］
九
四
一
）
三
月
以
降
に
は
、
他
の
部
隊
の
鉄
道
警
備
の
た
め
に
、

山
西
省
の
太
源
に
昭
和
十
六
年
五
月
ま
で
分
遣
隊
が
派
遣
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
太
源

の

第
一
軍
司
令
部
の
副
官
部
管
理
班
に
半
年
間
い
て
、
そ
の
後
、
第
一
軍
司
令
部
直

轄
部
隊
と
し
て
特
殊
部
隊
に
五
年
間
い
た
。
特
殊
部
隊
で
は
、
中
国
人
、
中
国
の
産

業
、
物
資
な
ど
を
内
部
調
査
し
た
。

　
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
三
月
あ
た
り
か
ら
軍
属
も
召
集
に
な
り
、
被
服
廠
な

ど
で
は
庶
務
課
は
全
部
、
女
子
と
な
っ
て
、
女
学
校
か
ら
勤
労
動
員
さ
れ
た
。
男
子

職

員
が
女
子
と
話
し
た
こ
と
が
噂
さ
れ
る
と
、
す
ぐ
に
次
の
日
か
ら
戦
地
へ
と
飛
ば

さ
れ
る
。

　
ま
た
サ
イ
パ
ン
島
で
は
、
満
洲
と
同
じ
よ
う
に
、
サ
イ
パ
ン
を
支
配
す
る
予
定
で
、

軍
人
宿
舎
、
官
舎
を
建
設
し
て
い
た
が
、
サ
イ
パ
ン
玉
砕
に
よ
り
（
昭
和
十
九
年
七

月
七
日
に
日
本
守
備
隊
全
滅
）
、
取
り
止
め
に
な
っ
た
。

　
昭
和
十
九
年
秋
に
は
、
本
土
防
衛
の
た
め
に
、
軍
人
身
分
を
召
集
解
除
さ
れ
（
現

役
か

ら
予
備
役
に
な
る
）
、
妻
帯
し
て
軍
属
に
な
る
者
が
多
か
っ
た
。
こ
の
と
き
内

地
に

帰
っ
て
、
結
婚
す
る
者
が
多
か
っ
た
。
三
塚
庸
治
さ
ん
も
、
「
休
暇
や
っ
か
ら
、

実
家
へ
帰
っ
て
結
婚
し
て
来
い
」
と
言
わ
れ
た
が
、
こ
の
と
き
行
か
な
か
っ
た
。
そ

れ

と
い
う
の
も
、
女
房
が
妊
娠
し
て
い
る
戦
友
が
い
て
、
一
晩
宿
舎
に
来
て
、
「
ど

う
し
て
も
本
土
防
衛
を
譲
っ
て
け
ろ
」
と
言
わ
れ
、
戦
友
に
譲
っ
た
。

　
昭

和
十
九
年
に
は
、
①
朝
鮮
独
立
義
勇
軍
、
②
八
路
軍
（
中
国
共
産
党
）
、
③
山

西
軍

（
日
本
軍
と
手
を
結
ん
で
い
た
）
な
ど
の
勢
力
が
あ
っ
た
。
日
本
人
兵
士
の
中

に

も
、
八
路
軍
に
参
加
す
る
者
も
い
た
。
と
く
に
当
時
は
、
長
野
県
、
岩
手
県
、
青

森
県
、
新
潟
県
出
身
の
兵
隊
に
は
、
「
共
産
軍
思
想
」
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
た
。

　
昭
和
二
十
年
六
月
に
は
、
戦
友
が
発
疹
チ
フ
ス
に
罹
り
、
太
源
の
陸
軍
病
院
で
病

死

し
た
。
こ
の
と
き
の
遺
骨
は
、
日
本
に
戻
っ
て
い
な
い
。
戦
死
者
名
簿
に
入
っ
て

い
た

が
、
敗
戦
の
ど
さ
く
さ
で
遺
骨
は
戻
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
三
塚
庸
治
さ
ん
は
、

昭
和
一
二
年
五
月
に
復
員
し
た
。

　
佐
藤
耕
也
さ
ん
（
大
正
七
年
＝
九
一
八
］
二
月
生
ま
れ
、
話
者
⑨
）
は
、
昭
和

十
四
年
（
一
九
三
九
）
五
月
か
ら
昭
和
十
五
年
八
月
ま
で
仙
台
の
歩
兵
第
四
連
隊
で

兵

営
生
活
を
過
ご
し
た
後
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
九
月
に
中
支
派
遣
歩
兵

百
四
連
隊
に
配
属
と
な
る
。
歩
兵
第
百
四
連
隊
で
は
、
第
一
大
隊
第
三
中
隊
に
配
属

さ
れ
、
指
揮
班
勤
務
と
な
る
。
宜
昌
に
い
た
と
き
は
、
一
個
大
隊
に
三
個
中
隊
、
一

個
中
隊
に
三
個
小
隊
、
一
個
小
隊
に
三
個
分
隊
な
ど
に
編
成
さ
れ
た
。
戦
地
の
第

一
線

に
は
小
隊
が
た
つ
。
戦
死
者
が
出
る
と
、
そ
の
補
充
と
し
て
、
福
島
県
、
新
潟

県
、
宮
城
県
出
身
者
が
仙
台
の
歩
兵
第
四
連
隊
で
三
ヶ
月
教
育
さ
れ
て
戦
地
に
送
ら

れ
た
。

　
指
揮
班

（班
長

は
曹
長
）
の
役
割
は
、
中
隊
の
指
揮
系
統
を
ま
と
め
る
こ
と
で
、

人
事

（人
事
、
功
績
、
陣
中
日
誌
）
、
戦
闘
、
傷
病
兵
、
庶
務
な
ど
か
ら
兵
器
、
被
服
、

衛
生
関
係
の
補
充
調
達
ま
で
を
行
う
。

　
予
備
隊
と
し
て
駐
留
し
て
い
る
と
き
は
、
戦
争
だ
け
で
は
な
く
、
「
宣
撫
工
作
」

（
『広
辞
苑
』
に
よ
れ
ば
占
領
地
区
の
住
民
に
自
国
の
本
意
を
理
解
さ
せ
て
人
心
を
安

定
さ
せ
る
た
め
の
計
画
的
な
働
き
か
け
の
こ
と
）
も
行
っ
た
。
「
宣
撫
工
作
」
で
は
、

学
校
を
開
設
し
て
子
ど
も
た
ち
を
寄
せ
て
、
「
土
民
」
を
な
つ
か
せ
る
よ
う
に
し
た
。

中
国
の
知
識
人
を
先
生
に
し
て
「
土
民
の
教
育
」
を
行
っ
た
。
宣
撫
工
作
は
重
要
な

任
務
だ
っ
た
。

　
佐
藤
耕
也
さ
ん
（
話
者
⑨
）
は
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
九
月
に
陸
軍
伍
長

に
な
り
、
指
揮
班
の
庶
務
係
兼
人
事
担
当
と
な
っ
た
。
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）

九

月
に
は
陸
軍
軍
曹
に
な
る
。
昭
和
十
七
年
十
二
月
に
除
隊
と
な
り
、
事
務
適
任
証

書
お
よ
び
善
行
証
書
が
付
与
さ
れ
る
。
昭
和
十
八
年
一
月
に
は
、
東
京
第
一
陸
軍
造

兵
廠
仙
台
製
造
所
に
就
職
し
て
、
庶
務
課
教
育
係
を
担
当
す
る
。
昭
和
十
八
年
六
月

に
は
同
廠
技
能
者
養
成
所
へ
転
配
属
と
な
り
、
訓
育
係
兼
寮
長
と
な
る
。

陸
軍
海
上
挺
進
部
隊
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佐
藤
耕
也
さ
ん
（
話
者
⑨
）
は
、
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
九
月
に
は
応
召
と

な
り
、
陸
軍
海
上
挺
進
基
地
隊
編
成
で
、
比
島
派
遣
第
十
四
大
隊
第
一
中
隊
に
配
属

さ
れ
、
庶
務
係
兼
副
分
任
官
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

　

古
川
金
三
・
藤
田
義
郎
著
『
此
の
一
戦
』
に
よ
れ
ば
、
海
上
挺
進
基
地
第
十
四
大

隊
は
、
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
九
月
十
六
日
に
、
仙
台
市
榴
ヶ
岡
の
東
部
第

二

十
二
部
隊
（
歩
兵
第
四
連
隊
補
充
隊
）
に
て
編
成
さ
れ
た
。
部
隊
の
固
有
名
は
、

海
上
挺
進
基
地
第
十
四
大
隊
、
通
称
名
は
三
三
二
八
部
隊
、
現
地
秘
匿
名
は
漁
携
第

百
十
四
大
隊
、
動
員
の
地
域
は
、
「
宮
城
県
を
主
と
し
、
福
島
、
新
潟
、
岩
手
、
そ
の
他
、

都
府
県
若
干
」
と
あ
る
。
部
隊
の
編
組
は
、
大
隊
本
部
（
定
員
七
九
名
）
、
大
隊
長

は
陸
軍
大
尉
吉
川
金
三
（
後
に
少
佐
）
、
勤
務
中
隊
（
定
員
二
五
〇
名
）
は
三
個
中
隊
で
、

一
個
中
隊
は
三
個
小
隊
に
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
整
備
中
隊
（
定
員
七
一
名
）
は
一

個

中
隊
で
、
「
自
動
車
整
備
手
、
機
工
・
火
工
・
電
工
・
木
工
な
ど
の
技
術
兵
を
以

て

編
成
し
、
舟
艇
の
整
備
に
任
ず
」
と
あ
る
。

　
装
備
は
、
「
兵
は
全
員
九
九
式
小
銃
銃
剣
（
弾
薬
各
六
十
発
）
」
、
「
下
士
官
九
五
式

軍
刀
」
、
「
下
士
官
、
兵
共
全
員
手
榴
弾
各
二
発
」
、
本
部
は
、
「
三
号
甲
無
線
機
一
、
五

号
無
線
機
四
」
、
整
備
中
隊
は
、
「
軽
修
理
車
（
整
備
用
工
作
自
動
車
）
二
台
他
、
工

具
多
数
」
、
大
隊
は
、
「
大
隊
砲
（
四
一
山
砲
）
一
門
、
重
機
四
、
軽
機
九
、
重
榔
弾

筒

十
、
戦
車
地
雷
（
対
戦
車
用
布
団
爆
弾
、
刺
突
爆
弾
吸
着
爆
雷
等
）
約
二
百
、
作

業
用
爆
薬
（
洞
窟
構
築
等
に
使
用
）
及
び
海
上
作
業
器
材
（
滑
車
、
ロ
ー
プ
等
）
、

火
薬

は
約
一
屯
程
度
保
有
」
す
る
と
あ
る
。

　
次
に
、
部
隊
の
任
務
に
つ
い
て
は
、
「
海
上
挺
進
基
地
大
隊
の
任
地
は
、
そ
の
名

の

と
お
り
、
敵
の
輸
送
船
団
攻
撃
の
た
め
、
海
上
を
挺
進
す
る
陸
軍
の
特
攻
艇
の
、

基
地
大
隊
で

あ
る
。
特
攻
艇
は
一
名
肉
弾
攻
撃
艇
（
肉
攻
艇
）
と
も
言
い
、
こ
れ
を

秘
匿
す
る
た
め
、
通
称
連
絡
用
舟
艇
と
い
い
、
又
略
し
て
マ
ル
レ
（
レ
）
と
呼
ん
で

い

た
。
大
本
営
等
の
命
令
で
は
マ
ル
ハ
と
呼
ん
で
い
る
。
基
地
大
隊
は
即
ち
挺
進
部

隊

（定
員
百
四
名
、
特
攻
艇
百
隻
）
の
基
地
業
務
全
般
に
つ
い
て
、
そ
の
支
援
を
担

当
す
る
も
の
で
、
部
隊
の
給
与
、
補
給
、
衛
生
、
管
理
及
び
舟
艇
の
整
備
、
人
員
器

材
の
防
護
、
そ
の
他
平
素
の
訓
練
は
勿
論
、
攻
撃
時
の
舟
艇
乏
水
作
業
な
ど
一
切
の

後
方
支
援
を
、
そ
の
任
務
と
す
る
」
と
あ
る
。

　

古
川
金
三
「
皇
軍
最
後
の
切
り
札
と
し
て
誕
生
し
た
⇔
海
上
挺
進
部
隊
に
つ
い
て
」

に
よ
れ
ば
、
海
上
挺
進
部
隊
の
編
成
は
、
「
戦
闘
要
員
と
し
て
、
戦
隊
長
（
少
佐
又

は
大
尉
）
以
下
百
四
名
、
ほ
か
に
経
理
関
係
二
、
医
療
関
係
二
の
下
士
官
を
置
き
、

舟
艇
百
隻
、
こ
の
う
ち
戦
隊
長
及
び
各
中
隊
長
艇
の
計
四
隻
は
、
指
揮
艇
と
な
る
た

め

二
人
乗
り
と
な
る
。
こ
れ
を
指
揮
統
括
す
る
た
め
に
、
本
部
、
予
備
隊
（
計
十
隻
）

及
び
三
個
中
隊
に
分
け
、
一
個
中
隊
は
三
つ
の
戦
闘
群
と
直
轄
艇
三
隻
と
さ
れ
、
一

個
中
隊
は
合
計
三
十
一
名
と
舟
艇
三
十
隻
と
な
る
」
い
う
。

　

海
上
挺
進
部
隊
の
配
備
は
、
「
第
一
次
発
令
は
、
十
九
年
八
月
十
八
日
、
比
島
に

第
五
戦
隊
～
第
十
戦
隊
（
六
百
隻
）
、
同
相
応
の
基
地
大
隊
が
、
同
日
付
で
第
十
四

方
面
軍
戦
闘
序
列
に
編
入
。
沖
縄
に
は
四
百
隻
が
発
令
さ
れ
た
。
更
に
第
二
次
発
令

と
し
て
、
第
十
一
戦
隊
～
第
二
十
戦
隊
、
同
相
応
の
基
地
大
隊
（
舟
艇
一
千
隻
）
が

比
島
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
大
本
営
は
捷
号
作
戦
の
た

め
、
三
千
隻
の
海
上
挺
進
隊
を
準
備
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
、
千
六
百
隻
の
配
備
予

定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
輸
送
が
敵
に
妨
害
さ
れ
て
舟
艇
が
不
足
し
、
実
際
に
は
六
百

隻
の
み
が
到
着
」
し
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
「
海
上
特
攻
は
夜
間
の
洋
上
奇
襲
で
、
そ
の
戦
果
の
確
認
は
容
易
で
な

い
。
戦
闘
員
は
出
撃
す
る
と
殆
ん
ど
が
帰
還
し
て
い
な
い
。
艇
の
故
障
や
燃
料
切

れ

で
後

日
陸
地
に
隊
員
は
、
所
在
の
地
上
部
隊
に
合
流
し
て
陸
戦
に
参
加
し
て
い

る
。
各
基
地
大
隊
は
、
戦
隊
出
撃
後
は
、
直
ち
に
陸
戦
に
移
行
し
、
各
地
の
部
隊
と

共

に
終
戦
ま
で
健
闘
し
た
。
因
み
に
幸
の
浦
に
建
立
さ
れ
た
戦
隊
戦
没
者
の
碑
文

に
よ
る
と
、
少
年
を
主
体
と
し
て
編
成
さ
れ
た
艇
進
隊
の
戦
没
者
は
、
戦
闘
参
加

二
千
二
百
八
十
八
名
中
、
千
六
百
三
十
六
名
の
多
き
に
達
し
、
挙
げ
た
る
戦
果
敵
艦

数
十
隻
撃
沈
、
誠
に
赫
々
た
る
も
の
あ
り
し
も
、
当
時
は
秘
密
部
隊
と
し
て
、
全
く

世
に

発
表
さ
れ
ざ
る
ま
ま
に
終
れ
り
」
と
あ
る
。

　
昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
）
一
月
十
二
日
「
河
北
新
報
」
に
よ
れ
ば
、
旧
陸
軍
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海
上
挺
進
基
地

第
十
四
大
隊
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ル
ソ
ン
島
に
て
、
約
一
一
〇
〇
名

の
う
ち
八
割
の
八
五
八
名
の
戦
死
者
を
出
し
た
こ
と
。
ま
た
編
成
さ
れ
た
部
隊
は
、

「
平
均
年
齢
は
三
七
歳
と
か
な
り
高
く
、
四
十
、
五
十
代
の
人
も
多
か
っ
た
。
宮
城
県

の
四

五
〇

～
四
六
〇
人
を
主
に
福
島
、
岩
手
な
ど
の
出
身
者
約
一
一
〇
〇
人
。
昭
和

十
九
年
十
月
初
め
に
門
司
を
出
港
し
、
同
月
末
か
ら
十
一
月
初
頭
に
か
け
て
マ
ニ
ラ

に
上
陸
し
、
長
い
行
軍
の
末
、
ル
ソ
ン
島
南
部
の
バ
タ
ン
ガ
ス
湾
で
十
一
月
末
か
ら

基
地
造
り
を
始
め
た
。
＝
○
○
人
の
う
ち
三
分
の
一
が
基
地
造
り
に
従
事
、
三
分

の

一
が
警
備
に
当
た
り
、
残
り
の
三
分
の
一
が
ベ
ニ
ヤ
板
を
使
っ
た
特
攻
艇
の
整
備

に
努
め
た
と
い
う
。
し
か
し
、
米
軍
の
降
下
部
隊
の
相
次
ぐ
攻
撃
で
転
進
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
同
大
隊
員
の
一
人
だ
っ
た
仙
台
市
長
町
字
新
田
七
一
の
一
、
会
社
役
員

佐
藤
耕
也
さ
ん
（
五
九
）
は
『
当
時
の
こ
と
を
思
う
と
、
た
だ
涙
が
出
る
ば
か
り
で

す
。
と
に
か
く
助
け
合
っ
て
気
力
だ
け
で
生
き
て
き
た
よ
う
な
も
の
で
す
。
カ
ニ
を

生
で
食
べ
た
り
、
木
の
根
ま
で
も
食
べ
ま
し
た
。
で
も
ほ
と
ん
ど
の
人
が
戦
死
し
て

し
ま
っ
て
…
』
と
話
す
」
と
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
九
月
十
三
日
「
河
北
新
報
」
の
「
声
の
交

差
点
」
に
は
、
佐
藤
耕
也
「
戦
争
の
悲
惨
さ
訴
え
続
け
た
い
」
が
掲
載
さ
れ
た
。

　
そ

れ
に

よ
れ
ば
、
「
昭
和
十
九
年
九
月
、
本
土
防
衛
の
た
め
急
き
ょ
応
召
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
派
遣
さ
れ
た
。
十
一
月
、
任
地
に
着
く
や
米
軍
の
攻
撃
を
受
け
壊
滅
的
な

被
害
に
遭
っ
た
。
残
存
兵
は
砲
撃
を
避
け
つ
つ
ジ
ャ
ン
グ
ル
内
を
『
転
進
』
、
食
糧

も
な
く
栄
養
失
調
で
脱
落
者
が
多
数
出
た
。
食
糧
確
保
の
た
め
ゲ
リ
ラ
化
し
、
か
ろ

う
じ
て
空
腹
を
し
の
ぐ
こ
と
約
六
か
月
。
そ
し
て
、
二
十
年
九
月
十
六
日
に
終
戦
を

確
認
、
同
二
六
日
に
投
降
し
た
。
捕
虜
生
活
は
満
足
な
食
料
も
な
く
、
酷
暑
の
中
、

米
軍
の
膨
大
な
戦
争
資
材
整
理
な
ど
の
作
業
に
明
け
暮
れ
た
。
米
国
送
還
に
当
た
っ

て

は
、
戦
犯
被
疑
の
検
問
を
パ
ス
し
な
け
れ
ば
帰
国
者
の
リ
ス
ト
に
は
載
ら
な
か
っ

た
の
だ
。
戦
争
の
悲
惨
さ
を
幾
度
も
経
験
し
覚
悟
は
し
て
い
た
が
、
部
隊
の
上
官
か

ら
『
こ
れ
か
ら
は
ど
ん
な
苦
難
が
あ
っ
て
も
生
き
抜
い
て
、
こ
の
悲
惨
な
戦
争
の
こ

と
を
遺
族
の
方
に
伝
え
て
く
れ
』
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
い
ま
だ
耳
を
離
れ
な
い
。
こ

の
五
五
年
の
間
、
私
の
終
戦
記
念
日
を
九
月
十
六
日
と
し
て
及
ば
ず
な
が
ら
機
会
を

求
め
て
戦
争
の
悲
惨
さ
を
訴
え
続
け
て
い
る
」
と
あ
る
。

　
佐
藤
耕
也
さ
ん
（
話
者
⑨
）
は
、
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
八
月
四
日
に
長
崎

港

に
帰
還
後
、
部
隊
復
員
業
務
に
携
わ
り
、
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
三
月
に
復

員
し
た
。

　
な
お
、
旧
陸
軍
海
上
挺
進
基
地
第
一
四
大
隊
の
慰
霊
祭
お
よ
び
法
要
に
つ
い
て
は
、

昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
）
三
月
二
一
日
に
仙
台
の
護
国
神
社
で
三
三
回
忌
慰
霊
祭

が
行
わ
れ
、
生
存
者
お
よ
び
遺
族
三
一
七
名
が
参
加
し
た
。

　
昭
和
五
六
年
（
一
九
八
一
）
十
一
月
二
一
日
に
は
、
三
七
回
忌
法
要
が
、
仙
台
市

の

林
香
院
で
行
わ
れ
た
。

海
軍
飛
行
予
科
練
習
生
（
予
科
練
）

　
仙
台
市
太
白
区
の
木
村
一
二
さ
ん
（
大
正
七
年
三
九
一
八
］
四
月
生
ま
れ
、
話

者
⑬
）
は
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
六
月
に
、
十
九
歳
の
と
き
に
海
軍
飛
行
予

科
練
習
生
（
予
科
練
）
の
志
願
兵
と
し
て
水
兵
に
な
っ
た
。
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）

四

月
に
は
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
に
入
り
、
操
縦
練
習
生
と
な
っ
た
。

　
「
海
軍
飛
行
予
科
練
習
生
」
制
度
と
は
、
『
国
史
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
昭
和
四
年

（
一
九

二
九
）
十
二
月
に
つ
く
ら
れ
、
「
丁
年
（
二
十
歳
）
前
の
年
少
者
を
募
集
し
て
、

こ
れ
を
霞
ヶ
浦
飛
行
隊
な
ど
に
お
い
て
教
育
し
た
。
卒
業
生
は
下
士
官
に
な
っ
た
が
、

士
官
に
な
る
途
も
開
け
て
い
た
。
制
度
に
は
変
遷
が
あ
り
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
時
に

は
、
旧
制
中
学
校
四
学
年
（
の
ち
に
第
三
学
年
に
低
下
）
程
度
か
ら
選
抜
す
る
甲
種

飛
行
予
科
練
習
生
、
高
等
小
学
校
卒
業
程
度
か
ら
選
抜
す
る
乙
種
飛
行
予
科
練
習
生
、

海
軍
兵
の
な
か
か
ら
選
抜
す
る
丙
種
飛
行
予
科
練
習
生
の
三
種
が
あ
っ
た
。
こ
の
出

身
者
の
多
く
が
太
平
洋
戦
争
に
お
い
て
、
特
攻
隊
と
な
っ
て
活
躍
し
た
。
ま
た
昭
和

五
年
六
月
以
来
海
軍
少
年
飛
行
兵
と
俗
称
し
て
、
霞
ヶ
浦
航
空
隊
に
お
い
て
教
育
し

た
兵
は
、
の
ち
に
乙
種
飛
行
予
科
練
習
生
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
陸
軍
も
海
軍

少
年
飛
行
兵
に
対
応
す
る
ご
と
く
昭
和
九
年
二
月
陸
軍
少
年
飛
行
兵
制
度
を
つ
く
っ
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た
」
と
あ
る
。

　

木
村
一
二
さ
ん
（
話
者
⑬
）
は
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
十
一
月
に
霞
ヶ
浦

海
軍
航
空
隊
を
卒
業
す
る
と
、
館
山
航
空
隊
に
入
っ
て
、
大
村
・
木
更
津
間
で
大
型

機
を
操
縦
し
た
。

　

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
六
月
に
出
征
と
な
り
、
漢
口
神
社
に
お
参
り
を
し
て
、

宮
司
か
ら
日
章
旗
を
い
た
だ
い
た
。
昭
和
十
四
年
七
月
三
日
の
「
重
慶
攻
撃
」
が
初

陣
と
な
り
（
日
本
軍
と
し
て
の
重
慶
爆
撃
の
始
ま
り
は
昭
和
十
三
年
十
月
）
、
そ
の

後
は
、
参
加
し
た
爆
撃
攻
撃
地
と
日
付
を
日
章
旗
に
墨
書
す
る
よ
う
に
し
た
。
漢
口

神
社
と
書
か
れ
た
日
章
旗
に
は
、
「
昭
和
十
四
年
六
月
遠
征
　
実
戦
総
回
数
萱
百
参

回
」
、
「
海
軍
大
型
陸
上
攻
撃
機
操
縦
員
　
海
軍
一
等
航
空
兵
　
木
村
一
二
」
と
あ
る
。

　

こ
の
日
章
旗
の
周
囲
に
は
、
「
第
一
回
重
慶
夜
間
爆
撃
二
参
加
　
十
四
年
七
月

三

十
一
日
」
、
「
第
二
回
重
慶
夜
間
爆
撃
二
参
加
　
十
四
年
八
月
四
日
」
、
「
第
三
回
辰

州
軍
事
施
設
爆
撃
二
参
加
　
八
月
十
八
日
」
、
「
第
四
回
嘉
定
市
街
大
爆
撃
行
　
八
月

十
九
日
」
な
ど
を
は
じ
め
、
さ
ら
に
宣
都
、
重
慶
、
濾
州
、
湘
蔭
、
奉
節
、
宣
賓
飛

行
場
、
来
鳳
飛
行
場
、
重
慶
白
市
駅
飛
行
場
な
ど
と
続
き
、
「
第
九
一
回
重
慶
市
街

爆
撃
大
繊
滅
　
十
月
二
十
五
日
」
ま
で
、
び
つ
し
り
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
記
録
は
、
木
村
一
二
『
航
空
記
録
』
の
な
か
に
も
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）

七

月
十
五
日
に
始
ま
り
、
昭
和
十
九
年
十
月
二
一
日
ま
で
の
出
撃
記
録
が
月
日
、
曜

日
、
型
式
番
号
、
飛
行
時
間
、
実
施
事
項
摘
要
な
ど
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
木
村
一
二
さ
ん
が
所
属
し
て
い
た
海
軍
航
空
隊
の
『
征
戦
記
念

写
真
帖
奥
田
部
隊
』
（
昭
和
十
五
年
八
月
）
、
『
昭
和
十
五
年
度
征
戦
記
念
写
真
帖

　
市
丸
部
隊
』
（
昭
和
十
六
年
六
月
）
な
ど
に
は
、
重
慶
夜
間
爆
撃
の
写
真
、
新
聞
記
事
、

各
分
隊
ご
と
の
集
合
写
真
、
戦
死
者
名
簿
と
写
真
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
写
真
33

は
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
二
月
に
四
国
松
山
か
ら
「
神
武
特
攻
隊
員
」

が
硫
黄
島
攻
撃
の
た
め
に
出
撃
す
る
と
き
の
、
「
特
攻
決
別
の
宴
」
の
光
景
で
あ
る
。

木
村
一
二
さ
ん
（
話
者
⑬
）
は
、
昭
和
二
十
年
四
月
に
は
四
国
松
山
基
地
に
お
い
て

海
軍
少
尉
に
な
っ
て
い
た
。

③
敗
戦
と
捕
虜
生
活

　

加
藤
輝
夫
さ
ん
（
大
正
九
年
［
一
九
二
〇
］
生
ま
れ
、
話
者
⑭
）
は
、
父
親
が
職

業
軍
人
で
そ
の
長
男
だ
っ
た
が
、
勉
強
が
好
き
で
は
な
く
、
上
級
の
学
校
に
進
学
す

る
の
が
嫌
な
の
で
、
数
え
十
五
歳
で
仙
台
市
内
の
下
駄
店
に
弟
子
入
り
し
た
。
昭
和

十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
黒
川
郡
大
松
沢
で
徴
兵
検
査
を
受
け
た
。
そ
の
年
に
第
一

徴
用

と
し
て
、
満
洲
の
南
満
造
兵
廠
（
一
一
八
部
隊
）
に
徴
用
と
な
っ
た
。
第
一
工

場
で

は
戦
車
、
第
二
工
場
で
は
榴
砲
弾
（
榴
弾
砲
）
、
散
発
野
砲
弾
な
ど
を
作
っ
て

い

た
。
隣
に
は
黄
色
火
薬
庫
が
あ
っ
た
。
場
所
は
奉
天
（
現
藩
陽
）
か
ら
三
里
く
ら

い

の
文
官
屯
に
あ
っ
た
。
三
〇
〇
人
く
ら
い
が
働
き
、
当
初
は
男
子
の
み
だ
っ
た
が
、

後
に
女
子
も
徴
用
さ
れ
た
。
工
場
の
経
営
は
将
校
と
下
士
官
が
行
っ
た
。

　

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
に
は
満
洲
で
召
集
さ
れ
、
機
動
第
一
師
団
に
配
属
さ

れ

た
。
部
隊
は
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
に
南
方
に
行
っ
て
、
そ
の
後
、
本
土
防

衛
の
た
め
に
「
内
地
」
に
行
く
が
、
加
藤
輝
夫
さ
ん
は
、
衛
生
兵
だ
っ
た
の
で
、
石

頭
の

部
隊
に
患
者
十
人
と
一
緒
に
残
さ
れ
た
。
そ
し
て
満
洲
に
い
る
日
本
人
が
現
地

召
集
に
な
っ
て
、
新
た
に
編
成
さ
れ
た
第
六
十
二
部
隊
に
転
属
と
な
っ
た
。
昭
和

二
十
年
（
一
九
四
五
）
四
月
に
は
奉
天
を
「
防
衛
」
し
て
い
た
が
、
ソ
連
軍
の
進
軍

に
よ
っ
て
（
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
に
ソ
連
は
日
本
に
参
戦
）
、
南
の
鳳
城
ま
で
さ

が
っ

て
、
こ
こ
で
終
戦
と
な
っ
た
。
満
洲
開
拓
団
の
人
た
ち
は
奉
天
ま
で
た
ど
り
つ

い

て
、
学
校
に
避
難
し
た
が
、
外
気
は
零
下
四
十
度
も
あ
り
、
学
校
の
前
で
死
骸
が

山
と
な
っ
て
い
た
。
開
拓
団
の
引
揚
の
と
き
は
悲
惨
な
も
の
だ
っ
た
。

　
終
戦
後

に
は
、
鳳
城
に
百
貨
店
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
に
満
洲
の
日
本
人
二
〇
〇

人

く
ら
い
が
避
難
し
て
い
た
。
ま
も
な
く
ソ
連
軍
が
来
る
と
い
う
の
で
、
家
財
道
具

を
持
っ
て
朝
鮮
と
満
洲
の
境
に
あ
る
通
化
炭
鉱
に
み
ん
な
逃
げ
た
。
こ
の
と
き
要
請

さ
れ
て
、
第
六
十
二
部
隊
の
一
個
中
隊
が
警
備
に
つ
い
た
。
そ
し
て
炭
鉱
か
ら
引
揚

列
車
（
客
車
七
列
）
を
作
っ
て
、
夕
方
四
時
頃
に
出
発
し
た
が
、
客
車
を
留
め
る
芯

棒
を
「
満
人
」
が
み
ん
な
抜
い
た
の
で
、
客
車
が
脱
線
し
て
谷
間
に
落
ち
た
。
下
敷
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き
に
な
り
、
日
本
人
五
十
人
く
ら
い
が
死
ん
だ
。
一
番
後
ろ
の
貨
車
に
死
骸
を
の
せ

て
、
そ
の
前
に
は
怪
我
を
し
た
人
を
の
せ
て
鳳
城
駅
ま
で
き
た
。
そ
の
後
、
鳳
城
の

部
隊
ま
で
戻
っ
た
ら
、
空
兵
舎
で
全
員
ソ
連
軍
に
抑
留
さ
れ
て
い
た
。
連
絡
の
た
め

に
一
人
だ
け
が
残
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
み
ん
な
解
散
し
た
。

　
加
藤
輝
夫
さ
ん
は
、
以
前
い
た
文
官
屯
の
南
満
造
兵
廠
に
行
っ
た
ら
、
ソ
連
軍
が

全
工
場
を
占
領
し
て
い
た
。
日
本
人
を
使
っ
て
砲
弾
の
銅
板
な
ど
を
貨
物
列
車
で
運

ぶ
。
鉄
道
の
枕
木
も
寝
な
い
で
運
ん
だ
。
肩
の
皮
は
む
け
た
が
食
い
物
は
出
た
。
大

豆
、
コ
ー
リ
ャ
ン
な
ど
何
で
も
食
べ
る
人
は
生
き
延
び
る
が
、
食
べ
ら
れ
な
い
人
は

栄
養
失
調
で
亡
く
な
っ
た
。
当
時
、
ソ
連
兵
は
、
日
本
人
の
宿
舎
に
入
っ
て
、
革
の

ト
ラ
ン
ク
を
肩
に
二
つ
、
手
に
二
つ
持
っ
て
、
み
ん
な
「
略
奪
」
し
て
帰
っ
た
。
ソ

連
軍
は

引
揚
げ
る
と
き
に
、
奉
天
飛
行
場
と
飛
行
機
十
機
く
ら
い
を
全
部
爆
破
し
た
。

ま
た
日
本
軍
の
弾
薬
庫
に
も
火
を
つ
け
て
爆
破
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
南
満
造
兵
廠

の
将
校

は
全
員
連
れ
て
行
か
れ
た
が
、
徴
用
工
、
軍
属
は
残
さ
れ
た
。

　

ソ
連
軍
の
引
揚
後
に
は
、
八
路
軍
が
南
満
造
兵
廠
を
占
領
し
た
。
し
か
し
、
蒋
介

石
軍
が
支
那
か
ら
満
洲
に
入
っ
て
き
て
、
奉
天
で
市
街
戦
が
始
ま
り
、
八
路
軍
が
負

け
て
蒋
介
石
軍
が
奉
天
を
占
領
し
た
。
蒋
介
石
軍
に
は
日
本
の
兵
隊
が
随
分
含
ま
れ

て

い

て
、
南
満
造
兵
廠
で
軍
服
を
脱
い
で
、
み
ん
な
と
一
緒
に
「
内
地
」
に
帰
っ
て

き
た
。
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
持
っ
て
引
揚
列
車
に
乗
る
が
、
列
車
が
い
つ
ま
で
た
っ

て

も
発
車
し
な
い
。
持
参
し
て
い
る
物
は
中
国
の
物
だ
か
ら
、
み
ん
な
置
い
て
い
く

よ
う
に
い
わ
れ
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
線
路
の
脇
に
投
げ
さ
せ
て
、
日
本
人
の
持
ち

物
が
す
っ
か
ら
か
ん
に
な
っ
て
か
ら
発
車
し
た
。
満
洲
の
コ
ロ
ト
ウ
港
か
ら
舞
鶴
ま

で
引
揚
げ
て
、
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
八
月
に
仙
台
に
帰
っ
て
き
た
。

　

仙
台
市
南
染
師
町
の
庄
司
豊
彦
さ
ん
（
大
正
十
一
年
［
一
九
二
二
］
生
ま
れ
、
話

者
⑮
）
は
、
旧
制
中
学
校
卒
業
後
に
家
業
の
染
物
屋
を
一
年
間
手
伝
っ
た
頃
に
、
「
国

民
徴
用

令
」
に
基
づ
き
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
四
月
に
宮
城
県
の
第
一
回

徴
用

工
と
し
て
、
横
浜
市
東
神
奈
川
区
の
横
浜
ド
ッ
ク
の
寄
宿
舎
に
入
っ
た
。
昭
和

十
八
年
（
一
九
四
三
）
七
月
に
は
、
横
浜
で
徴
兵
検
査
が
あ
っ
た
。
甲
種
合
格
で
昭

和
十
八
年
十
二
月
に
入
隊
す
る
こ
と
に
な
り
、
十
一
月
末
に
は
仙
台
に
帰
っ
て
き
た
。

昭
和
十
八
年
十
二
月
十
日
、
現
役
兵
と
し
て
朝
鮮
の
羅
南
第
十
九
師
団
山
砲
兵
第

二

十
五
連
隊
第
三
中
隊
に
入
隊
し
た
。
昭
和
十
九
年
六
月
二
十
日
に
昭
和
十
九
年

度
兵
科
幹
部
候
補

生
、
七
月
十
日
に
兵
長
、
八
月
十
日
に
兵
科
乙
種
幹
部
候
補
生
、

十
一
月
十
六
日
に
は
軍
令
第
一
五
六
号
に
よ
り
臨
時
動
員
下
令
と
な
る
。
十
一
月

二
六

日
に
は
、
臨
時
動
員
完
結
で
、
山
砲
兵
第
二
十
五
連
隊
補
充
第
三
中
隊
に
編
成

さ
れ
た
。

　
主

力
部
隊
は
全
員
、
馬
、
火
砲
の
す
べ
て
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
移
動
と
な
っ
た
。
残

留
者
は
、
①
幹
部
候
補
生
（
教
育
期
間
が
三
日
間
残
っ
て
い
た
）
、
②
下
士
官
候
補
者
、

③
病
弱
者
だ
け
だ
っ
た
。
こ
の
当
時
、
昭
和
十
六
年
六
月
の
召
集
兵
の
う
ち
、
妻
帯

者
の

大
部
分
が
満
期
除
隊
の
準
備
を
し
て
い
た
が
、
十
一
月
二
六
日
に
は
フ
ィ
リ
ピ

ン

に
移
動
と
な
っ
た
。
十
二
月
上
旬
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
上
陸
し
て
、
ま
も
な
く
大
部

分
が
戦
死
し
た
。

　
庄

司
豊
彦
さ
ん
は
、
昭
和
十
九
年
十
二
月
一
日
に
伍
長
、
同
日
満
期
除
隊
を
命
ぜ

ら
れ
予
備
役
に
編
入
、
引
き
続
き
臨
時
召
集
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
羅
南
の
残
留
者
は
、

昭
和
二
十
年
初
め
の
補
充
を
待
っ
て
い
た
。
昭
和
二
十
年
一
月
に
は
、
山
砲
兵
第

七

十
九
連
隊
の
編
成
要
員
が
到
着
し
た
。
そ
の
と
き
、
内
地
か
ら
き
た
物
資
に
は
飯

盒
も
な
か
っ
た
。
飯
盒
の
代
用
品
は
「
飯
骨
柳
」
と
い
っ
て
柳
製
の
弁
当
箱
だ
っ
た
。

水
筒
の
代
用
品
は
花
竹
の
節
と
節
の
間
を
切
っ
た
竹
筒
製
の
水
筒
だ
っ
た
。
銃
剣
は

鞘
が
木
製
だ
っ
た
。
昭
和
二
十
年
一
月
の
部
隊
か
ら
は
代
用
品
の
装
備
だ
っ
た
の
で
、

戦
争
に
負
け
る
と
は
っ
き
り
わ
か
っ
た
。
当
時
の
軍
隊
食
も
代
用
食
で
、
コ
ー
リ
ャ

ン

飯
が
主
食
だ
っ
た
。
コ
ー
リ
ャ
ン
飯
は
冷
た
く
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
い
た
。

　

昭
和
二
十
年
二
月
六
日
に
は
臨
時
動
員
下
令
、
四
月
一
日
に
陸
軍
軍
曹
、
六
月
半

ば
に

は
予
備
将
校
教
育
の
た
め
に
、
「
満
洲
国
遼
陽
」
の
予
備
士
官
学
校
に
分
遣
を

命

じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
に
ソ
連
が
参
戦
し
て
、
ソ
連
軍
と

の

開
戦
の
た
め
、
す
ぐ
に
原
隊
復
帰
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

　
遼
陽

の

予
備
士
官
学
校
を
出
発
し
て
、
羅
南
に
向
か
っ
た
。
安
東
（
現
丹
東
）
、
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新
義
州
、
平
壌
で
の
乗
り
継
ぎ
は
、
す
べ
て
軍
用
列
車
、
羅
南
を
目
前
に
し
て
列
車

は

ス

ト
ッ
プ
、
撤
退
兵
、
将
校
夫
人
、
子
ど
も
、
地
方
人
等
で
駅
も
列
車
も
ご
っ
た

返

し
で
敗
戦
（
終
戦
の
前
日
）
の
現
実
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
。

　

こ
の
と
き
は
、
関
東
軍
、
憲
兵
、
師
団
司
令
部
の
将
校
、
家
族
が
ま
っ
さ
き
に
逃

げ

た
。
機
関
手
は
召
集
さ
れ
て
誰
も
い
な
い
の
で
、
経
験
者
の
兵
隊
が
運
転
し
た
。

そ
の
と
き
に
は
、
「
地
方
人
」
と
呼
ば
れ
た
満
洲
在
住
の
日
本
人
の
婦
人
、
子
ど
も

た
ち
、
満
洲
移
民
・
開
拓
団
の
人
た
ち
は
、
夫
が
召
集
さ
れ
て
食
べ
る
も
の
も
な
く
、

「兵
隊
さ
ん
、
助
け
て
く
だ
さ
い
。
」
と
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
聞
い
て
も

ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
。
民
間
人
の
大
部
分
は
、
列
車
に
は
乗
れ
な
か
っ

た
の
で
、
み
ん
な
北
韓
や
南
韓
に
逃
げ
た
。
北
韓
で
は
ソ
連
軍
が
入
っ
て
平
壌
に
集

ま
っ
て
い
た
の
で
、
餓
死
す
る
民
間
の
日
本
人
が
た
く
さ
ん
い
た
。
亡
く
な
っ
た
人

た
ち
は
、
大
き
な
穴
を
掘
っ
て
、
そ
こ
を
墓
場
と
さ
れ
た
。
軍
隊
、
軍
部
が
優
先
で
、

民
間
の
日
本
人
で
あ
る
「
地
方
人
」
は
、
ひ
ど
い
扱
い
を
受
け
た
。

　
庄

司
豊
彦
さ
ん
た
ち
が
乗
り
込
ん
だ
列
車
は
、
羅
南
の
手
前
で
ス
ト
ッ
プ
し
た
。

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
十
五
日
の
夕
方
、
や
っ
と
の
思
い
で
、
京
城
の
歩

兵
部
隊
に
一
宿
一
飯
の
申
し
出
を
し
た
。
そ
の
晩
の
こ
と
、
歩
兵
部
隊
で
は
「
三
八

式
歩
兵
銃
」
そ
の
他
兵
器
に
彫
り
込
ん
で
あ
る
「
菊
の
紋
章
」
を
ヤ
ス
リ
で
削
り
取
っ

て

お
り
、
敗
戦
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
た
。
翌
朝
、
歩
兵
部
隊
上
級
将
校
よ
り
、
諸
君

達
は
当
部
隊
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
員
数
外
の
兵
士
で
食
事
給
与
は
や
れ
な
い
。
か

つ

関
東
軍
司
令
部
は
「
満
洲
国
通
化
」
に
向
か
っ
て
出
発
し
た
。
入
月
十
九
日
頃
、

安
東

に
到
着
し
、
通
化
行
き
の
列
車
を
待
っ
た
。
し
か
し
、
同
日
、
ソ
連
軍
進
駐
の

情
報

に
接
し
、
こ
れ
で
は
い
つ
ソ
連
軍
に
発
見
さ
れ
一
斉
射
撃
に
遭
う
か
も
知
れ
ず
、

「
鴨
緑
江
」
の
鉄
橋
を
夢
中
に
走
り
ぬ
け
た
と
き
、
こ
れ
が
一
生
の
最
後
の
姿
か
と

頭
の
中
を
よ
ぎ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
新
義
州
（
北
朝
鮮
）
に
や
っ
と
の
こ
と
で
到
着
、
平
壌
行
き
の
軍
用
列

車
に
乗
り
込
ん
だ
。
列
車
は
無
蓋
車
で
、
避
難
す
る
民
間
人
、
軍
関
係
者
で
す
し
詰

め

で

こ
の
世
の
終
わ
り
か
と
思
わ
れ
た
。
食
事
も
取
れ
ず
、
ど
う
に
か
八
月
二
二
日

夕
刻
、
平
壌
に
到
着
し
た
。
駅
広
場
で
食
事
の
仕
度
中
に
、
突
然
、
ソ
連
軍
の
「
バ

リ
バ
リ
」
と
い
う
機
銃
（
マ
ン
ド
リ
ン
）
の
一
斉
射
撃
を
受
け
た
。
そ
の
も
の
す
ご

さ
に
び
っ
く
り
仰
天
、
震
え
が
止
ま
ら
ぬ
ま
ま
降
参
し
た
。
夜
遅
く
平
壌
市
内
の
小

学
校
に
収
容
さ
れ
た
。
や
が
て
ソ
連
に
連
行
さ
れ
て
、
満
四
年
間
に
わ
た
り
、
俘
虜

の
身
に
な
る
と
は
毛
頭
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。

シ

ベ
リ
ア
抑
留

　
庄

司
豊
彦
さ
ん
（
話
者
⑮
）
は
、
平
壌
市
内
の
小
学
校
か
ら
三
合
里
部
落
に
連
行

さ
れ
た
。
満
洲
、
支
那
か
ら
連
行
さ
れ
た
将
兵
一
万
三
千
人
が
収
容
さ
れ
て
い
た
。

こ
こ
に
昭
和
二
十
年
（
］
九
四
五
）
十
一
月
末
ま
で
い
た
。
そ
の
後
大
き
な
工
場
の

社
宅

に
移
動
し
、
そ
う
ち
発
疹
チ
フ
ス
が
流
行
し
て
み
ん
な
足
止
め
に
な
る
。
こ
こ

に
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
五
月
ま
で
い
た
。

　
次

に
船
で
北
の
方
に
向
か
い
、
シ
ベ
リ
ア
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
上
が
り
、
二
ヶ

月
く
ら
い
原
っ
ぱ
に
幕
舎
を
建
て
て
テ
ン
ト
生
活
を
し
て
い
た
。
昭
和
二
一
年
八
月

に
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
に
移
動
し
た
。
こ
こ
に
は
一
年
以
上
い

て
、
宿
舎
に
は
二
〇
〇
～
三
〇
〇
人
が
寝
泊
り
し
た
。
昭
和
二
三
年
（
］
九
四
八
）

に

は

砂
漠
へ
移
動
し
た
。

　
昭
和
二
一
二
年
十
一
月
頃
に
は
、
日
本
に
帰
す
と
い
っ
て
、
ナ
ホ
ト
カ
の
山
の
中
へ

移

動
に
な
る
。
こ
の
頃
、
東
京
裁
判
の
判
決
が
出
て
（
昭
和
二
三
年
十
一
月
二
五

日
、
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
が
被
告
に
有
罪
判
決
）
、
東
条
英
機
の
絞
首
刑
が
決
ま
っ

た
こ
と
を
、
ソ
連
軍
の
政
治
将
校
か
ら
教
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
み
ん
な
シ
ベ
リ
ア

の

山
の
中
に
移
動
と
な
り
収
容
さ
れ
た
。
シ
ベ
リ
ア
で
は
、
五
十
～
六
十
人
く
ら
い

ず
つ
山
小
屋
に
収
容
さ
れ
た
。
こ
こ
で
の
生
活
は
大
変
で
両
足
が
凍
傷
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
山
小
屋
で
の
生
活
は
、
病
気
に
な
る
も
の
も
多
く
、
春
先
に
は
食
べ
る
も

の

が

な
く
、
き
の
こ
を
食
べ
て
そ
れ
に
あ
た
る
者
も
い
た
。
笑
い
茸
を
食
べ
て
、
ゲ

ラ
ゲ
ラ
笑
っ
て
高
熱
を
出
し
て
死
ん
で
し
ま
う
。
一
軒
の
山
小
屋
で
二
、
三
人
は
死

ん

だ
。
春
先
に
は
蛇
、
カ
タ
ツ
ム
リ
を
常
食
し
た
。
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収
容
所
は
、
作
業
大
隊
が
一
〇
〇
〇
人
単
位
で
、
そ
れ
が
五
十
～
六
十
人
、
一
〇
〇

人

単
位
な
ど
で
山
小
屋
に
分
散
し
て
分
か
れ
た
。
朝
七
時
前
に
山
の
中
に
出
か
け
、

八
時
間
労
働
と
決
ま
っ
て
い
た
。
「
働
か
ざ
る
も
の
食
う
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
の
が
、

「赤
化
思
想
」
の
基
本
理
念
だ
っ
た
。
労
働
の
成
果
は
、
ソ
連
軍
の
将
校
が
や
っ
て

き
て
毎
日
検
査
さ
れ
る
。

　
木
の
伐
採
は
、
二
人
一
組
で
二
人
挽
き
用
の
一
．
五
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
鋸
を
道

具

に
、
二
人
で
一
日
当
た
り
何
本
と
い
う
ノ
ル
マ
が
決
ま
っ
て
い
た
。
ノ
ル
マ
が
で

き
な
い
と
、
そ
の
分
だ
け
食
事
の
量
が
減
ら
さ
れ
た
。
普
通
は
黒
パ
ン
三
五
〇
グ
ラ

ム

に
ス
ー
プ
が
つ
い
て
一
食
分
だ
っ
た
。
ノ
ル
マ
の
八
〇
％
し
か
達
成
で
き
な
い
と
、

黒
パ
ン
が
二
〇
％
引
か
れ
て
、
小
さ
な
黒
パ
ン
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
栄
養
失
調
に

な
る
。
ノ
ル
マ
の
達
成
が
低
い
と
、
黒
パ
ン
の
量
が
病
人
よ
り
少
な
く
な
る
。
昭
和

二
四
年
八
月
ま
で
こ
の
生
活
が
続
い
た
。

　
昭
和
二
四
年
八
月
末
に
ナ
ホ
ト
カ
に
移
動
と
な
っ
た
。
ナ
ホ
ト
カ
で
は
、
「
赤
化

思
想
」
の
教
育
を
受
け
る
。
「
赤
化
思
想
」
の
賛
同
者
か
ら
船
で
日
本
に
帰
さ
れ
た
。

そ
の
な
か
に
は
、
東
京
に
よ
っ
て
日
本
共
産
党
に
入
党
す
る
も
の
も
い
た
。
ス
タ
ー

リ
ン
の
悪
口
を
言
っ
た
り
、
天
皇
を
称
賛
す
る
と
、
す
ぐ
に
引
っ
張
っ
て
い
か
れ
尋

問
さ
れ
た
。
ま
た
警
察
官
や
外
務
省
出
身
者
も
引
っ
張
っ
て
い
か
れ
た
。
な
か
に
は

密
告
す
る
も
の
も
い
た
。
そ
し
て
、
「
満
洲
国
」
の
領
事
館
、
大
使
館
つ
と
め
の
者

が
い

る
と
、
「
戦
犯
扱
い
」
で
引
っ
張
っ
て
い
か
れ
る
。
夜
中
で
も
連
行
さ
れ
た
。

ナ
ホ
ト
カ
で
は
「
赤
化
思
想
」
の
教
育
の
最
後
の
仕
上
げ
に
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル

の
歌
、
赤
旗
の
歌
、
作
業
大
隊
の
歌
を
歌
わ
せ
ら
れ
る
。

　
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
九
月
に
、
ナ
ホ
ト
カ
か
ら
船
に
乗
り
、
舞
鶴
に
向
か
っ

た
。
天
の
橋
立
が
見
え
て
き
た
と
き
、
は
じ
め
て
日
本
に
帰
っ
て
き
た
と
思
っ
た
。

舞
鶴
で
復
員
手
続
き
が
あ
り
、
舞
鶴
に
は
弟
（
庄
司
平
吉
）
が
迎
え
て
く
れ
た
。

　

し
か
し
、
舞
鶴
港
で
下
船
す
る
や
い
な
や
、
ア
メ
リ
カ
兵
に
突
然
、
D
D
T
を
ぶ
っ

か

け
ら
れ
た
。
シ
ラ
ミ
退
治
に
D
D
T
（
白
い
粉
）
を
か
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
と
き

は
何
も
説
明
が
な
く
、
突
然
か
け
ら
れ
た
の
で
、
み
ん
な
怒
っ
て
い
た
。

　
舞
鶴
、
京
都
か
ら
他
の
戦
友
と
一
緒
に
東
京
ま
で
列
車
に
乗
っ
て
い
く
予
定
だ
っ

た
が
、
静
岡
県
の
藤
沢
に
父
親
（
庄
司
豊
之
助
）
が
待
っ
て
い
た
。
東
京
ま
で
一
緒

に

行
く
と
、
他
の
戦
友
に
同
調
し
て
日
本
共
産
党
に
入
党
す
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら

と
、
途
中
下
車
さ
せ
ら
れ
て
、
藤
沢
で
一
泊
し
た
。
そ
し
て
、
家
族
と
と
も
に
、
東

京
経
由
で
仙
台
に
帰
っ
て
き
た
。
仙
台
に
帰
っ
た
と
き
は
、
「
浦
島
太
郎
」
だ
っ
た
。

下
の

弟
が
小
学
校
六
年
生
の
と
き
に
、
横
浜
に
徴
用
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
弟
が
、
大

学
生
に

な
っ
て
角
帽
を
か
ぶ
っ
て
い
て
、
一
体
誰
な
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
帰
っ

て

き
た
と
き
は
、
体
重
三
九
k
9
で
、
お
尻
の
肉
が
な
く
、
二
ヶ
月
く
ら
い
は
家
で

休
ん

で

い

た
。
帰
っ
て
き
て
か
ら
は
、
マ
ラ
リ
ア
で
倒
れ
、
三
九
度
五
分
～
四
十
度

く
ら
い
の
高
熱
が
出
る
。
一
週
間
く
ら
い
た
つ
と
マ
ラ
リ
ア
は
治
る
が
、
二
年
間

は
毎
月
マ
ラ
リ
ア
に
か
か
っ
た
。
家
業
の
染
物
屋
は
、
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）

十
二
月
頃
か
ら
手
伝
い
始
め
た
。

（
3
）
満
洲
開
拓
と
満
洲
移
民

①
南
満
洲
鉄
道
と
開
拓
事
業

　
　
　
　
　
　
　
し
も
あ
や
し
　
　
　
　
と
ら
わ
か

　
仙
台
市
青
葉
区
下
愛
子
の
三
澤
寅
和
鹿
さ
ん
（
明
治
三
五
年
三
九
〇
二
］
生
ま
れ
、

話
者
⑯
）
は
、
外
交
官
を
父
に
中
国
の
天
津
で
生
ま
れ
た
。
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）

に

は
南
満
工
専
農
業
土
木
科
に
入
学
し
た
。
当
時
は
日
本
の
国
策
で
あ
る
満
洲
移
民

政
策
に
あ
わ
せ
て
、
南
満
工
専
に
農
業
土
木
科
が
新
設
さ
れ
た
。
外
交
官
の
父
か
ら
、

建
築
科
、
機
械
科
よ
り
農
業
土
木
を
選
ぶ
と
よ
い
と
い
わ
れ
、
農
業
土
木
科
を
選
ん

だ
。
三
澤
さ
ん
は
農
業
土
木
科
の
第
三
期
生
だ
っ
た
。
南
満
工
専
で
四
年
間
学
び
（
実

習
半
年
）
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
卒
業
し
た
。
昭
和
三
年
は
、
満
洲
移
民
事

業
を
始
め
よ
う
と
い
う
時
期
だ
っ
た
。
ま
た
南
満
工
専
の
農
業
土
木
科
長
が
、
満
洲

日
報
社
社
長
の
後
輩
だ
っ
た
関
係
で
、
満
州
日
報
社
社
長
の
推
薦
に
よ
り
、
満
鉄
の

正
職

員
と
し
て
昭
和
三
年
に
入
社
し
た
。
入
社
後
は
、
満
鉄
本
社
の
農
務
課
に
配
属

と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
満
鉄
の
外
郭
団
体
と
し
て
大
連
農
事
会
社
を
作
る
こ
と
に
な
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り
、
満
鉄
農
務
課
長
の
土
地
内
任
五
郎
が
社
長
に
就
任
し
た
。
そ
の
と
き
、
三
澤
寅

和
鹿
さ
ん
も
大
連
農
事
会
社
の
工
事
係
長
に
な
っ
た
。

　
大
連
農
事
会
社
は
、
第
一
回
の
事
業
は
、
「
満
洲
移
民
」
と
い
う
大
き
な
仕
事
を

始
め

よ
う
と
し
て
い
た
。

　
朝
鮮
と
満
州
の
国
境
沿
い
に
あ
る
鴨
緑
江
の
川
の
支
流
で
関
東
州
内
に
お
よ
ん
だ

と
こ
ろ
に
、
渤
海
湾
の
河
口
に
ヒ
シ
カ
と
い
う
町
が
あ
っ
た
。
ヒ
シ
カ
の
す
ぐ
そ
ば

に
川
中
の
島
が
あ
っ
た
。
二
三
〇
町
歩
も
の
大
き
な
島
だ
っ
た
。
こ
の
島
を
農
場
に

改
造

し
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
農
場
主
・
佐
藤
さ
ん
に
提
供
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
と
き
に
三
澤
さ
ん
が
主
任
と
な
っ
て
島
の
開
拓
、
農
場
設
定
を
ま
か

さ
れ
た
。
工
事
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
の
夏
に
始
ま
っ
た
。

　

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
「
北
支
事
変
」
が
お
こ
る
と
、
日
本
の
開
拓
事

業
を
北
支
（
華
北
）
に
拡
大
す
る
計
画
と
な
っ
た
。
三
澤
さ
ん
は
北
京
の
満
鉄
調
査

部
に
転
勤
と
な
っ
た
。
北
京
郊
外
か
ら
東
の
ト
ン
ス
コ
ウ
に
事
務
所
が
開
設
さ
れ

た
。
北
京
の
故
宮
近
く
の
ト
ン
フ
ァ
メ
ン
の
中
国
人
住
宅
を
改
造
し
て
満
鉄
の
社
宅

と
し
た
。
三
澤
さ
ん
の
い
た
満
鉄
の
北
支
の
会
社
は
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）

に
華
北
交
通
株
式
会
社
と
な
っ
た
。
（
『
国
史
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
北
支
那
開
発

会
社
・
満
鉄
・
中
国
臨
時
政
府
の
出
資
に
よ
る
日
華
合
弁
の
中
国
法
人
で
北
京
に
本

社
を
置
く
。
職
員
は
日
本
人
四
万
三
八
六
三
人
、
中
国
人
＝
万
九
三
四
人
、
総
計

］
五
万
四
七
九
七
だ

が
要
職
は

ほ

と
ん
ど
日
本
人
が
独
占
）

　
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
九
月
二
七
日
に
日
独
伊
三
国
同
盟
が
調
印
さ
れ
る
が
、

そ
の
前
年
に
は
、
東
京
・
ベ
ル
リ
ン
間
に
鉄
道
を
敷
設
す
る
計
画
が
あ
り
、
日
本
は

中
国
か
ら
ト
ル
コ
の
入
口
ま
で
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
全
長
二
七
〇
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
「
万
里
の
長
城
」
の
南
側
に
鉄
道
を
通
す
計
画
だ
っ
た
。
こ
の
と
き
軍

は
、
約
三
十
人
の
調
査
員
を
委
嘱
し
た
。
三
澤
さ
ん
も
そ
の
中
の
一
人
だ
っ
た
。
調

査
は
個
々
人
に
命
ず
る
。
調
査
は
、
渤
海
湾
の
山
海
関
か
ら
始
ま
っ
て
、
北
京
の
北

を
通
っ
て
蒙
古
と
中
国
の
国
境
、
ト
ル
コ
の
端
ま
で
行
く
。
北
京
か
ら
上
海
へ
行
く

大
運
河

は
七
艘
く
ら
い
の
船
団
で
調
査
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
に
開
始
さ
れ
て
、
昭
和
十
九
年

（
一
九
四

四
）
ま
で
の
六
年
間
、
毎
年
二
、
三
回
で
、
一
回
に
一
ヶ
月
ず
つ
の
調
査
が

実
施
さ
れ
た
。
毎
年
一
回
、
東
京
三
宅
坂
の
参
謀
本
部
ま
で
行
き
、
命
令
書
を
受
け

て

か

ら
調
査
を
実
施
す
る
。
こ
の
調
査
は
、
鉄
道
が
ひ
け
る
地
図
と
計
画
書
を
作
成

す
る
の
が
目
的
だ
っ
た
。
調
査
の
と
き
に
は
、
北
支
方
面
軍
司
令
部
で
満
鉄
の
社
服

を
ぬ
い
で
、
軍
支
給
の
チ
ョ
ッ
キ
に
着
替
え
る
。
調
査
の
最
中
に
中
国
共
産
党
・
八

路
軍
の
捕
虜
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

終
戦
と
「
残
留
孤
児
」

　
日
本
の
敗
戦
直
前
の
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
九
日
に
は
ソ
連
軍
が
参
戦

し
て
、
関
東
軍
は
南
に
撤
退
し
た
。
終
戦
の
と
き
に
は
、
日
本
人
の
持
ち
物
は
全
部

取
り
上
げ
ら
れ
、
日
本
人
の
移
民
に
は
自
分
達
の
赤
ん
坊
を
世
話
す
る
余
裕
も
な
く

か

っ

た
。
赤
ん
坊
や
子
ど
も
た
ち
が
、
「
支
那
人
」
に
拾
わ
れ
た
り
、
買
わ
れ
た
り
し
た
。

赤
ん
坊
は
籠
に
入
れ
て
売
り
歩
く
。
「
支
那
人
」
の
農
民
が
赤
ん
坊
を
買
い
に
来
た
。

赤
ん
坊
は
着
物
の
よ
し
あ
し
で
値
段
を
決
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、

後
の

「残
留
孤
児
」
と
な
っ
た
。

戦
後
の
開
拓
事
業

　
三
澤
寅
和
鹿
さ
ん
は
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
三
月
に
日
本
に
引
揚
げ
て
、
長

兄
の

い

る
大
阪
の
豊
中
に
身
を
寄
せ
た
。
当
時
は
、
日
本
の
食
糧
増
産
計
画
の
一
環

と
し
て
、
開
拓
を
始
め
る
た
め
に
、
農
林
省
が
、
海
外
に
い
る
開
拓
事
業
の
専
門
家

を
日
本
に
集
め
よ
う
と
し
て
い
た
。
満
鉄
の
兄
弟
会
社
で
あ
る
華
北
交
通
の
農
業
技

術
関
係
者
も
日
本
に
集
め
る
こ
と
に
な
り
、
総
裁
の
命
令
で
指
導
で
き
る
技
術
屋
を

連
れ
て

来
い
と
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
の
報
告
書
も
提
出
し
て
い
る
。
華
北
交
通

か

ら
は
一
〇
〇
人
く
ら
い
の
技
術
者
を
集
め
た
。
こ
う
し
て
三
澤
寅
和
鹿
さ
ん
は
、

農
林
省
の
開
拓
事
業
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
宮
城
県
の
王
城
寺
原
（
旧
第
二
師
団
演

習
場
）
に
や
っ
て
き
た
。
（
『
宮
城
県
の
地
名
』
に
よ
れ
ば
、
王
城
寺
原
は
明
治
十
四
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年
以
降
、
陸
軍
王
城
寺
原
演
習
場
と
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
戦
後
は
北
側
扇
状
地

が
入
植
者
の

開
拓
地
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
花
川
の
南
岸
台
地
の
一
部
が
自
衛
隊
の

演
習
場
と
し
て
使
用
、
現
在
は
一
部
が
米
軍
の
演
習
場
と
し
て
も
使
用
）

　
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
六
月
以
降
に
、
宮
城
県
加
美
郡
色
麻
村
（
現
色
麻
町
）

の
王
城
寺
原
開
拓
地
の
所
長
と
な
り
、
旧
将
官
用
の
立
派
な
官
舎
が
あ
て
が
わ
れ
た
。

部
下
に
五
人
の
職
員
が
い
た
。
助
役
の
奥
さ
ん
が
炊
事
を
し
て
く
れ
た
。

　
王
城
寺
原
に
は
最
初
に
東
京
の
戦
災
者
を
選
定
し
て
開
拓
地
に
入
れ
た
が
、
開
墾

の
成
績
は
悪
か
っ
た
。

　
そ
の
う
ち
に
、
宮
城
県
宮
城
郡
広
瀬
村
・
大
沢
村
（
現
仙
台
市
）
に
一
ヶ
所
ず
つ

開
拓
地
区
が
設
定
さ
れ
、
こ
ご
こ
の
所
長
に
就
任
し
た
。
仙
山
線
落
合
駅
前
の
農
学

寮
の
土
地
二
反
歩
を
官
舎
と
し
た
。
こ
の
と
き
家
族
を
呼
ん
で
、
そ
れ
以
来
こ
こ
に

住
み
着
い
た
。

②
満
洲
事
変

　
日
本
近
代
史
の
研
究
者
で
あ
り
、
戦
争
中
に
中
国
に
滞
在
し
て
い
た
岩
井
忠
熊
さ

ん

と
安
孫
子
麟
さ
ん
は
、
満
洲
事
変
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
岩
井
忠
熊
さ
ん
（
大
正
十
一
年
三
九
二
二
］
生
ま
れ
）
に
よ
れ
ば
、
昭
和
六
年

（
一
九

三
一
）
九
月
十
八
日
に
、
「
現
在
の
藩
陽
、
当
時
の
奉
天
の
柳
条
湖
で
日
本
側

の
鉄
道
で
あ
っ
た
満
鉄
の
線
路
が
破
壊
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
口
実
に
し
て
、
突
然

当
時
の
奉
天
に
い
た
張
学
良
に
対
す
る
攻
撃
を
は
じ
め
る
。
そ
こ
か
ら
満
州
事
変
と

い

う
も
の
が
は
じ
ま
り
、
そ
の
帰
結
が
い
わ
ゆ
る
『
満
洲
国
』
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
」
。
「
実
は
私
は
柳
条
湖
と
い
う
の
を
知
っ
て
い
る
ん
で
す
。
と
申
し
ま
す

の

も
私
は
大
連
の
小
学
校
に
行
き
ま
し
た
の
で
、
修
学
旅
行
で
奉
天
に
つ
れ
て
い
か

れ

ま
し
た
。
柳
条
湖
の
鉄
道
爆
破
事
件
の
跡
に
連
れ
て
行
か
れ
ま
し
て
、
そ
こ
で
ガ

イ
ド
が
説
明
し
て
い
た
ん
で
す
。
こ
こ
で
爆
破
さ
れ
た
ん
だ
と
い
う
ふ
う
に
い
わ
れ

ま
し
た
」
。
「
ま
さ
か
そ
の
当
時
、
日
本
軍
が
や
っ
た
な
ん
て
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

も
ち
ろ
ん
ガ
イ
ド
は
そ
ん
な
こ
と
を
い
う
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
」
。
〔
岩
井
忠
熊
「
戦

争
と
庶
民
の
く
ら
し
～
十
五
年
戦
争
と
庶
民
の
戦
争
責
任
～
」
『
仙
台
市
歴
史
民
俗
資
料
館

調
査
報
告
書
』
第
二
二
集
参
照
、
二
〇
〇
四
年
〕

　
安
孫
子
麟
さ
ん
（
昭
和
三
年
［
一
九
二
八
］
生
ま
れ
）
に
よ
れ
ば
、
（
当
時
の
「
奉

天
」
、
現
在
の
藩
陽
に
住
ん
で
い
た
）
「
私
た
ち
中
国
で
ず
っ
と
生
活
し
て
い
た
者
は
、

そ
れ
は
日
本
軍
が
自
ら
や
っ
た
ん
だ
と
い
う
話
は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
戦
争
が
始
ま
っ

て

く
る
と
ほ
と
ん
ど
周
知
の
事
実
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
中
学
に
い
た

教
練
の
教
師
、
軍
事
教
練
を
教
え
る
人
で
大
体
予
備
役
か
退
役
に
な
っ
た
将
校
が
教

え
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
先
生
は
北
大
営
の
一
番
乗
り
を
し
た
と
い
う
の
で
金
鶏
勲

章
の
功
七
級
を
も
ら
っ
て
非
常
に
自
慢
し
て
我
々
に
も
話
し
て
く
れ
た
ん
で
す
が
、

は
っ
き
り
と
あ
れ
は
関
東
軍
が
自
ら
や
っ
た
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
い
っ
て
い
ま
し

た
」
。
〔
安
孫
子
麟
「
満
州
移
民
と
日
本
の
農
村
」
『
仙
台
市
歴
史
民
俗
資
料
館
調
査
報
告
書
』

第
二
二
集
参
照
、
二
〇
〇
四
年
〕

　

こ
の
よ
う
に
、
満
洲
事
変
が
関
東
軍
の
謀
略
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
太
平
洋
戦
争
が

始
ま
っ
た
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
以
降
に
は
、
満
洲
在
住
の
日
本
人
の
間
で
は
、

広
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

③
満
洲
移
民

　

満
洲
移
民
は
、
昭
和
七
年
三
月
に
「
満
洲
国
」
建
国
が
宣
言
さ
れ
、
昭
和
七

年
（
一
九
三
二
）
か
ら
始
ま
る
が
、
昭
和
七
年
の
第
一
次
移
民
団
と
昭
和
八
年

（
一
九

三

三
）
の
第
二
次
移
民
団
は
、
「
軍
人
の
退
役
者
」
（
在
郷
軍
人
の
こ
と
）
が

参
加
し
た
。
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
の
第
三
次
移
民
団
か
ら
一
般
の
募
集
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
さ
と
ま
ち

宮
城
県
遠

田
郡
南
郷
村
（
現
美
里
町
）
の
及
川
頼
治
さ
ん
（
明
治
四
三
・
一
九
一
〇

年
生
ま
れ
）
は
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
の
第
四
次
移
民
団
に
応
募
し
た
。

　
及

川
頼
治
さ
ん
（
明
治
四
三
年
三
九
一
〇
］
十
月
生
ま
れ
、
話
者
⑰
）
に
よ
れ

ば
、
当
時
の
南
郷
農
業
学
校
（
「
南
郷
国
民
高
等
学
校
」
、
現
南
郷
農
業
高
等
学
校
の

前
身
）
の
松
川
五
郎
校
長
が
、
満
洲
移
民
運
動
に
熱
心
で
あ
り
、
一
人
二
十
町
歩
の

土
地

を
も
ら
え
る
こ
と
。
原
野
で
は
な
く
「
満
人
」
の
開
墾
し
た
土
地
を
買
い
上
げ
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て
、
そ
れ
を
満
洲
移
民
に
分
け
る
と
う
こ
と
だ
っ
た
。
松
川
校
長
が
、
「
い
か
ね
え
か
」

と
い
う
の
で
、
こ
れ
は
い
い
と
思
い
、
満
洲
移
民
に
応
募
し
た
。

　
及

川
頼
治
さ
ん
は
、
日
本
国
民
高
等
学
校
ハ
ル
ビ
ン
分
校
で
六
ヶ
月
の
訓
練
を
受

け
た
。
全
員
が
独
身
青
年
で
、
及
川
頼
治
さ
ん
は
、
ハ
タ
ホ
地
区
の
「
東
海
部
落
」

に
入
植
し
た
。
入
植
し
て
か
ら
満
洲
で
結
婚
し
た
。
妻
は
南
郷
村
の
実
家
の
兄
嫁
の

妹
だ

っ
た
。

　

戦
争
が
激
し
く
な
る
と
、
入
植
し
た
青
年
た
ち
の
多
く
は
現
地
召
集
さ
れ
た
。
ほ

と
ん
ど
が
応
召
家
族
に
な
っ
た
。
及
川
頼
治
さ
ん
は
海
軍
だ
っ
た
の
で
召
集
さ
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ち
ょ
う
ゆ
そ
つ

か

っ

た
。
ま
た
陸
軍
で
も
輻
重
輸
卒
の
者
も
召
集
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
農
作
業
は
、
大
豆
等
の
畑
作
は
共
同
作
業
で
行
っ
た
。
水
田
は
小
作
人
と
し
て
朝

鮮
人

を
雇
い
、
小
作
料
を
徴
収
し
た
。
冬
場
の
燃
料
と
な
る
薪
は
、
遠
く
の
山
ま
で

ナ
ラ
、
カ
バ
の
木
を
伐
採
し
て
馬
櫨
で
運
ん
だ
。
冬
場
は
寒
く
て
零
下
二
十
度
く
ら

い

ま
で
に
な
る
。
夏
は
三
十
度
く
ら
い
ま
で
あ
が
る
。
収
穫
物
の
穀
物
は
南
京
袋
に

入
れ
て

（
一
つ

］
○

○

キ
ロ
）
、
そ
れ
を
「
満
人
」
の
苦
力
（
ク
ー
リ
ー
）
が
背
負
っ

て
汽
車
ま
で
運
ん
だ
。

　
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
に
ソ
連
が
参
戦
す
る
と
、
「
関
東
軍
は
、
計
画
通
り
に
撤
退
。

国
策
と
し
て
国
境
沿
い
に
配
置
さ
れ
て
い
た
満
蒙
（
ま
ん
も
う
）
開
拓
団
、
青
少
年

義
勇
軍
を
は
じ
め
、
一
三
二
万
余
の
居
留
民
は
放
置
さ
れ
た
。
避
難
す
る
開
拓
団
の

悲
劇
が
続
出
し
た
。
国
境
ま
で
四
十
キ
ロ
の
東
満
・
ハ
タ
ホ
開
拓
団
は
、
開
戦
さ
え

知
ら
さ
れ
ず
、
ソ
連
軍
の
爆
撃
で
異
変
を
知
る
。
応
召
者
を
欠
き
、
婦
女
子
が
中
心

の

一
三
〇

〇

人

は
そ
の
夜
、
馬
車
を
連
ね
、
ソ
連
の
進
撃
に
追
わ
れ
て
西
に
向
か
つ

た
。
機
銃
掃
射
、
泥
淳
（
で
い
ね
い
）
、
暴
民
の
襲
撃
。
次
々
に
馬
と
人
を
失
っ
て

十

二

日
、
麻
山
に
着
い
た
時
に
は
ソ
連
に
囲
ま
れ
て
い
た
。
貝
沼
洋
二
団
長
は
男
子

の
斬
り
込
み
、
婦
女
子
に
自
決
を
決
定
、
先
ん
じ
て
拳
銃
で
自
裁
残
っ
た
男
子
団
員

は
子
ど
も
、
婦
人
四
〇
〇
余
人
を
順
々
に
射
殺
し
た
。
」
（
昭
和
五
八
年
［
一
九
八
三
］

四

月
十
八
日
「
朝
日
新
聞
」
の
中
村
雪
子
『
麻
山
事
件
』
の
紹
介
記
事
よ
り
）

　

こ
う
し
て
、
及
川
頼
治
さ
ん
の
妻
は
、
「
麻
山
事
件
」
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
及

川
さ
ん
た
ち
は
、
女
、
子
ど
も
を
殺
し
て
、
開
拓
村
の
者
た
ち
が
死
ん
だ
の
を
見
届

け
て
、
自
分
た
ち
も
切
り
込
み
に
行
こ
う
と
し
た
が
、
そ
の
時
に
は
、
敵
の
ソ
連
軍

は
い
な
く
な
っ
て
い
た
。
及
川
さ
ん
は
こ
の
事
実
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、

山
中
を
逃
避
行
し
て
、
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
八
月
に
日
本
に
帰
っ
て
き
た
。

（
4
）
「
戦
争
未
亡
人
」
の
戦
申
・
戦
後

①
戦
時
中
の
く
ら
し

　

仙
台
市
泉
区
の
「
戦
争
未
亡
人
」
の
山
内
す
み
さ
ん
（
大
正
七
年
三
九
一
八
］

生
ま
れ
、
話
者
⑱
）
は
、
五
人
姉
妹
で
実
家
は
茨
城
県
北
相
馬
郡
取
手
町
（
現
取
手
市
）

に
あ
っ
て
、
生
ま
れ
て
ま
も
な
く
父
親
は
亡
く
な
っ
た
。
母
は
裁
縫
の
先
生
で
、
上

野
の
松
坂
屋

に
着
物
を
納
め
る
内
職
を
し
て
い
た
。
山
内
す
み
さ
ん
（
旧
姓
松
田
す

み
、
五
女
）
は
、
取
手
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、
取
手
実
科
女
学
校
に
三
年
間

通
っ
た
。
卒
業
後
の
十
五
、
十
六
歳
頃
か
ら
母
の
手
伝
い
を
し
た
。
し
か
し
、
二
十

歳
の
と
き
に
母
親
が
亡
く
な
っ
た
。

　

そ
の
後
は
、
長
姉
の
も
と
に
身
を
寄
せ
た
。
長
姉
の
夫
は
、
東
京
葛
飾
区
金
町
の

自
宅
で
封
筒
作
り
の
工
場
を
経
営
し
て
い
た
。
松
田
す
み
さ
ん
（
山
内
す
み
さ
ん
の

旧
姓
）
も
そ
こ
で
働
い
た
。
そ
の
こ
ろ
、
姉
（
三
女
）
の
し
げ
さ
ん
は
赤
羽
の
被
服

廠
に

勤
め
て
い
た
。
そ
の
頃
、
被
服
廠
の
軍
属
で
、
後
に
松
田
す
み
さ
ん
の
夫
に
な

る
山
内
正
一
さ
ん
は
、
友
人
に
嫁
さ
ん
を
世
話
し
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
で
い
た
。

そ
こ
で
、
し
げ
さ
ん
の
妹
（
す
み
さ
ん
）
の
こ
と
を
聞
い
て
み
て
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
う
し
て
、
山
内
正
一
さ
ん
（
二
六
歳
）
と
松
田
す
み
さ
ん
（
二
二
歳
）
は
、

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
八
月
に
お
見
合
い
を
し
た
。
見
合
い
を
し
て
、
す
ぐ
に

結
婚
を
し
た
。
結
婚
を
し
て
し
ば
ら
く
は
子
ど
も
が
生
ま
れ
ず
、
夫
の
親
戚
の
子
ど

も
を
養
子
に
し
よ
う
か
と
考
え
て
い
た
と
き
に
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
。
昭
和
十
八

年
（
一
九
四
三
）
三
月
に
女
の
子
が
生
ま
れ
た
。

　
山
内
正
一
さ
ん
は
、
被
服
廠
に
送
っ
て
く
る
暗
号
を
と
く
仕
事
で
、
軍
属
身
分
だ
っ
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た
。
自
宅
は
、
東
京
都
王
子
区
袋
町
三
丁
目
に
あ
り
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
。
当
時

の

同
僚
の
話
し
に
よ
れ
ば
、
夫
は
「
暗
号
解
読
」
の
仕
事
な
の
で
、
届
出
の
書
類
を

提
出
す
れ
ば
召
集
が
免
除
に
な
り
戦
地
に
行
か
な
く
て
す
む
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
、

夫
は
、
「
支
那
事
変
」
の
と
き
に
も
召
集
さ
れ
戦
地
に
行
っ
た
経
験
が
あ
り
、
「
戦
争
」
、

「軍
隊
」
の
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
。
「
戦
争
な
ん
か
、
行
か
ね
え
方
が
い
い
さ
」
と
い
っ

て

も
、
「
戦
争
に
行
き
た
い
、
暗
号
文
の
係
な
ん
か
、
国
の
た
め
に
な
ん
ね
え
」
と
い
っ

て

い
た
。

　
そ

れ
で
届
出
を
出
さ
な
い
で
い
た
ら
、
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
二
月
に
召

集
令
状
が
来
た
。
そ
の
と
き
夫
は
、
「
支
那
事
変
」
の
と
き
に
も
戦
地
か
ら
帰
っ
て

き
た
か
ら
今
度
も
絶
対
大
丈
夫
だ
か
ら
、
帰
っ
て
く
る
か
ら
と
い
っ
て
い
た
。

　
出
征
の
見
送
り
は
、
出
征
当
日
の
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
二
月
二
十
日
に
、

お
昼
を
ご
馳
走
し
て
見
送
っ
た
。
親
戚
、
隣
近
所
十
軒
く
ら
い
の
人
を
自
宅
（
東
京

都
王
子
区
袋
町
三
丁
目
）
に
招
い
て
、
尾
頭
付
の
焼
き
魚
を
ご
馳
走
す
る
。
そ
の
あ
と
、

玄
関
で
見
送
る
が
、
玄
関
を
出
る
と
き
、
玄
関
か
ら
表
に
向
か
っ
て
、
紙
に
五
銭
硬

貨
や
お
菓
子
を
包
ん
で
ま
く
と
、
子
ど
も
た
ち
や
大
人
た
ち
が
そ
れ
を
拾
う
。
山
内

正
一
が
玄
関
を
出
て
、
出
征
す
る
と
き
に
ま
い
た
。
姉
、
兄
弟
は
、
山
内
正
一
を
赤

羽

駅
ま
で
見
送
っ
た
。
赤
羽
駅
ま
で
歩
い
て
行
っ
た
。
そ
の
当
時
、
戦
争
も
激
し
く

な
っ
て
い
た
の
で
、
出
征
祝
い
の
幟
旗
は
出
さ
な
か
っ
た
。

　
夫
は
本
籍
地
が
滋
賀
県
伊
香
郡
（
現
木
之
本
町
）
な
の
で
、
石
川
県
の
金
沢
第
九

師
団
歩
兵
第
七
連
隊
が
徴
募
区
で
あ
り
、
第
七
連
隊
で
編
成
さ
れ
た
部
隊
に
所
属
し

た
。
そ
れ
で
、
一
歳
九
ヶ
月
の
子
ど
も
を
背
負
っ
て
、
金
沢
ま
で
面
会
に
行
っ
た
。

金
沢
歩
兵
第
七
連
隊
ま
で
面
会
に
行
っ
た
ら
、
「
山
内
正
一
と
い
う
人
は
ど
こ
に
い

る
か
わ
か
ら
な
い
」
、
と
い
わ
れ
た
。
部
隊
名
や
ど
こ
に
い
る
か
も
教
え
ら
れ
な
い
。

帰
ろ
う
と
し
た
と
き
に
、
赤
ん
坊
連
れ
て
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
っ
た
兵
隊
が
、
一
人

走
っ
て
う
し
ろ
か
ら
つ
い
て
き
た
。
「
金
沢
の
公
園
に
い
る
か
ら
、
そ
こ
に
行
っ
て

ご

ら
ん
」
と
教
え
ら
れ
た
。

　
公

園
ま
で
面
会
に
行
っ
た
ら
、
こ
こ
で
戦
地
に
行
く
船
が
来
る
の
を
待
っ
て
い
る

だ

け
だ
と
い
わ
れ
た
。
夫
の
い
る
部
隊
は
、
昭
和
十
九
年
の
暮
れ
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

マ

ニ

ラ
に
行
っ
た
。
マ
ニ
ラ
に
着
い
た
ら
、
す
ぐ
に
手
紙
が
届
い
た
。
手
紙
に
は
、

野
菜
の
種
を
送
っ
て
く
れ
と
書
い
て
あ
っ
た
。
キ
ュ
ー
リ
、
ナ
ス
な
ど
の
種
を
送
っ

て

や

る
と
、
マ
ニ
ラ
で
は
植
え
る
と
す
ぐ
に
芽
が
出
る
。
そ
れ
を
植
え
て
食
べ
て
い

た
。
も
う
一
度
手
紙
が
来
た
。
ま
た
野
菜
の
種
を
送
っ
て
く
れ
と
書
い
て
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
っ
き
り
あ
と
は
手
紙
は
こ
な
か
っ
た
。

　
夫

が

召
集
さ
れ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
に
行
っ
た
あ
と
、
昭
和
二
十
年

（
一
九

四
五
）
一
月
に
な
る
と
滋
賀
県
の
夫
の
実
家
の
兄
嫁
か
ら
何
回
も
疎
開
す
る

よ
う
に
い
わ
れ
た
。
た
っ
た
一
人
の
弟
の
嫁
を
空
襲
で
殺
し
て
は
申
し
訳
な
い
と
、

何
回
も
疎
開
す
る
よ
う
に
と
い
わ
れ
た
。
と
う
と
う
疎
開
し
よ
う
と
考
え
た
が
、
自

宅
を
空
っ
ぽ
に
は
で
き
な
い
。
他
人
よ
り
姉
妹
の
方
が
い
い
と
思
っ
て
、
姉
（
三
女
）

か

ら
も
勧
め
ら
れ
た
の
で
、
当
時
生
活
が
大
変
だ
っ
た
姉
（
三
女
）
夫
婦
を
家
に
入

れ
、
あ
と
を
頼
ん
で
夫
の
実
家
に
疎
開
し
た
。

　

し
か
し
、
夫
の
実
家
に
疎
開
を
し
て
二
、
三
ヶ
月
後
に
は
、
東
京
都
葛
飾
区
金
町

の

長
姉
に
呼
び
戻
さ
れ
、
姉
の
お
産
の
た
め
、
家
の
手
伝
い
を
し
た
。
昭
和
二
十
年

の
春
か
ら
終
戦
ま
で
金
町
の
姉
の
と
こ
ろ
に
い
た
。

　
昭
和
二
十
年
八
月
十
四
日
に
は
、
最
後
の
東
京
空
襲
が
あ
っ
た
。

②
戦
後
の
く
ら
し

　
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
の
終
戦
後
に
、
東
京
都
王
子
区
袋
町
の
自
宅
に
帰
っ
て

み

る
と
姉
に
子
ど
も
が
で
き
五
人
家
族
に
な
っ
て
い
て
、
姉
夫
婦
が
居
座
り
続
け
て

夫
の
名
義
も
書
き
換
え
ら
れ
て
い
た
。
姉
妹
で
も
め
な
が
ら
一
年
以
上
に
わ
た
り
二

家
族
が
同
居
し
て
い
た
が
、
と
う
と
う
自
分
の
夫
の
所
有
だ
っ
た
は
ず
の
自
宅
を
出

て
、
娘
を
連
れ
て
金
町
の
姉
の
家
に
世
話
に
な
っ
た
。

生
活
の
た
め

に
古
物
商
を
始
め
る

　
家
に

出
入
り
し
て
い
た
朝
鮮
人
の
古
物
商
の
お
じ
さ
ん

（ゴ
ン

・

ネ
ー
マ
ン
）
に
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古
物
商
の
商
売
を
教
わ
り
始
め
る
。
千
葉
県
松
戸
に
住
み
、
幼
子
を
預
け
て
柏
に
買

出
し
に
行
っ
た
。
「
朝
鮮
動
乱
」
当
時
（
一
九
五
〇
年
六
月
二
五
日
～
］
九
五
三
年

七

月
二
七
日
）
は
、
古
物
商
が
大
変
も
う
か
っ
た
が
、
そ
の
後
は
暴
落
し
た
。

古
物
商
と
し
て
仙
台
に
落
ち
着
く

　

東
京
で
は
品
物
が
な
く
買
出
し
も
出
来
な
く
な
っ
た
の
で
、
山
内
す
み
と
ゴ
ン
・

ネ
ー
マ
ン
は
二
人
で
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
三
月
に
北
海
道
に
行
く
こ
と
に
な
っ

た
が
、
途
中
で
仙
台
に
寄
っ
た
ら
、
町
が
大
き
そ
う
な
の
で
、
仙
台
で
途
中
下
車
し

た
。
仙
台
の
町
は
、
ま
だ
復
興
の
途
中
だ
っ
た
。
買
い
出
し
を
し
な
く
て
も
、
焼
け

跡

な
ど
か
ら
鉄
屑
類
が
い
っ
ぱ
い
出
て
き
た
。
こ
こ
で
二
人
で
や
っ
て
み
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
八
月
一
日
、
恩
給
法
改
正
を
公
布
し
、
軍
人
恩
給
の

復
活
が

は
か
ら
れ
、
戦
争
未
亡
人
の
山
内
す
み
に
も
、
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）

に
軍
人
恩
給
が
支
給
さ
れ
た
。
こ
の
お
金
で
家
を
建
て
た
。
広
瀬
川
の
大
橋
の
下
の

土
地

（飛
島
組
の
材
木
置
場
）
を
借
り
、
バ
ラ
ッ
ク
建
て
の
家
二
軒
を
建
て
、
一
軒

は
山
内
す
み
と
娘
が
住
み
、
も
う
一
軒
は
朝
鮮
人
の
お
じ
さ
ん
ゴ
ン
・
ネ
ー
マ
ン
が

住
ん

だ
。
古
物
商
の
資
格
を
と
っ
て
、
山
内
商
店
と
し
て
商
売
を
始
め
た
。
こ
の
当
時
、

広
瀬
川
の
砂
利
採
り
を
し
て
い
た
森
夫
婦
も
誘
っ
た
。
ま
た
朝
鮮
人
の
お
じ
さ
ん
（
ゴ

ン

・

ネ
ー
マ
ン
）
は
仙
台
に
来
て
か
ら
は
、
世
間
向
け
に
山
内
一
夫
と
い
う
名
前
を

つ
け
て
本
名
は
伏
せ
た
。
本
当
の
お
じ
い
さ
ん
の
よ
う
に
し
て
、
ま
わ
り
の
み
ん
な

は

山
内
一
夫
だ
と
思
っ
て
付
き
合
い
を
し
て
い
た
。
当
時
の
住
宅
地
図
に
も
山
内
一

夫
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
山
内
す
み
と
娘
、
お
じ
い
さ
ん
の
山
内
一
夫

（ゴ

ン
・
ネ
ー
マ
ン
）
、
森
夫
婦
、
そ
れ
に
買
い
子
を
集
め
て
古
物
の
買
出
し
を
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
「
ば
た
屋
」
・
「
ば
た
こ
」
が
十
～
二
十
人
も
拾
い
集
め
て
持
っ
て

き
た
。
古
物
の
買
出
し
は
、
新
聞
、
雑
誌
、
ポ
ロ
、
ビ
ン
類
、
銅
類
、
金
、
銀
、
鉄

屑
、
ニ
ュ
ー
ム
類
（
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ー
ム
）
、
ブ
リ
キ
カ
ン
な
ど
を
扱
っ
た
。

　
な
お
、
昭
和
五
三
年
（
（
一
九
七
八
）
に
山
内
一
夫
（
ゴ
ン
・
ネ
ー
マ
ン
）
が
亡
く
な
つ

て

か
ら
、
古
物
商
の
商
売
を
や
め
た
。

③
戦
死
し
た
夫
の
こ
と
、
戦
没
者
慰
霊
の
こ
と

　

昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
春
に
、
夫
の
山
内
正
一
の
戦
死
の
知
ら
せ
が
文
書
で

来
た
。
実
際
の
戦
死
確
認
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
帳
簿
上
で
戦
死
扱
い
と
な
っ
た
。

書
類
上
は
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
五
月
十
六
日
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
リ
ザ
ー
ル

州
イ
ポ
で
戦
死
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
滋
賀
県
の
義
兄
に
も
、
そ
の
こ
と
を
電

報
で
知
ら
せ
た
。
昭
和
二
二
年
五
月
頃
に
、
東
京
都
目
黒
の
留
守
業
務
に
遺
族
が
何

十
人
も
集
め
ら
れ
、
そ
こ
に
未
亡
人
の
山
内
す
み
、
夫
の
実
兄
山
内
金
次
郎
が
行
き
、

「
山
内
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
山
内
す
み
が
、
「
は
い
」
と
返
事
を
し
た
。
そ
の
と
き
、

留
守
業
務
担
当
官
か
ら
骨
箱
を
手
渡
さ
れ
た
。
骨
箱
の
中
身
は
、
「
山
内
正
一
之
霊
」

と
書
か
れ
た
札
だ
け
が
入
っ
て
い
た
。

　
骨
箱
を
受
け
取
っ
た
翌
日
に
、
東
京
都
赤
羽
の
浄
土
宗
の
お
寺
で
お
葬
式
を
し
た
。

そ

の

あ
と
、
夫
の
実
家
（
滋
賀
県
）
で
も
お
葬
式
を
し
た
。
夫
の
遺
品
の
「
爪
」
を

夫
の
実
家
の

山
内
家
の
墓
に
納
め
た
。
そ
の
と
き
に
塔
婆
が
立
て
ら
れ
た
。
墓
は
立

て

ら
れ
て
い
な
い
。
夫
の
名
前
も
墓
に
は
刻
ま
れ
て
い
な
い
。

　

当
時
は
、
お
金
も
な
く
、
お
墓
ま
で
は
作
れ
ず
、
墓
石
は
立
て
な
か
っ
た
。
現
在

ま
で
位
牌
を
お
祀
り
し
て
い
る
。
な
お
、
現
在
で
は
、
仙
台
市
営
の
北
山
霊
園
に
、

山
内
家
の
墓
の
敷
地
を
購
入
し
て
い
る
が
、
墓
石
は
ま
だ
立
て
て
い
な
い
。
娘
（
昭

和
十
八
・
一
九
四
三
年
生
ま
れ
）
は
、
話
者
が
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
一
緒
に
お
墓

に
入
れ
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
住
ま
い
の
寝

室

（六
畳

間
）
の
衣
裳
箪
笥
の
上
に
位
牌
を
お
い
て
い
る
。
位
牌
の
表
に
は
、
「
殉

徳
院
奉
公
正
一
居
士
」
、
「
昭
和
二
十
年
五
月
十
六
日
」
と
あ
る
。
裏
に
は
、
「
俗
名

　
山
内
正
一
」
、
「
享
年
三
十
一
才
」
と
あ
る
。

　
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
三
月
以
降
に
仙
台
に
落
ち
着
く
よ
う
に
な
る
と
、
昭

和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
は
、
仙
台
市
米
ヶ
袋
に
住
む
遺
族
会
の
人
が
、
山
内
す

み

の

と
こ
ろ
を
尋
ね
て
き
た
。
市
役
所
か
ら
遺
族
会
に
「
遺
族
の
名
簿
」
が
ま
わ
っ
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て

き
て
い
て
、
そ
の
名
簿
を
見
て
や
っ
て
き
た
。
遺
族
会
に
入
会
し
て
く
だ
さ
い
と

き
た
。
こ
う
し
て
昭
和
三
十
年
か
ら
遺
族
会
に
入
会
し
た
。
戦
没
者
慰
霊
祭
は
、
昭

和
三
十
年
八
月
十
五
日
の
慰
霊
祭
か
ら
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
当
初
は
、
宮
城
県
主
催
で
仙
台
市
の
施
設
を
会
場
に
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
た
。
そ
の

と
き
は
、
戦
死
者
だ
け
で
は
な
く
、
空
襲
な
ど
の
戦
災
被
害
者
も
い
っ
し
ょ
だ
っ
た

の

で
、
人
が
い
っ
ぱ
い
で
会
場
に
入
り
き
れ
な
か
っ
た
。
二
、
三
年
は
こ
の
形
態
が

続
い
た
が
、
そ
の
後
は
、
戦
没
者
慰
霊
祭
は
、
仙
台
市
の
仙
台
城
跡
天
主
台
に
あ
る

護
国
神
社
（
正
式
名
称
は
宮
城
縣
護
國
神
社
）
で
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
以
降
、

毎
年
八
月
十
五
日
の
護
国
神
社
で
の
戦
没
者
慰
霊
祭
に
は
参
加
し
て
い
る
。

　

山
内
す
み
は
、
平
成
三
年
（
一
九
九
二
七
月
に
脳
梗
塞
で
倒
れ
て
入
院
す
る
こ

と
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
は
戦
没
者
慰
霊
祭
に
参
加
し
な
く
な
っ
た
。
た
だ
し
、
五
十

年
祭
の
と
き
に
は
、
護
国
神
社
で
の
慰
霊
祭
に
参
加
し
た
。
五
十
年
祭
の
慰
霊
祭
に

参
加
し
た
の
で
、
こ
れ
で
一
通
り
、
弔
い
上
げ
が
終
っ
た
。
五
十
年
た
っ
た
か
ら
こ

れ

で

い

い
と
思
っ
た
。

　
ま
た
平
成
十
、
十
一
年
（
一
九
九
八
、
一
九
九
九
）
頃
に
は
、
い
つ
も
来
て
く
れ
た

遺
族
会
の
世
話
人
の
方
も
亡
く
な
り
、
そ
れ
以
降
は
遺
族
会
か
ら
も
連
絡
が
こ
な
く

な
り
、
遺
族
会
費
も
払
っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
護
国
神
社
か
ら
は
、
春
季
例
祭
、

秋
季
例
祭
、
八
月
十
五
日
の
戦
没
者
慰
霊
祭
の
年
三
回
の
案
内
が
今
で
も
来
て
い
る
。

　
軍
人
恩
給
に
つ
い
て
は
、
山
内
す
み
は
、
「
特
別
給
付
金
」
と
「
遺
族
恩
給
」
を
も
ら
っ

て

い

る
。
子
ど
も
に
対
す
る
「
家
族
扶
養
」
は
十
八
歳
ま
で
し
か
支
給
さ
れ
な
い
。
「
特

別
給
付
金
」
は
、
戦
死
者
の
妻
に
年
二
回
支
給
さ
れ
る
も
の
で
、
一
回
九
万
円
く
ら

い
ず
つ
が
支
給
さ
れ
る
。
「
遺
族
恩
給
」
は
、
年
に
四
回
で
、
一
回
に
五
十
万
円
く

ら
い
ず
つ
支
給
さ
れ
る
。
孫
娘
が
大
学
に
進
学
で
き
た
の
も
、
こ
の
遺
族
恩
給
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
だ
っ
た
と
い
う
。

④
む
す
び
に
か
え
て
～
戦
争
の
記
録
と
記
憶
を
ど
う
描
く
の
か
～

（
1
）
近
代
と
民
俗
～
民
俗
学
の
立
場
か
ら
戦
争
の
記
録
と
記
憶
を
継
承
す
る

　
　
こ
と
～

　
柳

田
国
男
は
、
従
来
の
文
献
史
学
（
特
に
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
）
に
対
す
る
批
判
と
い

う
視
点
か
ら
、
新
し
い
史
学
と
し
て
の
郷
土
研
究
、
郷
土
誌
論
、
民
間
伝
承
の
学
、

の

ち
に
は
民
俗
学
を
唱
え
た
。
そ
し
て
、
文
献
史
学
、
民
俗
学
、
考
古
学
等
を
そ
れ

ぞ
れ
同
列
的
に
み
て
、
こ
れ
ら
の
学
問
を
ま
と
め
る
の
が
史
学
と
考
え
て
い
た
。

　
現
実
の
歴
史
は
、
文
書
記
録
に
よ
ら
な
い
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
そ
の
大
部
分
が
構

成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
部
分
に
接
近
で
き
る
の
が
民
俗
学
で
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
「
平
民
」
、
「
百
姓
」
、
「
常
人
」
、
「
一
般
民
衆
」
等
の
用
語
は
、
文
書
記
録
に
よ
っ

て

記
載
さ
れ
て
い
な
い
人
々
の
こ
と
を
指
し
示
し
て
い
た
。

　
柳

田
国
男
に
と
っ
て
「
近
代
」
と
い
う
用
語
は
、
第
一
に
、
近
世
、
江
戸
時
代
と

い
う
意
味
が
あ
る
。

　
第
二
に
、
現
代
、
そ
の
時
々
の
執
筆
時
点
か
ら
見
た
現
代
の
直
接
の
基
礎
と
な
っ

た
時
代
と
い
う
意
味
、
現
代
と
直
接
つ
な
が
り
、
そ
の
現
代
を
生
ん
だ
近
代
と
い
う

と
ら
え
方
が
あ
る
。

　
第
三
に
、
「
近
代
人
」
と
い
う
使
い
方
で
、
こ
の
場
合
、
「
近
代
」
は
「
民
俗
」
に

対
置
さ
れ
、
「
近
代
人
」
は
「
常
民
」
に
対
置
さ
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
「
常
民
」
概
念
が
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
承
、
伝

統
を
保
持
す
る
人
々
や
そ
の
部
分
を
指
す
と
す
れ
ば
、
「
近
代
人
」
は
、
教
育
、
修

養

に
よ
っ
て
学
ん
だ
部
分
や
そ
れ
を
保
持
す
る
人
々
を
指
す
と
い
え
る
。

　

こ
う
し
て
柳
田
は
、
明
治
の
近
代
化
に
遭
遇
す
る
な
か
で
、
「
近
代
」
以
前
、
「
近

代
」
以
外
の
形
態
か
ら
近
代
を
内
発
的
に
と
ら
え
よ
う
と
し
た
。
ま
た
明
治
の
近
代

化
を
、
「
近
代
」
的
な
形
態
と
、
「
近
代
」
以
前
の
形
態
が
併
存
し
て
い
る
時
代
と
と
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ら
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
「
近
代
」
に
対
す
る
伝
統
や
民
間
伝
承
、
あ
る
い
は
理
性
的
・

合
理
的
な
近
代
人
に
対
し
て
情
緒
的
で
人
間
関
係
的
な
動
機
づ
け
や
見
よ
う
見
ま
ね

で
身
に
つ
け
る
人
間
行
動
か
ら
み
た
常
民
な
ど
と
し
て
、
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
た

　
　
　
（
2
4
）

と
い
え
る
。

　
以
上

の

こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
こ
こ
で
は
、
伝
統
や
民
間
伝
承
は
、
常
に
改
良
さ
れ

新

し
い
も
の
や
復
古
的
な
も
の
が
つ
け
加
え
ら
れ
変
容
し
て
い
く
総
体
と
し
て
と
ら

え
る
こ
と
。
そ
れ
を
前
提
に
、
過
去
遡
及
的
な
部
分
、
保
守
的
な
部
分
、
残
存
・
遺

制
の
視
点
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
民
衆
・
常
民
と
は
、
「
近
代
人
」
と
「
常
民
」
の

両
者

を
備
え
持
つ
の
が
本
来
の
姿
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
民
俗
学
の
問
題
意
識
・

視
点
か
ら
民
間
伝
承
を
基
礎
に
、
「
戦
争
の
民
俗
」
と
い
う
テ
ー
マ
か
ら
、
民
衆
・

常
民
の
文
化
史
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。

（
2
）
日
本
の
博
物
館
・
資
料
館
に
お
け
る
戦
争
展
示
と
平
和
展
示
の
現
状
と

　
　
問
題
点

　
次
に
「
戦
争
体
験
の
記
録
と
記
憶
を
ど
う
描
く
の
か
」
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
博

物
館
・
資
料
館
な
ど
に
お
け
る
戦
争
展
示
、
平
和
展
示
の
問
題
が
、
と
て
も
重
要
だ

と
考
え
る
。

　

日
本
の
平
和
博
物
館
・
歴
史
博
物
館
に
お
け
る
戦
争
展
示
、
平
和
展
示
の
特
徴
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

つ
い
て

は
、
す
で
に
山
辺
昌
彦
さ
ん
に
よ
っ
て
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
戦
争
展
示
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
第
一
に
、
「
戦
争
展

示

に
お
い
て
は
、
客
観
的
に
冷
静
に
事
実
を
伝
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
博
物
館
の

展
示
の
場
合
、
遺
物
・
遺
品
・
被
災
品
な
ど
実
物
資
料
を
通
じ
て
戦
争
体
験
を
伝
え

る
こ
と
が
基
本
」
で
あ
る
こ
と
。

　
第
二
に
、
戦
争
の
こ
わ
さ
・
恐
ろ
し
さ
は
、
戦
争
に
よ
る
直
接
的
な
被
害
、
人
の

殺
傷

と
物
の
破
壊
が
中
心
で
す
。
そ
こ
か
ら
、
戦
争
に
お
い
て
、
人
間
が
殺
人
や
非

人

間
的
な
行
為
を
実
行
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
正
当
化
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
人

間
を
狂
わ
せ
、
人
間
の
尊
厳
を
奪
う
と
い
う
恐
ろ
し
さ
も
う
ま
れ
ま
す
。
［
中
略
］

こ
の
よ
う
な
戦
争
の
怖
さ
を
展
示
で
伝
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
侵
略

戦
争
と
専
制
支
配
の
反
省
の
結
果
で
き
た
日
本
国
憲
法
の
原
則
的
立
場
に
た
っ
た
展

示
を
お
こ
な
う
こ
と
を
意
味
」
す
る
こ
と
。

　

第
三
に
、
戦
争
展
示
を
ど
う
と
ら
え
る
か
は
、
「
あ
く
ま
で
展
示
を
見
る
側
の
問

題
で

あ
っ
て
、
押
し
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
す
べ
き
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
研

究
教
育
機
関
と
し
て
の
博
物
館
は
、
行
動
提
起
の
場
と
な
っ
て
は
、
い
き
す
ぎ
で
す
」

と
あ
る
。

　
そ
の
う
え
で
、
平
和
博
物
館
・
歴
史
博
物
館
の
戦
争
展
示
な
ど
の
現
状
に
つ
い
て
、

ア

ジ
ア
太
平
洋
戦
争
を
扱
っ
た
平
和
博
物
館
・
歴
史
博
物
館
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

山
辺
氏
に
よ
れ
ば
、
「
隣
組
、
配
給
、
代
用
品
な
ど
の
統
制
さ
れ
た
戦
時
下
の
く
ら

し
や
空
襲
、
疎
開
な
ど
に
つ
い
て
は
、
戦
争
展
示
を
扱
っ
て
い
る
ほ
と
ん
ど
の
博
物

館
で
展
示

し
て
」
い
る
こ
と
。
ま
た
、
「
日
本
空
襲
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
軍
資
料
の

調
査
を
展
示
に
活
か
し
て
い
る
博
物
館
」
、
「
原
爆
や
空
襲
の
体
験
画
」
、
「
証
言
の
展

示
」
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
博
物
館
・
資
料
館
、
そ
し
て
、
「
日
本
に
よ
る
加
害
」
、
「
日

本
軍
の
中
国
の
都
市
へ
の
無
差
別
爆
撃
」
、
「
日
本
軍
が
中
国
で
撒
い
た
ビ
ラ
や
ポ
ス

タ
ー
」
な
ど
を
展
示
し
て
い
る
博
物
館
・
資
料
館
、
さ
ら
に
は
、
「
植
民
地
支
配
や

従
軍
慰
安
婦
」
、
「
地
域
や
地
域
出
身
者
の
反
戦
運
動
」
な
ど
を
展
示
し
て
い
る
博
物

館
・
資
料
館
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
山
辺
氏
に
よ
れ
ば
、
靖
國
神
社
遊
就
館
、
各
地
の
護
国
神
社
や
自
衛
隊
の

博
物
館
は
、
「
無
反
省
に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
を
扱
っ
て
い
る
戦
争
博
物
館
」
と

し
て
と
ら
え
、
平
和
博
物
館
や
、
戦
争
を
批
判
的
に
扱
っ
て
い
る
歴
史
博
物
館
と
は

区
別
し
て
と
ら
え
て
い
る
。

　
山
辺
氏
の
指
摘
に
は
筆
者
も
同
意
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
さ
ら
に
詳
細
に
見

れ

ば
、
靖
國
神
社
遊
就
館
と
、
各
地
の
護
国
神
社
、
あ
る
い
は
自
衛
隊
駐
屯
地
の
防

衛
館
・
資
料
館
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
、
特
徴
が
あ
り
、
同
じ
範
躊
の
博
物
館
・
資

料
館
と
し
て
は
、
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
ま
ず
、
靖
國
神
社
遊
就
館
は
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
開
館
し
、
「
靖
國
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神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
祭
神
の
遺
品
資
料
や
、
戦
争
に
関
し
た
遺
物
・
史
資
料
を
保

存
、
展
示
す
る
た
め
に
建
設
」
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
、
明
治
維
新
、
日
清
・
日
露

戦
争
、
第
一
次
世
界
大
戦
、
「
満
洲
事
変
」
、
「
支
那
事
変
」
、
第
二
次
世
界
大
戦
な
ど

に

い
た

る
、
近
代
日
本
の
戦
争
と
戦
没
者
、
遺
族
に
関
わ
る
資
料
が
多
岐
に
わ
た
り

収
蔵
、
展
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
近
代
日
本
の
戦
争
を
、
外
圧
に
よ
る
や
む

に
や
ま
れ
ぬ
「
自
衛
戦
争
」
と
主
張
し
、
戦
前
・
戦
中
の
軍
部
と
ほ
ぼ
同
じ
軍
国
主

義
を
肯
定
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
る
。

　

こ
の
点
が
、
他
の
護
国
神
社
の
展
示
や
自
衛
隊
の
資
料
館
・
防
衛
館
な
ど
に
は
な

い
、
靖
國
神
社
遊
就
館
に
独
自
の
特
徴
で
あ
り
、
国
家
神
道
と
軍
国
主
義
の
プ
ロ
パ

ガ

ン
ダ
（
主
義
・
思
想
の
宣
伝
）
の
役
割
を
担
う
施
設
だ
と
い
え
る
。

　
そ

れ

に
対
し
て
、
陸
上
自
衛
隊
新
発
田
駐
屯
地
史
料
館
は
、
近
代
の
戦
争
に
つ
い

て

郷
土

部
隊
を
中
心
に
、
実
物
資
料
に
基
づ
い
て
軍
事
史
的
な
展
示
が
な
さ
れ
て
い

る
が
、
軍
国
主
義
を
肯
定
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
「
大
東
亜
戦
争
史
観
」
を

打
ち
出
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
は
、
日
本
国
憲
法
と
平

和
主
義
の
意
義
や
侵
略
戦
争
の
反
省
、
批
判
と
い
っ
た
展
示
理
念
が
見
ら
れ
る
わ
け

で
も
な
い
の
が
、
そ
の
特
徴
だ
と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
展
示
傾
向
は
、
陸
上
自
衛
隊
宇
都
宮
駐
屯
地
防
衛
資
料
館
に
も
い
え

る
こ
と
で
あ
り
、
靖
國
神
社
遊
就
館
の
展
示
理
念
と
は
、
区
別
さ
れ
る
も
の
だ
と
い

え
る
。

　

ま
た
、
群
馬
縣
護
國
神
社
宝
物
遺
品
館
は
護
國
神
社
の
附
属
施
設
と
し
て
、
戦
没

者
の
「
英
霊
慰
霊
顕
彰
に
関
す
る
」
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
設
立
目
的
に

そ
っ
て
は
い
る
が
、
軍
国
主
義
を
肯
定
、
鼓
舞
す
る
立
場
に
た
っ
て
展
示
構
成
さ
れ

て

い

る
わ
け
で
は
な
く
、
戦
争
を
美
化
す
る
も
の
で
も
な
く
、
戦
没
者
の
遺
品
展
示

か

ら
は
戦
争
の
悲
惨
さ
が
伝
わ
る
部
分
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
や
は
り
靖
國
神

社
遊
就
館
の
展
示
理
念

と
は
区
別
さ
れ
る
も
の
だ
と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
現
状
の
な
か
で
、
国
公
立
・
市
町
村
立
の
歴
史
系
博
物
館
・
資
料
館
な

ど
に
お
い
て
、
資
料
に
基
づ
い
て
戦
争
展
示
、
平
和
展
示
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い

く
と
と
も
に
、
民
俗
展
示
の
視
点
か
ら
「
戦
争
の
民
俗
」
を
展
示
紹
介
す
る
な
か
で
、

「
戦
争
体
験
の
記
録
と
記
憶
の
継
承
」
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
、
重
要
な
意
義
を
も

つ

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

話
者
一
覧
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

⑱⑰⑯⑮⑭⑬⑫⑪⑩⑨⑧⑦⑥⑤④③②①
庄
司
久
右
衛
門
　
M
四
十
・
三
生

大
崎
市
郎
　
M
四
二
・
八
生

野
村
喜
一
　
M
四
四
生

石
垣
八
郎
　
T
一
・
十
一
生

津

田
正
一
　
T
三
・
四
生

千
葉
胤
男
　
T
五
・
十
一
生

庄
子
茂
代
　
T
五
・
六
生

庄
子
宣
三
　
M
四
一
・
一
生

佐
藤
耕
也
　
T
七
・
二
生

平
塚
三
郎
　
T
十
四
生

三
塚
庸
治
　
T
六
・
六
生

庄

子
新
造
　
S
四
生

木
村
一
二
　
T
七
・
四
生

加
藤
輝
夫
　
T
九
生

庄

司
豊
彦
　
T
十
一
生

三
澤

寅
和
鹿
　
M
三
五
生

及
川
頼
治
　
M
四
三
・
十
生

山
内
す
み
　
T
七
・
十
二
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滝
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佐藤雅也［戦争の民俗］

註（
1
）
　
岩
本
通
弥
「
総
論
　
方
法
と
し
て
の
記
憶
ー
民
俗
学
に
お
け
る
位
相
と
可
能
性
」
（
岩
本
通

　
　
弥
編

『現
代
民
俗
誌
の
地
平
　
記
憶
』
、
朝
倉
書
房
、
二
〇
〇
三
）
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
L
・
モ
ッ
セ
著
・

　
　
宮
武
実
知
子
訳
『
英
霊
　
創
ら
れ
た
世
界
大
戦
の
記
憶
』
（
柏
書
房
、
二
〇
〇
二
）
、
若
尾
祐
司
・

　
　
羽
賀
祥
二
編
『
記
録
と
記
憶
の
比
較
文
化
史
』
（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
）
な
ど
参
照
。

（
2
）
　
南
部
昌
士
「
兵
事
」
（
『
宮
城
県
史
』
七
、
一
九
六
〇
）
参
照
。
仙
台
の
戦
争
遺
跡
に
つ
い
て
は
、

　
　
仙
台
市
歴
史
民
俗
資
料
館
編
　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
仙
台
の
戦
争
遺
跡
』
（
仙
台
市
教
育
委
員
会
、

　
　
二
〇
〇

八
）
参
照
。

（
3
）
　
二
戸
富
士
雄
ほ
か
「
宮
城
県
の
戦
争
史
跡
・
戦
争
遺
跡
に
関
す
る
基
礎
的
調
査
（
1
）
」

　
　
（
仙
台
市
歴
史
民
俗
資
料
館
調
査
報
告
書
第
二
二
集
『
足
元
か
ら
み
る
民
俗
（
1
2
）
』
所
収
、

　
　
二
〇
〇
四
）
、
一
戸
富
士
雄
ほ
か
「
宮
城
県
の
戦
争
史
跡
・
戦
争
遺
跡
に
関
す
る
基
礎
的
調
査

　
　
（
2
）
」
（
仙
台
市
歴
史
民
俗
資
料
館
調
査
報
告
書
第
二
三
集
『
足
元
か
ら
み
る
民
俗
（
1
3
）
』
所

　
　
収
、
二
〇
〇
五
）
参
照
。
東
北
大
学
宗
教
学
研
究
室
・
平
成
一
七
・
一
八
年
度
宗
教
学
実
習
報

　
　
告
書

『軍
都
仙
台
』
（
二
〇
〇
八
）
参
照
。

（
4
）
　
前
掲
書
「
兵
事
」
六
七
六
～
六
八
〇
頁
参
照
。

（
5
）
　
佐
藤
憲
一
「
仙
台
陸
軍
墓
地
調
査
報
告
」
（
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
〇
二

　
　
集
、
二
〇
〇
三
）
参
照
。

（
6
）
　
加
藤
宏
・
飯
淵
康
一
・
永
井
康
雄
「
仙
台
市
に
於
け
る
陸
軍
施
設
の
変
遷
に
つ
い
て
」
（
日

　
　
本
建
築
学
会
東
北
支
部
『
研
究
報
告
』
、
二
〇
〇
三
）
参
照
。
な
お
、
こ
の
続
編
と
し
て
、
加

　
　
藤
宏
・
飯
淵
康
一
・
永
井
康
雄
「
明
治
期
に
お
け
る
陸
軍
部
隊
兵
営
地
の
配
置
に
つ
い
て
」
（
日

　
　
本
建
築
学
会
東
北
支
部
『
研
究
報
告
』
、
二
〇
〇
四
）
、
加
藤
宏
・
飯
淵
康
一
・
永
井
康
雄
「
仙

　
　
台
師
管
区
陸
軍
施
設
の
施
設
・
設
備
と
そ
の
配
置
に
関
す
る
一
考
察
」
（
日
本
建
築
学
会
東
北

　
　
支
部
『
研
究
報
告
』
、
二
〇
〇
五
）
が
あ
る
。

（
7
）
　
佐
藤
雅
也
「
資
料
紹
介
ー
仙
台
師
管
区
経
理
部
『
各
部
隊
配
置
図
・
国
有
財
産
台
帳
附
図
』

　
　
に
つ
い
て
ー
」
（
仙
台
市
歴
史
民
俗
資
料
館
調
査
報
告
書
第
一
九
集
』
、
二
〇
〇
〇
）
参
照
。

（
8
）
斎
藤
誠
「
占
領
軍
と
キ
ャ
ン
プ
」
（
『
仙
台
市
史
特
別
編
4
・
市
民
生
活
』
、
］
九
九
七
）
参
照
。

（
9
）
　
佐
藤
雅
也
「
戦
争
の
民
俗
ー
仙
台
地
方
に
み
る
戦
争
と
庶
民
の
く
ら
し
ー
」
（
仙
台
市
歴
史

　
　
民
俗
資
料
館
調
査
報
告
書
第
一
七
集
『
足
元
か
ら
み
る
民
俗
（
7
）
』
、
一
九
九
八
）
、
仙
台
市

　
　
歴
史
民
俗
資
料
館
企
画
展
図
録
『
戦
争
と
庶
民
の
く
ら
し
』
（
二
〇
〇
一
）
、
仙
台
市
歴
史
民
俗

　
　
資
料
館
企
画
展
図
録
『
戦
争
と
庶
民
の
く
ら
し
2
』
（
二
〇
〇
二
）
参
照
。
同
企
画
展
図
録
『
戦

　

争
と
庶
民
の
暮
ら
し
3
』
（
二
〇
〇
八
）
参
照
。

（
1
0
）
　
『
仙
台
市
史
資
料
編
7
・
近
現
代
3
・
社
会
生
活
』
（
二
〇
〇
四
）
三
〇
二
～
三
〇
三
頁
参
照
。

　
　
な
お
、
「
戦
死
者
祭
祀
と
招
魂
祭
」
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
雅
也
「
近
代
仙
台
に
お
け
る
庶
民
の

　

生
活
暦
」
（
仙
台
市
歴
史
民
俗
資
料
館
調
査
報
告
書
第
二
四
集
、
二
〇
〇
六
）
、
同
「
近
代
仙
台

　
　
に
お
け
る
庶
民
の
生
活
暦
（
2
）
（
同
調
査
報
告
書
第
二
五
集
、
二
〇
〇
七
）
、
同
「
近
代
仙
台

　
　

に
お
け
る
庶
民
の
生
活
暦
（
3
）
（
同
調
査
報
告
書
第
二
六
集
、
二
〇
〇
八
）
、
同
「
近
代
仙
台

　
　
の
慰
霊
と
招
魂
」
（
同
調
査
報
告
書
第
二
七
集
、
二
〇
〇
九
）
参
照
。

（
1
1
）
　
浦
井
正
明
『
上
野
時
空
遊
行
』
（
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社
、
二
〇
〇
二
）
九
〇
～
九
二
頁
、
お
よ

　
　
び

今
井
昭
彦
「
近
代
日
本
に
お
け
る
戦
死
者
祭
祀
ー
彰
義
隊
士
の
埋
葬
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
近

　
　
代
仏
教
』
第
一
二
号
、
二
〇
〇
六
年
二
月
）
参
照
。

（
1
2
）
　
今
井
昭
彦
「
己
巳
戦
役
に
お
け
る
戦
死
者
の
埋
葬
ー
東
軍
戦
死
者
を
中
心
に
ー
」
（
今
井
昭

　
　
彦
『
近
代
日
本
と
戦
死
者
祭
祀
』
所
収
、
東
洋
書
林
、
二
〇
〇
五
、
初
出
は
『
群
馬
歴
史
民
俗
』

　
　
二
五
号
）
一
一
〇
～
一
一
五
頁
参
照
。

（
1
3
）
　
中
村
忠
雄
編
『
再
増
補
訂
正
米
沢
大
年
表
（
再
版
ご
（
置
賜
郷
土
史
研
究
会
、
一
九
七
こ
参
照
。

　
　
『
鶴
岡
市
史
』
下
巻
（
一
九
七
〇
）
二
五
三
～
二
五
六
頁
参
照
。

（
1
4
）
　
佐
藤
雅
也
「
宮
城
県
に
お
け
る
山
・
鉾
・
屋
台
を
主
体
と
す
る
祭
礼
行
事
」
（
仙
台
市
歴
史

　
　
民
俗
資
料
館
調
査
報
告
書
第
一
八
集
『
足
元
か
ら
み
る
民
俗
（
8
）
』
、
一
九
九
九
）
参
照
。
岩

　
　
井
忠
熊
『
「
靖
国
」
と
日
本
の
戦
争
』
（
新
日
本
出
版
社
、
二
〇
〇
八
）
五
二
頁
参
照
。

（
1
5
）
　
仙
台
市
役
所
編
纂
『
仙
台
市
史
』
（
一
九
〇
八
）
五
〇
四
～
五
一
二
頁
参
照
。

（
1
6
）
前
掲
論
文
「
近
代
仙
台
に
お
け
る
庶
民
の
生
活
暦
」
＝
九
～
］
二
一
頁
参
照
。

（
1
7
）
　
前
掲
論
文
「
近
代
仙
台
に
お
け
る
庶
民
の
生
活
暦
」
一
二
五
～
一
二
入
頁
参
照
。

（
1
8
）
　
前
掲
書
「
兵
事
」
五
四
九
頁
、
お
よ
び
仙
台
市
歴
史
民
俗
資
料
館
（
所
蔵
『
野
砲
兵
第
二
連

　
　
隊
第
一
大
隊
本
部
陣
中
日
誌
』
（
昭
和
六
年
九
月
～
昭
和
七
年
十
二
月
）
参
照
。

（
1
9
）
　
『
や
す
く
に
の
祈
り
』
（
］
九
九
九
）
二
六
六
頁
参
照
。

（
2
0
）
　
前
掲
書
「
兵
事
」
六
七
六
頁
参
照
。

（
2
1
）
　
仙
台
市
歴
史
民
俗
資
料
館
特
別
展
図
録
『
教
科
書
で
た
ど
る
学
都
仙
台
』
（
二
〇
〇
一
）
参
照
。

（
2
2
）
　
佐
藤
雅
也
「
職
人
の
技
術
と
民
俗
ー
問
題
意
識
と
方
法
的
考
察
ー
」
（
仙
台
市
歴
史
民
俗
資

　
　
料
館
調
査
報
告
書
第
一
九
集
『
足
元
か
ら
み
る
民
俗
（
9
）
』
、
二
〇
〇
〇
）
参
照
。
な
お
、
「
戦

　
　
争
の
民
俗
」
に
関
し
て
は
、
前
掲
論
文
「
戦
争
の
民
俗
」
（
一
九
九
八
）
、
お
よ
び
佐
藤
雅
也
「
戦

　
　
争
の
民
俗
（
2
）
ー
戦
争
体
験
と
そ
の
後
の
人
生
を
め
ぐ
る
民
衆
・
常
民
の
心
意
と
は
ー
」
（
仙

　
　
台
市
歴
史
民
俗
資
料
館
調
査
報
告
書
第
二
〇
集
『
足
元
か
ら
み
る
民
俗
（
1
0
）
』
、
二
〇
〇
二
）

　
　
な
ど
の
報
告
内
容
を
も
と
に
、
一
部
要
約
の
う
え
、
加
筆
・
修
正
を
加
え
て
い
る
。

（2
3
∀
　
『
仙
台
市
警
察
史
』
（
一
九
七
八
）
四
〇
四
～
四
〇
六
頁
参
照
。

（
2
4
）
　
佐
藤
雅
也
「
近
現
代
と
民
俗
ー
日
本
民
俗
学
と
日
本
近
現
代
史
に
関
わ
る
方
法
論
上
の
問
題

　
　
を
中
心
に
ー
」
（
『
東
北
民
俗
』
三
二
輯
、
一
九
九
八
）
参
照
。

（
2
5
）
　
山
辺
昌
彦
「
日
本
の
平
和
博
物
館
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
を
い
か
に
展
示
し
て
い
る
か
」
（
『
立

　

命
館
平
和
研
究
』
六
号
、
二
〇
〇
五
）
参
照
。

（仙
台
市
歴
史
民
俗
資
料
館
学
芸
室
長
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
研
究
協
力
者
）

　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
七
年
四
月
三
〇
日
受
理
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
三
日
審
査
終
了
）
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FOIklore　and　War：How　Do　We　Wirite　about　Personai　Expe㎡ences　of　Wai　r？

SATo　Masaya

　　　The　fbcus　of　this　paper　is　to　use　narratives　to　fbrm　a　view　of　war　based　on　the　assumption　that　history　and

cultural　history　from　the　perspective　of　the　common　people　life　at　the　heart　of　folklore　studies．　The　paper’s

o切ective　is　to　bring　to　light　war　experiences　and　life　afterwards　as　it　affbcted　the　people　of　Japan，　as　well　as　to

pass　on　records　and　narratives　of　war　experiences．

　　　Comprising　three　main　parts，　this　paper　first　provides　an　outline　of　the　historical　sites　and　memorials　of　the

“military　city”of　Sendai．　It　looks　back　at　the　sites　of　f6rmer　military　facilities　that　existed　in　modern　Sendai　and

memorials　and　monuments　associated　with　the　fOrmer　military　and　periods　of　waL　It　also　presents　an　overview　of

changes　to　army　facilities　in　the　fOrmer“military　city”of　Sendai　and　records　related　to　Japan’s　wars　of　the　modern

period．　Next，　it　introduces　general　i㎡brmation　oll　primary　sources　belonging　to　the　Second　Sendai　Division　from

19400nwards　from　the　Sendai　Area　Accounting　Department　that　are“maps　fOr　the　deployment　of　regiments　and

appended　drawings　in　registers　of　government　property”which　relate　to　fOrmer　military　facilities　associated

with　Miyagi　Pre允cture，　Fukushima　Prefecture　and　Tbchigi　Prefecture．

　　　In　the　second　part　an　examination　is　made　of　the　su句ect　of　memorials　fbr　those　that　fell　in　the　wars　of　the

modern　period．　These　include　the　Boshin　WaちSeinan　WaちKoshin　Incident，　SinoJapanese　and　RussoJapanese

Wars，　Manchurian　Incident，　Second　SinoJapanese　War　and　the　Asia－Pacific　WaL　This　study　uses　memorials，

documents　and　newspaper　articles　on　rites　and　memorials　fbr　the　war　dead，　which　constitute　records　of　wars　in

the　modern　period．

　　　In　order　to　examine　war　folklore，　that　is，　the　spirit　of　the　people　associated　with　war　experiences　and　life

afterwards，　the　third　section　of　this　paper　relies　on　oral　histories　as　well　as　realia，　documents　and　photographical

materials．

　　　At　this　point　it　makes　an　examination　of　the　following　six　topics：1）the　significance　and　role　of　conscript

exams；2）conscript　exams　and　entry　to　the　armed　fbrces；3）army　life　at　home；4）the　army　and　war　as　viewed　by

aprivate（the　draft，　family　battle6eld，　de允at　and　life　as　a　prisoner　of　war）；5）the　opening　up　of　Manchuria　and

emigration　to　Manchuria；and　6）the　war－time　and　post－war　lives　of“war　widows”．

　　　Interviews　held　with　180f　the　total　of　ar皿nd　50　people　who　assisted　with　this　study　have　been　used．

　　　Passing　on　fblklore　on　war　from　all　parts　of　the　country　employing　these　kinds　of　fOlklore　methods　is　one　task

facing　folklore　studies　as　a　means　of　developing　a　cultural　history　fbr　the　common　people．
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